


 

安全に関するご注意 
ケガや事故防止のため、以下のことを必ずお守りください。 

据付、運転、保守、点検の前に、必ずこのマニュアルをお読みいただき、正しくご使用下さい。 
機器の知識、安全の情報、その他注意事項のすべてを習熟してからご使用下さい。 
このマニュアルでは、安全注意事項のレベルを「警告」と「注意」に区分しています。 

 
取扱いを誤った場合に、使用者が死亡または重傷を負う危険の状態を生じる 
ことが想定される場合 

●本製品の故障や外部要因による異常が発生しても、システム全体が安全側に働くように本製品の外部で 
安全対策を行ってください。 

●燃焼性ガスの雰囲気中は使用しないでください。 
爆発の原因となります。 

●本製品を火中に投棄しないでください。 
電池や電子部品などが破裂する原因となります。 

●リチウム電池は衝撃を与えたり、充電したり、火への投入、加熱をしないでください。 
発火・破裂の原因となります。 

 
取扱いを誤った場合に、使用者が傷害を負うかまたは物的損害のみが発生す 
る危険の状態が生じることが想定される場合 

●異常発熱や発煙を防止するため、本製品の保証特性・性能の数値に対し余裕をもたせて使用してください。 
●分解、改造はしないでください。 

異常発熱や発煙の原因となります。 
●通電中は端子に触れないでください。 

感電のおそれがあります。 
●非常停止、インターロック回路は外部で構成してください。 
●電線やコネクタは確実に接続してください。 

接続不十分な場合は、異常発熱や発煙の原因となります。 
●製品内部に液体、可燃物、金属などの異物を入れないでください。 

異常発熱や発煙の原因となります。 
●電源を入れた状態では施工（接続、取り外しなど）しないでください。 

感電のおそれがあります。 

 

著作権および商標に関する記述 

●このマニュアルの著作権は、パナソニック電工 SUNX株式会社が所有しています。 
●本書からの無断複製は、かたくお断りします。 
●Windows は米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標です。 
●その他の会社および製品名は、各社の商標または登録商標です。 
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はじめに
このたびは、プログラマブルコントローラ「FP0」をお買い
上げいただき誠にありがとうございます。
このマニュアルでは、ハード構成と設置、配線の方法、I/Oの
割り付け、メンテナンスおよびプログラミングの基本ついて
解説しています。
十分に内容をご理解いただいたうえ正しくご利用くださいま
すようお願い申し上げます。

●お願い
このマニュアルの内容に関しては万全を期しておりますが、
ご不審な点や誤りなどお気付きの点がございましたらお手数
ですが弊社までご連絡ください。
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■周辺環境
設置にあたっては一般仕様の範囲内でご使用くだ
さい。

・周囲温度：0～+55℃
・周囲湿度:30～85 %RH(at25℃ 結露なきこと)
・汚染度２の環境での使用を想定しています。
・次のような環境での使用は避けてください。
−直射日光が当たる場所
−急激な温度変化により結露が起こる可能性のあ
る場所

−腐食性ガスや可燃性ガスの雰囲気中
−塵埃、鉄粉、塩分などが多い場所
−ベンジン、シンナーおよびアルコールなどの有
機溶剤や、アンモニア、苛性ソーダなどの強
アルカリ物質が付着する可能性のある場所、ま
たはそれらの雰囲気中

−直接、振動や衝撃が伝わるような場所や直接水
滴の当たる可能性のある場所

−高圧線・高圧機器・動力線・動力機器、あるい
はアマチュア無線などの送信部のある機器、ま
たは大きな開閉サージの発生する機器の周辺（最
低100mm）

■静電気について
・静電気破壊防止のため、コネクタ類のピンを直接
さわらないでください。

・取り扱いは人体の静電気を放電した状態で行って
ください。

■電源について
・電源は電線をツイスト（より線）にしてご使用く
ださい。

・電源ラインに乗るノイズに対して十分なノイズ耐
量がありますが、絶縁トランスを介するなどの処
置を施し、ノイズを減衰させてから給電されるこ
とをお勧めいたします。

・電源供給線と入出力機器および動力機器の配線は、
別系統配線としてご使用ください。

・保護回路のない電源を使用する場合は、ヒューズ
などの保護素子を介して電源を供給してください。
異常電圧が直接印加されると内部回路が破壊され
るおそれがあります。

・コントロールユニットと増設ユニットへの給電は
必ず同一系統にし、切断および投入は同時に行っ
てください。

■電源シーケンスについて
・コントロールユニットの電源は、入出力用電源よ
りも先にＯＦＦするように電源シーケンスに配慮
してください。もし、コントロールユニットの電
源よりも先に入出力用電源がＯＦＦした場合、ま
たはコントロールユニットの電源が瞬時に切れな
い場合、コントローラ本体が入力レベルの変化を
検出し予定外のシーケンス動作をすることがあり
ます。

■電源を入れる前に
初めて電源を入れるときには、以下の点に注意し
てください。

・施工時の配線屑、特に導電物が付着していないか
確認してください。

・電源配線、入出力配線、電源電圧が間違っていな
いか確認してください。

・取り付けネジ、端子ネジを確実に締め付けておい
てください。

・モード切替スイッチをPROG.モードにしてください。

ご使用になる前に
ご注意いただきたいこと

ご
使
用
に
な
る
前
に

ご
注
意
い
た
だ
き
た
い
こ
と
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■プログラム入力の前に
プログラムを入力する前に必ず<プログラムのクリア
>操作を行ってください。

●DOS版ソフトNPST－GRをご使用の場合

(1) と キーを同時に押して画面をオンライ

ンモニタに切り替えてください。

(2) キーで表示する【NPSTメニュー】の中から

[プログラム編集]→[プログラム消去]を選択し、

キーを押します。

(3)【PCプログラム消去】画面が出たら、 (実行)

キーを押します。

●Windows版ソフトFPWINをご使用の場合

(1) と キーを同時に押して、画面を【オン

ラインモニタ】に切り替えてください。
(2)メニューの[編集 (E)]→[プログラム消去 (L)]を選
択してください。

(3)確認のメッセージが出たら、[はい (Y)]を選択して
ください。

●FPプログラマIIをご使用の場合

キー操作

■プログラムの保存についての
お願い

万一の事故、プログラム紛失に対応するため、下記
対策をお客様側で充分ご配慮ください。

●ドキュメントの作成をお願いします。
・プログラムの紛失やファイルの破壊、不用意な書
き換えなどに対応するため、作成した内容をプリ
ントアウトして、ドキュメントを保存、管理して
ください。

●パスワードの設定は慎重に行ってください。
・パスワード設定は、不用意な書き換えを防止する
のが目的としていますが、パスワードを忘れると、
プログラムの書き換えができなくなります。また、
パスワードを強制的に解除した場合は、プログラ
ムは消失してしまいます。パスワードを設定する
時には、仕様書と共に番号を控えておくなど、慎
重な対応をお願い致します。

ご
使
用
に
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る
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プログラミングツールの種類
機種の制限

使用する命令/機能の制限プログラミングツールの種類
C10 C14 C16 C32 SL1 T32

使用する命令/機能の制限

Windows版ソフト FPWIN GR ○ ○ ○ ○ ○ ○ すべての命令と機能が使用
できます。

IEC61131−3準拠
Windows版ソフト

FPWIN Pro ○ ○ ○ ○ ○ ○ すべての命令と機能が使用
できます。

DOS版ソフト

*3

NPST−GR
Ver.4 ○ ○ ○ ○

○

Ver.4.3
以降

○

Ver.4.5
以降

すべての命令と機能が使用
できます。

*3
NPST−GR
Ver.3

○

*1

○

*1

○

*1

○

*1
× × *2に示す命令および機能は

使用できません。

AFP1113V2

AFP1114V2
○ ○ ○ ○ ○ × すべての命令と機能が使用

できます。

ハンディプログラマ

AFP1113

AFP1114
○ ○ ○ ○ ○ × *2に示す命令および機能は

使用できません。ハンディプログラマ

*3 AFP1111A

AFP1112A

AFP1111

AFP1112

×

（プログラマ側のインターフェイスの仕様がRS422のため
通信できません）

使用できません。

注）*1: NPST－GRVer.3で使用する場合の機種設定
C10,C14,C16・・・・・[FP1/FP－M（2.7K）]を選択して使用。
C32・・・・・・・・・・ [FP1/FP－M（5K）]を選択して使用。

*2：NPST－GRVer.3およびAFP1113/AFP1114で使用できない機能
・高速カウンタ機能＜関連命令F166/F167＞
・パルス出力機能＜関連命令F168/F169＞
・ＰＷＭ出力機能＜関連命令F170＞
・１msタイマ命令＜TML＞
・32ビット補助タイマ命令＜F183＞
・通信ボーレート19200 bpsへの切り替え＜出荷時は9600 bpsです＞

*3：DOS版ソフト(NPST－GR)は、2003年8月生産終了品です。
ハンディプログラマおよび接続用ケーブル (AFC8521/AFC8523)は、2006年8月生産終了品です。

プログラミングツールの使用制限

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ツ
ー
ル
の
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用
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■T32(10kステップタイプ)とC32(5kステップタイプ)の相違点一覧表
タイプ＜型番＞

比較項目
T32(10kステップタイプ)
＜FP0−T32CT＞

C32(5kステップタイプ)
＜FP0−C32CT＞

品番 AFP02643C AFP02543C

データレジスタ 16,384ワード 6,144ワード

特殊データレジスタの番号 DT90000番台 DT9000番台

ラベル数(JP+LOOP数) 255ラベル 64ラベル

ステップラダー数 704ステージ 128ステージ

サブルーチン数 100サブルーチン 16サブルーチン

プログラムと
システムレジスタ EEPROM EEPROM

メモリバック
アップ

演算用メモリ

内蔵充電式（2次）電池によるバック
アップで、各メモリの保持エリアを
プログラミングツールにより指定で
きます。

電源断時に保持されるエリアは固定
でEEPROMにて保持されます。
●保持されるメモリエリア
カウンタ〈C〉：16点アップ

演算用メモリ
きます。
●指定できるメモリエリア
タイマ・カウンタ〈T/C〉
内部リレー〈R〉
データレジスタ〈DT＞

カウンタ〈C〉：16点
内部リレー〈R〉：128点・8ワード
データレジスタ〈DT〉：32ワード

カレンダタイマ機能 あり なし

プログラミ

FPWIN
(Windows版) 使用可能 使用可能

プログラミ
ングツール

NPST－GR
(DOS版) Ver.4.5以降が必要。 Ver.4.2以降で使用可能。

Ver.3.2でも条件付きで使用可能。

FPプログラマII 使用不可 使用可能

■内蔵バックアップ電池について

コントロールユニット（10kステップタイプ）のバッ
クアップ用電池には、2次電池（充電式）を使用して
います。ユニット出荷時には充電されておりません
ので、ご使用になる前に内蔵バックアップ電池を十
分に充電してください。
電池切れが発生すると保持エリアの内容が不定値に
なります。（０クリアしません）
詳しくは「2−6. 10kステップタイプのバックアップ
について」をご覧ください。

■特殊データレジスタについて

コントロールユニット（10kステップタイプ）は、特
殊データレジスタの番号が5桁の90000番台になりま
す。
このマニュアルでは、特殊データレジスタを、4桁の
9000番台で説明または表示しています。
特殊データレジスタの内容を参照する場合、9000番
台を90000番台に読み換えてください。

〈例〉
DT9014の場合、DT90014になります。

■カレンダタイマについて

工場出荷時は、カレンダタイマデータの格納されて
いるエリアの値は不特定な動きをしています。プロ
グラミングツールでDT90054～DT90057へ時刻データ
を書き込んでください。時刻合わせを行うと正常に
なります。

参考：内蔵バックアップ電池が放電してしまった場
合も不特定な動きとなります。

■カレンダタイマ関連命令について

時刻加算命令（命令番号F157）および時刻減算命令
（命令番号F158）はVer 2.3より使用できます。

10Kステップタイプご使用時の
注意点
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viii

■ご使用になるユニットごとに必要なマニュアルが異なります。ご確認の上、ご用意
ください。

ユニットの種類 ユーザーズマニュアル
No.ARCT1F389

命令語マニュアル
No.ARCT1F353

専用マニュアルNo.

FP0 コントロールユニット ○ ○ ×

FP0 増設ユニット ○ ○ ×

FP0 熱電対ユニット ○ ○ ARCT1F366

FP0 アナログI/Oユニット ○ ○ ARCT1F390

FP0 A/D変換ユニット ○ ○ ARCT1F321

FP0 D/A変換ユニット ○ ○ ARCT1F382

FP0 CC−Linkスレーブユニット ○ ○ ARCT1F380

FP0 I/Oリンクユニット ○ ○ ×

FP0 電源ユニット ○ ○ ×

FP0 測温抵抗体ユニット
（RTDユニット） ○ ○ ARCT1F445

・マニュアルNo.は改訂すると末尾に−1が付き、改訂ごとに末尾が上がります。
・標準ラダーツールソフトFPWIN GRには<FPWIN GR導入ガイド ARCT1F332>が同梱されています。

・プログラミングツールソフトFPWIN Proには<FPWIN Pro導入ガイド ARCT1F405>が同梱されています。

ここがポイント!:・マニュアルのご請求は各営業所までお願いいたします。
なお、当社WebサイトにてPDFをご用意しております。こちらもご利用ください。
http://panasonic−denko.co.jp/ac/j/dl/manual−list/plc.jsp (会員登録必要 無料)

ご使用になるマニュアルについて

ご
使
用
に
な
る
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
つ
い
て

http://panasonic-denko.co.jp/ac/j/dl/manual-list/plc.jsp
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1−2

■FP0コントロールユニット

品名
内蔵メモリ 仕様

型番 ご注文品番品名
内蔵メモリ

(プログラム容量) I/O点数 電源電圧 入力仕様 出力仕様 端子形状 型番 ご注文品番

FP0−C10
コントロール

EEPROM
点

入力6点 24 V DC リレー
端子台 FP0−C10RS AFP02123FP0 C10

コントロール
ユニット

EEPROM
(2.7kステップ) 10点

入力6点
出力4点 24 V DC

24 V DC
±コモン

リレー
出力2A モレックス

コネクタ
FP0−C10RM AFP02113

FP0−C10
コントロール EEPROM

点
入力6点 24 V DC リレー

端子台 FP0−C10CRS AFP02123C
コントロール
ユニット
(RS232Cポート付き)

EEPROM
(2.7kステップ) 10点

入力6点
出力4点 24 V DC

24 V DC
±コモン

リレー
出力2A モレックス

コネクタ
FP0−C10CRM AFP02113C

FP0−C14
コントロール

EEPROM
点

入力8点 24 V DC リレー
端子台 FP0−C14RS AFP02223FP0 C14

コントロール
ユニット

EEPROM
(2.7kステップ) 14点

入力8点
出力6点 24 V DC

24 V DC
±コモン

リレー
出力2A モレックス

コネクタ
FP0−C14RM AFP02213

FP0−C14
コントロール EEPROM

点
入力8点 24 V DC リレー

端子台 FP0−C14CRS AFP02223C
コントロール
ユニット
(RS232Cポート付き)

EEPROM
(2.7kステップ) 14点

入力8点
出力6点 24 V DC

24 V DC
±コモン

リレー
出力2A モレックス

コネクタ
FP0−C14CRM AFP02213C

FP0−C16
コントロール
ユニット

EEPROM
(2.7kステップ) 16点 入力8点

出力8点 24 V DC
24 V DC
±コモン

トランジ
スタ出力
NPN0.1A

MIL
コネクタ FP0−C16T AFP02343

FP0−C16
コントロール
ユニット(RS232C
ポート付タイプ)

EEPROM
(2.7kステップ) 16点 入力8点

出力8点 24 V DC
24 V DC
±コモン

トランジ
スタ出力
NPN0.1A

MIL
コネクタ FP0−C16CT AFP02343C

FP0−C32
コントロール
ユニット

EEPROM
(5kステップ) 32点 入力16点

出力16点 24 V DC
24 V DC
±コモン

トランジ
スタ出力
NPN0.1A

MIL
コネクタ FP0−C32T AFP02543

FP0−C32
コントロール
ユニット(RS232C
ポート付タイプ)

EEPROM
(5kステップ) 32点 入力16点

出力16点 24 V DC
24 V DC
±コモン

トランジ
スタ出力
NPN0.1A

MIL
コネクタ FP0−C32CT AFP02543C

FP0−T32
コントロール
ユニット
(RS232Cポート・カ
レンダタイマ機能
付・10kタイプ)

EEPROM
(10kステップ) 32点 入力16点

出力16点 24 V DC
24 V DC
±コモン

トランジ
スタ出力
NPN0.1A

MIL
コネクタ FP0−T32CT AFP02643C

FP0−S−LINK
コントロール
ユニット
(RS232Cポート付)

EEPROM
(5kステップ)

128点
(S−LINK部)

入力64点
出力64点
(S−LINK部)

24 V DC ― ― 端子台 FP0−SL1 AFP02700

■FP0増設ユニット
仕様

品名 I/O点数 電源
電圧 入力仕様 出力仕様 端子形状

型番 ご注文品番

8点 入力8点 ―
24 V DC
±コモン ―

MIL
コネクタ FP0−E8X AFP03003

FP0 E8 8点 入力4点 24 V DC 24 V DC リレー出力2A
端子台 FP0−E8RS AFP03023

FP0−E8
増設ユニット

8点 入力4点
出力4点

24 V DC 24 V DC
±コモン

リレー出力2A
モレックスコネクタ FP0−E8RM AFP03013増設ユニット

8点 出力8点 24 V DC ― リレー出力2A 端子台 FP0−E8YRS AFP03020

8点 出力8点 ― ― トランジスタ出力
NPN0.1A MILコネクタ FP0−E8YT AFP03040

16点 入力16点 ―
24 V DC
±コモン ― MILコネクタ FP0−E16X AFP03303

16点 入力8点 24 V DC 24 V DC リレー出力2A
端子台 FP0−E16RS AFP03323

FP0−E16
増設ユニット

16点 入力8点
出力8点

24 V DC 24 V DC
±コモン

リレー出力2A
モレックスコネクタ FP0−E16RM AFP03313

増設ユニット
16点 入力8点

出力8点 ―
24 V DC
±コモン

トランジスタ出力
NPN0.1A MILコネクタ FP0−E16T AFP03343

16点 出力16点 ― ― トランジスタ出力
NPN0.1A MILコネクタ FP0−E16YT AFP03340

FP0−E32
増設ユニット 32点 入力16点

出力16点 ―
24 V DC
±コモン

トランジスタ出力
NPN0.1A MILコネクタ FP0−E32T AFP03543

●PNP出力タイプについて
上表のコントロールユニット､増設ユニットの欄には､NPN出力タイプの品番を代表に掲載しています。
PNP出力タイプは､NPN出力タイプの品番の7桁目の4を5に替えてください。
（例）C16コントロールユニットの場合

NPN出力タイプの品番AFP02343→PNP出力タイプの品番AFP02353
型番は、NPN出力タイプは末尾「T」、PNP出力タイプは末尾「P」となります。
NPN出力タイプの型番FP0−C16T→PNP出力タイプの型番FP0−C16P

1−1
ユニットの種類
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1−3

各ユニットの詳細は各ユニット専用のマニュアルをご覧ください。

■高機能ユニット
品名 仕様 型番 ご注文品番

FP0 K, J, T, R熱電対、分解能0.1℃ FP0−TC4 AFP0420FP0
熱電対ユニット K, J, T, R熱電対、分解能0.1℃ FP0−TC8 AFP0421

FP0アナログI/Oユニット

〈入力仕様〉
チャンネル数：2チャンネル
入力レンジ：電圧 0～5V、－10～+10V（分解能1/4000）

電流 0～20mA（分解能1/4000）
FP0−A21 AFP0480FP0アナログI/Oユニット

〈出力仕様〉
チャンネル数：1チャンネル
出力レンジ：電圧 －10～+10V（分解能1/4000）

電流 0～20mA（分解能1/4000）

FP0−A21 AFP0480

FP0 A/D変換ユニット

〈入力仕様〉
チャンネル数：8チャンネル
入力レンジ：電圧 0～5V、－10～+10V、－100～100mV（分解能1/4000）

電流 0～20mA（分解能1/4000）

FP0−A80 AFP0401

FP0 D/A変換ユニット

〈出力仕様〉
チャンネル数：4チャンネル
出力レンジ：（電圧出力タイプ） － ～ （分解能 ）

FP0−A04V AFP04121
FP0 D/A変換ユニット

チャンネル数：4チャンネル
出力レンジ：（電圧出力タイプ） －10～+10V（分解能1/4000）

（電流出力タイプ） 4～20mA（分解能1/4000） FP0−A04I AFP04123

FP0 測温抵抗体ユニット
（RTDユニット）

入力6点 Pt100, Pt1000, Ni1000 抵抗 FP0−RTD6 AFP0430

■リンクユニット
品名 仕様 電源仕様 型番 ご注文品番

FP0 CC−Link
スレーブユニット

FP0をCC−Linkの子局として機能させるためのユニット。
FP0増設バスの一番右端に1台のみ接続可能。

注）FP0熱電対ユニットを混在使用の場合、精度が変わりま
す。詳しくはカタログもしくはCC−Linkユニットマニュ
アルをご参照ください。

24 V DC FP0−CCLS AFP07943

FP0 I/Oリンクユニット FP0をMEWNET−F（リモートI/Oシステム）の子局として機
能させるためのリンクユニット。

24 V DC FP0−IOL AFP0732

C−NETアダプタS2タイプ
（FP0側）

C−NETを介して、上位コンピュータとコンピュータリンク
機能を使うためのRS485アダプタ。FP0ツールポートケーブ
ル30cm付き。電源不要。

― ― AFP15402

C−NETアダプタ
上位コンピュータからC−NETを介して、ネットワークに接
続されているPLCとコンピュータリンク機能を使うための

100～240V AC ― AFP8536C NETアダプタ
（コンピュータ側用）

続されているPLCとコンピュータリンク機能を使うための
RS485アダプタ。 24 V DC ― AFP8532

FP Web−Serverユニット FPシリーズやRS232C機器をEthernetに接続するユニット。
Web機能・メール機能を搭載。 FP−WEB AFP0610

■電源ユニット
品名 仕様 型番 ご注文品番

FP0電源ユニット 入力電圧100～240 V ACのフリ－入力。
出力容量0.7 A 24 V DC FP0−PSA4 AFP0634

■オプション・補修部品
品名 仕様 ご注文品番

FPメモリローダ
データクリアタイプ AFP8670

FPメモリローダ
データホールドタイプ AFP8671

端子台用ドライバ リレー出力・端子台タイプ結線時に必要。 AFP0806

モレックスコネクタ用圧接工具 リレー出力・モレックスコネクタタイプ結線時に必要。
(日本モレックス株式会社型番：57189−5000) AFP0805

バラ線圧接工具(あっせつくん) トランジスタ出力タイプ付属のコネクタ結線時に必要。 AFP52000FP

FP0取付プレートスリム型 FP0増設ユニット用ネジ止め用取付プレート。スリム型。 AFP0803(10個入り)

FP0取付プレートフラット型 コントロールユニットを盤に水平に取り付けるための取付プレート。フラット型。 AFP0804(10個入り)

リレー出力モレックスタイプ用
ケーブル

片側モレックスソケット付きバラ線ケーブル（9芯）AWG20 長さ1m AFP0551(2本セット)リレー出力モレックスタイプ用
I/Oケーブル

片側モレックスソケット付きバラ線ケーブル（9芯）AWG20
0.5mm2、2本(青・白)1セット 長さ3m AFP0553(2本セット)

トランジスタ出力タイプ用
ケーブル

片側コネクタ付きバラ線ケーブル（10芯） 長さ1m AFP0521(2本セット)トランジスタ出力タイプ用
I/Oケーブル

片側コネクタ付きバラ線ケーブル（10芯）
AWG22、0.3mm2、2本(青・白)1セット 長さ3m AFP0523(2本セット)

FPΣ・FP0トランジスタ出力タイ
プ用フラットケーブルコネクタ

フラットケーブル用コネクタを使用する場合は、極性ガイド付のコネクタを右記品
番でご指定ください。（10ピン） AFP0808(4個入り)

端子台ソケット リレー出力・端子台タイプに付属。補修部品。 AFP0802(2個入り)

モレックスソケット リレー出力・モレックスコネクタタイプに付属。補修部品。 AFP0801(2個入り)

バラ線圧接ソケット トランジスタ出力タイプに付属。補修部品。 AFP0807(2個入り)

FP0電源ケーブル FP0各種ユニットに付属。補修部品。長さ1m。 AFP0581(1個入り)
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1−4

コントロール
ユニット

増設
ユニット1

増設
ユニット2

増設
ユニット3

最大3ユニットまで
増設可能

■ユニットの組み合わせの制限
●コントロールユニットに増設ユニットとアナログ
I/Oユニットを合わせて3台まで増設できます。

●リレー出力、トランジスタ出力タイプの混在も可能
です。

●FP0熱電対ユニットは、他の増設ユニットよりも右
側に増設してください。左側に増設した場合は、総
合精度が悪くなるのでおすすめしません。

●FP0 CC−Linkスレーブユニットは、他の増設より
も右側に増設してください。右側増設コネクタがあ
りません。

●FP0測温抵抗体ユニットは他の増設よりも右側に増
設してください。

■増設方法
●増設は、ユニット側面の増設コネクタ、ロックレ
バーを使ったスタッキング方式ですので増設ケーブ
ルは不要です。

■増設時の制御I/O点数
コント
ロール
ユニット
の種類

コントロール
ユニット単体
でのI/O点数

同種の出力
ユニットで
増設

トランジスタ
出力のユニッ
トで増設

C10 10点 最大58点 最大106点

C14 14点 最大62点 最大110点

C16 16点 最大112点 最大112点

C32
T32 32点 最大128点 最大128点

■S−LINKコントロールユニットの制御
I/O点数

増設時はS−LINK部と増設部を合わせて、最大224点
の制御が可能です。

S−LINK部制御I/O点数 最大128点

増設部の制御I/O点数 最大96点

1−2
I/O点数とユニットの組み合わせ

●
Ｉ
／
Ｏ
点
数
と
ユ
ニ
ッ
ト
の
組
み
合
わ
せ

ユ
ニ
ッ
ト
の
種
類
と

シ
ス
テ
ム
構
成

１



FP0ユーザーズ
マニュアル（基本編)
[最新版]

1−5

■リレー出力タイプの組合わせ例

10
入力6 出力4

10
入力6 出力4

(使用I/O点数) コントロール
ユニット

(増設ユニット1) (増設ユニット2) (増設ユニット3)

=

= + + +

14
入力8 出力6

14
入力8 出力6=

18
入力10 出力8

10
入力6 出力4

8
入力4 出力4= +

22
入力12 出力10

14
入力8 出力6

8
入力4 出力4= +

26
入力14 出力12

10
入力6 出力4

16
入力8 出力8= +

10
入力6 出力4

8
入力4 出力4

8
入力4 出力4+ +

30
入力16 出力14

14
入力8 出力6

16
入力8 出力8= +

14
入力8 出力6

8
入力4 出力4

8
入力4 出力4+ +

34
入力18 出力16

10
入力6 出力4

16
入力8 出力8

8
入力4 出力4= + +

10
入力6 出力4

8
入力4 出力4

8
入力4 出力4

8
入力4 出力4+ + +

38
入力20 出力18

14
入力8 出力6

16
入力8 出力8

8
入力4 出力4= + +

14
入力8 出力6

8
入力4 出力4

8
入力4 出力4

8
入力4 出力4+ + +

42
入力22 出力20

10
入力6 出力4

16
入力8 出力8

16
入力8 出力8= + +

10
入力6 出力4

16
入力8 出力8

8
入力4 出力4

8
入力4 出力4+ + +

46
入力24 出力22

14
入力8 出力6

16
入力8 出力8

16
入力8 出力8= + +

14
入力8 出力6

16
入力8 出力8

8
入力4 出力4

8
入力4 出力4+ + +

50
入力26 出力24

10
入力6 出力4

16
入力8 出力8

16
入力8 出力8

8
入力4 出力4= + + +

54
入力28 出力26

14
入力8 出力6

16
入力8 出力8

16
入力8 出力8

8
入力4 出力4= + + +

58
入力30 出力28

10
入力6 出力4

16
入力8 出力8

16
入力8 出力8

16
入力8 出力8= + + +

62
入力32 出力30

14
入力8 出力6

16
入力8 出力8

16
入力8 出力8

16
入力8 出力8= + + +

=

=

=

=

=

=
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■トランジスタ出力タイプの組合わせ例

16
入力8 出力8

16
入力8 出力8

(使用I/O点数) コントロール
ユニット

(増設ユニット1) (増設ユニット2) (増設ユニット3)

=

= + + +

32
入力16 出力16

32
入力16 出力16=

16
入力8 出力8

16
入力8 出力8= +

48
入力24 出力24

32
入力16 出力16

16
入力8 出力8= +

16
入力8 出力8

32
入力16 出力16= +

16
入力8 出力8

16
入力8 出力8

16
入力8 出力8= + +

64
入力32 出力32

32
入力16 出力16

32
入力16 出力16= +

32
入力16 出力16

16
入力8 出力8

16
入力8 出力8= + +

16
入力8 出力8

32
入力16 出力16

16
入力8 出力8= + +

16
入力8 出力8

16
入力8 出力8

16
入力8 出力8

16
入力8 出力8= + + +

80
入力40 出力40

32
入力16 出力16

32
入力16 出力16

16
入力8 出力8= + +

32
入力16 出力16

16
入力8 出力8

16
入力8 出力8

16
入力8 出力8= + + +

16
入力8 出力8

32
入力16 出力16

32
入力16 出力16= + +

16
入力8 出力8

32
入力16 出力16

16
入力8 出力8

16
入力8 出力8= + + +

96
入力48 出力48

32
入力16 出力16

32
入力16 出力16

32
入力16 出力16= + +

32
入力16 出力16

32
入力16 出力16

16
入力8 出力8

16
入力8 出力8= + + +

16
入力8 出力8

32
入力16 出力16

32
入力16 出力16

16
入力8 出力8= + + +

112
入力56 出力56

32
入力16 出力16

32
入力16 出力16

32
入力16 出力16

16
入力8 出力8= + + +

16
入力8 出力8

32
入力16 出力16

32
入力16 出力16

32
入力16 出力16= + + +

128
入力64 出力64

32
入力16 出力16

32
入力16 出力16

32
入力16 出力16

32
入力16 出力16= + + +

●
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(1)プログラミングに必要なツール
1ツールソフト

・FPシリーズ共通で使用できます。

・FP0では、Windows版ソフト「FPWIN GR」や
「FPWIN Pro」を使用します。

2パソコン接続用ケーブル

・DOS/V機用ケーブルをご用意しています。

FP0

②パソコン接続用ケーブル

①ツールソフト

市販パソコン

(2)ソフト使用環境および適合ケーブル
■標準ラダーツールソフト FPWIN GR Ver. 2

ソフトの種類 必要OS ハードディスク容量 ご注文品番

FPWIN GR Ver.2 日本語ツールキット AFPS10122FPWIN GR Ver.2
日本語メニュー バージョンアップ版 AFPS10120R

FPWIN GR V 2
フルタイプ

Windows�98
AFPS10520

FPWIN GR Ver.2
英語メニュー スモールタイプ

Windows�98
Windows�Me AFPS11520

英語メニュー
バージョンアップ版

Windows Me
Windows�2000
Windows�XP

40MB以上 AFPS10520R

FPWIN GR Ver.2 フルタイプ
Windows�XP
Windows Vista� AFPS10820FPWIN GR Ver.2

中国語メニュー バージョンアップ版 AFPS10820R

FPWIN GR Ver.2
韓国語メニュー フルタイプ AFPS10920

注1)日本語ツールキットには、DOS/V機接続用ケーブル<品番AFC8503>が同梱されています。
注2)バージョンアップ版はVer1.1がインストールされていないとインストールできません。
注3)Ver2.0からVer2.1以降へのバージョンアップは当社HP(http://panasonic−denko.co.jp/ac/j/dl/software−list/patch/plc.jsp) にて無償で
バージョンアップが出来ます。

注4)スモールタイプは、FP−e、FPΣ、FP0、FP−X、FP1、FP−Mの各シリーズでのみ使用できます。

■IEC61131−3準拠プログラミングツールソフト FPWIN Pro Ver. 6

ソフトの種類 必要OS ハードディスク容量 ご注文品番

FPWIN Pro Ver.6
日本語メニュー Windows�2000

Windows�XP 100MB以上

AFPS50160

FPWIN Pro Ver.6
英語メニュー

Windows�XP
Windows Vista�

100MB以上
AFPS50560

注1)Ver6にはスモールタイプとバージョンアップ版はございません。
注2)Ver6.0からVer6.1以降へのバージョンアップは当社HP(http://panasonic−denko.co.jp/ac/j/dl/software−list/patch/plc.jsp) にて無償で
バージョンアップが出来ます。

1−3(1)
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■パソコンの種類と適合ケーブル

パソコン側コネクタ PLC側コネクタ ご注文品番

D sub 9ピン
ミニDIN丸5ピン AFC8503

D−sub 9ピン
ミニDIN丸5ピン ストレートタイプ AFC8503S

■推奨USB変換ケーブル
ダイヤトレンド株式会社 USB変換ケーブル
製品名 DFPP0−U2

対応機種 FP−e, FPΣ, FP0, FP−X, FP−M, FP2, FP2SH

変換方式 USB⇔ RS232C

長さ ２ m

電源供給 バスパワー（USBホストコントローラまたはハブから供給）

USBコネクタ Type A Plug

消費電流 (max) ５０ mA

I/F仕様 USB Specification Rev1.1準拠

使用周囲温度 ５～４０℃

保存周囲温度 －２０～６０℃

使用周囲湿度 １０～８０％ＲＨ（結露なきこと）

保存周囲湿度 １０～８０％ＲＨ（結露なきこと）

ＵＳＢ変換ケーブルの詳細につきましては、ダイヤトレンド株式会社（http://www.diatrend.com/）までお問合せ
ください。
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2−2

(1)一般仕様
項目 仕様

定格電圧 24 V DC

許容電圧変動範囲 21.6～ 26.4 V DC
許容瞬時停電
時間

C10/C14 *1 5 ms (21.6 V時) 10 ms(24 V時)許容瞬時停電
時間 C16/C32/T32/

SL1 *1
10 ms (21.6 V時/24 V時)

使用周囲温度 0～＋55℃
保存周囲温度 －20～＋70℃
使用周囲湿度 30～ 85 %RH (at 25℃結露なきこと)
保存周囲湿度 30～ 85 %RH (at 25℃結露なきこと)
耐電圧 入力端子 −電源端子、機能アース一括：500 V AC※ 1分間

出力端子 −電源端子、機能アース一括
：500 V AC※ 1分間（リレー出力タイプは1500 V AC 1分間）

入力端子 −出力端子
：500 V AC※ 1分間（リレー出力タイプは1500 V AC 1分間）

※カットオフ電流10mA ただし、保護用バリスタは除く
絶縁抵抗 入出力端子一括⇔電源端子、機能アース一括：100 MΩ以上

（試験電圧500 V DC）
入力端子一括⇔出力端子一括：100 MΩ以上（試験電圧500 V DC）

耐振動 10 Hz～ 55 Hz 1掃引／1分間、複振幅0.75 mm X、Y、Z各方向 10分間
耐衝撃 98 m/s2以上 X、Y、Z各方向 4回
耐ノイズ 1000 V [p−p] パルス幅50 ns、1μs（ノイズシミュレータ法による）
使用雰囲気 腐食性ガスがないこと、塵埃がひどくないこと。

注）*1: 表中のC10、C14、C16、C32、T32はそれぞれFP0の10点、14点、16点、32点（5kステップ）、32点（10kステッ
プ）タイプのコントロールユニットを示します。

■質量

ユニット 質量

C10 約100 g

C14 約105 g

C16 約85 g

C32 約115 g

T32 約125g

E8R/E8YR 約90 g

E8X/E8YT/E8YP 約65 g

E16R 約105 g

E16T/E16X/E16YT/E16P/E16YP 約70 g

E32T/E32P 約85 g

SL1 約120 g

A21 約80 g

A80 約90 g

IOL, TC4 約85 g

TC8 約95 g

CCLS 約80 g

A04V/A04I/RTD6 約75 g

●消費電流の計算例

C16T E32T E16T E16R

増設ユニットE16Rの電源
コネクタ(外部電源より供給)

タイプ
FP0 E16R

消費電流
100 mA

コントロールユニットの
電源コネクタ

タイプ
FP0 C16T
FP0 E32T
FP0 E16T
FP0 E16R

FPプログラマ II

C−NETアダプタ

合計

消費電流

40 mA
40 mA
25 mA
20 mA

50 mA

175 mA以下

FPプログラマⅡ

注）FPプログラマIIは、10Kタイプには使用できませ
ん。

2−1
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2−3

■ユニット消費電流一覧
コントロールユ
ニット部消費電流

増設ユニット部
消費電流 入力回路消費電流 出力回路消費電流

ユニットの種類

コントロールユ
ニットの電源コネ
クタから消費され
る電流です。増設
ユニット、高機能
ユニットを増設す
ると下記の値の電
流が増加します。

増設ユニットの電
源コネクタ部から
消費される電流で
す。記載のないユ
ニットには電源コ
ネクタがありませ
ん｡

各ユニットの入力
回路部で消費され
る電流です。この
値は、入力回路に
流れ込む電流を示
します。

各ユニットの出力
回路部で消費され
る電流です。この
値は、出力回路を
駆動するための電
流を示します。こ
の値に負荷電流の
値は含まれませ
ん。

FP0−C10 100 mA以下 − 25.8 mA以下 −

FP0
FP0−C14 100 mA以下 − 34.4 mA以下 −

FP0
コントロール
ユニット

FP0−C16 40 mA以下 − 34.4 mA以下 28 mA以下
ユニット

FP0−C32

FP0−T32
60 mA以下 − 68.8 mA以下 52 mA以下

S－LINK
コントロール
ユニット

FP0−SL1 150 mA以下 − − −

FP0−E8X 10 mA以下 − 34.4 mA以下 −

FP0−E8R 15 mA以下 50 mA以下 17.2 mA以下 −

FP0−E8YR 10 mA以下 100 mA以下 − −

FP0
FP0−E8YT/P 15 mA以下 − − 24 mA以下

FP0
増設ユニット

FP0−E16X 20 mA以下 − 68.8 mA以下 −
増設ユニット

FP0−E16R 20 mA以下 100 mA以下 34.4 mA以下 −

FP0−E16T/P 25 mA以下 − 34.4 mA以下 24 mA以下

FP0−E16YT/P 25 mA以下 − − 48 mA以下

FP0−E32T/P 40 mA以下 − 68.8 mA以下 48 mA以下

FP0−A21 20 mA以下 100 mA以下 − −

FP0−A80 20 mA以下 60 mA以下 − −

FP0−A04V 20 mA以下 100 mA以下 − −

FP0高機能
FP0−A04I 20 mA以下 130 mA以下 − −

FP0高機能
ユニット FP0−TC4

FP0−TC8
FP0−RTD6

25 mA以下 − − −

FP0−IOL 30 mA以下 40 mA以下 − −

FP0−CCLS 40 mA以下 40 mA以下 − −

表示器
GT01,GT01R
(5VDC,RS232
Cタイプ)

80 mA以下 − − −

FPプログラマ
II

AFP1113V2
AFP1114V2

50 mA以下 − − −
C−NETアダ
プタ S2タイプ

AFP15402
50 mA以下 − − −
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2−4

(2)性能仕様

コントロールユニット
の機種

リレー出力タイプ トランジスタ出力タイプ S－LINK
タイプ

項目

の機種
C10RS/C10CRS/
C10RM/C10CRM

C14RS/C14CRS/
C14RM/C14CRM

C16 C32 T32 SL1

プログラム方式/制御方式 リレーシンボル／サイクリック演算方式

基本ユニット
10点
入力6点
出力4点

14点
入力8点
出力6点

16点
入力8点
出力8点

32点
入力16点
出力16点

S－LINK部で
最大128点
入力64点
出力64点

制御I/O点数
増設時1
＊コントロールユ
ニットと同じ出
力タイプで構成
する場合

最大58点 最大62点 最大112点 最大128点

増設部最大
96点

増設時2
＊リレー/トランジ
スタ混在の場合

最大106点 最大110点 最大112点 最大128点

96点

プログラム
メモリ 内蔵メモリ EEPROM内蔵 EEPROM

内蔵
EEPROM
内蔵

プログラム容量 2,720ステップ 5,000ステップ 10,000ステップ 5,000ステップ

命令語数
基本命令 83種類

命令語数
応用命令 145種類

演算速度 0.9μs /ステップ(基本命令)

I/Oリフレッシュ＋ベース時間 増設なし:0.3 ms
増設あり:0.3 ms +(1×増設ユニット数) ms

リ
内部リレー(R) 1,008点(R0～R62F)

リ
レ
特殊内部リレー(R) 64点(R9000～ )

演
算
用

レ
Ｉ タイマ・カウンタ(T)(C)

144点(初期設定ではタイマ100点T0～T99/カウンタ44点C100～C143)*1
タイマレンジ(1 ms, 10 ms, 100 ms, 1 s) :命令により選択

用
メ
モ メ

データレジスタ(DT) 1,660ワード(DT0～DT1659)
6,144ワード

(DT0～DT6143)
16,384ワード

(DT0～DT16383)
6,144ワード

(DT0～DT6143)モ
リ
点
数

メ
モ
リ
エ
リ

特殊データレジスタ(DT) 112ワード(DT9000～DT9111)
112ワード
(DT90000～
DT90111)

112ワード
(DT9000～
DT9111)

リ
ア インデックスレジスタ
(IX, IY) 2点

微分点数 無制限
マスタコントロールリレー(MCR)
点数 32点

ラベル数(JP+LOOP数) 64ラベル 255ラベル 64ラベル

ステップラダー数 128工程 704工程 128工程

サブルーチン数 16サブルーチン 100サブルーチン 16サブルーチン

割り込みプログラム数 7プログラム(外部6点、内部1点) 1プログラム
(内部1点)

自己診断機能 ウォッチドグタイマ、プログラムの文法チェックなど

カレンダタイマ なし

年（西暦下2
桁）・月・
日・時（24h表
示）・分・
秒・曜日*2

なし

注）*1: タイマ/カウンタの比率はシステムレジスタにより変更できます。
*2: カレンダ精度

0℃ 月差139秒以下
25℃ 月差72秒以下
55℃ 月差169秒以下
この精度は通常電圧５Vとバッテリーバックアップ電圧３Vの電圧変動による変動計数の最悪値を考慮しております。
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2−5

コントロールユニット
の機種 リレー出力タイプ トランジスタ出力タイプ S－LINK

タイプ

項目

の機種
C10RS/C10CRS/
C10RM/C10CRM

C14RS/C14CRS/
C14RM/C14CRM

C16 C32 T32 SL1

パルスキャッチ入力 X0～X1：50μs合計6点 なし
割り込み入力

X0～X1：50μs
X2～X5：100μs合計6点 なし

RS232Cポート *2 (非絶縁)
(RS232Cポート付きユニットのみ)

伝送速度：300/600/1,200/2,400/4,800/
9,600/19,200 bps

端子台 ：フェニックス(3P)MKDS1/3−3.5
通信方式：半二重方式 伝送距離：3 m

定時割り込み 0.5ms～ 30 s
コンスタントスキャン 可
パスワード 可

特
殊
機 高速カウンタ機能

*高速カウンタは、1相2ch+2相

カウントモード：加算/減算<1相> *3

－入力点数：最大4ch
－最高計数速度：4ch合計で最大10 kHz
－使用入力接点：

X0、X1 50μs<10 kHz>
X3、X4 100μs<5 kHz>

X0 カウント入力(ch0)
X1 カウント入力(ch1)
X2 リセット入力 *4

X3 カウント入力(ch2)
X4 カウント入力(ch3)
X5 リセット入力 *4

－最小入力パルス幅：

なし

機
能

*高速カウンタは、1相2ch+2相
1chの組み合わせもできます。 カウントモード：2相/個別/方向判別<2相>

－入力点数：最大2ch
－最高計数速度：2ch合計で最大2 kHz
－使用入力接点：

X0、X1－ 50μs<10 kHz>
X3、X4－ 100μs<5 kHz>

X0 カウント入力(ch0)
X1 カウント入力(ch0)
X2 リセット入力

X3 カウント入力(ch2)
X4 カウント入力(ch2)
X5 リセット入力

－最小入力パルス幅：

なし

パルス
出力点数 なし 独立2点(Y0、Y1) (補間機能なし) なし

パルス
出力機能 出力周波数 なし 40 Hz～ 10 kHz(Y0/Y1: 1点出力時) *5

40 Hz～ 5 kHz(Y0/Y1: 2点出力時) なし

PWM
出力点数 なし 2点（Y0, Y1） なし

PWM
出力機能 出力周波数 なし

周波数: 0.15 Hz～ 1 kHz *6

デューティ: 0.1 %～ 99.9 % なし

タイマ すべて非保持

カウンタ 非保持型 設定値よりC139まで 設定値により
C127まで なし 設定値により

C127まで

メ

カウンタ 保持型 4点(経過値) C140～C143 *9 16点(経過値) *10
C128～C143

44点(経過値）
C100～C143

16点(経過値) *10
C128～C143

メ
モ
リ
バ
ッ 内部リレー

非保持型 976点(R0～R60F)
61ワード(WR0～WR60)

880点
(R0～R54F)
55ワード

(WR0～WR54)

160点
(R0～R9F)
10ワード

（WR0～WR9)

880点
(R0～R54F)
55ワード

(WR0～WR54)バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

内部リレー

保持型 32点(R610～R62F)
2ワード(WR61～WR62) *9

128点
(R550～R62F)
8ワード *10

(WR55～WR62)

848点
(R100～R62F)
53ワード

(WR10～WR62)

128点
(R550～R62F)
8ワード *10

(WR55～WR62)
プ
*7

*8
非保持型 1652ワード(DT0～DT1651) 6112ワード

(DT0～DT6111) なし
6112ワード
(DT0～
DT6111)

データ
レジスタ 保持型 8ワード(DT1652～DT1659) *9

32ワード *10

(DT6112～
DT6143)

16384ワード
(DT0～DT16383)

32ワード *10

(DT6112～
DT6143)

F12・P13命令による
バックアップ *11 データレジスタ全て可能

注）*2: RS232Cポートで通信を行う場合、再送処理を行うことを推奨します。
RS232CのドライバICは、EIA/TIA－232EとCCITT V.28規格に適合した物を使用しています。

*3: 10 kHzは定格入力電圧24 V、25℃の仕様です。電圧、温度により周波数が低くなります。
*4: リセット入力X0、X1ともにリセット付きにした場合、X2はX1のリセット入力になります。同様にX3、X4の場合はX5がX4のリセット
入力として働きます。

*5: 位置決め制御命令F168実行時は、最大9.5kHzになります。
*6: CPU Ver.1.2以前では周波数0.15 Hz～ 38 Hzとなります。
*7: プログラムとシステムレジスタはEEPROMで保持。内部リレー、データレジスタ、タイマ/カウンタの保持エリアは、EEPROMで
保持。

*8: T32コントロールユニット（10ｋステップタイプ）の内部リレー、データレジスタ、タイマ/カウンタの保持エリアは、システムレジスタ
により変更できます。表の点数は、システムレジスタが初期設定の場合の値です。

*9: EEPROM書込命令による書き込み可能回数は10万回以内です。
*10: EEPROM書込命令による書き込み可能回数は１万回以内です。
*11: P13命令実行中に電源OFFするとP13命令にて書き込んでいる範囲のEEPROMに正しく書き込めない場合があります。
また、EEPROMにて保持している内部リレー、データレジスタ、タイマ／カウンタの保持エリアも正しく保持されない場合があります。
P13命令実行中は電源をOFFしないでください。
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(1)コントロールユニット

⑤

⑥

C10RS/C14RS
C10CRS/C14CRS
(端子台タイプ)

C10RM/C14RM
C10CRM/C14CRM
(コネクタタイプ)

⑩

⑨

⑪

⑨

①

③

②

⑦

⑧

①

③

②

全コントロールユニット共通

⑯

C16 C32/T32

④

③

②

①

⑫

⑬

③

①

⑭

⑮

④

X1

Y1

X0

Y0

X9

Y8

X0

Y1
Y9Y0

X8X1

②

④ ④

2−2
各部の名称と機能
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■各部の名称と機能
1状態表示LED
PLCの運転/停止、エラー/アラームなどの動作状態
を表示します。
2モード切替スイッチ

PLCの運転モードを切り替えるスイッチです。
3ツールポート（RS232C）
プログラミングツールを接続するコネクタです。
4電源コネクタ

24 VDCを供給してください。接続には、付属のケ
ーブル(AFP0581)を使用します。
5入力端子（9ピン）
6出力端子（9ピン）
入出力端子はフエニックス・コンタクト株式会社製
端子台型式MC1.5/9−ST−3.5(製品番号1840434)を使
用しています。適合電線および適合端子台の詳細に
ついては「5−4.端子台タイプの配線」をご覧くだ
さい。
7入力コネクタ（9ピン）
8出力コネクタ（9ピン）
入出力コネクタは日本モレックス株式会社製コネク
タ(型番51067－0900)を使用しています。適合電線お
よび適合コネクタの詳細について「5−5.モレック
スタイプの配線」をご覧ください。
9増設用フック

増設ユニットとの固定に使用します。また取り付け
プレート フラット型(AFP0804)に設置する際にも使
用します。

10増設用コネクタ

増設ユニットと内部回路を接続します。増設方法に
ついては「4−2.増設方法」をご覧ください。

11DINレール取り付けレバー（ワンツーフック）
レールにワンタッチで取り付けることができます。
また、取り付けプレート スリム型(AFP0803)に設置
する際にも使用します。

12入力コネクタ（10ピン）
13出力コネクタ（10ピン）
14入力コネクタ（10ピン×2）
15出力コネクタ（10ピン×2）
入出力端子にはMILコネクタを使用しています。適
合電線および適合コネクタの詳細については「5−6.
MILコネクタタイプの配線」をご覧ください。

16RS232Cポート（C10CR, C14CR, C16CT, C32CT,
T32CT）
表示パネル、バーコードリーダ、イメージチェッカ
等のRS232Cを持つ機器と接続し、データの入出力
が可能です。

■モード切替スイッチ
FP0の運転/停止の切替を行うスイッチです。プログラ
ミングツールからも運転/停止の切替が行えます。

スイッチ位置 動作モード

RUN (上) RUNモードになります。
プログラムを実行し、運転を開始し
ます。

PROG. (下) PROG.モードになります。

プログラミングツールからのリモート操作で運転、停
止の切替を行うとスイッチ位置と実際の動作が異なる
場合があります。動作LEDで確認してください。電源
再投入時はモード切替スイッチの動作モードで動きま
す。

■状態表示LED
動作モードの表示やエラーの発生状態を表示します。

LED名称 表示内容

RUN (緑) RUNモードで点灯し、プログラムの
実行中であることを表示します。
強制入出力の実行時は点滅します。

PROG. (緑) PROG.モードで点灯し、運転が停止
していることを示します。

ERROR/
ALARM (赤)

自己診断でエラーを検出すると点滅
します。
ハードウェアの異常、またはプログ
ラムによる演算停滞が発生し、
ウォッチドグタイマが動作した時に
点灯します。

■ツールポート仕様
●コントローラ本体側のツールポートには、ホシデン
株式会社製コネクタ型番TCS7557−0121077を使用し
ています。

SG

SD

RD

－

+5V

ピン

番号

1

2

3

4

5

信号名

1

3
5

4 2

●工場出荷時の設定

初期値

伝送速度/9600 bps
データ長/8ビット
パリティ/奇数
ストップビット/1ビット
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(2)増設ユニット

④

⑤

①

②

③

E8RS/E16RS
(端子台タイプ)

E8RM/E16RM
(コネクタタイプ)

⑪

⑩

⑫

⑩

①

E16T E32T

E16X

X9X0
X8X1

E8X

⑥

X1X0

⑧

E8YT

⑦

Y1Y0

E16YT

⑨

Y8Y1
Y9Y0

全増設ユニット共通入力専用増設ユニット

⑥

⑦

⑧

⑨

X1

Y1

X0

Y0

X9

Y8

X0

Y1
Y9Y0

X8X1

出力専用増設ユニット

③

E8YRS
(端子台タイプ)

①

●
各
部
の
名
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と
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■各部の名称と機能
1電源コネクタ

24 V DCを供給してください。接続には、付属のケ
ーブル(AFP0581)を使用します。
2入力端子（9ピン）
3出力端子（9ピン）
入出力端子はフエニックス・コンタクト株式会社製
端子台型式MC1.5/9−ST−3.5(製品番号1840434)を使
用しています。適合電線および適合端子台の詳細に
ついては｢5−4.端子台タイプの配線」をご覧くださ
い。
4入力コネクタ（9ピン）
5出力コネクタ（9ピン）
入出力コネクタは日本モレックス株式会社製コネク
タ(型番51067－0900)を使用しています。適合電線お
よび適合コネクタの詳細については「5−5.モレッ
クスコネクタタイプの配線」をご覧ください。
6入力コネクタ(10ピン)
7出力コネクタ(10ピン)
8入力コネクタ(10ピン×2)
9出力コネクタ(10ピン×2)
入出力コネクタにはMILコネクタを使用しています。
適合電線および適合コネクタの詳細については
「5−6.MILコネクタタイプの配線」をご覧ください。
10増設用フック

増設ユニットとの固定に使用します。
11増設用コネクタ

増設ユニットと内部回路を接続します。増設方法に
ついては「4−2.増設方法」をご覧ください。

12DINレール取り付けレバー(ワンツーフック)

レールにワンタッチで取り付けることが出来ます。
また、取り付けプレート スリム型(AFP0803)に設置
する際にも使用します。
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(1)入力仕様
項目 仕様

絶縁方式 フォトカプラ

定格入力電圧 24 V DC

定格入力電流 約4.3 mA（24 V DC使用時）

入力インピーダンス 約5.6 kΩ

使用電圧範囲 21.6 V～ 26.4 V DC

C10R/C10CR 6点/コモン

コモン方式
(入力電源
の極性は、

C14R/C14CR/
C16T/C16CT/
E8X/E16R/E16T

8点/コモン
の極性は、
＋/－いずれ
でも可能)

C32T/C32CT/T32CT
E32T/E16X 16点/コモン

E8R 4点/コモン

最小ON電圧／最小ON電流 19.2 V／3 mA

最大OFF電圧／最大OFF電流 2.4 V／1 mA

OFF→ON
50μs以下（X0, X1）*1

100μs以下（X2～X5）*1
応答時間

OFF→ON 100μs以下（X2～X5）*1

2 ms以下（X6以降および増設I/O部）

ON→OFF 同上

動作表示 LED表示

注）*1: X0～X5は高速カウンタ入力用で応答時間が早く、通常の入力としてご使用の場合、チャタリングやノイズ
を入力信号として受け付ける可能性がありますので、ラダープログラムにてタイマを入れることをお奨め
します。また、定格入力電圧24 V DC, 25℃での仕様です。

●入力同時ON点数の制限
入力同時ON点数は、周囲温度により下図の範囲に軽減してください。

8

47 55

[E16R]

入力同時
ON点数

周囲温度(℃)

6

24 V DC時

26.4 V DC時
8

5

35 55

[C14]

入力同時
ON点数

周囲温度(℃)

3

45

24 V DC時

26.4 V DC時

8

45 55

[C16]

入力同時
ON点数

周囲温度(℃)

4

50

5

34 55

E8X
E16T

入力同時
ON点数

周囲温度(℃)

4

43

24 V DC時

26.4 V DC時

24 V DC時

26.4 V DC時

16

8

23 55

C32
T32

入力同時
ON点数

周囲温度(℃)

6

31

16

9

26 55

E16X
E32T

入力同時
ON点数

周囲温度(℃)

8

34

24 V DC時

26.4 V DC時

24 V DC時

26.4 V DC時

8

2−3
入出力仕様
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仕
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(2)出力仕様
■リレータイプ出力仕様

(C10RS／C10CRS／C10RM／C10CRM／C14RS／C14CRS／C14RM／C14CRM／E8RS／E8RM／E8YRS／E16RS／
E16RM)

項目 仕様

出力形式 1aリレー出力

定格制御容量 2 A 250 V AC、2 A 30 V DC（1コモンあたり最大4.5 A以下）注）

C10 2点/コモン＋1点/コモン＋1点/コモン

コモン方式
C14 4点/コモン＋1点/コモン＋1点/コモン

コモン方式
E8R 4点/コモン

E16R, E8YR 8点/コモン

応答時間
OFF→ON 約10ms

応答時間
ON→OFF 約8ms

寿命
機械的 2000万回以上

寿命
電気的 10万回以上

サージキラー なし

動作表示 LED表示

注）抵抗負荷

■トランジスタタイプ出力仕様
(NPN出力型：C16T／C16CT／C32T／C32CT／T32CT／E8YT／E16YT／E16T／E32T)
(PNP出力型：C16P／C16CP／C32P／C32CP／T32CP／E8YP／E16YP／E16P／E32P)

項目 仕様

NPN PNP

絶縁方式 フォトカプラ

出力形式 オープンコレクタ

定格負荷電圧 5～ 24 V DC 24 V DC

負荷電圧許容範囲 4.75～ 26.4 V DC 21.6～ 26.4 V DC

最大負荷電流 0.1 A/点（1コモンあたり最大1 A)

最大突入電流 0.3 A

コモン方式 C16, E16T, E8Y 8点/コモン

C32, T32, E32,
E16Y

16点/コモン

OFF時漏電電流 100μA以下

ON時最大電圧降下 1.5 V以下

外部供給電源
(内部回路用)

電圧 21.6～ 26.4 V DC
(内部回路用)

電流 Y0, Y1: 5 mA/1点 Y0, Y1以外: 3 mA/1点

応答時間 OFF→ON 1 ms以下 (Y0、Y1のみ50μs以下)

ON→OFF 1 ms以下 (Y0、Y1のみ50μs以下)

サージキラー ツェナーダイオード

動作表示 LED表示
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■C10RS／C10CRS／C10RM／C10CRM／C14RS／C14CRS／C14RM／
C14CRM／E8RS／E8RM／E8YRS *2／E16RS／E16RM共通

注）*1:入力部の抵抗値は以下のようになります。

入力部 抵抗値

コントロールユニット
X0～X5 2 kΩ

コントロールユニット
X6以降 1 kΩ

増設ユニット 1 kΩ

*2: E8YRSには入力回路はありません。

出力端子においてC10R系はY0/Y1がCOM端子共通で、Y2/Y3は個々の単一コモンを持ちます。また、C14R系
においてもY0/Y1/Y2/Y3がCOM端子共通で、Y4/Y5は個々の単一コモン端子を持ちます。詳細は「2−5. 端子
配列図」をご参照ください。

注意

2−4
内部回路図

●
内
部
回
路
図
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内
部
回
路

X0

内
部
回
路

Xn

COM

Y0

Yn

COM

内
部
回
路

L

電源

L

FP0内部

入力

出力

5.6 kΩ

2 kΩ
*1

2 kΩ *1

5.6 kΩ

24 V

COM

C10R/C10CR/C14R/C14CR系

内
部
回
路

内
部
回
路

X0

内
部
回
路

Xn

COM

Y0

Yn

COM

内
部
回
路

L

電源

L

FP0内部

入力

出力

5.6 kΩ

2 kΩ
*1

2 kΩ *1

5.6 kΩ

24 V

COM

E8R/E16R/E8YR系

Yn+1

COM

内
部
回
路

電源

L

Yn+2

COM

内
部
回
路

電源

L
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■C16T／C16CT／C32T／C32CT／T32CT／E8X *2／E8YT *3／E16X *2／
E16YT *3／E16T／E32T共通(NPN型出力タイプ)

内
部
回
路

X0

内
部
回
路

Xn

COM

Y0

(－)

Yn

内
部
回
路

内
部
回
路

L

L

入力

出力

5.6 kΩ

2 kΩ
*1

2 kΩ *1

5.6 kΩ

COM

24 V

24 V

FP0内部

(+)
外部供給電源

外部供給電源

注）*1:入力部の抵抗値は以下のようになります。

入力部 抵抗値

コントロールユニット
X0～X5 2 kΩ

コントロールユニット
X6以降 1 kΩ

増設ユニット 1 kΩ

*2: E8X/E16Xには出力回路はありません。
*3: E8YT/E16YTには入力回路はありません。
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■C16P／C16CP／C32P／C32CP／T32CP／E8YP *2／E16YP *2／E16P／E32P
共通 (PNP型出力タイプ)

内
部
回
路

X0

内
部
回
路

Xn

COM

Y0

(+)

Yn

内
部
回
路

内
部
回
路

L

L

入力

出力

5.6 kΩ

2 kΩ
*1

2 kΩ *1

5.6 kΩ

COM

24 V

24 V

FP0内部

(－)
外部供給電源

外部供給電源

注）*1:入力部の抵抗値は以下のようになります。

入力部 抵抗値

コントロールユニット
X0～X5 2 kΩ

コントロールユニット
X6以降 1 kΩ

増設ユニット 1 kΩ

*2: E8YP/E16YPには入力回路はありません。

●
内
部
回
路
図
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■5V回路など異種電圧の負荷を使用する場合の結線方法

X0

X1

Y0

(+)

Y1

5 V負荷

5 V負荷

Xn

COM

(－)

Yn
24 V負荷

24 V5 V

24 V

入力には必ず
24 Vをご使用
ください。

FP0内部

出力回路の(+)端子(－)
端子内には24 V DCを
供給してください。

内
部
回
路

内
部
回
路

内
部
回
路

内
部
回
路

内
部
回
路

内
部
回
路

外部供給電源負荷電源
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X0－7

X0－3

COM

X0
X1

(NC)
(NC)

X2
X3
(NC)
(NC)

COM

X0
X1

X6
X7

X2
X3
X4
X5

Y0－3

(端子イラストはコネクタタイプです)

COM

Y0
Y1

(NC)
(NC)

Y2
Y3
(NC)
(NC)

L
L

電源

L
L

Y0－7

(端子イラストはコネクタタイプです)

COM

Y0
Y1

Y6
Y7

Y2
Y3
Y4
Y5

L
L

電源

L
L
L
L
L
L

X0－7

Y0－5

X0－5

Y0－3

(端子イラストはコネクタタイプです)

(端子イラストはコネクタタイプです)

COM

X0
X1

(NC)
(NC)

X2
X3
X4
X5

COM

Y0
Y1

COM
Y3

(NC)
(NC)
COM
Y2

電源

電源

L
L

L

L
電源

COM

X0
X1

X6
X7

X2
X3
X4
X5

COM

Y0
Y1

COM
Y5

Y2
Y3
COM
Y4

L
L

電源
L
電源
L
電源

L
L

端子配列図

C10RS
C10CRS
C10RM
C10CRM

C14RS
C14CRS
C14RM
C14CRM

入力

出力

入力

出力

E8RS
E8RM

E16RS
E16RM
E8YRS

入力(E8YRSにはありません)

入力

出力

出力

X0

Y0

X0

Y0

X0

Y0

X0

Y0

型番 端子配列図型番

2−5
端子配列図

●
端
子
配
列
図

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ユ
ニ
ッ
ト、

増
設
ユ
ニ
ッ
ト
仕
様
／
機
能
一
覧

２



FP0ユーザーズ
マニュアル（基本編)
[最新版]

2−17

端子配列図

C16T
C16CT
E8X
E16T
E8YT

入力(E8YTにはありません)

C32T
C32CT
T32CT
E16X
E32T
E16YT

入力(E16YTにはありません)

出力(E16Xにはありません)

X0－7 X8－F

Y0－7 Y8－F

COM

X5
X7

X1
X3

COM

X4
X6

X0
X2

COM

XD
XF

X9
XB

COM

XC
XE

X8
XA

Y5
Y7

Y1
Y3

(+)

Y4
Y6

Y0
Y2

L
L
L
L

L
L
L
L

YD
YF

Y9
YB

(+)

YC
YE

Y8
YA

L
L
L
L

L
L
L
L

入力回路の4つのCOM端子は内部でつながっています。
出力回路の2つの(+)端子は内部でつながっています。
出力回路の2つの(－)端子は内部でつながっています。

ご注意

X0－7

COM

X5
X7

X1
X3

COM

X4
X6

X0
X2

出力(E8Xにはありません)

Y0－7

入力回路の2つのCOM端子は内部でつながっています。ご注意

Y5
Y7

Y1
Y3

(+)

Y4
Y6

Y0
Y2

L
L
L
L

L
L
L
L

X0 X1

Y0 Y1

X0 X1 X9X8

Y0 Y1 Y9Y8

型番

(コネクタ正面図)

(コネクタ正面図)

(－)(－)

(－)

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ユ
ニ
ッ
ト、

増
設
ユ
ニ
ッ
ト
仕
様
／
機
能
一
覧

２

●
端
子
配
列
図



FP0ユーザーズ
マニュアル（基本編)
[最新版]

2−18

端子配列図

C32P
C32CP
T32CP
E32P
E16YP

入力(E16YPにはありません)

出力

X0－7 X8－F

Y0－7 Y8－F

COM

X5
X7

X1
X3

COM

X4
X6

X0
X2

COM

XD
XF

X9
XB

COM

XC
XE

X8
XA

Y5
Y7

Y1
Y3

(+)

Y4
Y6

Y0
Y2

L
L
L
L

L
L
L
L

YD
YF

Y9
YB

(+)

YC
YE

Y8
YA

L
L
L
L

L
L
L
L

入力回路の4つのCOM端子は内部でつながっています。
出力回路の2つの(+)端子は内部でつながっています。
出力回路の2つの(－)端子は内部でつながっています。

ご注意

X0 X1 X9X8

Y0 Y1 Y9Y8

型番

(コネクタ正面図)

(－) (－)

●
端
子
配
列
図
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■内蔵バックアップ電池の充電
コントロールユニット（10ｋステップタイプ）のバッ
クアップ用電池には2次電池（充電式）を使用してい
ます。ユニット出荷時には充電されておりませんので、
ご使用になる前に内蔵バックアップ電池を十分に充電
してください。充電はコントロールユニットにDC電
源を供給すれば、自動的に充電します。

■演算用メモリをバックアップできる
時間について

●充電時間とバックアップ時間の関係

充電する時間の割合で、バックアップ時間の日数が変
わります。下記グラフをご覧のうえバックアップ時間
の日数をお確かめください。

充電時間とバックアップ時間の関係

20 %
10日(25℃時)

60 %
30日(25℃時)

80 %
40日(25℃時)

100 %

50日(25℃時)

0 8 16 24 48 72

充電時間(h)

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
時
間

（

電
池
容
量
回
復
率）

●周囲温度によるバックアップ時間の日数

ある周囲温度のとき、72時間充電を行った場合、下記
表のようにバックアップ時間の日数が異なります。

周囲温度 バックアップ時間の日数

70℃ 約14日

25℃ 約50日

－20℃ 約25日

■内蔵バックアップ電池の予測寿命
コントロールユニットがON時（通電時）において、
内蔵バックアップ電池の寿命が周辺温度により変わり
ます。下記の表を参照に、内蔵バックアップ電池の寿
命を予測してください。

注）コントロールユニットがOFF時（非通電時）の温
度は寿命にはほとんど影響しません。

周囲温度 内蔵バックアップ電池の寿命

55℃ 約430日〈約1年〉

45℃ 約1200日〈約3年〉

40℃ 約2100日〈約6年〉

35℃ 約3300日〈約9年〉

34℃以下 約10年

■内蔵バックアップ電池でバックアッ
プできる範囲

・下記の演算用メモリのうち、ユーザーがプログラミ
ングツールで指定した範囲がバックアップされる保
持エリアとなります。
①タイマ／カウンタ (T/C)
②内部リレー (R)
③データレジスタ (DT)
④ステップラダー

・ユーザーが指定しない場合は、初期値設定の範囲が
バックアップされる保持エリアとなります。

・カレンダタイマの値もバックアップされます。

・プログラム及びシステムレジスタは、内蔵バックアッ
プ電池に関係なくEEPROMで保持されます。

■内蔵バックアップ電池の取り扱いに
ついて

内蔵バックアップ電池が消耗または寿命がつきた場合、
交換する事はできません。

■データのバックアップに関するご注意

・カレンダタイマの値は、2次電池にてバックアップ
されます。

・2次電池が十分に充電されてから、使用するように
してください。

・電池切れが発生すると保持エリアの内容が不定値に
なります（0クリアしません）。

■ご参考
運転スタート時の初期設定データを読み出して使用す
る場合は、EEPROM読み出し命令（F12）EEPROM書
き込み命令（F13）を用いて、EEPROMにデータを書
き込むこともできます。

P13命令実行中に電源OFFするとEEPROMに正しく書
き込めない場合があります。
また、EEPROMにて保持している内部リレー、データ
レジスタ、タイマ／カウンタの保持エリアも正しく保
持されない場合があります。
P13命令実行中は電源をOFFしないでください。
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仕様／機能一覧

Ｓ－

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

ユ
ニ
ッ
ト
仕
様
／
機
能
一
覧

３



FP0ユーザーズ
マニュアル（基本編)
[最新版]

3−2

■一般仕様

項目 仕様

定格電圧 24 V DC

許容電圧変動範囲 21.6～ 26.4 V DC

定格消費電流 150 mA以下

許容瞬時停電時間 10 ms (21.6 V時/24 V時)

使用周囲温度 0～＋55℃

保存周囲温度 －20～＋70℃

使用周囲湿度 30～ 85 %RH (at 25℃結露なきこと)

保存周囲湿度 30～ 85 %RH (at 25℃結露なきこと)

耐電圧 S－LINK端子台⇔電源端子、機能アース一括：500 V AC 1分間

絶縁抵抗 S－LINK端子台⇔電源端子、機能アース一括：100 MΩ以上絶縁抵抗 S－LINK端子台⇔電源端子、機能アース一括：100 MΩ以上
(試験電圧500 V DC)

耐振動 10 Hz～ 55 Hz 1掃引／1分間、複振幅0.75 mm
X、Y、Z各方向 10分間

耐衝撃 98 m/s2以上 X、Y、Z各方向 4回

耐ノイズ 1000 V [p−p] パルス幅50 ns、1μs（ノイズシミュレータ法による）
(FP0プログラマブルコントローラ部)

使用雰囲気 腐食性ガスがないこと、塵埃がひどくないこと。

注）性能仕様については、2−1項の「(2)性能仕様」をご参照ください。

3−1
S－LINKコントロールユニット仕様
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■S－LINKコントローラ仕様

定格電源電圧
24 V DC(許容差＝±10 %) (許容リップルp−p＝±10 %)
(S－LINK端子台のIN－24V、IN－0Vより供給)

定格消費電流 *1

D－Gライン 24 V DC 1.6 A以下
[S－LINKコントローラ消費電流を含む]

定格消費電流 *1
24V－0V
ライン

24 V DC 5 A（ヒューズ5 A）
[最大供給可能電流(24V－0VラインよりS－LINKユニット、入出力ユニット
へ供給）]

伝送方式 双方向時分割多重伝送方式

同期方式 ビット同期方式・フレーム同期方式

伝送手順 S－LINKプロトコル

伝送速度 28.5 kbps

伝送遅れ時間 最大10.7 ms

伝送距離 信号幹線：最大延長200 m（ブースター併用時 最大400 m）

FANOUT *2 320

接続方式 *3 T型分岐マルチドロップ接続

入出力点数 64点入力/64点出力 固定

表
SEND表示 緑色LED 同期信号により点滅

表
示
灯

異常表示 赤色LED エラーの種類に応じて点灯
灯 異常アドレス表示 赤色7セグメントLED システム異常時エラーアドレス点灯

注意 *1:消費電流に関する詳細は、 S－LINKインストラクションマニュアルの「電源容量の決
定」を参照下さい。

*2: S－LINKコントローラやブースタ（SL－BS1A）のD－Gラインにおける出力容量をFANOUT、S－
LINK構成ユニットのD－Gラインからの入力容量をFANINで表します。S－LINKシステムを構築
する場合、FANOUT合計≧FANIN合計となるよう構成してください。（FANINの算出法等の詳細
は、「S－LINKイントラクションマニュアル」をご覧ください。)

*3: FP0 S－LINKコントロールユニットにはループ配線機能はありません。
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■SL1 S－LINKコントロールユニット

⑦

④

⑥

⑩

⑤

③

⑧

⑨

①

②

■各部の名称と機能
1状態表示LED
PLCの運転/停止、エラー/アラームなどの動作状態
を表示します。

2異常アドレス表示灯（16進数表示2桁）
S－LINKシステム上の異常が発生したアドレスを
表示します。

3モード切替スイッチ
PLCの運転モードを切り替えるスイッチです。

4 SEND表示灯
S－LINKシステム上の各ユニットとの入力/出力デー
タ通信時に点滅します。

5異常表示灯
S－LINKシステム上に異常が発生した場合、点灯
します。

ERR1：D－G間の短絡。
ERR2：未使用
ERR3：D－G間電圧レベル異常。
ERR4：断線または入出力ユニットの異常。

6 SETスイッチ
このスイッチを押すと、S－LINKシステム上の接
続状態を読み込み、記憶します。以降この時の状
態を基に異常のチェックをします。この時、出力
ユニットのデータは保持されます。

7 S－LINK端子台（6ピン）
S－LINKシステムの主幹線および電源を接続しま
す。S－LINK端子台は、コントロールユニットか
ら取り外して配線作業が可能です。

8ツールポート(RS232C)
プログラミングツールを接続するコネクタです。

9電源端子
24 V DCを供給してください。接続には、付属の
ケーブル(AFP0581)を使用します。

10RS232Cポート
I.O.P、バーコードリーダ、イメージチェッカ等の
RS232Cを持つユニットと接続し、データの入出力
が可能です。

■ツールポート仕様

●コントローラ本体側のツールポートには、ホシデ
ン株式会社製コネクタ型番 TCS7557−0121077を使
用しています。

SG
SD
RD
－

+5V

ピン
番号

1
2
3
4
5

信号名

1

3
5

4 2

●工場出荷時の設定

初期値

伝送速度/9600 bps
データ長/8ビット
パリティ/奇数
ストップビット/1ビット

3−2
S－LINKコントロールユニット各部名称
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(1)電源の配線
S－LINKユニットでは2ヶ所に電源供給する必要があ
ります。

●コントロールユニット用(電源コネクタへ供給)
プログラマブルコントローラ部とS－LINKコントロー
ラの制御部用の電源。(24 V DC)

付属電
源ケー
ブル

●S－LINK用（S－LINK端子台へ供給）
S－LINKコントローラ用と、S－LINK幹線の24V－
0Vラインを介して供給されるS－LINK入出力ユニッ
ト用の電源。
S－LINKシステム全体の消費電流は、「S－LINKイン
ストラクションマニュアル」の「電源容量の決定」
を参考に算出してください。
（24 V DC、1.6 Aを越える電源を選んでください）

S－LINK端子台への供給

0V

+24V

外部電源より

S－LINK入出力
ユニットへ供給

茶
青
白
黒

S－LINK端子台はフエニックス・コンタクト株式会社
製MC1.5/6−ST−3.5を使用しています。

端子
番号 端子名 接続

ケーブル色 概要

1 24V 茶
主幹線2 0V 青 主幹線

(S－LINK入出
3 D 白

(S－LINK入出
力ユニット用)

4 G 黒
力ユニット用)

5 IN－24V － S－LINK用
6 IN－0V －

S－LINK用
外部電源入力

適合電線（より線）

サイズ 公称断面積

AWG＃20～16 0.5～1.25 mm2

注意

1. S－LINK部はヒューズによって保護されてい
ますが、接続される入出力ユニットが多い場
合や、消費電流が多くなりヒューズの切れる
おそれのある場合は入出力機器側ローカル電
源を設けることをお勧めします。

2. D－G間、D－24V間の短絡は保護回路が働き
ますが、G－24V間、0V－24V間の短絡は保護
されません。短絡すると故障の原因となりま
すのでご注意ください。

3−3
電源の配線
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(2)電源投入の順番
●S－LINKコントロールユニットに供給する電源の
投入に当たっては、以下の順で立ち上げて下さい。
1. S－LINKシステムに接続されているS－LINK
入出力ユニット電源を立ち上げてください。

2. S－LINK用外部電源を立ち上げてください。
3.最後にS－LINKコントロールユニット本体の
電源を入れてください。

1. S−LINK入出力ユニット電源ON

2. S−LINK用外部電源ON

3. S−LINKコントロールユニット
電源ON

ブースター(SL−BS1A)を使用している場合は、
S−LINK用外部電源よりも先に立ち上げてく
ださい。

●電源を切る時は、上記の逆の順番を行ってくださ
い。

●S−LINK用外部電源がONしていない状態でS−
LINKコントロールユニット 電源をONした場合、
エラー４６（S−LINK交信エラー）が発生し、
RUNモードになりません。

(3)電源立ち上げ時のS−LINKコントロー
ルユニットの動作

●S－LINK入出力データのリフレッシュについて

S－LINKコントロールユニットでは、入出力データを
FP0部とS−LINK部の2つのCPUが共有メモリを介して
リフレッシュを行います

共有
メモリ

S−LINK部
CPU

FP0部
CPU

入出力データ
リフレッシュ

入出力データ
エリア
リフレッシュ

S－LINKコントロールユニット

電源立ち上げ後のS－LINKコントロールユニットが第
一回目のリフレッシュを終了させるまでの時間は下
図のようになります。(すでにS－LINK用外部電源は
ONの状態です。)

2.6秒S－LINK部
入出力データ
リフレッシュ

0.07秒
FP0部
入出力データ
エリア
リフレッシュ

S－LINKコントロー
ルユニット電源投入

S－LINKコントロールユニット電源立ち上げ時には、
FP0部においてS－LINK入出力のデータが確立するま
でに約2.6秒必要となります。特にFP0シーケンスプロ
グラムにおいて電源立ち上がり時よりS－LINK入力を
b接点でご使用になる場合にご注意ください。
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■アドレスの認識
● S－LINKシステムの初めての稼働前には、必ず
SETスイッチを押してください｡SETスイッチが押
された段階でS－LINKシステム上の初期接続状況
（アドレス）が認識され、認識された台数を異常
アドレス表示部に16進数で点滅表示します｡

異常アドレス表示灯
（16進数で点滅表示）

SETスイッチ

この時、実際に接続されている台数と表示が異な
る場合、認識されていない入出力ユニットがあり
ますので、アドレスが重複していないか、接続ミ
スがないかご確認ください｡

●以降、この状態を元に異常のチェックを行います。
アドレスの認識を行うと、その状態はEEPROMに
記憶されますので、それ以降（電源立ち上げごと
に）はSETスイッチを押す必要はありません。

●S－LINKシステム配線後、初めてシステムを立ち上
げるとエラー表示が出る場合がありますが、異常
ではありません。SETスイッチを押すと表示は消
えます。

●稼働中にエラーアドレスを表示した場合、アドレ
スを確認した後に電源を切り、エラーアドレス箇
所を修復し電源を再投入し、エラーアドレス表示
が消える事を確認してください。（この場合、
SETスイッチは押さないでください）

●異常発生中にSETスイッチを押すと、異常は解除
されますが、その時エラーの原因が修復されてい
ないと、以後そのアドレスの入出力ユニットはチェッ
ク対象から外れますのでご注意ください。

ご注意

復旧されていない状態でSETスイッチを押すと、
その状態のアドレスで認識されてしまい、復旧さ
れていない箇所は認識されません｡

■ユニットの配線とアドレス設定につ
いて

●アドレスの設定は接続される入出力ユニットの位
置に関わらず自由に行えますが、幹線の断線検知
の関係上、S－LINKコントロールユニットに近い
入出力ユニットのアドレスを最小にし、順に大き
くしていくと断線箇所をより簡単に特定できます。

注：数値は各入出力ユニットの先頭アドレスを表します。

10 20 30 40

80 70 60 50

S－LINK
コントロール
ユニット

●S－LINKコントロールユニット1台あたりのシステ
ムの中で、同一アドレスに設定できる入出力ユニッ
トは2台までです。3台以上は設定しないようにし
てください。

●S－LINKコントロールユニット１台あたりのシステ
ムの中にブースタ（SL−BS1A）は7台まで接続で
きますが、構成ユニットや配線長により接続可能
台数は変わります。

ご注意

FP0 S－LINKコントロールユニットにループ配
線機能はありません。

3−4
S−LINKシステムのアドレス設定
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(1)異常アドレス表示灯S－LINK
伝送ラインを常に監視し、異常が発生した場合には、
発生箇所のアドレスを16進数で表示します。

異常アドレス
表示灯

異常表示灯

●正常時
「コ」の字型の表示が時計方向に回転しています。

●異常時
アドレスの表示を行います。複数箇所に異常が発
生した場合、一番小さい異常アドレスを表示する
と共にデシマルポイントが同時に点灯します。

10 20 30 40

80 70 60 50

S－LINKコントロールユニット

<複数の断線>
32（16進数）＝50（10進数）

複数発生時

デシマルポイン
ト点灯

断線

(2)異常表示灯の見方
S－LINKシステムに異常が発生した場合、内容により異常表示灯が下表のように点灯します。

●異常表示灯LED ○：点灯、×：消灯

LED表示
内容 注意事項

ERR1 ERR2 ERR3 ERR4
内容 注意事項

○ × ○ × D－G間の短絡 *1

ERR1、ERR3点灯時は伝送信号の出力が止
まるので、接続されている全てのS－LINK
ユニットが動作しません｡
また、遠距離で短絡するとERR1は点灯し
ない場合があります。
S－LINK幹線の確認をしてください。

× × ○ × 伝送信号レベル異常
配線長、構成、構成ユニット接続台数が規
定を超えている可能性があります。システ
ム構成の再確認をしてください。

× × × ○

アドレスを変更した場合/
DまたはGラインの断線/
表示されたアドレスのS－LINKユ
ニットの異常 *2

S－LINK幹線の断線、アドレスの確認をし
てください。
この場合、伝送信号の出力は行われている
ので、正常なS－LINK入力/出力ユニットは
動作します。

注）*1: S－LINK用外部電源が投入されていない場合でもこのERR LEDが点灯しますが、S－LINKコントロール
ユニット本体の故障ではありません。S－LINK用外部電源をご確認ください。

*2: ERR4は保持されますので、解除するにはFP0の電源を再投入するか、SETスイッチを押し再設定を行う
か、S－LINK側の電源を再投入するか、いずれかの処置が必要です。

3−5
S－LINKユニット自己診断機能
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コントロール
ユニット

増設ユニット1
増設ユニット2
増設ユニット3

■コントロールユニットのI/O番号
●コントロールユニットのI/O割り付けは固定です。

ユニット C10 C14 C16 C32/T32

入力番号 X0～X5 X0～X7 X0～X7 X0～XF

出力番号 Y0～Y3 Y0～Y5 Y0～Y7 Y0～YF

■S－LINKコントロールユニットの
I/O番号

●S−LINKユニットのI/O割り付けは固定です。

ユニット FP0 I/O S－LINKアドレス
X80～X8F 0～15

入力 X90～X9F 16～31入力
（64点） X100～X10F 32～47

X110～X11F 48～63
Y80～Y8F 64～79

出力 Y90～Y9F 80～95出力
（64点） Y100～Y10F 96～111

Y110～Y11F 112～127

1. X・Y番号の指定の仕方

FP0では、入力と出力で同番号を使います。

例 : X20
Y20

入出力で同一番号が使用可能

2.入出力リレーの番号の数え方

入出力リレーX・Yは、16点単位で扱うこともあ
るため、下のように10進数と16進数の組み合わせ
で表現します。

X
10進数

1, 2, 3……

16進数
1, 2, 3…… 9, A, B… F

FP0のI/O番号について

■FP0増設ユニットのI/O番号
●I/Oは増設時にPLC側で自動的に割り付けられますの
で、設定の必要はありません。

●増設ユニットのI/O割り付けは、接続する位置に
よって決まります。

ユニットの種類 割付
点数

増設
ユニット1

増設
ユニット2

増設
ユニット3

FP0−E8X 入力(8点) X20～X27 X40～X47 X60～X67

FP0 E8R
入力(4点) X20～X23 X40～X43 X60～X63

FP0−E8R
出力(4点) Y20～Y23 Y40～Y43 Y60～Y63

FP0−E8YT/
E8YR

出力
(8点) Y20～Y27 Y40～Y47 Y60～Y67

FP0−E16X 入力
(16点) X20～X2F X40～X4F X60～X6F

FP0
増設
ユニット FP0−E16R/

入力
(8点) X20～X27 X40～X47 X60～X67

ユニット FP0−E16R/
E16T 出力

(8点) Y20～Y27 Y40～Y47 Y60～Y67

FP0−E16YT 出力
(16点) Y20～Y2F Y40～Y4F Y60～Y6F

FP0 E32T

入力
(16点) X20～X2F X40～X4F X60～X6F

FP0−E32T
出力
(16点) Y20～Y2F Y40～Y4F Y60～Y6F

入力
(16点)
CH0

WX2
(X20～
X2F)

WX4
(X40～
X4F)

WX6
(X60～
X6F)

FP0
アナログ
I/O
ユニット

FP0−A21
入力
(16点)
CH1

WX3
(X30～
X3F)

WX5
(X50～
X5F)

WX7
(X70～
X7F)

ユニット

出力
(16点)

WY2
(Y20～
Y2F)

WY4
(Y40～
Y4F)

WY6
(Y60～
Y6F)

FP0
A/D変換
ユニット

FP0−A80
FP0 TC4

入力
(16点)
CH0, 2,
4, 6

WX2
(X20～
X2F)

WX4
(X40～
X4F)

WX6
(X60～
X6F)

ユニット
FP0
熱電対
ユニット

FP0−TC4
FP0−TC8 入力

(16点)
CH1, 3,
5, 7

WX3
(X30～
X3F)

WX5
(X50～
X5F)

WX7
(X70～
X7F)

入力
(16点)

WX2
(X20～
X2F)

WX4
(X40～
X4F)

WX6
(X60～
X6F)

FP0
D/A変換
ユニット

FP0−A04V
FP0−A04I

出力
(16点)
CH0, 2,
4, 6

WY2
(Y20～
Y2F)

WY4
(Y40～
Y4F)

WY6
(Y60～
Y6F)

ユニット

出力
(16点)
CH1, 3,
5, 7

WY3
(Y30～
Y3F)

WY5
(Y50～
Y5F)

WY7
(Y70～
Y7F)

FP0 I/O
リンク FP0 IOL

入力
32点

X20～
X3F

X40～
X5F

X60～
X7F/

リンク
ユニット

FP0−IOL
出力
32点

Y20～
Y3F

Y40～
Y5F

Y60～
Y7F

入力
(16点)

CH0, 2, 4

WX2
(X20～
X2F)

WX4
(X40～
X4F)

WX6
(X60～
X6F)

FP0
RTD
ユニット

FP0−RTD6
入力
(16点)

CH1, 3, 5

WX3
(X30～
X3F)

WX5
(X50～
X5F)

WX7
(X70～
X7F)ユニット

出力
(16点)

WY2
(Y20～
Y2F)

WY4
(Y40～
Y4F)

WY6
(Y60～
Y6F)

●FP0 A/D変換ユニット(FP0−A80)、FP0熱電対ユ
ニット(FP0−TC4/FP0−TC8)、FP0 D/A変換ユニット
(FP0−A04V/FP0−A04I)の各チャンネルのデータは、
変換データ切替フラグを含むユーザプログラムによ
り切り替えて読み出しまたは書き込みをします。

●FP0 CC−Linkスレーブユニットは、専用マニュアル
にてご確認ください。

4−1
I/Oの割り付け
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■増設方法（全ユニット共通）
1ユニット側面にあるシールをはがし、内部の増設用
コネクタを露出させてください。

2側面上下にある増設用フックをドライバー等で引き
上げてください。

3本体側と増設側の四隅の突起を合わせ、はめてくだ
さい。この時、ユニット間に隙間ができないように
してください。

4手順②で引き上げた増設用フックを下げ、ユニット
を固定してください。

4−2
増設方法
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(1)設置環境と取り付けスペース
■周辺環境
設置にあたっては一般仕様の範囲内でご使用くだ
さい。

・周囲温度：0～+55℃
・周囲湿度:30～85 %RH(at25℃ 結露なきこと)
・汚染度２の環境での使用を想定しています。
・次のような環境での使用は避けてください。
−直射日光が当たる場所
−急激な温度変化により結露が起こる可能性のあ
る場所

−腐食性ガスや可燃性ガスの雰囲気中
−塵埃、鉄粉、塩分などが多い場所
−ベンジン、シンナーおよびアルコールなどの有
機溶剤や、アンモニア、苛性ソーダなどの強
アルカリ物質が付着する可能性のある場所、ま
たはそれらの雰囲気中

−直接、振動や衝撃が伝わるような場所や直接水
滴の当たる可能性のある場所

−高圧線・高圧機器・動力線・動力機器、あるい
はアマチュア無線などの送信部のある機器、ま
たは大きな開閉サージの発生する機器の周辺（最
低100mm）

■静電気について

・静電気破壊防止のため、コネクタ類のピンを直接
さわらないでください。

・取り扱いは人体の静電気を放電した状態で行って
ください。

■放熱に対する配慮について

・取付方向は放熱のためにツールポートコネクタが
下部になる向きとしてください。

ツールポート
コネクタ

下図のような向きの取り付けは避けてください。

天地逆の取付け 入出力コネクタが
上面となる取付け

通風口をふさぐ
取付け

入出力コネクタが
下面となる取付け

PLC本体が水平
となる取付け

・ヒータ、トランス、大容量の抵抗など発熱量の大
きな機器の上に取り付けないでください。

5−1
設置
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■取り付けスペースについて

・放熱やユニットの交換のために、ユニットの周辺
のダクト、他の機器とは50 mm以上離して設置し
てください。

50 mm以上

50 mm以上

・盤のとびらなどPLC本体の前面に機器を設置する
場合、放射ノイズや発熱の影響を避けるため、そ
れらの機器とは100mm以上の距離を取ってくださ
い。

100 mm以上

Ｐ
Ｌ
Ｃ
本
体

盤
の
と
び
ら
な
ど

他
の
機
器

・ツールの接続や配線のため、コントロールユニッ
ト表面から100mm以上の余裕を取ってください。

●
設
置
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(2)取り付け方法
■DINレールへの取り付け・取り外し
DINレールへワンタッチで取り付けることが出来ます。

(取り付け方法)
1 DINレール上部の爪を引っかけます。
2そのまま下部を押さえます。

1

2

レール

(取り外し)
1 マイナスドライバを取り付けレバーに差し込みま
す。

2取り付けレバーを引き下げます。
3本体を持ち上げて外してください。

1
2

3

設
置
と
配
線
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■オプションの取り付けプレートを使った取付
取付プレート スリム型(AFP0803)を使用する場合
M4サイズのナベ小ネジを使い、下記寸法にしたがっ
て取り付けて下さい。

60.0 mm

3.5 mm

後はDINレールに取り付ける要領と同じです。

2

1

増設ユニットを使用する場合は、プレートを使用数
分だけ組み合わせてからネジ止めしてください。ネ
ジ止めは、四隅で行なってください。

＜例＞増設ユニットが2個の場合

60.0 mm

50.0 mm

ご注意

取付プレートフラット型(AFP0804)は、増設ユニッ
ト使用時は、使えません。

取付プレート フラット型(AFP0804)を使用する方法
M4サイズのナベ小ネジを使い、下記寸法にしたがっ
て取り付けて下さい。

60.0 mm

ユニットの増設用フックを引き出し、取付プレート
に合わせた状態でロックしてください。

1 3

2

また、取り付け板を付けることでDINレールに横方
向にも設置する事ができます。

1

2

レール

●
設
置
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(1)電源の配線

電源ケーブル
(AFP0581)

ユニットへの電源は、付属の電源ケー
ブルを使用して供給します。

緑：機能アース

青：0 V

茶：24 V DC

■ユニットへの電源配線について
電源の接続は、ユニットに付属の電源ケーブル(品番：
AFP0581)により行います。

茶：24 V DC
青：0 V
緑：機能アース

■電源供給線はツイストを
ノイズの影響を小さくするため、電源線(茶と青)は、
ツイスト処理(より線処理)してください。

■電源は保護回路内蔵の絶縁型を
・電源ラインからの異常電圧に対する保護のため、
電源には保護回路を内蔵した絶縁型の電源を使用
してください。

・ユニット上のレギュレータには、非絶縁型が使用
されています。

・保護回路を内蔵していない電源装置を使用する場
合は、必ずヒューズなどの保護素子を介してユニッ
トに電源供給してください。

■電源電圧は電圧許容範囲内で

定格電圧 24 V DC

許容電圧変動範囲 21.6 V～ 26.4 V DC

■電源系統は分離して
・FP0、入力機器、動力機器への配線は、それぞれ系
統を分離してください。

FP0

■電源シーケンスにご配慮ください
・コントロールユニットの電源は、入出力用電源よ
りも先にOFFするように電源シーケンスを配慮し
てください。

・コントロールユニットの電源よりも、先に入出力
用電源がOFFすると、コントローラ本体が入力レ
ベルの変化を検出し、予定外のシーケンス動作を
する場合があります。

・コントロールユニットと増設ユニットの電源は必
ず同一電源から取り、ON/OFFを同時に行うよう
にしてください。

5−2
電源の配線
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(2)接地について
■ノイズの影響が大きい時は接地を
通常の環境下においては、十分なノイズ耐量があり
ますが、特にノイズが大きな環境下においては接地
処理してください。

■接地は専用接地で
・電線は2 mm2以上のものを使用し、接地抵抗100
Ω以下のD種(第3種)接地としてください。

・接地点はできるだけPLCの近くとし、接地線の距
離を短くしてください。

・接地を他の機器と共用すると逆効果となる場合が
ありますので、必ず専用接地としてください。

PLC

PLC

D種(第3種)接地

ご注意

ご使用になる環境により、接地をすると逆に問題
となる場合があります。
<例> FP0の電源ラインはバリスタを介して

F.G.端子に接続されていますので、電源ラ
インと大地間に異常電位がある場合はバ
リスタが短絡する可能性があります。

■プラス接地の場合は機能アース端子
を接地しないでください

電源の+端子を接地してご使用になる場合は、FP0の
機能アース端子を接地しないでご使用ください。
パソコンの機種によってはRS232CポートのSG端子と
コネクタの外郭が接続されているものがあります。
また、FP0のツールポート外郭と機能アース端子は接
続されています。
そのため、パソコンを接続することによりFP0の
GND端子と機能アース端子が接続されます。特にプ
ラス接地でご使用の場合はGND端子には−24Vの電圧
が印加された状態ですので、その状態でGND端子と
機能アース端子が接続されますと、短絡状態になり
破壊につながります。

電源

●
電
源
の
配
線
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(1)入力側の配線について
■光電センサ・近接センサとの接続
(1)リレー出力タイプ

FP0

(2)NPNオープンコレクタ出力タイプ

FP0

(3)電圧出力タイプ(ユニバーサル出力タイプ)

FP0

(4)２線式出力タイプ

FP0

■LED付リードスイッチ使用時の注意点
LED付リードスイッチなど、入力接点に直列LEDが入っ
ている場合でも、PLCの入力端子にはON電圧以上の
電圧がかかるようにしてください。特に、直列に複
数のスイッチを接続する場合はご注意ください。

FP0

■2線式センサ使用時の注意点
2線式の光電センサや近接センサを使用した場合は、
もれ電流の影響でPLCへの入力がOFFにならない場合、
下図のようにブリーダ抵抗を接続してください。

FP0

I :センサのもれ電流（mA)
R :ブリーダ抵抗値（kΩ)

入力のOFF電圧は2.4 Vのため、COM端子・入力端子間の
電圧が2.4 V以下になるようRの値を決めます。
入力インピーダンスは5.6 kΩ

抵抗のワット数Wは、

I× ≦2.4より5.6R

5.6+R
R≦ (kΩ)13.44

5.6I－2.4

で求められ、通常この値の3～5倍で選定してください。

W=
(電源電圧)2

R

5−3
入出力の配線
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■LED付リミットスイッチ
使用時の注意点

LED付リミットスイッチを使用した場合、もれ電流の
影響でPLCへの入力がOFFにならない場合、下図のよ
うにブリーダ抵抗を接続してください。

FP0

R≦ (kΩ)13.44
5.6I－2.4

W=
(電源電圧)2

R
×(3～5倍)

入力のOFF電圧は2.4 Vのため、電源電圧24 Vの時

流れるようにRの値を決めます。Iを求めて、前ページの2線
式センサ使用時の時と同様に求められます。

●
入
出
力
の
配
線
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(2)出力側の配線について
■誘導負荷の保護回路について
・誘導負荷の場合は、負荷と並列に保護回路を設け
てください。

・特にリレー出力タイプでDC誘導負荷を開閉する場
合は、保護回路の有無が寿命に大きく影響します
ので、必ず負荷の両端にダイオードを設けてくだ
さい。

1.
(1) AC負荷の場合(リレー出力タイプ)

FP0

FP0

(2) DC負荷の場合

FP0

■容量性負荷使用時の注意点
ラッシュ電流の大きな負荷を接続する場合は、そ
の影響を小さくするため、下図のように保護回路
を設けてください。

FP0

FP0

■過負荷保護は外部ヒューズで
出力回路には、ヒューズは内蔵しておりません。
出力の短絡時などに、出力回路が焼損するのを防
ぐため、1点ごとに外部ヒューズを取り付けること
をおすすめします。ただし、短絡時などの場合に
は、ユニットの素子を保護できない場合がありま
す。

設
置
と
配
線
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(3)入出力配線共通の注意事項
■入力/出力/動力線はそれぞれ離して
・入力線、出力線の配線は電流容量を考慮して、電
線の径の選定をしてください。

・入力配線と出力配線、またそれらと動力線は、で
きるだけ離して配線してください。同一ダクトに
通したり、バインドしないでください。

・入出力配線と動力線・高圧線は100 mm以上離して
ください。

(4)S−LINKシステムの配線
S－LINKシステムの配線については、「S－LINKイン
ストラクションマニュアル」をご参照ください。

●
入
出
力
の
配
線
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■付属端子台／適合電線

端子台はネジ締めタイプを使用しています。電線は
下記の適合電線を使用してください。

イラストは9ピンタイプのものです。

●付属端子台ソケット

端子台ソケットにはフエニックス・コンタクト株式
会社製を使用しています。

ユニット ピン数
フエニックス・コンタクト株式会

社モデル番号ユニット ピン数
型番 製品番号

コントロール
ユニット

増設ユニット 9ピン MC1,5/9―ST―3,5 1840434
アナログ
I/Oユニット

9ピン MC1,5/9―ST―3,5 1840434

S－LINK
コントロール
ユニット

6ピン MC1,5/6―ST―3,5 1840405

●適合電線(より線)

ユニット サイズ 導体断面積

コントロール
ユニット AWG#24～16 0.2 mm2～

1 25 mm2
増設ユニット

AWG#24～16 1.25 mm2

S－LINK
コントロール
ユニット

AWG#20～16 0.5 mm2～
1.25 mm2

アナログ
I/Oユニット

AWG#28～16 0.08 mm2～
1.25 mm2

●適合絶縁スリーブ付き棒端子

棒端子を使用される場合、フエニックス・コンタク
ト株式会社下記形式のものをご選定ください。

メーカー 断面積
(mm2) サイズ

フエニックス・
コンタクト株式
会社型式

0.25 AWG#24 AI 0,25―6 YE

フエニックス・
0.50 AWG#20 AI 0,5―6 WH

フエニックス・
コンタクト株式

0.75 AWG#18 AI 0,75―6 GY
コンタクト株式
会社 1.00 AWG#18 AI 1―6 RD会社

0.5×2 AWG#20×
2本用

AI―TWIN 2×
0.5―8 WH

●棒端子専用圧接工具
メーカー フエニックス・コンタクト株式会社モ

デル番号

フエニックス・
コンタクト株式

型番 製品番号
コンタクト株式
会社 CRIMPFOX UD 6 12 04 43 6

■端子台の締め付けは専用工具で

端子の締め付けには、フエニックス・コンタクト株
式会社製ドライバー(フエニックス・コンタクト株式
会社 製造番号：1205037)、刃幅0.4×2.5(型番SZS
0,4×2,5)を使用ください。締め付けトルクは0.22 N・
m～ 0.25 N・m
(2.3 kgf・cm～ 2.5 kgf・cm)以下としてください。

■配線方法

(1) 電線の被覆をはがしてください。

7 mm

(2) 電線を端子台に突き当たるまで挿入し、ネジを
時計方向に締め、固定して下さい。

■配線時のご注意

以下の点を守り、断線しないようご注意ください。

1. 被覆をはがす時、芯線を傷つけない様にしてくだ
さい。

2. 芯線はよらずに結線してください。

3. 芯線は半田あげせずに結線してください。振動に
より切断する場合があります。

4. 結線後はケーブルにストレスを加えないでくださ
い。

5. 端子の構造上、反時計回りで電線が閉まる場合は
接続不良です。一度電線を抜き、端子穴を確認し
て再度配線をしてください。

時計回り 反時計回り

5−4
端子台タイプの配線
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■付属コネクタ／適合電線

商品本体には以下のコネクタが付属しています。電
線は下記の物を使用してください。また、結線には
専用の工具が必要です。

●付属適合コネクタ

メーカー 型番

(日本モレックス株式会社製モデル番号)

日本モレック
ス株式会社製

ハウジング 51067−0900 2個
ス株式会社製

コンタクト 50217−8100 20個

●適合電線（より線）

サイズ 導体断面積 被覆外形

AWG#24～18 0.2 mm2～
0.75 mm2

φ1.4～φ3.0

■専用工具

メーカー名 型番
(日本モレックス株式会社製モデル番号)

日本モレック
ス株式会社製

57189−5000

■配線方法

(1) 電線の被覆をはがしてください。

3 mm～
3.5 mm

(2) 圧着端子を圧接工具にセットして、電線を圧着工
具に挿入し、軽く握って下さい。

(3) 圧接後、電線をハウジングに突き当たるまで挿入
して下さい。

(4) 電線を抜く場合はハウジングの固定ピンをマイナ
スドライバ等で引き上げてから、電線を抜いて下
さい。

5−5
モレックスコネクタタイプの配線
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■付属コネクタ／適合電線

被覆ムキをしなくてもバラ線が接続できるコネクタ
です。結線には専用の工具を使います。

●付属コネクタ

メーカー 構成

パナソニック電工
ハウジング（10P）

パナソニック電工
SUNX（株）製

セミカバー（10P）
SUNX（株）製

コンタクト（AWG22,24用）5ピン

注）別途、お求めの際は、AFP0807 ( 2セット入り)
をご指定ください

●適合電線

サイズ 公称断面積 被覆外径

AWG#22 0.3 mm2

φ1 5～φ1 1
AWG#24 0.2 mm2 φ1.5～φ1.1

■専用工具

メーカー ご注文品番

パナソニック電工
SUNX（株）製

AXY52000FP

専用工具

■配線方法

被覆はそのままダイレクトに圧接でき、配線の手間
が省けます。

(1) コンタクトをキャリアから折り、圧接工具にセッ
トして下さい。

(2) 被覆の付いたままの電線を突きあたるまで挿入し、
工具を軽く握ってください。

②

①

(3) 圧接後、電線をハウジングに挿入してください。

(4) 電線を挿入し終えたら、カバーをしてください。

(5) 配線ミスなどでケーブルを抜く時は、工具に付属
している引き抜きピンで抜き出せます。

この部分にコンタクト引き
抜き用ピンがあたるようハ
ウジングを圧接工具に押し
あててください。

<参考>

フラットケーブル用MILコネクタをご使用になる
場合、AFP0808(4個入り：キー付き10ピンストレー
ンリリーフ有り）をご指定ください。

5−6
MILコネクタタイプの配線

設
置
と
配
線

５

●
Ｍ
Ｉ
Ｌ
コ
ネ
ク
タ
タ
イ
プ
の
配
線



FP0ユーザーズ
マニュアル（基本編)
[最新版]

5−15

(1)端子配列
RS232Cポートにはネジ締めタイプを使用しています。
電線は以下の物を使用して下さい。

RS232Cポート端子配列図

SG：信号用接地

RD：受信データ(入力)

SD：送信データ(出力)

●RS232Cポート仕様

項目 仕様

RS232C
ポート

伝送速度
300/600/1200/2400/4800/
9600/19200 bps

伝送距離
3 m

端子台
フエニックス・コンタクト(株)製(3P)
MKDS1/3−3.5

通信
半二重方式

●適合電線（より線）

サイズ 導体断面積

AWG#28～16 0.08 mm2～ 1.25 mm2

上記電線でシールドされた物をご使用ください。シー
ルド部は接地する事を推奨します。また、棒端子を
ご使用される場合、「5−4.端子台タイプの配線」をご
参照ください。

●工場出荷時の設定

システムレジスタNo.412～414にて変更可能です。設
定の詳細については「システムレジスタ一覧」をご
覧ください。

No.412 RS232Cポートを使用しない

No.413

データ長/8ビット
パリティー/奇数
ストップビット/1ビット
始端コード/STXなし
終端コード/CR

No.414 伝送速度/9600 bps

(2)配線方法
1. 電線の被覆をはがしてください。

5 mm

2. 電線をRS232Cポートに突き当たるまで挿入して
ください。

3. ネジを締めてください。

●端子台の締め付けには専用工具で

RS232Cポートの締め付けには、フエニックス・コン
タクト株式会社製ドライバー(フエニックス・コンタ
クト株式会社 製造番号：1205037)、刃幅0.4×2.5(型
番SZS 0,4×2,5)を使用ください。締め付けトルクは
0.22N・m ～ 0.25N・m (2.3kgf・cm ～ 2.5kgf・cm)以下と
してください。

■配線時のご注意

以下の点を守り、断線しないようご注意ください。

1. 被覆をはがす時、芯線を傷つけない様にしてくだ
さい。

2. 芯線はよらずに結線してください。
3. 芯線は半田あげせずに結線してください。振動に
より切断する場合があります。

4. 結線後はケーブルにストレスを加えないでください。
5. 端子の構造上、反時計回りで電線が閉まる場合は
接続不良です。一度電線を抜き、端子穴を確認し
て再度配線をしてください。

時計回り 反時計回り

5−7
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5−16

(1)安全対策について
■システム設計上の注意
PLCを使用したシステムでは、次のような要因により
誤作動を起こすことがあります。

・PLCの電源と入出力機器・動力機器の立ち上がり、
立ち下がりのずれ。

・瞬時停電による応答時間のずれ。
・PLC本体、外部電源、他の機器の異常。

このような誤作動がシステム全体の異常や事故につ
ながらないよう、次のような安全対策を施してくだ
さい。

■インターロック回路はPLCの外部にも
モータの正転・逆転など相反する動作を制御する場
合は、PLC外部にインターロック回路を設けてくださ
い。

■非常停止回路もPLC外部に
出力機器の電源を切る回路はPLCの外部に設けてくだ
さい。

■PLCの起動は他の機器より遅らせて
(電源シーケンス)

PLCの起動は、入出力機器、動力機器が立ち上がって
から行ってください。

＜方法＞
・PLCの電源を立ち上げてから、PROG.モードから
RUNモードに切り替える。

・タイマ回路を設けてPLCの起動を遅らせる。

注) PLCを停止する場合も、PLCの運転が停止してか
ら入出力機器がOFFになるようにしてください。

■接地は確実に
インバータなどスイッチングにより高電圧を発生す
る機器に隣接してコントローラを接地する場合は、
共通接地を避け、D種(第3種)以上の専用接地を施して
ください。

(2)瞬時停電について
■瞬時停電の動作
瞬間停電時間が5 ms未満の場合、FP0は動作を継続し
ます。5 ms以上の場合は、ユニットの組合せ、電源
電圧などの条件により、その動作が変わります。
(電源リセットと同じ動作をすることがあります)

(3)電源および出力部の保護について
■電源について
電源には、保護回路内蔵の絶縁型電源を使用してく
ださい。コントロールユニットの操作用電源部は非
絶縁回路となっておりますので、異常電圧が直接印
加されると内部回路が破壊されるおそれがあります。
保護回路のない電源を使用する場合は、ヒューズな
どの保護素子を介して電源を供給してください。

■出力の保護について
モーターのロック電流、電磁機器のコイルショート
等で定格制御容量以上の電流が流れる場合は、外部
にヒューズなどの保護素子を取り付けてください。

5−8
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6−2

(1)2重出力(ダブルコイル)について
■2重出力(ダブルコイル)とは
●2重出力は、1つのシーケンスプログラム内に同じ
出力を重複して指定している場合をいいます。

●2重出力とみなされるのは、OT命令、KP命令に同
じ出力を指定した場合です。
(SET命令、RST命令、応用命令(転送命令など)で同
じ出力を使っていても2重出力とみなされません｡)

●2重出力の状態のまま、RUNモードにすると通常の
場合エラーとなります。(ERROR/ALARM LEDが点
滅し、自己診断フラグR9000がONとなります。)

■2重出力のチェック方法
プログラムが2重出力になっているかどうかは、プロ
グラミングツールを使って、次の方法でチェックす
ることができます。

1 FPプログラマⅡを使って

トータルチェックの操作を行います。

キー操作

2重出力がある場合は、エラーメッセージ（ダブリエ
ラー）とアドレスが表示されます。

2ツールソフトを使って

メニューで“トータルチェック”を実行します。
2重出力がある場合は、エラーメッセージ(重複使用エ
ラー)とそのアドレスが表示されます。
“エラーアドレスサーチ”を実行した場合は、エラーメッ
セージが表示され、最初のアドレスが表示されます。

■2重出力の許可
●プログラムの内容によって、出力を重複して使い
たい場合は、2重出力を許可することができます。

●このような場合は、システムレジスタNo.20の内容
を許可(FPプログラマⅡの場合はK1で設定)に変更
してください。

●この場合は、プログラムを実行してもエラーとな
りません。

(2)OT, KP, SET, RST命令で重複して
出力した時の処理

■演算中の内部リレー・出力リレーの
状態

●OT命令、KP命令、SET命令、RST命令、転送命令
など内部リレーや出力リレーに出力する命令を使
う場合、演算中はステップ毎にその内容が書き替
わります。

＜例＞ SET、RST命令、OT命令を使った場合の処理
(X0～X2が全てONの時)

R0X0

R0

S

R0X1
R

R0X2

この間のプログラ
ムは、R0がONで
あるとして処理さ
れます

R0はOFFであると
して処理されます

R0はONとして処
理されます。

■演算結果の決定

●OT命令、KP命令、SET、RST命令、転送命令など
で同じ出力を重複して使用した場合、I/Oリフレッ
シュ時に得られる出力は、最終的な演算結果で決
まります。

＜例＞ OT命令、SET、RST命令で、同じ出力リレー
Y0に出力する場合

X0 Y0

X1 Y0
S

X2 Y0
R

Y0：ON

Y0：ON

Y0：OFF

X0～X2が全てONの場合、I/Oリフレッシュ時には
Y0はOFFとして出力されます。

●途中の演算結果を出力する必要がある時は、
部分I/Oリフレッシュ命令 (F143)を使用してくださ
い。

6−1
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6−3

(1)BCDとは?
●BCDは、2進化10進とも言われ、10進数を1桁ごとに
区切って、2進数1桁で表現したものを言います。

＜例＞ 10進数をBCDで表すと

10進数

BCD
(2進化10進)

0110 0100 0101

各々の桁を
2進数に変換

(2)PLC内部でのBCDデータの扱い
●デジタルスイッチのデータをPLCに取り込む場合や
7セグメント表示器(デコーダ付)へデータを出力し
たい場合には、BCDデータで入出力を行う必要が
あります。
このような場合、各々右の例のようにデータ変換
命令を使用してください

●BCDデータをそのまま演算できるBCD算術命令
(F40～F58)もありますが、通常、PLC内の演算は
BINで処理されますので、BIN演算命令(F20～F38)
を用いた方が便利です。

■デジタルスイッチの入力を取り込む
場合

BCD→BIN変換命令F81を使用してください。

1 9 9 2

PLC BCD
↓
BIN
(F81で変換)

デジタル
スイッチ

0 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 0 0 1 0PLCに取り込まれる
データ(BCDデータ)

1 9 9 2

0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 0 0 1 0 0 0PLC内部で処理でき
るデータ(BINデータ)

10進数で1992に変換

■7セグメント表示器(デコーダ付)へ
出力する場合

BIN→BCD変換命令F80を使用してください。

PLC BIN
↓
BCD

(F80で変換)

７セグメント
表示器

0 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 0 0 1 0PLCから出力される
データ(BCDデータ)

1 9 9 2

0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 0 0 1 0 0 0PLC内部で処理され
たデータ(BINデータ)

6−2
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6−4

(1)インデックスレジスタのはたらき
■インデックスレジスタとは?
●インデックスレジスタには、他のレジスタと同様
に16ビットのデータの読み書きができるIX, IYの2
点があります。

●インデックスレジスタは、メモリエリアの番号を
間接的に指定する場合に使用します。(インデック
ス修飾といいます。)

＜例＞ データレジスタDT100の内容をインデックス
レジスタの内容で指定される番号に転送する
場合

R0
F0 MV, DT100, IXDT0

基準となるメモリエリア

この例の場合、転送先のデータレジスタの番号が
IXの内容によってDT0を基準として変わります。
例えばIXの内容がK10の時は転送先はDT10に、
K20の時は転送先はDT20となります。

●インデックスレジスタは、このように1つの命令で
も複数のメモリエリアを指定することができます
ので、たくさんのデータを扱う時に非常に便利な
レジスタです。

(2)インデックスレジスタで修飾できる
もの

●インデックスレジスタではデータレジスタDTに限
らず他の種類のメモリエリアも修飾することがで
きます。

＜例＞ IXWX0、IXWY1、IXWR0、
IXSV0、IXEV2、IXDT100

●定数を修飾することもできます。

＜例＞ IXK10、IXH1001

●インデックスレジスタ同士の修飾はできません。

＜例＞ IXIX、IXIY

●32ビットを扱う命令で使用する時は、IXで指定し
ます。この時はIXとIY合わせて、32ビットデータ
として扱います。

下位16ビット上位16ビット

IXの内容IYの内容

(3)インデックスレジスタの使用例
■外部データを連続的に読み込む場合

＜例＞ 入力WX3の内容をデータレジスタDT0から順
番に書き込んでいく場合

R0
F0 MV, K0, IX

R1
DF F0 MV, WX3, IXDT0

F35 +1, IX

①

②

③

1 R0がONの時、インデックスレジスタIXに0をセッ
トします。

2 R1がONになると、入力WX3の内容をIXDT0で指定
されたデータレジスタに転送します。

3 IXに1をプラスします。
この場合、IXの内容が順番に変わりますので、デー
タレジスタの書き込み先は次のようになります。

R1の入力 IXの内容 データの書き込み先

1回目
2回目
3回目
：

0

1

2

：

DT0

DT1

DT2

：

6−3
インデックスレジスタの使い方
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6−5

■入力で指定した番号に応じてデータを
入出力する場合

＜例１＞デジスイッチで指定した番号のタイマを設
定する場合

0 7 9 4

PLC

タイマ時間
を設定

WX0

2

デジスイッチ
WX1

タイマ番号
を設定

R0
DF F81 BIN, WX1, IX ΣΣΣ①

ΣΣΣ②F81 BIN, WX0, IXSV0

1 タイマ番号データWX1をBCDデータからBINデータ
に変換し、インデックスレジスタIXにセットしま
す。

2タイマ設定値データWX0をBCDデータからBINデー
タに変換し、IXの内容で指定されたタイマ設定値
エリアSVに格納します。

＜例２＞デジスイッチで指定した番号のタイマの経
過値を外部出力として取り出す場合

1

PLC

デジスイッチ

WX1

タイマ番号を設定

タイマ経過値を
表示

７セグメント
表示器

WY0

R1
DF F81 BIN, WX1, IX ΣΣΣ①

ΣΣΣ②F80 BCD, IXEV0, WY0

1 タイマ番号データWX1をBCDデータからBINデータ
に変換し、インデックスレジスタIXにセットしま
す。

2 IXの内容で指定されたタイマ経過値データEVの内
容をBCDデータに変換し、出力WY0へ出力します。
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6−6

(1)演算エラーとは?
■演算エラーとは?
●応用命令を使った演算を実行した時、演算不可能
な状態になることをいいます。

●演算エラーが発生した場合、本体のERROR/
ALARM LEDが点滅し、演算エラーフラグ(R9007,
R9008)がONとなります。

●特殊データレジスタDT9000には演算エラーコード
E45が格納されます。

●特殊データレジスタDT9017、DT9018にはエラーが
発生したアドレスが格納されます。

■演算エラーの種類
1アドレスエラー

インデックス修飾使用時にメモリのアドレス(番号)
の指定が使える領域を越えた場合

2 BCDエラー

BCDデータを扱う命令で、BCD以外のデータを演
算しようとした場合。BCD変換しようとするデー
タが変換できる範囲を越えている場合。

3パラメータエラー

制御データを指定する必要がある命令で指定デー
タが範囲外の場合

4領域越えエラー

ブロック命令で操作する対象がメモリ範囲を越え
た場合

(2)演算エラー発生時の運転モード
●演算エラーが発生すると、通常の場合、運転が停
止します。

●演算エラーが発生しても、運転を継続したい場合
にはシステムレジスタNo.26の内容を“運転”(FPプロ
グラマⅡの場合はK1で設定)に変更してください。

(3)演算エラーが発生した場合の対処
<手順>
1エラー発生箇所のチェック

DT9017、DT9018に格納されたエラー発生アド
レスを参照して、そのアドレスの応用命令を見
直してください。

2エラー状態の解除

プログラミングツールの操作でエラーを解除して
ください。

・ツールソフトの“ステータス表示”のメニュー
で、“エラークリア”を実行してください。

・FPプログラマⅡで、次のようにキー操作して
ください。

PROG.モードで電源を入れ直してもエラーをクリア
できます。ただし、保持型データ以外の演算メモ
リの内容がクリアされます。

自己診断エラーセット命令(F148)によって、エラー
をクリアすることもできます。

モード切替スイッチが[RUN]になっていると、エラー
解除と同時にRUN状態となります。
したがって、エラーの原因が取り除かれていない場
合は、エラーのクリアができていないように見える
ことがあります。

ご注意

T32（10kステップタイプ）では、特殊データレ
ジスタの番号は、DT90000番号となります。

6−4
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(4)プログラム見直しのポイント
1 インデックスレジスタに大きな値や負の値が入っ
ていませんか。
＜例＞インデックスレジスタでデータレジスタを

修飾している時

R0
F0 MV, DT0, IXDT0

この場合、インデックスレジスタでDT0を修飾し
ていますがIXの値が大きすぎると、指定できるデー
タレジスタの範囲を越えてしまいます。16点タイ
プで考えるとデータレジスタはDT1659までしかあ
りませんからIXの内容が1659を越えると演算エラー
となります。IXの内容が負の値になった時も同様
です。

2 BCD BIN間のデータ変換で変換できないデータが
入っていませんか。
＜例＞BCD→BINに変換しようとした時

R0
F81 BIN, DT0, DT100

この場合DT0の内容が16進数で｢12A4｣のように
A～Fを含んでいた場合、データ変換できず、演算
エラーとなります。

＜例＞BIN→BCDに変換しようとした時

R0
F80 BCD, DT1, DT101

この場合DT1の内容が負の値やK9999を越える大
きな値になっていると演算エラーとなります。

3除算命令で割る数が｢0｣になっていませんか。

＜例＞

R0
F32 %, DT0, DT100, DT200

この場合、DT100の内容が｢0｣であれば演算エラー
となります。

プ
ロ
グ
ラ
ム
時
の

ご
注
意

●
演
算
エ
ラ
ー
に
つ
い
て

6



FP0ユーザーズ
マニュアル（基本編)
[最新版]

6−8

(1)立ち上がり検出方式の命令
■立ち上がり検出を行う命令
1 DF(立ち上がり微分)
2 CT(カウンタ)のカウント入力
3 F118(アップダウンカウンタ)のカウント入力
4 SR(シフトレジスタ)のシフト入力
5 F119(左右シフトレジスタ)のシフト入力
6 NSTP(ネクストステップ)

■立ち上がり検出方式とは

●立ち上がり検出方式の命令は、実行条件がOFFから
ONに変化した1スキャンのみ実行される命令です。

①通常の入力検出

実行条件

命令の動作

毎スキャン実行します。

ON
OFF

ON
OFF

②立ち上がり検出

実行条件

命令の動作

１スキャンのみ実行します。

ON
OFF

ON
OFF

■立ち上がり検出の方法

前回実行されたときの実行条件と今回の実行条件を
比較して、前回がOFFで今回がONの時のみ命令を実
行します。それ以外の場合は、命令を実行しません。

■立ち上がり検出を行う命令を使用す
る時のご注意

●電源立ち上げ時などRUN開始時には、実行条件の
OFF→ONへの変化が検出されませんので、命令の実
行は次頁のようになります。

●下記の①～⑥のように、命令を実行する順序を変
える命令を合わせて使用する場合、入力のタイミ
ングにより、命令の動作が変わりますのでご注意
ください。

<立ち上がり検出を行う命令を使用する場合に注意が
必要な命令>
1 MC～MCE命令
2 JP～LBL命令
3 LOOP～LBL命令
4 CNDE命令
5ステップラダー命令
6サブルーチン命令

6−5
立ち上がり検出方式の命令
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(2)運転開始時の動作と注意点
■RUN後第1スキャンの動作
●立ち上がり検出を行う命令は、RUNモードに切り
替えた時やRUNモード状態で電源を立ち上げた時
に、すでに実行条件がONになっていても、命令は
実行されません。

実行条件

命令の動作

RUN
(電源ON)

実行します実行しません

●RUNモードに切り替える前にすでにONになってい
る実行条件で命令を実行したい場合は、R9014(イ
ニシャルパルスリレーOFF)を用いて、下記のよう
なプログラムを組んでください。(R9014は、第1ス
キャン時OFF、第2スキャン以降にONになる特殊内
部リレーです。)

＜例１＞立ち上がり微分命令DFの場合

X0
DF

Y0

X0
DF

Y0R9014

R9014を追加

X0

Y0

RUN
(電源ON)

X0が最初からONになっていても
微分命令の入力条件が第２スキャン
にOFF→ONとなるため、微分出力が
得られます。

＜例２＞カウンタ命令CTの場合

X0

R9014を追加

X1

CT 100

X0 R9014

X1

CT 100

X0

CT100の
カウント動作

RUN
(電源ON)

X0が最初からONになっていても
カウンタの入力条件が第２スキャン
にOFF→ONとなるため、カウント
されます。
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(3)制御命令を使用している場合の注意点
●立ち上がり検出を行う命令が、制御命令の中にあ
る場合は、前回制御命令の実行条件が解除された
時の立ち上がり検出を行う命令の状態がOFFであ
り、今回、制御命令の実行条件がONになった時の
立ち上がり検出を行う命令の状態がONの場合にの
み実行します。

●従って、MC・MCE、JP・LBLなど命令を実行する
順序を変える命令と合わせて、立ち上がり検出を
行う命令を使用する場合は、入力のタイミングに
より、命令の動作が下記のように変りますのでご
注意ください。

＜例１＞MC～MCE間に微分命令DFを使用した場合

X1
DF

Y0

MCE 0

X0
MC 0

X0

X1

Y0

［タイミングチャート１］

前回X0がOFFに
なった時X1の状
態がON

X0がONになった時のX1の
状態はONであるが、前回の
状態もONだった為微分出力
が得られません。

X0

X1

Y0

［タイミングチャート２］

前回X0がOFFに
なった時X1の状
態がOFF

X0がONになった時のX1の
状態がONであり、前回の状
態がOFFだった為微分出力
が得られます。

＜例２＞JP～LBL間にカウンタ命令を使用した場合

LBL 1

R0
JP 1

X0

X1

CT 100

R0

X0

カウント
動作

［タイミングチャート１］

前回のJP命令
非実行時の最終
タイミング

前回のJP命令非実行時の最終
タイミングとカウンタ入力X0
の実行状態が変化していない
ため、カウントされません。

R0

X0

カウント
動作

［タイミングチャート２］

前回のJP命令
非実行時の最終
タイミング

前回のJP命令非実行時の最終
タイミングからカウンタ入力
がOFF→ONに変化している
ため、カウントされます。
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■正しく実行されないプログラム

●下記のようなプログラムは正しく実行されません
ので、記述しないでください。

＜例①＞

X0
DF

Y0X1

X2

ANS

・X1が先にONしていると、X0をONしてもY0はON
しません。

＜例②＞

X0 Y0X1

X2

TMX 5, K 30

ANS

・X0のON/OFFに関係なく、X1をONするとTMX5が
働いてしまう。

＜例③＞

DF
Y1X2

X3

X0 Y0X1
PSHS

RDS

POPS

・X2を先にONしているとX0をONしてもY1はONし
ません。

●微分命令やタイマ命令の実行条件を、複数の接点
を組み合わせて設定する場合は、アンドスタック
命令やリードスタック命令、ポップスタック命令
を使わないでください。

■プログラム書き換え例

●左記のプログラムを正しく書き換えた例を下記に
書きしるします。

＜例①を書き換えたプログラム＞

X0
DF

Y0X1

X2X0

＜例②を書き換えたプログラム＞

X0 Y0X1

X2

TMX 5, K 30

X0

＜例③を書き換えたプログラム＞

DF
Y1X2

X3

X0 Y0X1

X0

X0

6−6
プログラム記述上のご注意
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(1)RUN中書き替えの動作
■RUN中書き替えのしくみ
FP0は、RUNモード中でもプログラムの書き替えがで
きます。RUN中にプログラムを書き替えようとする
と、ツールサービスの時間を一時的に延長し、プロ
グラム書き替えを行い、モードを切り替えることな
く、運転に戻ります。
従って、RUN中書き替え時の1スキャンは、スキャン
タイムが数msから数百ms程度、スキャンタイムが伸
びます。

■書き替え中のコントローラの動作
1 外部出力(Y)は保持されます。
2 外部入力(X)は無視されます。
3 タイマ(T)は、時計を停止します。
4 微分命令(DF)、カウンタ(C)、左右シフトレジスタ
の入力の立ち上がり/立ち下がりの変化は無視され
ます。

5 割り込み機能は、停止します。
6 内部クロックリレー(特殊内部リレー)も停止します。
7 パルス出力は、その間停止します。

■タイマ・カウンタ命令の設定値

すべてのタイマカウンタ命令のK定数で指定した設定
値は、すべて対応する番号の設定値エリアSVへプリ
セットされます。（経過値エリアEVの値は変化しませ
ん）

■RUN中書き替え完了フラグの働き
RUN中書き替え完了フラグ(R9034)はRUN中書き替え
が完了した、最初の1スキャンのみONする特殊内部リ
レーで、プログラム変更後のイニシャルパスリレー
の代わりとして使用できます。
(CPU Ver.2.0以降対応)

(2)RUN中書き替えができない場合
■タイムアウトが表示される場合

タイムアウト表示が出てもPLCは書き替わっている
可能性が高いです。下記の操作を実施してください。

1.画素編集時
編集中のラダーが残っていますので、オフラインに
して、ツール上でプログラム変換を完了させ、その
後オンラインにして照合してください。

2.ニモニックノンラダーまたは、ニモニック編集時
編集中のラダーは消えます。
オフラインにして、再度編集操作を実施し、その後
オンラインにして照合してください。

■GTシリーズ表示器のスルーモードを
使用して、タイムアウトが出る場合

GTWINを使用して、表示器のタイムアウト時間を延
ばしてください。(初期値は5秒になっています。）

メニューバーの「ファイル」から「転送」を選択す
るとデータ転送画面が開きます。データ転送画面か
ら「通信条件」を選択すると、通信設定画面が開き
ます。「タイムアウト」の項目に秒数が表示されてい
ますので、数値を変更します。「OK」ボタンをクリッ
クすると、設定の変更は完了します。

6−7
RUN中書き替え機能
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■RUN中書き替えができない命令
1 ステップラダー命令(SSTP/STPE)
2 サブルーチン命令(SUB/RET)
3 割り込み命令(INT/IRET)
4 制御命令(ED/LBL)

＊LBL命令は、挿入/書込のみ可能で削除/消去は不可。

■副プログラム中の書き替えができな
い命令

下記命令は、サブルーチンおよび割り込みプログラ
ム中の書き替えはできません。

1 JP/LBL

2 LOOP/LBL

3 MC/MCE

■RUN中書き替えができない場合
1 文法エラー発生時
2 強制入出力動作中

■割り込み処理の制限事項

割り込み/高速カウンタ/パルス出力/PWM出力の各機
能を使用している場合、RUN中書き替えは、行わな
いでください。
RUN中書き替えを実行した場合、下記のように誤動
作するおそれがありますのでご注意ください。

1) 割り込みプログラムは禁止状態になります。
再度ICTL命令で許可してください。
<例> R9034(RUN中書き替え完了フラグ)を利

用する場合

R9013
ICTL, S1, S2

R9034

2) 高速カウンタは継続してカウントします。
ただし、単相1ch時/2.5kHz以上の場合および単
相2ch時/1.25Hz以上の場合は誤カウントする場
合があります。
一致ON/一致OFF命令(F166/F167)は継続しま
す。
一致時プログラムは禁止状態になります。

3) パルス出力/PWM出力は停止状態になります。
命令F168は継続して動作します。
ただし出力最大周波数は単相1ch時/2.5kHz以上
の場合および単相2ch時/1.25kHz以上の場合は、
出力パルス数が指定と異なる場合があります。
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(3)RUN中書き替えの方法と動作

項目
FPWIN GR
画素入力モード

FPWIN GR
ニモニック入力モード

FPプログラマⅡ

書き替え方法 最大128ステップ。
変更は、ブロック単位で行い
ます。
オンラインで、PG変換実行時
にプログラムが書き替わりま
す。

ブロックa ブロックb

1ステップづつ書き替える方法です。
変更と同時に書き込まれるため、特に注意が必要です。
プログラマⅡの場合は、モードの切り替えが必要です。
(次頁ご参照)

OT/KP ブロックaで記述されていた命
令がブロックbで削除された場
合は、書き替え前の状態を保
持します。

ブロックaで記述されていた命令がブロックbで削除された場合
は、書き替え前の状態を保持します。
ONしているY接点はONした状態のまま保持されます。RUN中
でOFFするには強制出力にてOFFしてください。

TM/CT ・ブロックaで記述されていた
命令がブロックbで削除され
た場合は、書き替え前の状
態を保持します。
・TM/CT命令のK定数で指定
した設定値は、プログラム
中すべての対応する番号の
SVへプリセットされます。
(経過値EVは変化しません)

・ブロックaで記述されていた命令がブロックbで削除された場
合は、書き替え前の状態を保持します。
・TM/CT命令のK定数で指定した設定値は、プログラム中すべ
ての対応する番号のSVへプリセットされます。(経過値EVは
変化しません)

・FPプログラマⅡの場合は動作中にタイマに影響を与えること
なく、設定値の書き替えができます。(6−8項の説明をご覧く
ださい)

各

Fun
応用命令

ブロックaで記述されていた命
令がブロックbで削除された場
合は、書き替え前の状態を保
持します。

・削除された場合、出力先のメモリエリアは、保持されます。

各
命
令
固
有
の

MC/MCE ・MC/MCE命令を書き込む場
合は、MC/MCE命令を必ず
ペアで書き込んでくださ
い。

1命令単位のRUN中の書き込み/削除はできません。
FPWIN GRの画素入力モードで行なってください。

の
動
作

CALL/
SUB/
RET

サブルーチンプログラムは
SUBn/RET命令間のプログラ
ムです。
必ずED命令より後のアドレス
に記述してください。

RET→SUB→CALLの順に書き込みしてください。
CALL→SUB→RETの順に削除してください。

INT/IRET 割り込みプログラムはINTn/
IRET命令間のプログラムで
す。
必ずED命令より後のアドレス
に記述してください。

IRET→INTの順に書き込みしてください。
INT→IRETの順に削除してください。

SSTP/
STPE

同じ番号の行程を二重定義す
る事はできません。
SSTP命令は副プログラム中に
は記述できません。

ステップラダー領域のないプログラムに対しては1命令単位の書
き込み/削除はできません。
FPWIN GRの画素入力編集で両命令同時に書き込み/削除をし
てください。
ステップラダー領域のあるプログラムに対しては、SSTP命令
のみ1命令単位の書き込み/削除が可能です。

JP/
LOOP/
LBL

ループ回数を設定する命令は
必ずLBL～LOOPよりも前に
書き込んでください。

JP→LBLまたはLOOP→LBLの順に書き込みしてください。
LBL→JPまたはLBL→LOOPの順に削除してください。
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(4)FPプログラマⅡのモード切り替え
■プログラムモードの切り替え

●FPプログラマⅡでは、通常の場合は、プログラム
を不用意に書き替えられないPROG－EDITモード
になっています。RUN中書き替えにするために
は、これをRUN－EDITモードに切り替える必要が
あります。

●下記の操作を行って、モードを切り替えてくださ
い。また、書き替え後は、誤操作防止のため、
PROG－EDITモードへ戻してください。

<RUN－EDITモードへの切り替え操作>

→ → → →

<PROG－EDITモードへの切り替え操作>

→ → → →
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(1)FPプログラマⅡでプログラム上の
定数を書き替える方法

TMX 5, K 30

T5 Y0

X0

タイマ設定値 この方法ではプロ
グラム上の値を書
き替えます。

■書き替え方法(FPプログラマⅡによる)

<手順>

タイマ5の設定値をK30→K50に変更する例です。

1）タイマ命令を記述しているアドレスを読み出して
ください。

2）定数(K30)をクリアしてください。

3）新しい定数(K50)を入力してください。

■変更後の動作と注意点

●変更した時、動作中のタイマ・カウンタは、その
まま動作を継続します。変更した設定値で動作を
開始するのは、次に実行条件がOFFからONになっ
たときです。

●この方法の場合、プログラム自体が書き替わりま
すので、モードを切り替えて再度RUNにした時や
電源を入れ直した時には、変更した設定値でプ
リットされます。

(2)設定値エリアの値を書き替える方法

TMX 5, K 30

T5

SV5
30

Y0

X0

タイマ設定値

この方法では設定値エ
リアの値を書き替えま
す。プログラム自体は
書き替わりません。

RUNモードに変更時に
SVエリアに転送

■設定値エリアSVの値の変更
設定値エリアSVの値の書き替えは、次頁の方法で可
能です。
①ツールソフトを使用する方法
②FPプログラマⅡを使用する方法
③プログラム(応用命令)による方法

■変更後の動作と注意点

●変更した時、動作中のタイマ・カウンタは、その
まま動作を継続します。

●タイマの場合、次に実行条件がOFFからONになっ
た時、変更後の値で動作します。

●カウンタの場合、リセット入力がONからOFFに
なった時、変更後の値で動作します。

●この方法の場合、設定値エリアSVの値は変わって
も、プログラム自体は書き替わりませんので、
モードを切り替えて再度RUNにした時や電源を入
れ直した時には、下記のような動作になります。

1）プログラムの設定値をK定数で指定している場合
設定値エリアSVには、K定数がプリセットされま
す。変更した値は無効になります。

2）プログラムの設定値を設定値エリアNo.で指定し
ている場合
非保持型のタイマ・カウンタの時、設定値エリア
SVには0がプリセットされます。保持型のタイマ・
カウンタの時、設定値エリアSVには、次ページの
方法で変更した値がプリセットされます。

6−8
RUN中のﾀｲﾏ·ｶｳﾝﾀ設定値の変更について
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■方法1 ツールソフトを使用する方法

＜手順＞
メニューバーより「オンライン」→「データモニタ」
選択してください。

各欄の説明①：行番号を表示します。
②：デバイスコード、デバイスNo.を表示
します。

③：モニタしたデータ値を表示します。
オンラインモニタ時に、この欄で
[Enter]キーを押すか、ダブルクリッ
クするとデータを変更することが
できます。

④：モニタする基数（10進、16進、2進、
アスキ―）及びワード数を表示しま
す。

⑤：各レジスタに対するI/Oコメントを
表示します。
この欄で[Enter]キーを押すか、ダブ
ルクリックすると各レジスタのI/Oコ
メントを入力することができます。

各欄をクリックし、設定を変更してください。

注） 詳細については、FPWINGRのヘルプメニュー
にてご確認ください。

■方法2 FPプログラマⅡを使用する
方法

<手順>

ワードデータモニタ機能で、変更したいタイマまた
はカウンタの設定値エリアSVをデータモニタで読み
出して、書き換えてください。

SV0の値をK30→K50に変更する例です。

1) ワードデータモニタ(OP8)を実行してください。
(ー)
操作 8 登録

2) SV0を読み出してください。
TM
T･SV 0

読出
▼

3) SV0の内容をクリアしてください。
(ﾍﾙ)
クリア

4) 変更する値を書き込んでください。
(BIN)
K/H 5 0 書込

■方法3 プログラム(応用命令)による
方法

入力の条件などにより、タイマ・カウンタの設定値
を変更したい場合は、下記のように応用命令を使っ
て、変更したいタイマまたはカウンタの設定値エリ
アSVの値を書き換えてください。

＜例＞ 入力R0がONの時に設定値をK20とする場合

F0 MV, K20, SV3

X1

R0

T3 Y0

R0がONの時
タイマの設定値
が５秒→２秒に
変ります。

TMX 3, K 50

プ
ロ
グ
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ム
時
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意
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■RUN中に強制入出力を行った場合の
処理

強制リセット・リセット処理

入出力リフレッシュ

強制セット・リセット処理

演算

強制セット・リセット処理

周辺サービス

1外部入力(X)の処理

・強制入出力で指定している接点については入力機
器からの入力状態に関わらず、強制ON/OFFの操
作が優先されます。 この時入力表示LEDは点灯し
ませんが、演算メモリの入力Xのエリアが書き替わ
ります。

・指定していない接点については、入力機器からの
入力状態によりON/OFF状態が読み込まれます。

2外部出力(Y)の処理

・強制入出力で指定している接点については演算結
果に関わらず強制ON/OFFが優先されます。 この
時強制的に演算用メモリの出力Yのエリアが書き替
わります。 外部出力は上図の入出力リフレッシュ
のタイミングで行われます。

・指定していない接点については、演算結果により
ON/OFF状態が決まります。

3タイマ(T)・カウンタ(C)の処理

・強制出力で指定している接点についてはタイマ・
カウンタの入力条件にかかわらず、強制ON/OFF
の操作が優先されます。 この時、演算用メモリの
タイマ(T)・カウンタ(C)の接点が書き替わります。
また、制御中は計時計数は行われません。

・指定していない接点については、演算結果の内容
によりON/OFF状態が決まります。

●演算中の動作

強制された内訳リレーRや出力Yは演算結果によって
書き替わります。

6−9
強制入出力時の処理
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■カレンダタイマ設定エリア

カレンダタイマは、特殊データレジスタDT90053～
DT90057に書き込み、読み出しのエリアが割り当て
られています。

特殊データ
レジスタ番号 上位バイト 下位バイト 読出 書込

DT90053 時データ
H00～H23

分データ
H00～H59 ○ ×

DT90054 分データ
H00～H59

秒データ
H00～H59 ○ ○

DT90055 日データ
H01～H31

時データ
H00～H23 ○ ○

DT90056 年データ
H00～H99

月データ
H01～H12 ○ ○

DT90057 曜日データ
H00～H06 ○ ○

■カレンダタイマの設定

カレンダタイマの設定方法には、下記の3つの方法が
あります。

●Windows版FPWINの場合
１．オンラインに切り替えた状態で、メニュー[ツー

ル]→[PLC日付／時刻設定]を選択すると
設定メニューが開きます。

２．日時時刻を入力し、[登録]ボタンを押します。

●DOS版ソフトの場合
１．オンラインに切り替えた状態で、メニュー[モニ

タ]→[データモニタ]を選択。

２．[データ登録]（f・6）を選択し、データレジスタ
DT90054～DT90057を登録。

３．[書込オン]（f・4）→[データ書]（f・7）の順に
選択し、任意の値を書き込みます。

●プログラムによる設定、変更
１．カレンダタイマの設定エリアに割リ付けられて

いる特殊データレジスタのDT90054～DT90057
に書き込む値を転送します。

２．DT90058にH8000を書き込み。

注）転送は微分実行型で実行するか、H8000→
H0000の順に転送してください。

＜例＞ X0: ONで5日12時0分0秒に合わせる

X0
DF F0 MV, H 0, DT9054

F0 MV, H 512, DT9055

F0 MV, H8000, DT9058

０分０秒を設定

５日12時を設定

時刻合わせ

■カレンダタイマデータのバックアップ
に関するご注意

・カレンダタイマの値は、2次電池にてバックアップ
されます。

・2次電池が十分に充電されてから、使用するように
してください。

・初期状態では、値が不定値となっていますので、
プログラミングツールなどで値を書き込んでくだ
さい。

プ
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ラ
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(1)内蔵高速カウンタを使った3つの機能
■内部高速カウンタを使った機能

FP0に内蔵されている高速カウンタを使う機能には、
次の3つがあります。

●高速カウンタ機能

センサ、エンコーダなど外部からの入力をカウント
し、その値が目標値に達したとき、任意の出力を
ON/OFFする機能です。

インバータモータ

エン
コーダ

エンコーダ出力を
高速カウンタへ入力

START
STOP信号 カッター刃

制御信号

リード線、
テープ

送りローラ カッター

Ｆ
Ｐ
０

●パルス出力機能

市販モータドライバとの組み合わせで、位置決め制
御ができる機能です。専用命令により、台形制御/原
点復帰/JOG運転などが行えます。

ステッピングモータ
サーボモータ

ステッピングモータ
サーボモータ

モータ
ドライバ
１

モータ
ドライバ
２

Y0

パルス出力

正転／逆転出力

パルス出力

正転／逆転出力

Y2

Y1

Y3

FP0

●PWM出力機能

専用命令を使って、任意のデューティ比のパルス出
力を取り出すことができます。

●パルス幅の数値を大きくすると···

ヒータ強

●小さくすると···

ヒータ弱

(2)内蔵高速カウンタの性能
■チャンネル数

●内蔵高速カウンタは合計4チャンネルあります。

●使用する機能により、割り付けられるチャンネル
番号が変わります。

■計数範囲

● K–8,388,608～ K8,388,607
(HFF8000～H7FFFFF)
(符号付き24ビットバイナリ)

7−1
各機能の概要
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(1)仕様一覧表
■高速カウンタ機能仕様一覧表

使用する入出力接点番号
内蔵高速

使用するメモリエリア(注2) 性能仕様

入力接点番
内蔵高速
カウンタ

最高計数速度
関連命令ON/OFF

出力
カウント
モード

入力接点番
号 ( )内は
リセット
入力(注1)

カウンタ
チャンネ
ルNo.

制御中
フラグ

経過値
エリア

目標値
エリア

最小入力
パルス幅

1チャン
ネルのみ
使用時

複数チャ
ンネル
使用時

関連命令

X0
(X2)

CH0 R903A
DT9044

DT9045
～

DT9046

DT9047
～

50μs

最大
10 kHz

Y0～Y7
のうち任
意の出力

加算入力

X1
(X2)

CH1 R903B
DT9048

DT9049
～

DT9050

DT9051
～

50μs
最大
10 kHz 4CH

合計で F0
(高速カウンタ制御)意の出力

を命令で
指定

加算入力
減算入力

X3
(X5)

CH2 R903C
DT9104

DT9105
～

DT9106

DT9107
～

100μs

最大
5 kHz

合計で
最大
10 kHz

(高速カウンタ制御)
F1
(経過値読み出し/
書き込み)

X4
(X5)

CH3 R903D
DT9108

DT9109
～

DT9110

DT9111
～

100μs
最大
5 kHz

書き込み)
F166
(目標一致ON)
F167

Y0～Y7
のうち任
意の出力

2相入力
加減算

X0
X1
(X2)

CH0 R903A
DT9044

DT9045
～

DT9046

DT9047
～ 250μs 最大

2 kHz 2CH
合計で

F167
(目標一致OFF)

意の出力
を命令で
指定

加減算
入力方向
判別

X3
X4
(X5)

CH2 R903C
DT9104

DT9105
～

DT9106

DT9107
～ 500μs 最大

1 kHz

合計で
最大
2 kHz

注）1.リセット入力X2はCH0/CH1のいずれか、リセット入力X5はCH2/CH3のいずれかに設定可能。
2. T32では、特殊データレジスタは、DT90000番台となります。下3桁は、共通です。

■パルス出力機能仕様一覧表

使用する入出力接点番号 内蔵高速
カウンタ

使用するメモリエリア(注2) 性能仕様

パルス
出力

方向
出力

原点
入力

原点近傍
入力(注2)

カウンタ
チャンネル
No.

制御中
フラグ

経過値
エリア

目標値
エリア

性能仕様
最大出力
周波数

関連命令

Y0 Y2 X0 DT9052
<bit2>

CH0 R903A
DT9044

DT9045
～

DT9046

DT9047
～ 1点出力時

最大
10 kHz(注1)

F0
(高速カウンタ制御)
F1
(経過値読み出し/
書き込み)

Y1 Y3 X1 DT9052
<bit6>

CH1 R903B
DT9048

DT9049
～

DT9050

DT9051
～

10 kHz(注1)
2点出力時
最大5 kHz

書き込み)
F168
(位置決め制御)
F169
(パルス出力命令)

注）1. F168(位置決め制御)命令の場合は1点出力時最大9.5 kHz
2. T32では、特殊データレジスタは、DT90000番台となります。下3桁は、共通です。

■PWM出力機能仕様一覧表

使用する出力番号

内蔵高速
カウンタ

使用するメモリエリア
性能仕様 関連命令使用する出力番号 カウンタ

チャンネル
No. 制御中フラグ

性能仕様
出力周波数

関連命令

Y0 CH0 R903A
周波数
0.15 Hz～
38 Hz
(CPU Ver.2.0 F170

Y1 CH1 R903B

(CPU Ver.2.0
以降100 Hz～
1 kHz)
デューティ
0.1 %～ 99.9 %

F170
(PWM出力)

●
仕
様
一
覧
と
制
限
事
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(2)使用する機能と制限
■チャンネル

●同じチャンネルを複数の機能で使用することはで
きません。

<使用できない例>

CH0を高速カウンタ機能とパルス出力機能で共用
に使う。

■I/O番号(入出力接点)
●各機能で割り付けられる番号を一般の入出力とし
て割り付けることはできません。

<使用できない例>

・高速カウンタ機能で2相入力でCH0を使用すると
き、X0, X1を一般の入力に割り付けることはでき
ません。

・パルス出力機能で、Y0を使うとき、原点入力X0を
一般の入力に割り付ける。

・パルス出力(方向出力有り動作)でY0を使うとき、
Y2(方向出力)を一般の入出力に割り付ける。

●高速カウンタ機能で、リセット入力を使用しない
モードで使用するときは、一覧表の( )内の入力は
一般の入力に割り付けができます。

<使用できる例>

・高速カウンタ機能で2相入力/リセット入力なしで使
用するとき、X2を一般の入力に割り付ける。

■関連命令実行の制限(F166～F170)
●高速カウンタ関連命令F166～F170を実行すると、
各チャンネルに対応する制御中フラグ(特殊内部リ
レー: R903A～R903D)がONになります。

●対応するフラグがONのとき、同じチャンネルに対
して、他の命令を実行することはできません。

<使用できない例>

・F166(目標値一致ON命令)が実行中で、フラグ
R903AがONのとき、CH0に対して、F167(目標値
一致OFF命令)を実行する。

■最高計数速度/パルス出力周波数の
制限

●高速カウンタ機能使用時の計数速度は、カウント
モードにより、表のようになります。

<例1>

・加算入力モードで、CH0/CH1の2チャンネルを使
うとき、CH0を8 kHzで使えば、CH1は2 kHz以内
で使用可能になります。

<例2>

・2相入力モードで、CH0/CH2の2チャンネルを使う
とき、CH0を1 kHzで使えば、CH2は1 kHz以内で
使用可能になります。

●パルス出力機能使用時の最大出力周波数は、出力
点数により、表のようになります。

<例1>

・Y0またはY1のうち1点のいずれかを使用する場合
は、最大10 kHz。

<例2>

・Y0とY1の2点を使用する場合は、最大5 kHz。

●高速カウンタ機能とパルス出力機能を使用する場
合は、条件により異なります。

<例>

・パルス出力1点を最大周波数5 kHzで使用する場合
は、同時に使用できる高速カウンタ機能の最高計
数速度は、加算モードで最大5 kHz、2相モードで
最大1 kHz。
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(1)高速カウンタ機能の概要
■高速カウンタ機能

●入力信号をカウントし、目標値に達したとき、任
意の出力をONまたはOFFにする機能です。

●最大10 kHzまでの高速パルスをカウントすること
ができます。

●一致時ONさせるときは目標値一致ON命令(F166)、
一致時OFFさせるときは目標値一致OFF命令(F167)
を使用します。

● ON/OFFさせた出力は、SET/RET命令などでプリ
セットさせて使用します。

システムレジスタ設定について

高速カウンタ機能を使用するためには、システ
ムレジスタNo.400～No.401の設定が必要です。
設定方法は、10−4システムレジスタ一覧をご覧
ください。

(2)入力モードの種類
●加算入力モード

X0

計
数

ON
OFF

1 2 3 4 n−3 n−2 n−1 n0

●減算入力モード

X0

計
数

ON
OFF

n−1 n−2 n−3 n−4 3 2 1 0n

●2相入力モード

X0

X1

計
数

ON
OFF

ON
OFF

n–1

(加算入力: CW)

0 1 2 n

X0

X1

計
数

ON
OFF

ON
OFF

n–3

(減算入力: CCW)

n–1n n–2 2 1

●加減算入力モード(個別入力モード)

X0

計
数

ON
OFF

1 2 3 2 3 4 30 3 24 1

ON
OFFX1

加算 減算 加算 減算

●方向判別モード

3210

X0

計
数

ON
OFF

2 04 3

ON
OFFX1

加算 減算

1
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(3)I/Oの割り付け
●入力は、P.7−4の一覧表のように、使用するチャン
ネル番号により決まります。

●ON/OFF出力は、命令F166/F167により、Y0～Y7の
うち任意の出力を指定します。

＜加算入力/リセット入力ありでCH0を使用する場合＞

X0

X2

Yn*

カウント入力

リセット入力

ON/OFF出力

*一致ON/OFF出力するには、Y0～Y7のうち、任意の
出力を指定します。

＜2相入力/リセット入力ありでCH0を使用する場合＞

X0

X2

A相入力

リセット入力

Yn*
ON/OFF出力

X1
B相入力

*一致ON/OFFを出力するには、Y0～Y7のうち、任意
の出力を指定します。
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(4)高速カウンタ機能で使用する命令
■高速カウンタ制御命令(F0)
●カウンタのソフトリセットやカウント禁止などの
操作に使用する命令です。

●この命令は、F0(MV)命令と特殊データレジスタ
DT9052(T32では、DT90052)を組み合わせて指定し
てください。

●この命令を実行すると、設定された内容は、次に
この命令が実行されるまで保持されます。

この命令で操作できる内容

・カウンタのソフトリセット

・カウント動作の許可/禁止

・ハードリセットの許可/禁止

・高速カウンタ命令F166～F170による制御の
クリア

・目標値一致割り込みのクリア

＜例＞ ソフトリセットをかける場合

X7
DF F0 MV, H 1 , DT9052 ····①

····②F0 MV, H 0 , DT9052

上記プログラムでは、①リセットをかけて、②その
すぐ後で0を書き込み、カウントできる状態にしてい
ます。リセットしたままでは、カウントが行われな
いからです。

■経過値書き込み・読み出し命令(F1)
●高速カウンタの経過値の書き込みや読み出しを行
う命令です。

●この命令は、F1(DMV)命令と特殊データレジスタ
DT9044(T32では、DT90044)を組み合わせて、指定
してください。

●経過値は、特殊データレジスタDT9044とDT9045
(T32では、DT90044とDT90045)を合わせたエリア
に32ビットデータとして格納されます。

●経過値の設定は、このF1(DMV)命令でのみ行うこ
とができます。

＜例１＞高速カウンタに初期値K3000を設定する
(経過値の書き込みの例)

X7
DF F1 DMV, K3000, DT9044

＜例２＞高速カウンタの経過値をDT100に読み出す

X7
DF F1 DMV, DT9044, DT100
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■目標一致ON命令(F166)
XA

DF F166 HC1S, K0, K10000, Y7

チャンネル0の経過値(DT9044, DT9045) (T32では、
DT90044, DT90045)の内容がK10000と一致するとY7
がONします。

XB
DF F166 HC1S, K2, K20000, Y6

チャンネル2の経過値(DT9104, DT9105) (T32では、
DT90104, DT90105)の内容がK20000と一致するとY6
がONします。

■目標一致OFF命令(F167)
XC

DF F167 HC1R, K1, K30000, Y4

チャンネル1の経過値(DT9048, DT9049) (T32では、
DT90048, DT90049)の内容がK30000と一致するとY4
がOFFします。

XD
DF F167 HC1R, K3, K40000, Y5

チャンネル3の経過値(DT9108, DT9109) (T32では、
DT90108, DT90109)の内容がK40000と一致するとY5
がOFFします。
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(5)サンプルプログラム
■結線例

Y0

＋

－

入力端子

X0

X5

COM

運転

出力端子

エンコーダ入力

運転スタート

FP0

運転/停止

COM

インバータ

モータ
エンコーダ

Y0

速度

パルス数
50000
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■インバータを用いた1速での位置決め運転
X5をONするとY0がONしコンベアが動きます。経過値(DT9044・DT9045) (T32では、DT90044, DT90045)がK5000
に達するとY0が瞬時にOFFし、コンベアが止まります。

F1 DMV, K 0, DT 9044
R101

DF
X5 R100

R100

F167 HC1R, K 0, K 5000, Y 0

R903A R102

DF
R100 R101

DF／
R903A R102

R102

R100 T0

位置決め運転動作中

位置決め運転スタート

完了パルス(0.5秒)

TMX 0, K 5

R101 Y0

インバータへ運転信号S
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■結線例

Y0
Y1
＋

－

入力端子

X0

X5

COM

運転
高速切換

出力端子

エンコーダ入力

運転スタート

FP0

運転/停止
高速/低速

COM

インバータ

モータ

エンコーダ

Y0

速度

パルス数
50004500

Y1

0
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■インバータを用いた2速での位置決め運転
X5をONするとY0、Y1がONしコンベアが動きます。経過値(DT9044・DT9045) (T32では、DT90044, DT90045)が
K4500に達するとY1がOFFし、減速が始まり、K5000に達するとY0が瞬時にOFFし、コンベアが止まります。

F1 DMV, K 0, DT 9044
R101

DF
X5 R100

R100

F167 HC1R, K 0, K 5000, Y 0

R903A R103

DF
R100 R101

DF／
R903A R103

R103

R100 T0

位置決め運転動作中

位置決め運転スタート

完了パルス(0.5秒)
TMX 0, K 5

R101 Y0

インバータへ運転信号S

Y1

インバータへ高速信号S

F61 DCMP, K 4500, DT 9044
R100

DF
R102 Y1

減速R

R100 R102R900C

減速ポイント到達

高
速
カ
ウ
ン
タ
／
パ
ル
ス
出
力

／
Ｐ
Ｗ
Ｍ
出
力

７

●
高
速
カ
ウ
ン
タ
機
能



FP0ユーザーズ
マニュアル（基本編)
[最新版]

7−14

(1)パルス出力機能の概要
■使用する命令と制御内容

●パルス列入力方式の市販モータドライバとの組み
合わせで位置決め制御ができる機能です。

●台形制御のための専用命令F168が用意されてお
り、初速、最高速、加減時間、目標値を指定する
ことにより自動的にパルス出力が得られます。

●原点復帰動作も専用命令F168により、自動的に行
うことができます。

●JOG運転用には専用命令F169が用意されており、実
行条件がONになっている間、パルス出力を得るこ
とができます。

システムレジスタ設定について

パルス出力機能を使用する場合は、システムレ
ジスタNo.400の対応するチャンネルの設定は、
“高速カウンタを使用しない”に設定してくださ
い。設定方法については、システムレジスタ一
覧をご覧ください。

(2)制御モード
インクリメンタル＜相対値制御＞
●目標値で設定されたパルス数のパルスを出力しま
す。

●命令F168で制御コードにH02(インクリメンタル
正転：OFF、逆転：ON)を設定すると、目標値が正
の場合は方向出力をOFFして高速カウンタの経過値
を加算し、目標値が負の場合は方向出力をONし
て、高速カウンタの経過値を減算します。制御
コードにH03を設定すると、方向出力が上記と反対
になります。
→参照ページ P.7−19, P.7−20

アブソリュート＜絶対値制御＞
●現在値と目標値で設定された差のパルスを出力し
ます。(現在値と目標値の差が出力パルス数です)

●命令F168で制御コードにH12(アブソリュート 正
転：OFF、逆転：ON)を設定すると、現在値<目標
値の場合は方向出力をOFFして高速カウンタの経過
値を加算し、現在値>目標値の場合は方向出力を
ONして、高速カウンタの経過値を減算します。制
御コードにH13を設定すると、方向出力が上記と反
対になります。
→参照ページ P.7−21

原点復帰
●命令F168を実行することにより原点入力(X0または
X1)が入るまで、パルスを出力し続けます。

●原点近傍で減速に移行させる場合は、原点近傍入
力でDT9052(T32では、DT90052)の対象ビットを
OFF→ON→OFFにしてください。
→参照ページ P.7−22, P.7−23

JOG運転

●専用命令F169の実行条件がONになっている間、指
定チャンネルからパルス出力されます。

●方向出力および出力周波数は、専用命令F169によ
り指定します。
→参照ページ P.7−24
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(3)I/Oの割り付けと結線
■1パルス入力方式のドライバの場合
(パルス入力+方向切替入力方式)

●出力1点をパルス出力、もう1点を方向出力として
使用します。

●パルス出力端子、方向出力端子、原点入力のI/O割
り付けは、使用するチャンネルにより決まりま
す。(P.7−4の一覧表ご参照)

●原点近傍入力は、任意の接点を割り付け、
DT9052(T32では、DT90052)の指定ビットをON/
OFFさせることで代用します。

●接続できるドライバは、最大2系統です。

＜CH0を使用する場合＞

X0

X2

Y0

原点入力

原点近傍入力

パルス出力

*

Y2
方向切替出力

FP0 ドライバ

*原点近傍入力には、X2など任意の入力を指定します。

＜CH1を使用する場合＞

X1

X3

Y1

原点入力

原点近傍入力

パルス出力

*

Y3
方向切替出力

FP0 ドライバ

*原点近傍入力には、X3など任意の入力を指定します。

■2パルス入力方式のドライバの場合
(CWパルス入力+CCWパルス
入力方式)

●2パルス入力で使うためには、外部リレーによる切
り替えが必要です。

●出力1点をパルス出力、リレーの切り替え用に使用
します。

●パルス出力端子、原点入力のI/Oの割り付けは、使
用するチャンネルにより決まります。(P.7−4一覧
表ご参照)

●命令F168の制御コードは、“方向出力なし”に設定
します。

＜CH0を使用する場合＞

X0

X2

Y0

原点入力

原点近傍入力

パルス
出力

*

Y4

FP0 ドライバ

**

CW
入力

CCW
入力

*原点近傍入力には、X2など任意の入力を指定します。

**リレーの切り替え用にはY4など任意の出力を指定
します。また、この時Y4はリレーの動作時間分、
早めに切替える必要があります。

Y0

Y1

CW入力

CCW入力

FP0 ドライバ

2パルス入力方式のドライバを使用する時の注意

●FP0のパルス出力Y0, Y1の2点を使って直接
ドライバのCW入力、CCW入力に接続する場
合、それぞれの出力に対して別チャンネル
(ch0、ch1)のカウンタ経過値が増減しますの
で、必要に応じてプログラムにて経過値を転
送してください。
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(4)パルス出力機能で使用する命令
■位置決め制御命令(F168)
●指定したデータテーブルに従って、自動的に台形
制御を行います。

X3
DF F0 MV, H102, DT100

F0 MV, K500, DT101

F0 MV, K5000, DT102

F0 MV, K200, DT103

F1 DMV, K10000, DT104

F0 MV, K0, DT106

F168 SPD1, DT100, H0

初速度500 Hz、最高速度5000 Hz、加減速時間
200 ms、移動量10000パルスでY0からパルスを発生
します。

200 ms 200 ms

5000 Hz

500 Hz
0 Hz

10000パルス

この時高速カウンター経過値(DT9044, DT9045) (T32
では、DT90044, DT90045)の内容は加算カウントされ
ます。

注）台形制御の場合、初速度は5000 Hz以下としてく
ださい。

F168命令実行時にパルス出力が出ない時のトラ
ブルシューティングについては、P.7−25をご覧
ください。

■パルス出力命令(F169)
●実行条件ONの時に任意の出力が得られるJOG運転
用の命令です。

X2
F0 MV, H112, DT200

F0 MV, K300, DT201

F169 PLS, DT200, H0

X2がONしている間、Y0からDUTY比10 %、300 Hzの
パルスが出力されます。
その時方向出力(Y2)はOFFし、高速カウンタCH0の経
過値(DT9044, DT9045) (T32では、DT90044, DT90045)
は加算カウントされます。

X6
F0 MV, H123, DT200

F0 MV, K700, DT201

F169 PLS, DT200, H1

X6がONしている間、Y1からDUTY比10 %、700 Hzの
パルスが出力されます。
その時方向出力(Y3)はOFFし、高速カウンタCH1の経
過値(DT9048, DT9049)(T32では、DT90048, DT90049)
は減算カウントされます。

■パルス出力機能の注意

モータの一方向連続回転制御を行っている場合は、
次の様なプログラムを行ってください。

経過値クリア

インクリメント制御

初速

最高速

加減速時間

目標値（移動量）

位置決め始動

X0

F1 DMV, K0 DT9044

F0 MV, H2, DT0

F0 MV, K7000, DT2

F0 MV, K300, DT3

F1 DMV, K100000, DT4

F0 MV, K0, DT6

F168 SPD1, DT0, K0

DF

R0

R0

F0 MV, K1000, DT1

一方向だけに回転させると、内部の経過値の上限を
超えた場合、バルス出力を停止します。
その対策として、上記のプログラムの様に、F168
(SPD1)やF169(PLS)命令実行前に経過値のリセット(ゼ
ロクリア)を行ってください。
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■高速カウンタ制御命令(F0)
●内蔵高速カウンタのリセット、パルス出力の停止
および原点近傍入力のセット/リセットを使用しま
す。

●この命令は、F0(MV)命令と特殊データレジスタ
DT9052(T32では、DT90052)を組み合わせて指定し
てください。

●この命令を実行すると、設定された内容は、次に
この命令が実行されるまで保持されます。

この命令で操作できる内容

・高速カウンタ命令F166～F170による制御の
クリア(パルス出力の停止)

・原点復帰動作の原点近傍処理

＜例１＞原点復帰動作中に原点近傍入力を有効にし
減速動作に入る場合

X3
DF F0 MV, H 4 , DT9052 ····①

····②F0 MV, H 0 , DT9052

上記プログラムでは、①原点近傍入力を有効にし、
②そのすぐ後で0を書き込み、プリセットしています。

＜例２＞パルス出力を強制的に停止する場合

X7
DF F0 MV, H 8 , DT9052

F0 MV, H 0 , DT9052

■経過値書き込み・読み出し命令(F1)
●内蔵高速カウンタでカウントされるパルス数の読
み出しに使用します。

●この命令は、F1(DMV)命令と特殊データレジスタ
DT9044(T32では、DT90044)を組み合わせて、指定
してください。

●経過値は、特殊データレジスタDT 9 0 4 4と
DT9045(T32では、DT90044とDT90045)を合わせた
エリアに32ビットデータとして格納されます。

●経過値の設定は、このF1(DMV)命令でのみ行うこ
とができます。

＜例１＞高速カウンタに初期値K3000を設定する
(経過値の書き込みの例)

X7
DF F1 DMV, K3000, DT9044

＜例２＞高速カウンタの経過値をDT100に読み出す

X7
DF F1 DMV, DT9044, DT100

<参考>

経過値は、ED命令実行のたびに、高速カウンタの経
過値エリアから特殊データレジスタDT9044, DT9045
(T32では、DT90044, DT90045)に自動的に転送されて
います。
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(5)位置決め制御サンプルプログラム
■結線例

X0

X1

X2

X3

X4

X5

X6

X7

COM

ステッピングモータ
(－側) (＋側)

移動テーブル

入力端子

Y0

Y2

＋

－

パルス出力

方向出力

出力端子

原点センサ

位置決めスタート

位置決めスタート

原点復帰スタート

原点近傍センサ

正転JOGスタート

逆転JOGスタート

オーバーラン

FP0

コモン

パルス入力

コモン

方向入力

24 V DC
電源

ステッピングモータ
ドライバ

注1

b接点 a接点 a接点 b接点

注1） ステッピングモータの入力が5 Vフォトカプラタイプの場合は2 kΩ 1/4 Wの抵抗を接続してください。
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■相対値 位置決め運転（プラス方向）

X1をONするとY0からパルスが出力されます。この時方向出力Y2はONしません。

DT100 制御コード

DT101 初速度 ：500 Hz

DT102 最高速度 ：5000 Hz

DT103 加減速時間 ：200 ms

DT104
DT105

移動量 ：10000 pls

DT106 パルス停止

モータ

(－側) (＋側)

200 ms 200 ms

5000 Hz

500 Hz
0 Hz

10000パルス
10000パルス

F0 MV, H 102, DT 100
R11

DF
X1 R10

R10

F0 MV, K 500, DT 101

F0 MV, K5000, DT 102

F0 MV, K 200, DT 103

F1 DMV, K10000, DT 104

F0 MV, K 0, DT 106

R903A R12

DF
R10 R11

F168 SPD1, DT 100, H 0

DF／
R903A R12

R12

R10 T0

位置決め運転動作中

位置決め運転スタート

位置決め完了パルス(1秒)

TMX 0, K 10

高
速
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ウ
ン
タ
／
パ
ル
ス
出
力
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出
力
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■相対値 位置決め運転（マイナス方向）

X2をONするとY0からパルスが出力されます。この時方向出力Y2はONします。

DT100 制御コード

DT101 初速度 ：1000 Hz

DT102 最高速度 ：6000 Hz

DT103 加減速時間 ：300 ms

DT104
DT105

移動量 ：–8000 pls

DT106 パルス停止

モータ

(－側) (＋側)

300 ms 300 ms

6000 Hz

1000 Hz
0 Hz

8000パルス
8000パルス

F0 MV, H 102, DT 100
R21

DF
X2 R20

R20

F0 MV, K1000, DT 101

F0 MV, K6000, DT 102

F0 MV, K 300, DT 103

F1 DMV, K–8000, DT 104

F0 MV, K 0, DT 106

R903A R22

DF
R20 R21

F168 SPD1, DT 100, H 0

DF／
R903A R22

R22

R20 T1

位置決め運転動作中

位置決め運転スタート

位置決め完了パルス(1秒)

TMX 1, K 10
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■絶対値 位置決め運転

X1をONするとY0からパルスが出力されます。その時現在値が“22,000”より大きければ方向出力Y2はONし、
“22,000”より小さければ、方向出力Y2はONしません。

DT100 制御コード

DT101 初速度 ：200 Hz

DT102 最高速度 ：4000 Hz

DT103 加減速時間 ：250 ms

DT104
DT105

目標値 ：22000

DT106 パルス停止

(－側) (＋側)

250 ms 250 ms

4000 Hz

200 Hz
0 Hz

(10,000) 22,000 (30,000)

現在値がどの位置であっても、“22,000”の位置へ移動
します。

モータ

F0 MV, H 112, DT 100
R31

DF
X1 R30

R30

F0 MV, K 200, DT 101

F0 MV, K4000, DT 102

F0 MV, K 250, DT 103

F1 DMV, K22000, DT 104

F0 MV, K 0, DT 106

R903A R32

DF
R30 R31

F168 SPD1, DT 100, H 0

DF／
R903A R32

R32

R30 T2

位置決め運転動作中

位置決め運転スタート

位置決め完了パルス(1秒)

TMX 2, K 10

高
速
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■原点復帰運転（マイナス方向）

X3をONするとY0からパルスが出力され原点復帰を開始します。その時方向出力Y2はONします。
次にX4がONすると減速を開始し、X0 ONで原点復帰が完了します。(原点復帰が完了すると経過値(DT9044・
DT9045) (T32では、DT90044, DT90045)は“0”クリアされます。）

DT200 制御コード

DT201 初速度 ：100 Hz

DT202 最高速度 ：2000 Hz

DT203 加減速時間 ：150 ms

モータ

X0
原点
センサ

(－側) (＋側)

150 ms 150 ms

2000 Hz

100 Hz
0 Hz

近傍センサ
X4 ON

原点センサ
X0 ON

X4
近傍
センサ

X3 ON

F0 MV, H 123, DT 200
R41

DF
X3 R40

R40

F0 MV, K 100, DT 201

F0 MV, K2000, DT 202

F0 MV, K 150, DT 203

F168 SPD1, DT 200, H 0

R903A R42

DF
R40 R41

DF／
R903A R42

R42

R40 T3

原点復帰運転動作中

原点復帰運転スタート

原点復帰完了パルス

DF
X4

F0 MV, H 4, DT9052

F0 MV, H 0, DT9052

TMX 3, K 10

原点近傍減速スタート

●
パ
ル
ス
出
力
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■原点復帰運転（プラス方向）

X3をONするとY0からパルスが出力され原点復帰を開始します。その時方向出力Y2はONしません。
次にX4がONすると減速を開始し、X0 ONで原点復帰が完了します。（原点復帰が完了すると経過値(DT9044・
DT9045) (T32では、DT90044, DT90045)は“0”クリアされます。）

DT200 制御コード

DT201 初速度 ：120 Hz

DT202 最高速度 ：2500 Hz

DT203 加減速時間 ：100 ms

近傍センサ
X4 ON

原点センサ
X0 ONX3 ON

モータ

X0
原点
センサ

(－側) (＋側)

100 ms 100 ms

2500 Hz

120 Hz
0 Hz

X4
近傍
センサ

TMX 4, K 10

原点近傍減速スタート

F0 MV, H 122, DT 200
R51

DF
X3 R50

R50

F0 MV, K 120, DT 201

F0 MV, K2500, DT 202

F0 MV, K 100, DT 203

F168 SPD1, DT 200, H 0

R903A R52

DF
R50 R51

DF／
R903A R52

R52

R50 T4

原点復帰運転動作中

原点復帰運転スタート

原点復帰完了パルス

DF
X4

F0 MV, H 4, DT9052

F0 MV, H 0, DT9052
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■JOG運転（プラス方向）
X5をONしている間、Y0からパルスが出力されます。そのとき方向出力Y2はONしません。

DT300 制御コード

DT301 速度：300 Hz

モータ

(－側) (＋側)
ON
OFF

X5

300Hz

0Hz
Y0(パルス)

■JOG運転（マイナス方向）
X6をONしている間、Y0からパルスが出力されます。そのとき方向出力Y2はONします。

DT310 制御コード

DT311 速度：300 Hz

モータ

(－側) (＋側) ON
OFF

X6

300Hz

0Hz
Y0(パルス)

■非常停止（オーバーリミット）

Y0からパルスが出力されている間にX7がOFFすると、パルスの出力が停止されます。

F0 MV, H 112, DT 300
X5

F0 MV, K 300, DT 301

F169 PLS, DT 300, H 0

F0 MV, H 122, DT 310
X6

F0 MV, K 300, DT 311

F169 PLS, DT 310, H 0

パルス出力制御クリア

DF／
X7

F0 MV, H 8, DT9052

F0 MV, H 0, DT9052

●
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■F168(SPD1)命令実行時にパルスが出ない時のトラブルシューティングフロー

修正して
ください

Yes

No

修正して
ください

Yes

No

修正して
ください

Yes

No

経過値を変更
してください

Yes

Yes

No

No

No

No

Yes

Yes

修正して
ください

Yes

修正して
ください

Yes

修正して
ください

No

修正して
ください

Yes

修正して
ください

Yes

Yes

Yes

Yes

修正して
ください

No

エラーが発
生している

経過値を変更
してください

特殊内部リレー
R903A、またはR903B
が既にONされて

いる

特殊データ
レジスタDT9052*の
制御クリアフラグがON

されている

HSC ch0、
またはch1をシステム
レジスタNo.400に設定

している

経過値が
H7FFFFFで正転方向へ
パルスを出そう

とした

経過値が
HFF8000で逆転方向へ
パルスを出そう

とした

弊社にご連絡ください

原点復帰モード
になっている

原点入力を
すでに割り込み、または

HSCで使用
している

アブソリュートモード
になっている

アブソリュート
モードの設定が目標値=
経過値となって

いる

［F168 SPD1,□, K□］

K0、K1以外に
設定されている

データ
テーブル1ワード
目の動作モードが

インクリメンタル（0）、
アブソリュート（1）、
原点復帰（2）
以外になって
いる

データテーブル
2ワード目の設定が
40≦初速≦最高速に

なっている

データテーブル
5ワード目の設定が
HFF8000≦目標値≦

H7FFFFF
になっている

No

弊社にご連絡ください

弊社にご連絡ください弊社にご連絡ください

No

No

No

No

*(T32では、
DT90052)
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(1)PWM出力機能の概要
■PWM出力機能
●専用命令F170により、指定のデューティ比のパル
ス幅変調出力が得られます。

●温調/調光制御などアナログ制御に応用することが
できます。

システムレジスタ設定について

PWM出力機能を使用する場合は、システムレジ
スタNo.400の対応するチャンネルの設定は、“高
速カウンタを使用しない”に設定してください。
設定方法については、システムレジスタ一覧を
ご覧ください。

(2)PWM出力機能で使用する命令
■PWM出力命令(F170)

X6
F0 MV, H5, DT100

F0 MV, K500, DT101

F170 PWM, DT100, K0

X6がONしている間、Y0から840 ms周期、DUTY比
50 %のパルスが出力されます。

X7
F0 MV, H6, DT100

F0 MV, K300, DT101

F170 PWM, DT100, K1

X7がONしている間、Y1から1.6秒周期、DUTY比30
%のパルスが出力されます。

●
Ｐ
Ｗ
Ｍ
出
力
機
能
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(1)汎用シリアル通信
●RS232Cポートを使用し、バーコードリーダ等の外
部機器とコマンドやデータの送受信ができます。
F144(TRNS)命令で実行します。

●初期設定では送受信できる状態ではありませんの
で、システムレジスタNo.412を汎用ポート(K2)に変
更してください。

●伝送速度、伝送フォーマットはシステムレジスタ
No.413およびNo.414で設定します。

(2)データ送信
●任意のデータレジスタを送信用テーブルとして用
意し、そのテーブルに格納されたデータを送信し
ます。

●送信されるデータには自動的に始端/終端コードを
付加して、送信されます。

●送信用テーブルに使用するデータレジスタは専用
命令F144(TRNS)命令で設定します。

●データ送信は、専用命令F144(TRNS)により実行し
ます。

●送信バイト数に制限はありません。データレジス
タの使用できる範囲で送信可能です。

外部機器
(パソコンなど)

送信

[送信用テーブル]

送信データ
格納エリア

(3)データ受信
●外部機器から送られてきたデータをRS232Cポート
で受信します。

●送られてきたデータは受信バッファとして設定さ
れているデータレジスタに自動的に格納されま
す。

●受信用バッファに使用するデータレジスタはシス
テムレジスタNo.417、No.418で指定します。

●専用命令F144(TRNS)命令により、データの受信許
可します。

外部機器
(バーコードリーダなど)

受信

[受信用バッファ]

受信データ
格納エリア

8−1
汎用シリアル通信機能
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■送受信のための準備
(システムレジスタの設定)

RS232Cポートは初期設定では、通信できる状態になっ
ていません。通信するときは下記の項目についてシ
ステムレジスタを設定してください。

1. RS232Cポートの使用目的の設定 No.412. . . . . . .
「汎用ポート」(FPプログラマの場合はK2)を指定し
てください。シリアル通信を行う設定です。

2. RS232C伝送フォーマットの設定 No.413. . . . . . .
伝送フォーマットは初期設定では次のようになって
います。(FPプログラマの場合はH3)

データ長 8ビット
パリティチェック 有り・奇数
ストップビット 1ビット
終端コード CR
始端コード STX無し

RS232Cポートに接続する外部機器にあわせて、伝送
フォーマットを変更する場合はそれぞれの項目につ
いて設定してください。

FPプログラマⅡでは下記のように各項目をビット単
位で選択してH定数で設定してください。

15 6 5 4 3 2 1 0

始端コード 0: STX無
1: STX有

終端コード 00: CR 01: CR+LF
10:無 11: ETX

ストップ 0: 1ビット
ビット 1: 2ビット

パリティ 00:無 01:有(奇数)
11:有(偶数)

データ長 0: 7ビット 1: 8ビット

始端コード(STX)、終端コード(EXT)
送信時には、指定したコードが自動的に送信す
るデータに付加されます。受信時には、始端
コードが「有」に設定されていれば、始端コー
ド以後は受信バッファへ格納されます。また、
終端コードを受信した時点で受信完了フラグ
(R9038)がONになります。ただし、始端・終端
コード自身は受信用バッファには格納されませ
ん。詳細はP.8−5、P.8−6をご参照ください。

注意
送受信共に終端コードを無しに設定した場合、
受信完了フラグはONしませんので、受信バイト
数を見ながら受信の完了を確認してください。

＜例＞ 終端コードを「CR+LF」に変更するとき

H3

0 0 0 1 0 0 1 1

H1

データ長
パリティチェック
ストップビット
終端コード
始端コード

3.ボーレートの設定 No.414. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
汎用シリアル通信のボーレート(伝送速度)は、初期設
定では「9600 bps」(H1)になっています。

RS232Cポートに接続する外部機器にあわせて、変更
する場合は、下記のなかから選んでください。

H ０ ０

RS232Cポート
H0: 19200 bps
H1: 9600 bps
H2: 4800 bps
H3: 2400 bps
H4: 1200 bps
H5: 600 bps
H6: 300 bps

ツールポート
H0: 9600 bps
H1: 19200 bps

ツールポートボーレートに、
H0, H1以外を設定すると、
9600 bpsとなります。

<例>ツールポート、RS232Cポート共に19200
bpsに設定する場合

H100を書き込んでください。

4.受信バッファの設定 No.417, No.418. . . . . . . . . . . .
初期設定では、データレジスタの全エリアを受信バッ
ファとして使用する設定になっています。受信バッ
ファとして使用するデータレジスタのエリアを変更
する場合は、システムレジスタNo.417に先頭番号を、
No.418に容量(ワード数)を設定してください。
受信バッファは、次のようになります。

受信バイト数
先頭エリア
をNo.417
で指定

受信データ
格納エリア

№
４
１
８
の
指
定
ワ
｜
ド
数

8−2
システムレジスタの設定
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(1)始端コードを「無し」、終端コードを「ＣＲ」に設定した場合
■各フラグ(受信完了フラグ、送信完了フラグ)とTRNS命令の関係

外部受信データ

R9038
受信完了フラグ

TRNS命令実行

A B C CR D E F G

R9039
送信完了フラグ

送信データ 1 2 3 CR

TRNS命令実行中は
二重に送信できない

受信完了フラグがON時は
格納できない

A A

B B

C

A

B

C

A

B

C

E

F

C

E

B

G

E

<1> <2> <3> <0> <1> <2> <3>

受信バッファ

受信バイト数

格納

書
き
込
み
ポ
イ
ン
タ

命令実行による
受信バイト数の
クリア

ON

OFF

ON

OFF

ON

OFF

・汎用シリアル通信は半二重方式でご使用ください。

・受信完了フラグ(R9038)ON時は受信を禁止しています。

・受信完了フラグ(R9038)はスキャン途中でも変化しますのでご注意ください。（例：入力条件として受信完了フラ
グを複数回使用する場合、同スキャン内で異なる状態が存在する可能性があります。）

・TRNS命令実行によりエラーフラグ(R9037)、受信完了フラグ(R9038)、送信完了フラグ(R9039)がOFFになりま
す。

・TRNS命令実行中は二重に送信はできません。送信完了フラグ(R9039)をご確認ください。

・TRNS命令が実行されると受信バイト数をクリアし、受信バッファのアドレス(書き込みポインタ)を先頭に戻し
ます。

・エラーフラグ(R9037)がONしても受信は継続します。TRNS命令実行によりエラーフラグをOFFにして、実デー
タ、または空データを送信してください。

8−3
汎用シリアル通信使用時の動作説明
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(2)始端、終端コードを「有」に設定した場合(始端コード：STX、終端コード：ETX)
■受信時

外部受信データ

R9038
受信完了フラグ

TRNS命令実行

A B C STX D H ETX

受信完了フラグが
ON時は格納できない

A A

B B

C

A

B

C

A

E

C

G

E

C

H

E

C

H

<1> <2> <3> <0> <0> <1> <1>

受信バッファ

受信バイト数

格納

書
き
込
み
ポ
イ
ン
タ

E ETX F G STX

TRNS命令を実行
する事により受信
完了フラグがOFF
されます

TRNS命令により受
信コードがうち消さ
れています

B

C

D

<1>

E

C

D

<2>

E

C

D

<2>

E

C

D

<0>

E

C

G

<1>

TRNS命令実行に
よる受信バイト
数のクリア

始端コード受信
による受信バイ
ト数のクリア

始端コード受信
による受信バイ
ト数のクリア

ON

OFF

ON

OFF

・データは順次、受信バッファに格納されていきますが、始端コードを受信した時点で受信バイト数をクリア
し、受信バッファのアドレス(書き込みポインタ)を先頭に戻します。

・TRNS命令が実行されると受信バイト数をクリアし、受信バッファのアドレス(書き込みポインタ)を先頭に戻し
ます。

・始端コードが2つある場合、後の始端コード以降のデータが上書きされ、受信バッファ内に格納されます。

・受信完了フラグ(R9038)ON時は受信を禁止しています。

・TRNS命令により受信完了フラグ(R9038)がOFFされますので、終端コードの受信と同時にTRNS命令を実行する
と受信完了フラグは検出されません。

●
汎
用
シ
リ
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ル
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8−6

■送信時

送信完了フラグ
R9039

TRNS命令実行

b

a

b

a

<2> <1> <2> <1> <0>

送信バッファ

未送信バイト数

送
信
ポ
イ
ン
ト

b

a

<0>

b

a

<0>

d

e

c

<3>

送信データ STX ETXETX STXa b c d e

<0>

ON

OFF

ON

OFF

TRNS命令実行中は
二重に送信できない

送信 送信

d

e

c

d

e

c

d

e

c

d

e

c

・送信データに自動的に始端コード(STX)、終端コード(ETX)を付加し、外部へ送信します。 (始端/終端コードの
設定についてはP.8−3をご参照ください。)

・TRNS命令実行により、送信完了フラグ(R9039)がOFFになります。

・TRNS命令実行中は二重に送信はできません。送信完了フラグ(R9039)をご確認ください。

汎
用
シ
リ
ア
ル
通
信

８
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■コントロールユニットの状態表示
LEDの見方

状態表示LED

LED表示
運転

RUN PROG. ERROR/ALARM
内容 運転

状態

○ × × 正常運転中 運転

正
常
時

× ○ × プログラム
モード 停止

時
△ × × RUNモードで

の強制入出力中 運転

○ × △ 自己診断エラー
（運転中） 運転

異
常
時

× ○ △ 自己診断エラー
（停止中） 停止

時

－ － ○
システムウォッ
チドッグタイマ
による停止

停止

注)表中の記号は、それぞれ次の内容を示します。
○:点灯 △:点滅 ×:消灯 －:点灯または消灯

■コントロールユニットの状態表示に
ついて

・コントロールユニットには異常発生時にその状況
を判断し、必要に応じて運転を停止する自己診断
機能内蔵しています。

・異常が発生した時は、コントロールユニット本体
の状態表示LEDが上表のようになります。

状態表示LED

■異常時の運転モードについて

・異常発生時には通常の場合、運転を停止します。
・二重出力エラー、演算エラー発生時については、
システムレジスタを設定することで、運転を継続
させるか、停止させるかを選択できます。運転の
継続、停止が設定できるエラーは、下記のメ
ニューのとおりです。

●ツールソフトのPC環境(システムレジスタ)
設定メニュー

・FPWIN GRでのPLCエラー時の運転の設定は、
メニューバーの[オプション(O)]→[PLCシステムレ
ジスタ設定]を選択し、[異常時運転]タブをクリッ
クしてください。下記画面が表示されます。

<例 1>二重出力を許可する場合
システムレジスタNo.20のチェックボックスを
OFFしてください。この場合、再び運転してもエ
ラー扱いとなりません。

<例 2>演算エラー発生時にも運転を継続する場合
システムレジスタNo.26のチェックボックスを
OFFしてください。この場合、再び運転すると、
運転は継続しますが、エラー扱いとなります。

9−1
自己診断機能
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自
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9−3

(1)ERROR/ALARM LEDが点滅したら

自己診断エラーが発生しました。

プログラミングツールを使って、エ
ラー内容(エラーコード)を確認してく
ださい。

■ツールソフトを使って
［オンライン(L)］→［ステータス表示(T)］
を選択してください。

演算エラーの場合は、このダイアログボック
スでエラーアドレスを確認できます。
[エラークリア]ボタンをクリックし、エラー
クリアを実行してください。

詳細については、「FPWIN GR」ヘルプメ
ニューにてご確認ください。

■FPプログラマⅡを使って
次のようにキーを操作してください。

自己診断エラーがあった場合には、次のよう
な表示が出ます。

OP110
ﾌ ｧ ﾝ ｸ ｼ ｮ ﾝ ｴﾗｰ E45

■エラーコードが1～9の場合

プログラムに文法エラーがあります。

PROG.モードに切り替えて
エラー状態を解除してください。

トータルチェックをかけて文法
エラーの箇所を確認してください。

9−2
異常時の対処方法
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< 状 況 >

<処理手順① >

<処理手順② >
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9−4

■エラーコードが20以上の場合

文法エラー以外の自己診断エラーが発生
しています。

PROG.モードで、プログラミングツール
を使って、エラー状態を解除してくださ
い。

■ツールソフトを使って
前頁の“ステータス表示”のメニューでエラー
クリアを実行してください。
エラーコード43以上のエラーがクリアできま
す。

■FPプログラマⅡを使って
次のようにキーを操作してください。エラー
コード43以上のエラーがクリアできます。

PROG.モードで電源を入れ直してもエラー
をクリアできますが、保持型データ以外の
演算メモリの内容はクリアされます。
自己診断エラーセット命令(F148)によって、
エラーをクリアすることもできます。

「エラーコード一覧」の内容に従っ
てそれぞれの対処を行ってください。

<参 考 >
演算エラー(エラーコード45)発生時にはエラー発生
アドレスが特殊データレジスタDT9017および
DT9018に格納されます。
この場合はエラー状態を解除する前にエラー発生
アドレスをモニタしてください。

ご注意

T32（10kステップタイプ）では、特殊データレ
ジスタの番号が、DT90000番台となります。

●
異
常
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(2)ERROR/ALARM LEDが点灯したら

システムウォッチドグタイマが働いて、
FP0の運転が停止しました。

PROG.モードにして電源を入れ直してく
ださい。

ここで再び ERROR/ALARM LEDが点灯し
たら、FP0本体の異常が考えられます。弊
社へご連絡ください。
ERROR/ALARM LEDが点滅したら、前項
の手順をご覧ください。

RUNモードに切り替えてください。

ここでERROR/ALARMLEDが点灯したら、
プログラムの処理に時間がかかりすぎてい
ます。プログラムを再検討してください。

プログラム見直しのポイント
(1)プログラムが無限ループになっていません
か？JMP命令やLOOP命令など、プログラム
の流れを制御する命令をチェックしてくだ
さい。

(2)割り込み処理が連続して実行されていませ
んか？

(3)全部のLEDが点灯しなかったら

端子のゆるみなど電源との結線を再度チェッ
クしてください。

許容範囲内の電圧がかかっているかチェッ
クしてください。

電源が大きく変動していないかチェックし
てください。

他の機器と電源を共有している場合は、
他の機器を電源から外してみてください。

ここで、FP0本体のLEDが点灯するようで
あれば、電源容量を大きくするか、別電源
を設けてください。
不明な点は、弊社にご連絡ください。

自
己
診
断
機
能
と

異
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の
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(4)思い通りに出力がでなかったら
出力側のチェック→入力側のチェック順にすすめてください。

出力表示LEDが点灯している場合

端子のゆるみなど負荷の結線を
再度、確認してください。

負荷の両端に正常な電圧がかかっている
か確認してください。

電圧が正常であれば、負荷の異常が考えら
れます。負荷をチェックしてください。
電圧がかかっていなければ、出力部の異常
が考えられます。弊社へご連絡ください。

入力表示LEDが消えている場合

端子のゆるみなど入力機器の結線を
再度、確認してください。

入力端子に正常な電圧がかかっているか
確認してください。

電圧が正常であれば、入力端子の異常が考
えらえます。弊社へご連絡ください。
電圧がかかっていなければ、入力電源、入
力機器の異常が考えられます。チェックし
てください。

出力表示LEDが消えている場合

プログラミングツールを使って出力モニ
タをしてください。

モニタがONであれば、出力の2重使用が考
えられます。

強制入出力機能を使って、強制的にONし
てください。

ここで、出力LEDが点灯するようであれば、
入力側のチェックに進んでください。
出力LEDが点灯しなければ、出力の異常が
考えられます。弊社へご連絡ください。

入力表示LEDが点灯している場合

プログラミングツールを使っての入力の
モニタをしてください。

モニタがOFFであれば、入力ユニットの異
常が考えられます。弊社へご連絡ください。
モニタがONであれば、プログラムを見直
してください。または、入力機器(2線式セ
ンサなど)のもれ電流を確認してください。

プログラム見直しのポイント
(1)ダブって出力(2重出力)を使っていませんか？
応用命令で出力リレーを書き替えていない
かもチェックしてください。

(2)MCR命令、JMP命令などの制御命令でプロ
グラムの流れが変わっていませんか？

(3) I/Oの割り付けがユニットの実装状態と一致
していますか？(「4−1. I/Oの割り付け」ご
参照)
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<処理手順①>
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(5)プロテクトエラーのメッセージが
出たら

■パスワード機能を使用している場合

ツールソフトの“パスワード設定”のメ
ニューでパスワードを入力し“アクセス
許可”を選択してください。

FPWIN GRを使って

(1)メニュー操作で[ツール(T)]→[PLCパスワー
ド設定(P)]を選択します。

(2)以下のPLCパスワード設定ダイアログボッ
クスが表示されますので、[アクセス許可]
のラジオボタンをONし、パスワードを入
力して[設定]ボタンをクリックしてくださ
い。

PLCパスワード設定ダイアログボックス

(6)プログラムモードがRUNに切り替わ
らなかったら

文法エラーまたは、運転を停止する
自己診断エラーが発生しています。

ERROR LEDが点滅していないか確
認してください。

ERROR LEDが点滅している場合は、P.9−3
に記載の内容をチェックしてください。

トータルチェックをかけて文法エラー
の箇所を確認してください。
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の
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10−2

コントロールユニット
の機種

リレー出力タイプ トランジスタ出力タイプ S−LINK
タイプ

項目

の機種

C10RS/C10CRS/
C10RM/C10CRM

C14RS/C14CRS/
C14RM/C14CRM

C16 C32 T32 SL1

プログラム方式/制御方式 リレーシンボル／サイクリック演算方式

基本ユニット
10点
入力6点
出力4点

14点
入力8点
出力6点

16点
入力8点
出力8点

32点
入力16点
出力16点

S−LINK部で
最大128点
入力64点
出力64点

制御I/O点数
増設時1
＊コントロールユ
ニットと同じ出
力タイプで構成
する場合

最大58点 最大62点 最大112点 最大128点

増設部最大
96点

増設時2
＊リレー/トランジ
スタ混在の場合

最大106点 最大110点 最大112点 最大128点

96点

プログラム
メモリ 内蔵メモリ EEPROM内蔵 EEPROM内蔵 EEPROM内蔵

プログラム容量 2,720ステップ 5,000ステップ 10,000ステップ 5,000ステップ

命令語数
基本命令 83種類

命令語数
応用命令 145種類

演算速度 0.9μs /ステップ(基本命令)

I/Oリフレッシュ＋ベース時間 増設なし:0.3 ms
増設あり:0.3 ms +(1×増設ユニット数) ms

リ
内部リレー(R) 1,008点(R0～R62F)

リ
レ
特殊内部リレー(R) 64点(R9000～ )

演
算
用

レ
Ｉ タイマ・カウンタ(T)(C)

144点(初期設定ではタイマ100点T0～T99/カウンタ44点C100～C143)*1
タイマレンジ(1 ms, 10 ms, 100 ms, 1 s) :命令により選択

用
メ
モ メ

データレジスタ(DT) 1,660ワード(DT0～DT1659)
6,144ワード

(DT0～DT6143)
16,384ワード

(DT0～DT16383)
6,144ワード

(DT0～DT6143)モ
リ
点
数

メ
モ
リ
エ
リ

特殊データレジスタ(DT) 112ワード(DT9000～DT9111)
112ワード
(DT90000～
DT90111)

112ワード
(DT9000～
DT9111)

リ
ア インデックスレジスタ
(IX, IY) 2点

微分点数 無制限
マスタコントロールリレー(MCR)
点数 32点

ラベル数(JP+LOOP数) 64ラベル 255ラベル 64ラベル

ステップラダー数 128工程 704工程 128工程

サブルーチン数 16サブルーチン 100サブルーチン 16サブルーチン

割り込みプログラム数 7プログラム(外部6点、内部1点) 1プログラム
(内部1点)

自己診断機能 ウォッチドグタイマ、プログラムの文法チェックなど

カレンダタイマ なし

年（西暦下2
桁）・月・
日・時（24h表
示）・分・
秒・曜日*2

なし

注）*1: タイマ/カウンタの比率はシステムレジスタにより変更できます。「システムレジスタ一覧」をご覧下さい。
*2: カレンダ精度

0℃ 月差139秒以下
25℃ 月差72秒以下
55℃ 月差169秒以下
この精度は通常電圧５Vとバッテリーバックアップ電圧３Vの電圧変動による変動計数の最悪値を考慮しております。

10−1
性能仕様
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10−3

コントロールユニット
の機種 リレー出力タイプ トランジスタ出力タイプ S－LINK

タイプ

項目

の機種
C10RS/C10CRS/
C10RM/C10CRM

C14RS/C14CRS/
C14RM/C14CRM

C16 C32 T32 SL1

パルスキャッチ入力 X0～X1：50μs合計6点 なし
割り込み入力

X0～X1：50μs
X2～X5：100μs合計6点 なし

RS232Cポート *2

(RS232Cポート付きユニットのみ)
伝送速度：300/600/1,200/2,400/4,800/

9,600/19,200 bps
端子台 ：フェニックス(3P)MKDS1/3−3.5
通信方式：半二重方式 伝送距離：3 m

定時割り込み 0.5ms～ 30 s
コンスタントスキャン 可
パスワード 可

特
殊
機 高速カウンタ機能

*高速カウンタは、1相2ch+2相

カウントモード：加算/減算<1相> *3

－入力点数：最大4ch
－最高計数速度：4ch合計で最大10 kHz
－使用入力接点：

X0、X1 50μs<10 kHz>
X3、X4 100μs<5 kHz>

X0 カウント入力(ch0)
X1 カウント入力(ch1)
X2 リセット入力 *4

X3 カウント入力(ch2)
X4 カウント入力(ch3)
X5 リセット入力 *4

－最小入力パルス幅：

なし

機
能

*高速カウンタは、1相2ch+2相
1chの組み合わせもできます。 カウントモード：2相/個別/方向判別<2相>

－入力点数：最大2ch
－最高計数速度：2ch合計で最大2 kHz
－使用入力接点：

X0、X1－ 50μs<10 kHz>
X3、X4－ 100μs<5 kHz>

X0 カウント入力(ch0)
X1 カウント入力(ch0)
X2 リセット入力

X3 カウント入力(ch2)
X4 カウント入力(ch2)
X5 リセット入力

－最小入力パルス幅：

なし

パルス
出力点数 なし 独立2点(Y0、Y1) (補間機能なし) なし

パルス
出力機能 出力周波数 なし 40 Hz～ 10 kHz(Y0/Y1: 1点出力時) *5

40 Hz～ 5 kHz(Y0/Y1: 2点出力時) なし

PWM
出力点数 なし 2点（Y0, Y1） なし

PWM
出力機能 出力周波数 なし

周波数: 0.15 Hz～ 1 kHz *6

デューティ: 0.1 %～ 99.9 % なし

タイマ すべて非保持

カウンタ 非保持型 設定値よりC139まで 設定値により
C127まで なし 設定値により

C127まで

メ

カウンタ 保持型 4点(経過値) C140～C143 *9 *12 16点(経過値)*10 *12

C128～C143
44点(経過値）
C100～C143

16点(経過値)*10 *12

C128～C143
メ
モ
リ
バ
ッ 内部リレー

非保持型 976点(R0～R60F)
61ワード(WR0～WR60)

880点
(R0～R54F)
55ワード

(WR0～WR54)

160点
(R0～R9F)
10ワード

（WR0～WR9)

880点
(R0～R54F)
55ワード

(WR0～WR54)バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

内部リレー

保持型 32点(R610～R62F)
2ワード(WR61～WR62) *9

128点
(R550～R62F)
8ワード *10

(WR55～WR62)

848点
(R100～R62F)
53ワード

(WR10～WR62)

128点
(R550～R62F)
8ワード *10

(WR55～WR62)ッ
プ
*7

*8
非保持型 1652ワード(DT0～DT1651) 6112ワード

(DT0～DT6111) なし
6112ワード
(DT0～
DT6111)

データ
レジスタ 保持型 8ワード(DT1652～DT1659) *9

32ワード *10

(DT6112～
DT6143)

16384ワード
(DT0～DT16383)

32ワード *10

(DT6112～
DT6143)

F12・P13命令による
バックアップ *11 データレジスタ全て可能

注）*2: 十分なノイズ耐量はありますが、再送処理をおこなうユーザープログラムを作成される事をお奨めします。
（過大なノイズによる通信異常や、相手機器が一時的に受信できない場合などの通信信頼性向上の為）
RS232CのドライバICは、EIA/TIA－232EとCCITT V.28規格に適合した物を使用しています。

*3: 10 kHzは定格入力電圧24 V、25℃の仕様です。電圧、温度により周波数が低くなります。
*4: リセット入力X0、X1ともにリセット付きにした場合、X2はX1のリセット入力になります。同様にX3、X4の場合はX5がX4のリセット

入力として働きます。
*5: 位置決め制御命令F168実行時は、最大9.5kHzになります。
*6: CPU Ver.1.2以前では周波数0.15 Hz～ 38 Hzとなります。
*7: プログラムとシステムレジスタはEEPROMで保持。内部リレー、データレジスタ、タイマ/カウンタの保持エリアは、EEPROMで保持。
*8: T32CTコントロールユニット（10ｋステップタイプ）の内部リレー、データレジスタ、タイマ/カウンタの保持エリアは、システムレジ

スタにより変更できます。表の点数は、システムレジスタが初期設定の場合の値です。
*9: EEPROM書込命令による書き込み可能回数は10万回以内です。
*10: EEPROM書込命令による書き込み可能回数は１万回以内です。
*11: P13命令実行中に電源OFFするとP13命令にて書き込んでいる範囲のEEPROMに正しく書き込めない場合があります。

また、EEPROMにて保持している内部リレー、データレジスタ、タイマ／カウンタの保持エリアも正しく保持されない場合があります。
P13命令実行中は電源をOFFしないでください。

*12: カウンタの接点情報と経過値(EV)をバックアップします。設定値(SV)は保持されません。

●
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■FP0コントロールユニット
(I/O割り付けは固定です。)

コントロールユニットの種類 I/O番号

C10
入力6点 X0～X5

C10
出力4点 Y0～Y3

C14
入力8点 X0～X7

C14
出力6点 Y0～Y5

C16
入力8点 X0～X7

C16
出力8点 Y0～Y7

C32/T32
入力16点 X0～XF

C32/T32
出力16点 Y0～YF

■S−LINKコントロールユニットの
I/O番号(I/O割り付けは固定です。)
ユニット FP0 I/O S−LINKアドレス

X80～X8F 0～15

入力64点
X90～X9F 16～31

入力64点
X100～X10F 32～47

X110～X11F 48～63

Y80～Y8F 64～79

出力64点
Y90～Y9F 80～95

出力64点
Y100～Y10F 96～111

Y110～Y11F 112～127

10進数
1, 2, 3・・・・・・12

16進数
0, 1, 2, 3・・・・・9 A,B・・・・F

X 0, X 1 X F. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
X 10, X 11 X 1F. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
X 20, X 21 X 2F. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .～ ～ ～

Ｘ

I/O番号の数え方
入力リレーX、出力リレーYは16点単位で扱うこと
もあるため、これらのリレー番号は、下のように
10進数と16進数の組合せで表現します。

＜例＞外部入力Xの場合

■FP0増設ユニットのI/O番号
●I/Oは増設時にPLC側で自動的に割り付けられます
ので、設定の必要はありません。

●増設ユニットのI/O割り付けは、接続する位置に
よって決まります。

ユニットの種類 割付
点数

増設
ユニット1

増設
ユニット2

増設
ユニット3

FP0−E8X 入力(8点) X20～X27 X40～X47 X60～X67

FP0 E8R
入力(4点) X20～X23 X40～X43 X60～X63

FP0−E8R
出力(4点) Y20～Y23 Y40～Y43 Y60～Y63

FP0−E8YT/
E8YR

出力
(8点) Y20～Y27 Y40～Y47 Y60～Y67

FP0−E16X 入力
(16点) X20～X2F X40～X4F X60～X6F

FP0
増設
ユニット FP0−E16R/

入力
(8点) X20～X27 X40～X47 X60～X67

ユニット FP0−E16R/
E16T 出力

(8点) Y20～Y27 Y40～Y47 Y60～Y67

FP0−E16YT 出力
(16点) Y20～Y2F Y40～Y4F Y60～Y6F

FP0 E32T

入力
(16点) X20～X2F X40～X4F X60～X6F

FP0−E32T
出力
(16点) Y20～Y2F Y40～Y4F Y60～Y6F

入力
(16点)
CH0

WX2
(X20～
X2F)

WX4
(X40～
X4F)

WX6
(X60～
X6F)

FP0
アナログ
I/O
ユニット

FP0−A21
入力
(16点)
CH1

WX3
(X30～
X3F)

WX5
(X50～
X5F)

WX7
(X70～
X7F)

ユニット

出力
(16点)

WY2
(Y20～
Y2F)

WY4
(Y40～
Y4F)

WY6
(Y60～
Y6F)

FP0
A/D変換
ユニット

FP0−A80
FP0 TC4

入力
(16点)
CH0, 2,
4, 6

WX2
(X20～
X2F)

WX4
(X40～
X4F)

WX6
(X60～
X6F)

ユニット
FP0
熱電対
ユニット

FP0−TC4
FP0−TC8 入力

(16点)
CH1, 3,
5, 7

WX3
(X30～
X3F)

WX5
(X50～
X5F)

WX7
(X70～
X7F)

入力
(16点)

WX2
(X20～
X2F)

WX4
(X40～
X4F)

WX6
(X60～
X6F)

FP0
D/A変換
ユニット

FP0−A04V
FP0−A04I

出力
(16点)
CH0, 2,
4, 6

WY2
(Y20～
Y2F)

WY4
(Y40～
Y4F)

WY6
(Y60～
Y6F)

ユニット

出力
(16点)
CH1, 3,
5, 7

WY3
(Y30～
Y3F)

WY5
(Y50～
Y5F)

WY7
(Y70～
Y7F)

FP0 I/O
リンク FP0 IOL

入力
32点

X20～
X3F

X40～
X5F

X60～
X7F/

リンク
ユニット

FP0−IOL
出力
32点

Y20～
Y3F

Y40～
Y5F

Y60～
Y7F

入力
(16点)

CH0, 2, 4

WX2
(X20～
X2F)

WX4
(X40～
X4F)

WX6
(X60～
X6F)

FP0
RTD
ユニット

FP0−RTD6
入力
(16点)

CH1, 3, 5

WX3
(X30～
X3F)

WX5
(X50～
X5F)

WX7
(X70～
X7F)ユニット

出力
(16点)

WY2
(Y20～
Y2F)

WY4
(Y40～
Y4F)

WY6
(Y60～
Y6F)

●FP0 A/D変換ユニット(FP0−A80)、FP0熱電対ユニット
(FP0−TC4/FP0−TC8)、FP0 D/A変換ユニット
(FP0−A04V/FP0−A04I)の各チャンネルのデータは、変換
データ切替フラグを含むユーザプログラムにより切り替
えて読み出しまたは書き込みをします。

●FP0 CC−Linkスレーブユニットは、専用マニュアルにて
ご確認ください。

10−2
I/O割り付け表
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メモリエリア名称
使用できるメモリエリアの点数・範囲

機能メモリエリア名称
C10/C14/C16 C32/SL1 T32

機能

外部入力 X 208点(X0～X12F) *3 外部からの入力でON/OFFします。

外部出力 Y 208点(Y0～Y12F) *3 外部にON/OFF状態を出力します。

リ 内部リレー *2 R 1008点(R0～R62F) プログラム上でのみON/OFFするリレーです。リ

レ タイマ *2 T
144点(T0～T99/C100～C143) *1

タイマが設定時間に達するとONします。
タイマの番号に対応しています。

ー カウンタ *2 C
144点(T0～T99/C100～C143) *1

カウンタがカウントアップするとONします。
カウンタの番号に対応しています。

特殊内部リレー R 64点(R9000～ ) 特定の条件でON/OFFし、フラグ等として使
用するリレーです。

外部入力 WX 13ワード(WX0～WX12) *3 外部入力16点分をまとめて、16ビット1ワー
ドのデータとして指定する時の記号です。

外部出力 WY 13ワード(WY0～WY12) *3 外部出力16点分をまとめて、16ビット1ワー
ドのデータとして指定する時の記号です。

内部リレー *2 WR 63ワード(WR0～WR62) 内部リレー16点分をまとめて、16ビット1ワー
ドのデータとして指定する時の記号です。

メ

モ

リ

データレジスタ *2 DT
1660ワード
(DT0～
DT1659)

6144ワード
(DT0～
DT6143)

16,3847ワード
(DT0～
DT16383)

プログラム上で使用するデータメモリです。
16ビット(1ワード)単位で扱います。

リ

エ

リ

タイマ/カウンタ
設定値エリア *2 SV 144ワード(SV0～SV143)

タイマの目標値、カウンタの設定値を格納す
るデータメモリです。タイマ/カウンタの番号
に対応しています。

リ

ア
タイマ/カウンタ
経過値エリア *2 EV 144ワード(EV0～EV143)

タイマ/カウンタ動作時の経過値を格納するデー
タメモリです。タイマ/カウンタの番号に対応
しています。

特殊データレジスタ DT 112ワード (DT9000～DT9111) *4
特定の内容を格納するデータメモリです。
各種の設定やエラーコードが格納されていま
す。

インデックス
レジスタ

IX

IY
2ワード(IX, IY) メモリエリアのアドレス、定数の修飾用レジ

スタです。

マスタコントロール
リレー(MCR)点数

MC 32点

制
御
ラベル数
(JP+LOOP数) LBL 64ラベル 64ラベル 255ラベル

御
命
令
ステップラダー数 SSTP 128工程 128工程 704工程

令
点 サブルーチン数 SUB 16サブルーチン 16サブルーチン 100サブルーチン点
数
割り込みプログラム
数

INT
7プログラム
(外部6点、
内部1点)

1プログラム
(内部1点)

7プログラム
(外部6点、
内部1点)

定 10進定数 K
K－32,768～K32,767 (16ビット演算時)

定 10進定数 K
K－2,147,483,648～K2,147,483,647 (32ビット演算時)

数
16進定数 H

H0～HFFFF (16ビット演算時)数
16進定数 H

H0～HFFFFFFFF (32ビット演算時)

注) *1:タイマ/カウンタの点数は、システムレジスタNo.5の設定によって、変更できます。表の番号は、システムレジスタNo.5
がデフォルト設定のときのものです。詳しくは、「システムレジスタ一覧」をご覧ください。

*2:電源を切ったり、RUNモード→PROG.モードへ切り替えたりしても、その直前の状態を記憶する保持型と、リセットさ
れる非保持型があります。C10/C14/C16/C32/SL1の場合：保持型と非保持型のエリアは固定で、＜付表1＞の番号が割り
付けられています。T32（10kステップタイプ）の場合：保持型と非保持型エリアの区分けは、システムレジスタの設定
によって変更できます。設定については、「システムレジスタ一覧」をご覧ください。
電池切れが発生すると、保持エリアの内容が不定値になります。(０クリアしません)

*3:記載の点数はシステムとして持っている点数であり、実際に使用できる点数は、前ページのI/O割り付け表に従います。

*4: T32（10kステップタイプ）では、データレジスタ番号は、90000番台（DT90000～DT90111）となります。

10−3
リレー・メモリエリア・定数一覧
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＜付表1＞FP0の保持エリアと非保持エリア

C10/C14/C16 C32/SL1

タイマ すべて非保持

カウンタ 非保持型 設定値よりC139まで 設定値よりC127まで

保持型 4点（経過値） C140～C143 16点（経過値） C128～C143

内部リレー 非保持型 976点（R0～R60F）
61ワード（WR0～WR60）

880点（R0～R54F）
55ワード（WR0～WR54）

保持型 32点（R610～R62F） 128点（R550～R62F）保持型 32点（R610～R62F）
2ワード（WR61～WR62）

128点（R550～R62F）
8ワード（WR55～WR62）

データレジスタ 非保持型 1652ワード (DT0～DT1651) 6112ワード (DT0～DT6111)

保持型 8ワード (DT1652～DT1659) 32ワード (DT6112～DT6143)

仕
様
一
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■FP0−SL1 アドレス置換表

I/O
アドレス

S−LINKアドレス I/O
アドレス

S−LINKアドレス I/O
アドレス

S−LINKアドレス I/O
アドレス

S−LINKアドレス
アドレス
入力(X) 10進数 16進数

アドレス
入力(X) 10進数 16進数

アドレス
入力(X) 10進数 16進数

アドレス
入力(X) 10進数 16進数

X80 0 0 X90 16 10 X100 32 20 X110 48 30

X81 1 1 X91 17 11 X101 33 21 X111 49 31

X82 2 2 X92 18 12 X102 34 22 X112 50 32

X83 3 3 X93 19 13 X103 35 23 X113 51 33

X84 4 4 X94 20 14 X104 36 24 X114 52 34

X85 5 5 X95 21 15 X105 37 25 X115 53 35

X86 6 6 X96 22 16 X106 38 26 X116 54 36

X87 7 7 X97 23 17 X107 39 27 X117 55 37

X88 8 8 X98 24 18 X108 40 28 X118 56 38

X89 9 9 X99 25 19 X109 41 29 X119 57 39

X8A 10 A X9A 26 1A X10A 42 2A X11A 58 3A

X8B 11 B X9B 27 1B X10B 43 2B X11B 59 3B

X8C 12 C X9C 28 1C X10C 44 2C X11C 60 3C

X8D 13 D X9D 29 1D X10D 45 2D X11D 61 3D

X8E 14 E X9E 30 1E X10E 46 2E X11E 62 3E

X8F 15 F X9F 31 1F X10F 47 2F X11F 63 3F

I/O
アドレス

S−LINKアドレス I/O
アドレス

S−LINKアドレス I/O
アドレス

S−LINKアドレス I/O
アドレス

S−LINKアドレス
アドレス
出力(Y) 10進数 16進数

アドレス
出力(Y) 10進数 16進数

アドレス
出力(Y) 10進数 16進数

アドレス
出力(Y) 10進数 16進数

Y80 64 40 Y90 80 50 Y100 96 60 Y110 112 70

Y81 65 41 Y91 81 51 Y101 97 61 Y111 113 71

Y82 66 42 Y92 82 52 Y102 98 62 Y112 114 72

Y83 67 43 Y93 83 53 Y103 99 63 Y113 115 73

Y84 68 44 Y94 84 54 Y104 100 64 Y114 116 74

Y85 69 45 Y95 85 55 Y105 101 65 Y115 117 75

Y86 70 46 Y96 86 56 Y106 102 66 Y116 118 76

Y87 71 47 Y97 87 57 Y107 103 67 Y117 119 77

Y88 72 48 Y98 88 58 Y108 104 68 Y118 120 78

Y89 73 49 Y99 89 59 Y109 105 69 Y119 121 79

Y8A 74 4A Y9A 90 5A Y10A 106 6A Y11A 122 7A

Y8B 75 4B Y9B 91 5B Y10B 107 6B Y11B 123 7B

Y8C 76 4C Y9C 92 5C Y10C 108 6C Y11C 124 7C

Y8D 77 4D Y9D 93 5D Y10D 109 6D Y11D 125 7D

Y8E 78 4E Y9E 94 5E Y10E 110 6E Y11E 126 7E

Y8F 79 4F Y9F 95 5F Y10F 111 6F Y11F 127 7F

10−4
S−LINKアドレス早見表
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■電源ユニット仕様 (AFP0634)
項目 仕様

定格入力電圧 100−240 V AC

入力電圧変動範囲 85−264 V AC

定格周波数 50/60 Hz

入力
周波数範囲 47～63 Hz

入力
相数 単相

突入電流 30 A{0−P}以下。ただしコールドスタートとする。

漏洩電流 0.75 mA以下

許容瞬断時間 10 ms以上

定格電圧 24 V DC

電圧精度 ±5%

出力 定格電流 0.7 A

出力電流範囲 0～0.7 A

リップル電圧 500 mV以下

保護機能
過電流保護 0.735 A以上

保護機能
過電圧保護 あり

保証寿命 20000時間 (at 55℃)

■I/Oリンクユニット仕様 (AFP0732)

項目 仕様

通信方式 二線式半二重

同期方式 調歩同期式

伝送路
2芯ケーブル（ツイストペアケーブルまたは
VCTF0.75mm2×2C<JIS>相当品）

伝送距離（総延長）
最大700m（ツイストペアケーブル使用時）
最大400m（VCTF線使用時）

伝送速度 0.5 Mbps

I/Oリンクユニット1台当たりのI/O点数 64点（入力32点+出力32点）※

リモートI/Oマップ割付 32X/32Y

インターフェイス RS485準拠

伝送エラーチェック CRC方式

※この点数は、上位PLCとネットワークMEWNET−Fを介して、I/Oリンクできる点数です。I/Oリンクユニッ

トの異常フラグの出力をON（あり）に設定している場合は、63点（入力31点＋出力32点）となります。

10−5
電源ﾕﾆｯﾄ・I/Oﾘﾝｸﾕﾆｯﾄの性能仕様
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11−2

■コントロールユニット
FP0 C10RS, FP0 C10CRS, FP0 C14RS, FP0 C14CRS, E8RS, E16RS共通
(単位:mm)

＜配線時参考寸法＞

60.0 25.0 60.0
取付最大寸法 約

(7.5)

DIN規格用レール
(DIN EN50022 35mm

幅
)取付溝

(9
)

90
.0

約
13
0.
0

90
.0

90.0

(3.5)

(10)

注）増設ユニットには電源はありません。外形寸法のみご参照ください。

■コントロールユニット
FP0 C10RM, FP0 C10CRM, FP0 C14RM, FP0 C14CRM, E8RM, E16RM共通
(単位:mm)

＜配線時参考寸法＞

60.0

90
.0

25.0 (10) 60.0

DIN規格用レール
(DIN EN50022 35mm

幅
)取付溝

90
.0

(9
)

約
13
0.
0

取付最大寸法 約

(7.5)

90.0

(3.5)

注）増設ユニットには電源はありません。外形寸法のみご参照ください。

11−1
外形寸法図
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11−3

■コントロールユニット FP0 C16T/C16CT/E32T/E32P/E16X/E16YT/E16YP/
C16P/C16CP/E16T/E16P/E8X/E8YT/E8YP共通(単位:mm)

＜配線時参考寸法＞

60.0 25.0

90
.0

取付最大寸法 約
(18) 60.0

90
.0

DIN規格用レール
(DIN EN50022 35mm

幅
)取付溝

約
13
0.
0

(7.5)

(3.5)

100.0

(9
)

注）増設ユニットには電源はありません。外形寸法のみご参照ください。

■コントロールユニット
FP0 C32T/C32CT/C32P/C32CP/T32CT/T32CP共通(単位:mm)

＜配線時参考寸法＞

60.0

90
.0

30.0
取付最大寸法 約
(18) 60.0

90
.0

DIN規格用レール
(DIN EN50022 35mm

幅
)取付溝

約
13
0.
0

(7.5)

(3.5)

100.0

(9
)

注）増設ユニットには電源はありません。外形寸法のみご参照ください。
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■S−LINKコントロールユニット FP0−SL1

60.0

90
.0

30.0 (10)

■電源ユニット FP0−PSA4

60.019.235.0

3.5

90.0

(単位:mm)
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形
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図
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■増設時寸法(単位:mm)
＜DINレール使用時＞

90
.0

25.0

60
.0

67
.5

A

35
.0

27
.5

27
.5

25.025.030.0

注）図は最大I/O点数の場合を代表に掲載していま
す。図中の寸法Aは、ユニットの構成により右
表のようになります。

●寸法A(単位:mm)

コントロール コントロール 増設ユニットの数コントロール
ユニットの種類

コントロール
ユニットのみ 1 2 3

C10/C14/C16 25 50 75 100

C32/T32/SL1 30 55 80 105

＜FP0取り付けプレートスリム型使用時＞

60
.0

70
.0

●
外
形
寸
法
図
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■FP0取り付けプレート スリム型

25.04

60
.0

90
.0

10.0
6.0

φ10.0 φ5.0

3.5 2.5

90
.0

100

60
.0

4連結時

φ10.0

25.0 25.0 25.0

60
.0

φ5.0

75.0

・取付板を、連結数だけ組合わせてから取付けて
ください。

φ5.0

＜取付穴加工寸法＞

●
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形
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法
図

寸
法
図、
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■FP0取り付けプレート フラット型＜増設時は使用できません＞

90
.0

60.0

60
.0

6.2

φ5.0

φ10.02.
2

4.
0

25.0
※

31.2

90
.0

60
.0

φ5.0

＜取付穴加工寸法＞ ＜DINレール取り付け時寸法＞

注）コントロールユニットC32/T32/SL1使用時は、30 mmとなります。

●
外
形
寸
法
図

寸
法
図、

通
信
ケ
ー
ブ
ル
結
線
図

11



FP0ユーザーズ
マニュアル（基本編)
[最新版]

11−8

(1)AFC8503/AFC8503S(DOS/Vパソコン接続用）

D−SUB9ピンメス

（単位ｍｍ）

(2)AFC8513（PC98パソコン接続用）

（単位ｍｍ）

(3)AFC8521/AFC8523（プログラマ接続用)

（単位ｍｍ）

11−2
ケーブル／アダプタ詳細仕様
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(4)AFC85305/AFC8531/AFC8532（ツールポート延長）

（単位ｍｍ）

●
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■DOS/Vタイプのパソコンとの接続例

ピンNo.

S

R

G

信号名
SD

RD

SG

ピンNo.

1

2

3

4

5

6

7

8

信号名
CD

RD

SD

ER

SG

DR

RS

CS

FP0 RS232Cポート パソコン(D−SUB9ピンメス)
(DOS/V機)

■PC98タイプのパソコンとの接続例

ピンNo.

S

R

G

信号名
SD

RD

SG

ピンNo.

2

3

4

5

6

7

8

20

信号名
SD

RD

RS

CS

DR

SG

CD

ER

FP0 RS232Cポート パソコン(D−SUB25ピンオス)
(NEC PC98)

11−3
RS232Cポートとパソコンとの接続

●
Ｒ
Ｓ
２
３
２
Ｃ
ポ
ー
ト
と
パ
ソ
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ン
と
の
接
続
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12.1 システムレジスタ・特殊内部リレー・特殊デ

ータレジスタ 
 システムレジスタについて 

 システムレジスタエリアとは 
・システムレジスタは、動作範囲や使用する機能を決める値（パラメータ）を設定するレジスタです。用途やプログラム 
 の仕様に応じて、値を設定してください。 
・これらに対する機能を使わない場合は、特にシステムレジスタを設定する必要はありません。 
 

 システムレジスタの種類 
使用するレジスタはＰＬＣにより異なります。一覧表にてご確認ください。 
 
１． ユーザメモリの割付 （Ｎｏ．０、１、２） 
プログラムエリアやファイルレジスタエリアの容量を設定し、ユーザメモリエリアを使用環境に応じて構成します。メモリ
エリアの容量は各機種（ＣＰＵユニット）により異なります。 
 
２． タイマ／カウンタの区分け （Ｎｏ．５） 
システムレジスタＮｏ．５でカウンタの先頭番号を指定することによって、タイマとカウンタの数を設定します。 
 
３． 保持型／非保持型の設定 （Ｎｏ．６～１８） 
保持型に設定すると、ＰＲＯＧ．モードにしたり、電源をＯＦＦしたときに、リレーやデータメモリは値を保持します。非保
持型では、０クリアされます。 
電池装着有無のＰＬＣの場合は、オプション電池使用時に保持エリアを指定します。 
 
４． 異常時の運転モードの設定 （Ｎｏ．４、２０～２８） 
電池異常時、二重出力時、Ｉ／Ｏ照合エラー時、演算エラー時の運転モードを設定します。 
 
５． 時間設定 （Ｎｏ．３０～３４） 
タイムアウトエラー検出のための処理待ち時間やコンスタントスキャンの時間の設定をします。 
 
６． リモートＩ／Ｏ動作モードの選択 （Ｎｏ．３５、３６） 
リモートＩ／Ｏの起動時の子局接続待ちの有無、リモートＩ／Ｏリフレッシュのタイミングを設定します。 
 
７． ＭＥＷＮＥＴ－Ｗ０、ＭＥＷＮＥＴ－Ｗ／Ｐ ＰＣ（ＰＬＣ）リンクの設定 （ＮＯ．４０～４７、５０～５５、５７） 
リンクリレーおよびリンクレジスタをＭＥＷＮＥＴ－Ｗ０、ＭＥＷＮＥＴ－Ｗ／ＰのＰＣ（ＰＬＣ）リンク通信で使用するための
設定を行います。 
 
注）初期値ではＰＣ（ＰＬＣ）リンク通信しない設定になっています。 
 
８． ＭＥＷＮＥＴ－Ｈ ＰＣ（ＰＬＣ）リンクの設定 （ＮＯ．４９） 
ＭＥＷＮＥＴ－ＨのＰＣ（ＰＬＣ）リンク通信で、１スキャンに処理するデータ量を設定します。 
 
９． 入力設定 （ＮＯ．４００～４０６） 
高速カウンタ機能、パルスキャッチ機能、割り込み機能を使うときに、動作モードや専用入力として使う入力番号を設
定します。 
 
１０．入力時定数設定 （ＦＰ１／ＦＰ－Ｍ ＮＯ．４０４～４０７） 
取り込める入力信号の幅を変更することによって、チャタリングやノイズによる誤動作を防ぐことができます。 
 
１１．温度入力平均処理回数設定 （ＮＯ．４０９） 
熱電対入力値のふらつきを抑えるために平均回数の設定ができます。通常ご使用いただく場合は、２０回以上の設定
にしてください。初期設定は０（この時２０回平均）になっています。 
 
１２．ツールポート、ＣＯＭポートの通信設定 （ＮＯ．４１０～４２１） 
各ツールポート、ＣＯＭ１、ＣＯＭ２ポートでコンピュータリンク、汎用通信、ＰＣ（ＰＬＣ）リンク、モデム通信を行う時に設
定します。 
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 システムレジスタ設定値の確認と変更 
すでに設定されている値（読み出したときに表示される値）で使用するときは、改めて書き込む必要はありません。 
 
ＦＰＷＩＮ ＧＲを使う場合 
１． コントロールユニットを「ＰＲＯＧ．」モードにしてください。 
２． メニュー操作で［オプション（Ｏ）］→［ＰＬＣシステムレジスタ設定．．．］を選択してください。 
３． ＰＬＣシステムレジスタ設定ダイアログボックスで設定する機能を選択すると、選択したシステムレジスタの値や設定

状況が表示されます。設定値や設定状況を変更する場合は、新しい値を書き込んだり設定状況を選択してくださ
い。 

４． これらの設定を登録する場合は、［ＯＫ］ボタンを押してください。 
 
 

 システムレジスタ設定時の注意点 
・システムレジスタの設定内容は、設定した時点から有効になります。 
 ただし、No.４００以降は、ＲＰＯＧ．モード→ＲＵＮモードにした場合に有効となります。 
 また、モデム接続の設定については、電源を再投入した時あるいは、ＰＲＯＧ．モード→ＲＵＮモードにした時点で 
 コントローラからモデムに対してコマンドを送り、モデムを受信可能な状態にします。 
・ 初期化操作をおこなうと、すべての値（パラメータ）が初期値になります。 
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12.1.1 システムレジスタ一覧 ＦＰ０ 

 システムレジスタ設定内容 
１．タイマ／カウンタの数の設定（Ｎｏ．５） 
カウンタの先頭Ｎｏ．を指定することにより、タイマとカウンタのエリアを２つに区分けします。 
タイマとカウンタは、両方合わせて、１４４点で初期状態では、下表のようになっています。  
タイマ １００点（Ｎｏ．０～Ｎｏ．９９） 
カウンタ ４４点（Ｎｏ．１００～Ｎｏ．１４３） 

＜設定例＞ 
タイマの点数を１２０点に増やす場合は、システムレジスタＮｏ．５の値をＫ１２０に変更してください。  

 
 
Ｎｏ．５設定値を０にすると、すべてカウンタになります。また、設定値を１４４にすると、すべてタイマになります。 
 
２．保持型／非保持型の設定（Ｎｏ．６～Ｎｏ．８、Ｎｏ．１４） 
Ｃ１０／Ｃ１４／Ｃ１６の場合 
タイマ すべて非保持型 

非保持型 設定値よりＣ１３９まで 
カウンタ 

保持型 ４点（経過値） Ｃ１４０～Ｃ１４３ 
非保持型 ９７６点（Ｒ０～Ｒ６０Ｆ） ６１ワード（ＷＲ０～ＷＲ６０） 

内部リレー 
保持型 ３２点（Ｒ６１０～Ｒ６２Ｆ） ２ワード（ＷＲ６１～ＷＲ６２） 
非保持型 １６５２ワード（ＤＴ０～ＤＴ１６５１） 

データレジスタ 
保持型 ８ワード（ＤＴ１６５２～ＤＴ１６５９） 

注）電源断時に保持されるエリアは下表の固定エリアとなり、システムレジスタＮｏ．６～Ｎｏ．８およびＮｏ．１４の設定は
無効となります。 
 
Ｃ３２／ＳＬ１の場合 
タイマ すべて非保持型 

非保持型 設定値よりＣ１２７まで 
カウンタ 

保持型 １６点（経過値） Ｃ１２８～Ｃ１４３ 
非保持型 ８８０点（Ｒ０～Ｒ５４Ｆ） ５５ワード（ＷＲ０～ＷＲ５４） 

内部リレー 
保持型 １２８点（Ｒ５５０～Ｒ６２Ｆ） ８ワード（ＷＲ５５～ＷＲ６２） 
非保持型 ６１１２ワード（ＤＴ０～ＤＴ６１１１） 

データレジスタ 
保持型 ３２ワード（ＤＴ６１１２～ＤＴ６１４３） 

注）電源断時に保持されるエリアは下表の固定エリアとなり、システムレジスタＮｏ．６～Ｎｏ．８およびＮｏ．１４の設定は
無効となります。 
 
Ｔ３２の場合 
タイマ すべて非保持型 
カウンタ すべて保持型 

非保持型 １０ワード（ＷＲ０～ＷＲ９） 
内部リレー 

保持型 ５３ワード（ＷＲ１０～ＷＲ６２） 
データレジスタ すべて非保持型 

注１）各リレー、レジスタは保持型にするか非保持型にするかを選択することができます。  

  
設定値を０にすると、すべて保持型になります。また、設定値を最終番号に１を加えた値にすると、すべて非保持型に
なります。 
 
注２）電池切れが発生すると保持エリアの内容が不定値になります。（０クリアしません） 
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 システムレジスタ一覧 ＦＰ０ 
表中のＣ１０、Ｃ１４、Ｃ１６、Ｃ３２、Ｔ３２、ＳＬ１はそれぞれＦＰ０の１０点、１４点、１６点、３２点（５ｋステップタイプ）、３２点
（１０ｋステップタイプ）Ｓ－ＬＩＮＫタイプのコントロールユニットを示します。 
ＦＰ０ 

 番号 名称 初期値 設定値範囲・説明 

ユ
ー
ザ
ー
メ
モ
リ
割
付 

０ シーケンスプログラム 
エリアサイズ ― 

設定値は固定で、変更することはできません。 
格納値は、機種・タイプによって、異なります。 
Ｋ３：Ｃ１０・Ｃ１４・Ｃ１６ 
Ｋ５：Ｃ３２・ＳＬ１ 
Ｋ１０：Ｔ３２ 

５ 
カウントの開始番号 
（タイマ／カウンタの数の設
定） 

１００ 
（Ｋ１００）

０～１４４ 
（Ｋ０～Ｋ１４４） 

６ タイマ／カウンタ保持型エリ
アの開始番号（Ｔ３２のみ） 

１００ 
（Ｋ１００）

０～１４４ 
（Ｋ０～Ｋ１４４） 

Ｎｏ．５とＮｏ．６の値は通常、同じ
にして使用されることをおすすめ
します。 

７ 
内部リレー保持型エリアの
開始番号（ワードＮｏ．指定） 
（Ｔ３２のみ） 

１０ 
（Ｋ１０） ０～６３ （Ｋ０～Ｋ６３）  

保
持
／
非
保
持 

８ データレジスタ保持型エリア
の開始番号（Ｔ３２のみ） 

０ 
（Ｋ０） ０～１６３８４ （Ｋ０～Ｋ１６３８４）  

保
持
／
非
保
持

１４ ステップラダーの保持／非
保持の選択（Ｔ３２のみ） 

非保持 
（Ｋ１） 保持（Ｋ１０）／非保持（Ｋ１） 

２０ 二重出力の禁止／許可 禁止 
（Ｋ０） 

禁止（文法エラーになります。）（Ｋ０） 
許可（文法エラーになりません。）（Ｋ１） 

２３ Ｉ／Ｏ照合（増設バス）異常時
の運転モード 

停止 
（Ｋ０） 停止（Ｋ０）／運転（Ｋ１） 

２６ 演算エラー発生時の運転モ
ード 

停止 
（Ｋ０） 停止（Ｋ０）／運転（Ｋ１） 

異
常
時
運
転 

２７ リモートＩ／Ｏ（Ｓ－ＬＩＮＫ）交
信異常運転モード 

停止 
（Ｋ１） 停止（Ｋ０）／運転（Ｋ１） 

注）システムレジスタＮｏ．６、７、８、１４は、Ｔ３２以外のタイプでは、設定値が無効になります。 
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ＦＰ０ 
 番号 名称 初期値 設定値（パラメータ） 

３１ 複数フレーム処理待ち時間
６５００ｍｓ
（Ｋ２６００）

１０ｍｓ～８１９００ｍｓ （Ｋ４～Ｋ３２７６０） 
初期値（Ｋ２６００／６５００ｍｓ）にて使用してください。
 

   時
間
設
定 

３４ コンスタントスキャン時間 ０ｍｓ 
（Ｋ０） 

２．５ｍｓ～１６０ｍｓ （Ｋ１～６４）：指定時間ごとに 
スキャン 
０（Ｋ０）：通常のスキャン 
 

   

Ｘ０を高速
カウンタと
して設定
しない 

ＣＨ０

Ｘ０を高速カウンタとして設定しない 
２相入力（Ｘ０、Ｘ１） 
２相入力（Ｘ０、Ｘ１）、リセット入力（Ｘ２） 
加算入力（Ｘ０） 
加算入力（Ｘ０）、リセット入力（Ｘ２） 
減算入力（Ｘ０） 
減算入力（Ｘ０）、リセット入力（Ｘ２） 
個別入力（Ｘ０、Ｘ１） 
個別入力（Ｘ０、Ｘ１）、リセット入力（Ｘ２） 
方向判別（Ｘ０、Ｘ１） 
方向判別（Ｘ０、Ｘ１）、リセット入力（Ｘ２） 

入
力
設
定 

４００ 
高速カウンタ 
動作モード設
定（Ｘ０～Ｘ２） 

ツールソフ
トによる設
定 

Ｘ１を高速
カウンタと
して設定
しない 

ＣＨ１

Ｘ１を高速カウンタとして設定しない 
加算入力（Ｘ１） 
加算入力（Ｘ１）、リセット入力（Ｘ２） 
減算入力（Ｘ１） 
減算入力（Ｘ１）、リセット入力（Ｘ２） 

注１）動作モードを２相、個別、方向判別のいずれかに設定した場合、ＣＨ１の設定は無効になります。 
注２）リセット入力の設定が重なった場合は、ＣＨ１の設定が優先となります。 
注３）同じ入力接点に対してＮｏ．４００～Ｎｏ．４０３を同時に設定した場合、高速カウンタ→パルスキャッチ→ 
 割り込み入力の順に優先されます。 
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ＦＰ０ 
 番号 名称 初期値 設定値（パラメータ） 

４００ 
高速カウンタ 
動作モード設
定（Ｘ０～Ｘ２） 

ＦＰプログラマ
による設定 Ｈ０ ＣＨ０／

ＣＨ１ 

Ｘ３を高
速カウ
ンタとし
て設定
しない 

ＣＨ２ 

Ｘ３を高速カウンタとして設定しない 
２相入力（Ｘ３、Ｘ４） 
２相入力（Ｘ３、Ｘ４）、リセット入力（Ｘ５） 
加算入力（Ｘ３） 
加算入力（Ｘ３）、リセット入力（Ｘ５） 
減算入力（Ｘ３） 
減算入力（Ｘ３）、リセット入力（Ｘ５） 
個別入力（Ｘ３、Ｘ４） 
個別入力（Ｘ３、Ｘ４）、リセット入力（Ｘ５） 
方向判別（Ｘ３、Ｘ４） 
方向判別（Ｘ３、Ｘ４）、リセット入力（Ｘ５） 

ツールソフト
による設定 

Ｘ４を高
速カウ
ンタとし
て設定
しない 

ＣＨ３ 

Ｘ４を高速カウンタとして設定しない 
加算入力（Ｘ４） 
加算入力（Ｘ４）、リセット入力（Ｘ５） 
減算入力（Ｘ４） 
減算入力（Ｘ４）、リセット入力（Ｘ５） 

入
力
設
定 

４０１ 
高速カウンタ 
動作モード設
定（Ｘ３～Ｘ５） 

ＦＰプログラマ
による設定 Ｈ０ ＣＨ２／

ＣＨ３ 

注１）動作モードを２相、個別、方向判別のいずれかに設定した場合、ＣＨ３の設定は無効になります。 
注２）リセット入力の設定が重なった場合は、ＣＨ３の設定が優先となります。 
注３）同じ入力接点に対してＮｏ．４００～Ｎｏ．４０３を同時に設定した場合、高速カウンタ→パルスキャッチ→ 
 割り込み入力の順に優先されます。 
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ＦＰ０ 
 番号 名称 初期値 設定値（パラメータ） 

４０２ パルスキャッチ入力の指定 
設定 

しない 
（Ｈ０） 

 
チェックされた接点がパルスキャッチ入力に設定され

ます。 
 
ＦＰプログラマⅡでは、上記の設定を１６進数で入力
してください。 
 
＜例＞Ｘ３とＸ４をパルスキャッチ入力に設定するとき 

   
 
※Ｘ６、Ｘ７の設定は無効となります。 

入
力
設
定 

４０３ 割り込み入力の指定 
設定 

しない 
（Ｈ０） 

ＦＰＷＩＮ ＧＲ使用時の設定 

 
チェックされた接点が割り込み入力に設定されます。
 

 
割り込み有効エッジを指定します。 
（チェック時：ＯＮ→ＯＦＦを有効） 
 
ＦＰプログラマ使用時の設定 
＜例＞ 
入力Ｘ０、Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３を割り込み指定、かつ入力 
Ｘ０、Ｘ１をＯＮ→ＯＦＦ時に割り込み入力として設定 
する場合  

   
注１）ツールソフトの場合、Ｎｏ．４０３の設定は、画面上でビット毎に設定します。 
注２）同じ入力接点に対してＮｏ．４００～Ｎｏ．４０３を同時に設定した場合、高速カウンタ→パルスキャッチ→ 
 割り込み入力の順に優先されます。 
   ＜例＞ 
   高速カウンタを加算入力モードで使用している時、入力Ｘ０を割り込み入力やパルスキャッチ入力に指定して 
   も、その指定は無効となり、入力Ｘ０は高速カウンタのカウンタ入力としてはたらきます。 
      Ｎｏ．４００：Ｈ１←この設定が有効になります。 
    Ｎｏ．４０２：Ｈ１ 
    Ｎｏ．４０３：Ｈ１ 
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ＦＰ０ 
 番号 名称 初期値 設定値（パラメータ） 

４１０ ツールポートのユニット 
Ｎｏ．（Ｃ－ＮＥＴ接続時） 

１ 
（Ｋ１） １～３２ （Ｋ１～Ｋ３２） 

ツ
ー
ル
ポ
ー
ト
設
定 

４１１ ツールポート 
通信フォーマット 

モデム： 
しない 

データ長：
８ビット 
（Ｈ０） 

ＦＰＷＩＮ ＧＲ使用時 
  モデム：しない／する 
  データ長：７ビット／８ビット 
ＦＰプログラマⅡ使用時 
  指定の内容をＨ定数で指定してください。 
 

   
 
・モデム接続する時は、システムレジスタＮｏ．４１０ 
 でユニットＮｏ．を１に設定してください。 
・モデム接続する時は、データ長の設定により、 
 フォーマットは下記のようになります。 
 データ長 ８ビット時：パリティなし １ストップビット 
 データ長 ７ビット時：奇数パリティ １ストップビット 

ツ
ー
ル
ポ
ー
ト
設
定 

４１４ 通信速度 
設定 

ツールソフ
トによる設
定 

９６００ 
（Ｈ０） 

９６００ ｂｐｓ 
１９２００ ｂｐｓ 

ツ
ー
ル
ポ
ー
ト
・Ｒ
Ｓ
２
３
２
Ｃ
ポ
ー
ト
設
定 

４１４ 

ツールポート
とＲＳ２３２Ｃ
ポートのボ
ーレート設定 

ＦＰプログラ
マによる設
定 

Ｈ１ 

 
 
＜例＞ 
ツールポート、ＲＳ２３２Ｃポート共に１９２００ ｂｐｓに設

定する場合 
 ⇒Ｈ１００を書き込んでください。 
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ＦＰ０ 
 番号 名称 初期値 設定値（パラメータ） 

４１２ 動作選択 使用しない 
（Ｋ０） 

ＦＰＷＩＮ ＧＲ使用時 
  使用しない 
  コンピュータリンク 
  汎用通信 
ＦＰプログラマⅡ使用時 
  Ｋ０：ＲＳ２３２Ｃポートを使用しない 
  Ｋ１：コンピュータリンクを行う（Ｃ－ＮＥＴ接続時を

    含む） 
  Ｋ２：シリアルデータ通信を行う（汎用ポート） 

４１３ 通信フォーマット 

始端コード： 
無し 

終端コード：ＣＲ
ストップビット：

１ビット 
パリティ：奇数 

データ長： 
８ビット 
（Ｈ３） 

ＦＰＷＩＮ ＧＲ使用時 
  データ長：７ビット／８ビット 
  パリティチェック：なし／奇数／偶数 
  ストップビット：１／２ 
※ システムレジスタＮｏ．４１２の通信モードを「汎用

通信」に設定した場合のみ下記の設定が有効で
す。 
終端コード：ＣＲ／ＣＲ＋ＬＦ／無し／ＥＴＸ 
始端コード：ＳＴＸ無し／ＳＴＸ有り 

 
ＦＰプログラマⅡ使用時 
  指定の内容をＨ定数で指定してください。  

  

４１４ 通信速度設
定 

ツールソフ
トによる設
定 

９６００ 
（Ｈ１） 

１９２００ ｂｐｓ 
９６００ ｂｐｓ 
４８００ ｂｐｓ 
２４００ ｂｐｓ 
１２００ ｂｐｓ 
６００ ｂｐｓ 
３００ ｂｐｓ 

４１５ ユニットＮｏ． 
（Ｃ－ＮＥＴ接続時） 

１ 
（Ｋ１） １～３２ （Ｋ１～Ｋ３２） 

４１６ モデム接続 しない 
（Ｈ０） 

ＦＰＷＩＮ ＧＲ使用時 
  しない／する 
ＦＰプログラマⅡ使用時 
  Ｈ０：接続しない 
  Ｈ８０００：接続する 

４１７ 受信バッファ先頭番号 ０ 
（Ｋ０） 

Ｃ１０Ｃ／Ｃ１４／Ｃ１６Ｃ：０～１６５９ （Ｋ０～Ｋ１６５９）
Ｃ３２Ｃ／ＳＬ１：０～６１４３ （Ｋ０～Ｋ６１４３） 
Ｔ３２：０～１６３８３ （Ｋ０～Ｋ１６３８３） 

Ｃ１０／Ｃ１４
／Ｃ１６ 

１６６０ 
（Ｋ１６６０） ０～１６６０ （Ｋ０～Ｋ１６６０） 

Ｃ２３／ＳＬ１ ６１４４ 
（Ｋ６１４４） ０～６１４４ （Ｋ０～Ｋ６１４４） 

Ｒ
Ｓ
２
３
２
Ｃ
ポ
ー
ト
設
定 

４１８ 
受信バッ
ファの容
量 

Ｔ３２ １６３８４ 
（Ｋ１６３８４） ０～１６３８４ （Ｋ０～Ｋ１６３８４） 
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12.1.2 特殊内部リレー一覧（ＦＰ０） 
特殊内部リレーは特定の条件でＯＮ／ＯＦＦするリレーです。ＯＮ／ＯＦＦ状態は、外部に出力されません。 
プログラミングツールや命令による書き込みはできません。 
 
ＷＲ９００（ワード単位指定） ＦＰ０ 

リレー番号 名称 内容 備考 

Ｒ９０００ 自己診断エラーフラグ 
エラーフラグ自己診断エラー発生時、ＯＮします。 
→自己診断の結果はＤＴ９０００（Ｔ３２では、 
ＤＴ９００００）に格納されます。 

― 

Ｒ９００１ 未使用  ― 

Ｒ９００２ 未使用  ― 

Ｒ９００３ 未使用  ― 

Ｒ９００４ Ｉ／Ｏ照合異常フラグ 

Ｉ／Ｏ照合異常が検出されたとき、ＯＮします。 
→照合異常となったＩ／Ｏの位置Ｎｏ．が特殊データ
レジスタＤＴ９０１０（Ｔ３２では、ＤＴ９００１０）に格納さ
れます。 

― 

Ｒ９００５ ＜ＦＰ０未使用＞  ― 

Ｒ９００６ ＜ＦＰ０未使用＞  ― 

Ｒ９００７ 演算エラーフラグ（保持型） 
（ＥＲフラグ） 

運転を開始した後、演算エラーが発生するとＯＮし、
運転している間保持されます。 
→エラーが発生したアドレスがＤＴ９０１７（Ｔ３２では、
ＤＴ９００１７）に格納されます。（最初に発生した演算
エラーを示します。） 

― 

Ｒ９００８ 演算エラーフラグ（最新型） 
（ＥＲフラグ） 

演算エラーが発生する度にＯＮします。 
→ＤＴ９０１８（Ｔ３２では、ＤＴ９００１８）には、演算エラ
ーが発生したアドレスが格納されます。新たにエラー
が発生するたびに内容は更新されます。 

― 

Ｒ９００９ キャリーフラグ（ＣＹフラグ） 
演算の結果オーバーフローやアンダーフローが発生
したときやシフト系命令を実行した結果、セットされま
す。 

― 

Ｒ９００Ａ ＞フラグ 比較命令（Ｆ６０～Ｆ６３）を実行し、比較結果が大であ
れば、ＯＮします。 ― 

Ｒ９００Ｂ ＝フラグ 
比較命令（Ｆ６０～Ｆ６３）を実行し、比較結果が等しい
とき、ＯＮします。 
演算命令を実行し、比較結果が０のとき、ＯＮします。 

― 

Ｒ９００Ｃ ＜フラグ 比較命令（Ｆ６０～Ｆ６３）を実行し、比較結果が小であ
れば、ＯＮします。 ― 

Ｒ９００Ｄ 補助タイマ接点 
補助タイマ命令（Ｆ１３７／Ｆ１８３）を実行し、設定した
時間が経過したときＯＮします。実行条件がＯＦＦに
なるとＯＦＦします。 

― 

Ｒ９００Ｅ ツール通信異常フラグ プログラミングツールとの通信に異常が発生した時に
ＯＮになります。 ― 

Ｒ９００Ｆ コンスタントスキャン異常フラグ
コンスタントスキャン実行時、スキャンタイムが設定時
間（システムレジスタＮｏ．３４）を超えると、ＯＮします。 ― 

 
 



12-13 

ＷＲ９０１（ワード単位指定） ＦＰ０ 
リレー番号 名称 内容 備考 
Ｒ９０１０ 常時ＯＮリレー 常時ＯＮしています。 ― 

Ｒ９０１１ 常時ＯＦＦリレー 常時ＯＦＦしています。 ― 

Ｒ９０１２ スキャンパルスリレー １スキャン毎にＯＮ／ＯＦＦを繰り返します。 ― 

Ｒ９０１３ イニシャルパルスリレー（ＯＮ） 運転（ＲＵＮ）開始後の最初の１スキャンのみＯＮし、２
スキャン目以降はＯＦＦになります。 ― 

Ｒ９０１４ イニシャルパルスリレー（ＯＦＦ）
運転（ＲＵＮ）開始後の最初の１スキャンのみＯＦＦし、
２スキャン目以降はＯＮになります。 ― 

Ｒ９０１５ ステップラダー 
イニシャルパルスリレー（ＯＮ） 

ステップラダー制御時、１つの工程の起動後の第１ス
キャンのみＯＮします。 ― 

Ｒ９０１６ 未使用  ― 

Ｒ９０１７ 未使用  ― 

Ｒ９０１８ ０．０１秒クロックパルスリレー ０．０１秒周期のクロックパルスです。

 

  
― 

Ｒ９０１９ ０．０２秒クロックパルスリレー ０．０２秒周期のクロックパルスです。

 

  
― 

Ｒ９０１Ａ ０．１秒クロックパルスリレー ０．１秒周期のクロックパルスです。 

 

  
― 

Ｒ９０１Ｂ ０．２秒クロックパルスリレー ０．２秒周期のクロックパルスです。 

 

  
― 

Ｒ９０１Ｃ １秒クロックパルスリレー １秒周期のクロックパルスです。 

 

  
― 

Ｒ９０１Ｄ ２秒クロックパルスリレー ２秒周期のクロックパルスです。 

 

  
― 

Ｒ９０１Ｅ １分クロックパルスリレー １分周期のクロックパルスです。 

 

  
― 

Ｒ９０１Ｆ 未使用  ― 
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ＷＲ９０２（ワード単位指定） ＦＰ０ 
リレー番号 名称 内容 備考 

Ｒ９０２０ ＲＵＮモードフラグ ＰＲＯＧ．モードにすると、ＯＦＦします。 
ＲＵＮモードにすると、ＯＮします。 ― 

Ｒ９０２１ 未使用  ― 
Ｒ９０２２ 未使用  ― 
Ｒ９０２３ 未使用  ― 
Ｒ９０２４ 未使用  ― 
Ｒ９０２５ 未使用  ― 
Ｒ９０２６
（注） メッセージ有りフラグ ＭＳＧ命令（Ｆ１４９）を実行すると、ＯＮします。 ― 

Ｒ９０２７
（注） リモートフラグ  ― 

Ｒ９０２８ 未使用  ― 
Ｒ９０２９
（注） 強制中フラグ 入出力リレー、タイマ／カウンタ接点等を強制ＯＮ／

ＯＦＦしているときに、ＯＮします。 ― 

Ｒ９０２Ａ
（注） 割り込み中フラグ 外部割り込みが許可されているときに、ＯＮします。 ― 

Ｒ９０２Ｂ
（注） 割り込み異常フラグ 割り込み異常が発生しているときに、ＯＮします。 ― 

Ｒ９０２Ｃ 未使用  ― 
Ｒ９０２Ｄ 未使用  ― 
Ｒ９０２Ｅ 未使用  ― 
Ｒ９０２Ｆ 未使用  ― 

注）システムにて使用しています。 
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ＷＲ９０３（ワード単位指定） ＦＰ０ 
リレー番号 名称 内容 備考 

Ｒ９０３０ 未使用  ― 

Ｒ９０３１ 未使用  ― 

Ｒ９０３２ ＲＳ２３２Ｃポート選択フラグ 「汎用ポート」選択時（Ｋ２）にＯＮになります。 ― 

Ｒ９０３３ プリント命令実行中フラグ ＯＦＦ：実行していません 
ＯＮ：実行中 ― 

Ｒ９０３４ ＲＵＮ中書き換え完了フラグ ＲＵＮ中書き換えが完了した最初の１スキャンのみＯ
Ｎする特殊内部リレーです。 

Ｖｅｒ．２．０
以降対応

Ｒ９０３５ Ｓ－ＬＩＮＫ Ｉ／Ｏ交信異常フラ
グ 

Ｓ－ＬＩＮＫシステムにおいて、Ｓ－ＬＩＮＫエラー（ＥＲ
Ｒ１、３、４）のいずれかが発生した場合にＯＮします。 ― 

Ｒ９０３６ Ｓ－ＬＩＮＫ通信ステータスフラ
グ 

Ｓ－ＬＩＮＫ入力／出力ユニットとの通信中にＯＮしま
す。 ― 

Ｒ９０３７ ＲＳ２３２Ｃ伝送エラーフラグ 伝送エラー時にＯＮになります。 ― 

Ｒ９０３８ ＲＳ２３２Ｃ受信完了フラグ 終端コード受信時にＯＮになります。 ― 

Ｒ９０３９ ＲＳ２３２Ｃ送信完了フラグ 送信完了時にＯＮ、送信要求時にＯＦＦになります。 ― 

Ｒ９０３Ａ 高速カウンタ 
制御中フラグ ｃｈ０用 高速カウンタ命令Ｆ１６６、Ｆ１６７、パルス出力命令Ｆ１

６８～Ｆ１７０の実行中にＯＮになります。 ― 

Ｒ９０３Ｂ 高速カウンタ 
制御中フラグ ｃｈ１用 高速カウンタ命令Ｆ１６６、Ｆ１６７、パルス出力命令Ｆ１

６８～Ｆ１７０の実行中にＯＮになります。 ― 

Ｒ９０３Ｃ 高速カウンタ 
制御中フラグ ｃｈ２用 高速カウンタ命令Ｆ１６６、Ｆ１６７、パルス出力命令Ｆ１

６８～Ｆ１７０の実行中にＯＮになります。 ― 

Ｒ９０３Ｄ 高速カウンタ 
制御中フラグ ｃｈ３用 高速カウンタ命令Ｆ１６６、Ｆ１６７、パルス出力命令Ｆ１

６８～Ｆ１７０の実行中にＯＮになります。 ― 

Ｒ９０３Ｅ 未使用  ― 

Ｒ９０３Ｆ 未使用  ― 
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12.1.3 特殊データレジスタ一覧（ＦＰ０） 
特殊データレジスタは、特定の内容が格納される１ワード（１６ビット）のメモリエリアです。 
「内容」で書き込み可と説明しているレジスタをのぞいて、データを書き込むことはできません。 
表中のＣ１０、Ｃ１４、Ｃ１６、Ｃ３２、Ｔ３２、ＳＬ１は、それぞれＦＰ０の１０点、１４点、１６点、３２点（５ｋステップタイプ）、３２
点（１０ｋステップタイプ）、Ｓ－ＬＩＮＫタイプのコントロールユニットを示します。 

レジスタ番号 
Ｃ１０、Ｃ１４、

Ｃ１６、Ｃ３２、

ＳＬ１ 
Ｔ３２ 名称 内容 備考

ＤＴ９０００ ＤＴ９００００ 自己診断エラーコード 自己診断エラー発生時にエラーコードを格納しま
す。１０進数表示でモニタしてください。 ― 

ＤＴ９０１０ ＤＴ９００１０ Ｉ／Ｏ照合異常ユニット Ｉ／Ｏ照合異常時に異常となったＩ／Ｏの位置がビ
ット０～３に格納されます。 ― 

ＤＴ９０１４ ＤＴ９００１４ 演算用補助レジスタ 
データシフト命令ＢＳＲ（Ｆ１０５）またはＢＳＬ（Ｆ１０
６）を実行した結果、押し出された１デジットデータ
が、ビット０～ビット３に格納されます。 

― 

ＤＴ９０１５ ＤＴ９００１５ ― 

ＤＴ９０１６ ＤＴ９００１６ 
演算用補助レジスタ 

１６ビット除算命令（Ｆ３２、Ｆ５２）実行時、ＤＴ９０１５
またはＤＴ９００１５に余り１６ビットが格納されます。
３２ビット除算命令（Ｆ３３、Ｆ５３）実行時、ＤＴ９０１５
～ＤＴ９０１６またはＤＴ９００１５～ＤＴ９００１６に余り
３２ビットが格納されます。 

― 

ＤＴ９０１７ ＤＴ９００１７ 演算エラー発生アドレス
（保持型） 

運転開始後、最初に演算エラーが発生したアドレ
スが格納されます。１０進数表示でモニタしてくださ
い。 

― 

ＤＴ９０１８ ＤＴ９００１８ 演算エラー発生アドレス
（最新型） 

演算エラーが発生したアドレスが格納されます。エ
ラーが発生する度に更新されます。スキャン先頭
では、０になります。１０進数表示でモニタしてくだ
さい。 

― 

ＤＴ９０１９ ＤＴ９００１９ ２．５ｍｓ ＲＩＮＧカウンタ

格納値が、２．５ｍｓ毎に＋１されます。 
（Ｈ０～ＨＦＦＦＦ） 
２点の値の差（絶対値）×２．５ｍｓ＝２点間の経過
時間 

― 

ＤＴ９０２０ ― 
Ｓ－ＬＩＮＫ 
ステータスフラグ 
異常フラグ 

 

   
（注意） 
・ＥＲＲ１及びＥＲＲ３は、Ｓ－ＬＩＮＫ側電源の 
 遮断時にも発生しますが、電源投入後に解除 
 されます。 
・ＥＲＲ４は保持されます。解除するには、Ｓ－ＬＩ 
 ＮＫシステム内の断線等を復旧した後に、 
 ＦＰ０電源を再投入するか、ＳＥＴスイッチを 
 押して再設定するか、Ｓ－ＬＩＮＫユニット側 
 電源を再投入します。 

ＳＬ１
のみ
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ＦＰ０ 
レジスタ番号 

Ｃ１０、Ｃ１４、

Ｃ１６、Ｃ３２、

ＳＬ１ 
Ｔ３２ 名称 内容 備考

ＤＴ９０２１ ― 
Ｓ－ＬＩＮＫ 
接続ユニット台数 
異常アドレス 

（正常時）  

   
（注意） 
ＳＥＴスイッチを押した際に、Ｓ－ＬＩＮＫシステムに
接続されている入出力ユニット数をセットします。 
（複数のユニットに同じアドレスが設定されている
場合は、１ユニットとして計数します。） 
ただし、ＥＲＲ４が発生している場合は無効となりま
す。 
（ＥＲＲ４発生時）  

   

ＳＬ１
のみ

ＤＴ９０２２ ＤＴ９００２２ スキャンタイム（現在値）
（注２） 

スキャンタイムの現在値が格納されます。 
[格納値（１０進数）]×０．１ｍｓ 
（例）Ｋ５０の時は、５ｍｓ以内を示します。 

― 

ＤＴ９０２３ ＤＴ９００２３ スキャンタイム（最小値）
（注２） 

スキャンタイムの最小値が格納されます。 
[格納値（１０進数）]×０．１ｍｓ 
（例）Ｋ５０の時は、５ｍｓ以内を示します。 

― 

ＤＴ９０２４ ＤＴ９００２４ スキャンタイム（最大値）
（注２） 

スキャンタイムの最大値が格納されます。 
[格納値（１０進数）]×０．１ｍｓ 
（例）Ｋ１２５の時は、１２．５ｍｓ以内を示します。 

― 

ＤＴ９０２５
（注１） 

ＤＴ９００２５
（注１） 

割り込みの許可状態 
（ＩＮＴ０～５） 

ＩＣＴＬ命令によって設定した内容が格納されま
す。ＢＩＮ表示でモニタしてください。  

   

― 

ＤＴ９０２６ ＤＴ９００２６ 未使用  ― 

ＤＴ９０２７
（注１） 

ＤＴ９００２７
（注１） 

定時割り込みの割り込
み間隔（ＩＮＴ２４） 

ＩＣＴＬ命令によって設定した内容が格納されま
す。 
Ｋ０：定時割り込みを使用しません。 
Ｋ１～Ｋ３０００：１０ｍｓ～３０ｓ（１０ｍｓ単位設定時） 

― 

注１）システムにて使用しています。 
注２）スキャンタイム表示は、ＲＵＮモード時のみ、演算サイクル時間を表します。ＰＲＯＧ．モード時は演算のスキャン 
   時間を表しません。最大値、最小値は、ＲＵＮモードとＰＲＯＧ．モードの切り替え時に一旦クリアされます。 
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ＦＰ０ 
レジスタ番号 

Ｃ１０、Ｃ１４、

Ｃ１６、Ｃ３２、

ＳＬ１ 
Ｔ３２ 名称 内容 備考

ＤＴ９０２８ ＤＴ９００２８ 未使用  ― 

ＤＴ９０２９ ＤＴ９００２９ 未使用  ― 
ＤＴ９０３０
（注） 

ＤＴ９００３０
（注） ― 

ＤＴ９０３１
（注） 

ＤＴ９００３１
（注） ― 

ＤＴ９０３２
（注） 

ＤＴ９００３２
（注） ― 

ＤＴ９０３３
（注） 

ＤＴ９００３３
（注） ― 

ＤＴ９０３４
（注） 

ＤＴ９００３４
（注） ― 

ＤＴ９０３５
（注） 

ＤＴ９００３５
（注） 

Ｆ１４９ ＭＳＧ命令によ
るキャラクタ格納 

ＭＳＧ命令（Ｆ１４９）にて設定した内容を格納しま
す。 

― 

ＤＴ９０３６ ＤＴ９００３６ 未使用  ― 

ＤＴ９０３７ ＤＴ９００３７ サーチ命令用 
ワーク１ 

ＳＲＣ命令（Ｆ９６）実行時にサーチデータと一致し
た個数が格納されます。 ― 

ＤＴ９０３８ ＤＴ９００３８ サーチ命令用 
ワーク２ 

ＳＲＣ命令（Ｆ９６）実行時に最初に一致した相対位
置が格納されます。 ― 

ＤＴ９０３９ ＤＴ９００３９ 未使用 ― 

ＤＴ９０４０ ＤＴ９００４０ 未使用 ― 

ＤＴ９０４１ ＤＴ９００４１ 未使用 ― 

ＤＴ９０４２ ＤＴ９００４２ 未使用 ― 

ＤＴ９０４３ ＤＴ９００４３ 未使用 

 

― 

ＤＴ９０４４ ＤＴ９００４４ ― 

ＤＴ９０４５ ＤＴ９００４５ 

高速カウンタ
経過値 注２） ｃｈ０用

高速カウンタの経過値（２４ビットデータ）が格納さ
れます。ＥＤ命令実行のたびに高速カウンタの経
過値が特殊レジスタＤＴ９０４４、ＤＴ９０４５またはＤ
Ｔ９００４４、ＤＴ９００４５に自動的に転送されます。
ＤＭＶ命令（Ｆ１）を実行して、値を書き込むことが
できます。 

― 

ＤＴ９０４６ ＤＴ９００４６ ― 

ＤＴ９０４７ ＤＴ９００４７ 

高速カウンタ
目標値 注２） ｃｈ０用

高速カウンタ命令で設定する高速カウンタの目標
値（２４ビットデータ）が格納されます。 
高速カウンタ関連命令Ｆ１６６～Ｆ１７０実行時に各
命令で設定した目標値がプリセットされます。読み
出しのみ可能で書き込みはできません。 

― 

ＤＴ９０４８ ＤＴ９００４８ ― 

ＤＴ９０４９ ＤＴ９００４９ 

高速カウンタ
経過値 注２） ｃｈ１用

高速カウンタの経過値（２４ビットデータ）が格納さ
れます。ＥＤ命令実行のたびに高速カウンタの経
過値が特殊レジスタＤＴ９０４８、ＤＴ９０４９またはＤ
Ｔ９００４８、ＤＴ９００４９に自動的に転送されます。
ＤＭＶ命令（Ｆ１）を実行して、値を書き込むことが
できます。 

― 

注１）システムにて使用しています。 
注２）ＦＰ０ＲのＦＰ０互換モードでは３２ビットデータになります。 
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ＦＰ０ 
レジスタ番号 

Ｃ１０、Ｃ１４、

Ｃ１６、Ｃ３２、

ＳＬ１ 
Ｔ３２ 名称 内容 備考

ＤＴ９０５０ ＤＴ９００５０ ― 

ＤＴ９０５１ ＤＴ９００５１ 

高速カウンタ
目標値 注１） ｃｈ１用

高速カウンタ命令で設定する高速カウンタの目標
値（２４ビットデータ）が格納されます。 
高速カウンタ関連命令Ｆ１６６～Ｆ１７０実行時に各
命令で設定した目標値がプリセットされます。読み
出しのみ可能で書き込みはできません。 

― 

ＤＴ９０５２ ＤＴ９００５２ 高速カウンタ 
制御フラグ 

ＭＶ命令（Ｆ０）で値を書き込むことにより、高速カウ
ンタのリセット、カウント禁止、高速カウンタ命令（Ｆ
１６８）の中止およびクリアが行えます。 
・制御コードの指定  

   
＜例＞ 
・ソフトリセットを行う  Ｈ１（０００１） 
・カウントを禁止する  Ｈ２（００１０） 
・パルス出力を停止する（命令のクリア）  
 Ｈ８（１０００） 
・ソフトリセットを行い、 
 パルス出力を停止する  Ｈ９（１００１） 
・ＤＴ９０５２またはＤＴ９００５２の１６ビットは下記の 
 とおり、４ビットずつ高速カウンタｃｈ０～ｃｈ３に 
 割り当てられています。  

   
ハードリセット禁止はリセット入力（Ｘ２、Ｘ５）を使用
している場合のみ有効です。それ以外は無処理に
なります。 
パルス出力使用時、ハードリセット入力は原点近傍
入力に相当します。 

― 

― ＤＴ９００５３ 
リアルタイムクロック 
(カレンダタイマ）モニタ 
（時・分） 

リアルタイムクロック(カレンダタイマ）の時・分デー
タが格納されます。読み出しのみ可能で、書き込
みはできません。  

    

― 

注１）ＦＰ０ＲのＦＰ０互換モードでは３２ビットデータになります。 
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ＦＰ０ 
レジスタ番号 

Ｃ１０、Ｃ１４、

Ｃ１６、Ｃ３２、

ＳＬ１ 
Ｔ３２ 名称 内容 備考

― ＤＴ９００５４ 
リアルタイムクロック 
(カレンダタイマ） 
（分・秒） 

― ＤＴ９００５５ 
リアルタイムクロック 
(カレンダタイマ） 
（日・時） 

― ＤＴ９００５６ 
リアルタイムクロック 
(カレンダタイマ） 
（年・月） 

― ＤＴ９００５７ 
リアルタイムクロック 
(カレンダタイマ） 
（曜日） 

リアルタイムクロック(カレンダタイマ）の年・月・日・
時・分・秒・曜日データが格納されます。内蔵リア
ルタイムクロック(カレンダタイマ）は、２０９９年まで
対応、うるう年にも対応しています。 
プログラミングツールまたは転送命令（Ｆ０）を使用
したプログラムで値を書き込むことにより、リアルタ
イムクロック(カレンダタイマ）の設定（時刻合わせ）
ができます。  

  
ＦＰＷＩＮ ＧＲでは曜日データを自動設定していま
せんので、何曜日を００にするかを決め、００～０６
の値を設定します。  

― 

ＤＴ９０５８ ＤＴ９００５８ 

リアルタイムクロック 
(カレンダタイマ）時間設
定および３０秒補正レジ
スタ 

内蔵リアルタイムクロック(カレンダタイマ）の時刻合
わせに使用します。 
●プログラムで時刻合わせをする 
ＤＴ９００５８の最上位ビットを１にすると、Ｆ０命令で
ＤＴ９００５４～ＤＴ９００５７に書き込んだ時刻になり
ます。時刻合わせを実行した後、ＤＴ９００５８は０に
クリアされます。（Ｆ０命令以外では実行できませ
ん。） 
＜例＞Ｘ０：ＯＮで５日１２時０分０秒に合わせる  

   
注）ツールソフトまたはＦＰプログラマⅡのデータモ
ニタ機能を使ってＤＴ９００５４～ＤＴ９００５７の値を
書き換えた場合は、書き込んだ時点で時刻合わせ
が実行されますので、ＤＴ９００５８への書き込みは
不要です。 
 
●３０秒以内のずれを補正する 
ＤＴ９００５８の最下位ビットを１にすると、繰り上げま
たは繰り下げを行い、０秒ちょうどになります。補正
を実行した後、ＤＴ９００５８は０にクリアされます。 
＜例＞Ｘ０：ＯＮで０秒に補正する  

   
実行時点で０秒～２９秒のときは繰り下げ、３０秒～
５９秒のときは繰り上げされます。 
上記例では、 
  ５分２９秒であれば、５分０秒になります。 
  ５分３５秒であれば、６分０秒になります。 

― 
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ＦＰ０ 
レジスタ番号 

Ｃ１０、Ｃ１４、

Ｃ１６、Ｃ３２、

ＳＬ１ 
Ｔ３２ 名称 内容 備考

ＤＴ９０５９ ＤＴ９００５９ シリアル通信 
異常コード 

 

  
＜ツールポート＞ 
  ｂｉｔ０＝１：オーバーランエラー 
  ｂｉｔ１＝１：フレーミングエラー 
  ｂｉｔ２＝１：パリティエラー 
＜ＲＳ２３２Ｃポート＞ 
  ｂｉｔ８＝１：オーバーランエラー 
  ｂｉｔ９＝１：フレーミングエラー 
  ｂｉｔ１０＝１：パリティエラー 

― 

ＤＴ９０６０ ＤＴ９００６０ ステップラダー工程 
（０～１５） ― 

ＤＴ９０６１ ＤＴ９００６１ ステップラダー工程 
（１６～３１） ― 

ＤＴ９０６２ ＤＴ９００６２ ステップラダー工程 
（３２～４７） ― 

ＤＴ９０６３ ＤＴ９００６３ ステップラダー工程 
（４８～６３） ― 

ＤＴ９０６４ ＤＴ９００６４ ステップラダー工程 
（６４～７９） ― 

ＤＴ９０６５ ＤＴ９００６５ ステップラダー工程 
（８０～９５） ― 

ＤＴ９０６６ ＤＴ９００６６ ステップラダー工程 
（９６～１１１） ― 

ＤＴ９０６７ ＤＴ９００６７ ステップラダー工程 
（１１２～１２７） 

ステップラダー工程の起動状態を示します。工程
が起動すると、その工程Ｎｏ．に対応するビットが 
ＯＮします。 
ＢＩＮ表示でモニタしてください。  

  
 
プログラミングツールを使用してデータを書き込む
ことができます。 

― 

ＤＴ９１０４ ＤＴ９０１０４ ― 

ＤＴ９１０５ ＤＴ９０１０５ 

高速カウンタ 
経過値 注１） 

高速カウンタの経過値（２４ビットデータ）が格納さ
れます。ＥＤ命令実行のたびに高速カウンタの経
過値が特殊レジスタＤＴ９１０４、ＤＴ９１０５または 
ＤＴ９０１０４、ＤＴ９０１０５に自動的に転送されま
す。ＤＭＶ命令（Ｆ１）を実行して、値を書き込むこ
とができます。 

― 

ＤＴ９１０６ ＤＴ９０１０６ ― 

ＤＴ９１０７ ＤＴ９０１０７ 

高速カウンタ 
目標値 注１） 

ｃｈ２用
高速カウンタ命令で設定する高速カウンタの目標
値（２４ビットデータ）が格納されます。 
高速カウンタ関連命令Ｆ１６６～Ｆ１７０実行時に各
命令で設定した目標値がプリセットされます。読み
出しのみ可能で書き込みはできません。 ― 

ＤＴ９１０８ ＤＴ９０１０８ ― 

ＤＴ９１０９ ＤＴ９０１０９ 

高速カウンタ 
経過値 注１） 

高速カウンタの経過値（２４ビットデータ）が格納さ
れます。ＥＤ命令実行のたびに高速カウンタの経
過値が特殊レジスタＤＴ９１０８、ＤＴ９１０９または 
ＤＴ９０１０８、ＤＴ９０１０９に自動的に転送されま
す。 
ＤＭＶ命令（Ｆ１）を実行して、値を書き込むことが
できます。 

― 

ＤＴ９１１０ ＤＴ９０１１０ ― 

ＤＴ９１１１ ＤＴ９０１１１ 

高速カウンタ 
目標値 注１） 

ｃｈ３用

高速カウンタ命令で設定する高速カウンタの目標
値（２４ビットデータ）が格納されます。 
高速カウンタ関連命令Ｆ１６６～Ｆ１７０実行時に各
命令で設定した目標値がプリセットされます。読み
出しのみ可能で書き込みはできません。 ― 

注１）ＦＰ０ＲのＦＰ０互換モードでは３２ビットデータになります。 
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12.2 基本命令語一覧 
○：使用可 △：一部使用不可 ×：使用不可 

対応機種 

名称 ニモニック シンボル 機能概要 

ス
テ
ッ
プ
数 

FP
-e

 

FP
0 

FP
0R

 

FP
Σ 

FP
-X

 

FP
2 

FP
2S

H
/F

P1
0S

H
 

シーケンス基本命令 

スタート ＳＴ 
 

常開接点で論理演算を開始。 １ 

（２） 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

スタートノット ＳＴ／ 
 

常閉接点で論理演算を開始。 １ 

（２） 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

アウト ＯＴ 
 

演算結果を出力。 １ 

（２） 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ノット ／  直前までの演算結果を反転。 １ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

アンド ＡＮ  常開接点を直列接続。 １ 

（２） 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

アンドノット ＡＮ／  常閉接点を直列接続。 １ 

（２） 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

オア ＯＲ 
 

常開接点を並列接続。 １ 

（２） 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

オアノット ＯＲ／ 
 

常閉接点を並列接続。 １ 

（２） 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

立ち上がり検出 
スタート ＳＴ↑ 

 
信号の立ち上がりを検出した１スキャンのみＯ

Ｎする接点で論理演算を開始。 ２ × × ○ △
注２）

△
注２） ○ ○

立ち下がり検出 
スタート ＳＴ↓ 

 
信号の立ち下がりを検出した１スキャンのみＯ

Ｎする接点で論理演算を開始。 ２ × × ○ △
注２）

△
注２） ○ ○

立ち上がり検出 
アンド ＡＮ↑  

信号の立ち上がりを検出した１スキャンのみＯ

Ｎする接点を直列接続。 ２ × × ○ △
注２）

△
注２） ○ ○

立ち下がり検出

アンド ＡＮ↓  
信号の立ち下がりを検出した１スキャンのみＯ

Ｎする接点を直列接続。 ２ × × ○ △
注２）

△
注２） ○ ○

立ち上がり検出

オア ＯＲ↑ 
 

信号の立ち上がりを検出した１スキャンのみＯ

Ｎする接点を並列接続。 ２ × × ○ △
注２）

△
注２） ○ ○

立ち下がり検出

オア ＯＲ↓ 
 

信号の立ち下がりを検出した１スキャンのみＯ

Ｎする接点を並列接続。 ２ × × ○ △
注２）

△
注２） ○ ○

立ち上がり検出

アウト ＯＴ↑ 
 

信号の立ち上がりを検出した１スキャンのみ出

力（パルスリレー用）。 ２ × × × × × ○ ○

立ち下がり検出

アウト ＯＴ↓ 
 

信号の立ち下がりを検出した１スキャンのみ出

力（パルスリレー用）。 ２ × × × × × ○ ○

オルタネートア

ウト ＡＬＴ 
 

信号の立ち上がりを検出する度にＯＮ／ＯＦＦ

が反転する出力。 ３ × × ○ ○ ○ ○ ○

アンドスタック ＡＮＳ 
 

複数のブロックを直列接続。 １ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

オアスタック ＯＲＳ 
 

複数のブロックを並列接続。 １ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

注１）指定できるデバイスの種類は、機種により異なります。 
注２）ＦＰ－ＸはＶｅｒ２．０以降、ＦＰΣはＶｅｒ３．１０以降のみ使用できます。 
注３）ＦＰ２／ＦＰ２ＳＨ／ＦＰ１０ＳＨでは、Ｘ１２８０、Ｙ１２８０、Ｒ１１２０（特殊内部リレーを含む）、Ｌ１２８０、Ｔ２５６、Ｃ２５６、またはＳＴ、ＳＴ／、ＯＴ、Ａ

Ｎ、ＡＮ／、ＯＲ、ＯＲ／命令以上の命令を使用する場合のステップ数は（  ）内の値になります。また、ＦＰ２／ＦＰ２ＳＨ／ＦＰ１０ＳＨでは、リレ

ー番号がインデックス修飾時のステップ数は（  ）内の値になります。 
ＦＰΣ／ＦＰ－Ｘでは、ステップ数は使用するリレー番号により変わります。 



12-23 

○：使用可 △：一部使用不可 ×：使用不可 
対応機種 

名称 ニモニック シンボル 機能概要 

ス
テ
ッ
プ
数 

FP
-e

 

FP
0 

FP
0R

 

FP
Σ 

FP
-X

 

FP
2 

FP
2S

H
/F

P1
0S

H
 

プッシュ 
スタック 

ＰＳＨＳ 直前までの演算結果を記憶 注２） １ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

リードスタック ＲＤＳ ＰＳＨＳで記憶した演算結果を読み出す。 注２） １ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ボップスタック ＰＯＰＳ  ＰＳＨＳで記憶した演算結果を読み出し、読み

出してから、記憶をクリアします。 １ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

立ち上がり微分 ＤＦ  
信号の立ち上がりを検出した１スキャンのみ接

点をＯＮ。 
１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

立ち下がり微分 ＤＦ／  
信号の立ち下がりを検出した１スキャンのみ接

点をＯＮ。 
１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

立ち上がり微分

（イニシャル 
実行型） 

ＤＦＩ  
信号の立ち上がりを検出した１スキャンのみ接

点をＯＮ。第１スキャンでの立ち上がり検出が

可能。 
１ × × ○ ○ ○ ○ ○

セット ＳＥＴ 
 

出力をＯＮにして、その状態を保持。 ３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

リセット ＲＳＴ 
 

出力をＯＦＦにして、その状態を保持。 ３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

キープ ＫＰ 
 

セットで出力し、リセットするまで保持。 
１ 

（２） 
注５） 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ノップ ＮＯＰ  無処理。 １ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

基本機能命令 

ＴＭＬ 設定値ｎ×０．００１秒後、タイマ接点ａをＯＮ。 
３ 

（４） 
注６） 

○ ○ ○ 
○
注３）

○
注３）

○
○
注３）

ＴＭＲ 設定値ｎ×０．０１秒後、タイマ接点ａをＯＮ。 
３ 

（４） 
注６） 

○ ○ ○ 
○
注３）

○
注３）

○
○
注３）

ＴＭＸ 設定値ｎ×０．１秒後、タイマ接点ａをＯＮ。 
３ 

（４） 
注６） 

○ ○ ○ 
○
注３）

○
注３）

○
○
注３）

オンディレー 
タイマー 

ＴＭＹ 

 

設定値ｎ×１秒後、タイマ接点ａをＯＮ。 
４ 

（５） 
注６） 

○ ○ ○ 
○
注３）

○
注３）

○
○
注３）

補助タイマ 
（１６ビット） 

Ｆ１３７  
設定値×０．０１秒後、指定の出力およびＲ９０

０ＤをＯＮ。 
５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

補助タイマ 
（３２ビット） Ｆ１８３  

設定値×０．０１秒後、指定の出力およびＲ９０

０ＤをＯＮ。 ７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

時定数処理 Ｆ１８２  指定入力のフィルタ処理をします。 ９ × × ○ 
△
注４）

△
注４）

× ×

カウンタ ＣＴ 
 

プリセットした設定値ｎから減算カウント。 
３ 

（４） 
注６） 

○ ○ ○ 
○
注３）

○
注３）

○
○
注３）

注１） 指定できるデバイスの種類は、機種により異なります。 
注２） ＰＳＨＳおよびＲＤＳ命令は、使用できる回数が機種により異なります。 
注３） ＦＰ２ＳＨ、ＦＰ１０ＳＨとＦＰ－Ｘ Ｖｅｒ２．０以降は、タイマ命令またはカウンタ命令の設定値に任意デバイスを設定できます。 
注４） ＦＰ－Ｘ Ｖｅｒ２．０以降のみ使用できます。 
注５）ＦＰ２／ＦＰ２ＳＨ／ＦＰ１０ＳＨでは、Ｙ１２８０、Ｒ１１２０（特殊内部リレーを含む）、Ｌ１２８０、またはＫＰ命令以上の命令を使用する場合のステッ

プ数は（  ）内の値になります。また、ＦＰ２／ＦＰ２ＳＨ／ＦＰ１０ＳＨでは、リレー番号がインデックス修飾時のステップ数は（  ）内の値になりま

す。 
注６）ＦＰ２／ＦＰ２ＳＨ／ＦＰ１０ＳＨでは、タイマー２５６以上またはカウンタ２５５以下を使用する場合のステップ数は（  ）内の値になります。また、Ｆ

Ｐ２／ＦＰ２ＳＨ／ＦＰ１０ＳＨでは、タイマー番号またはカウンタ番号がインデックス修飾時のステップ数は（  ）内の値になります。 
ＦＰΣ／ＦＰ－Ｘでは、ステップ数は指定するタイマ番号またはカウンタ番号により変わります。 



12-24 

○：使用可 △：一部使用不可 ×：使用不可 
対応機種 

名称 ニモニック シンボル 機能概要 

ス
テ
ッ
プ
数 

FP
-e

 

FP
0 

FP
0R

 

FP
Σ 

FP
-X

 

FP
2 

FP
2S

H
/F

P1
0S

H
 

アップダウン 
カウンタ Ｆ１１８ 

 

アップダウン入力に応じて、プリセットした設定

値Ｓから加算または減算カウント。 ５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

シフトレジスタ ＳＲ 

 

ＷＲｎを左に１ビットシフト。 
１ 

（２） 
注１） 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

左右シフト 
レジスタ Ｆ１１９ 

 

指定エリアＤ１～Ｄ２を左または右に１ビットシフ

ト。 ５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

制御命令 

マスタコントロー

ルリレー ＭＣ マスタコントロールするプログラムの開始。 ２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

マスタコントロー

ルリレーエンド ＭＣＥ  マスタコントロールするプログラムの終了。 ２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ジャンプラベル 

ＪＰ 

 

ＬＢＬ 
 

ジャンプして、ラベル以降からプログラムを続

行。 

２ 

（３） 
注２） 

 

１ 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

間接ジャンプ 
ラベル 

Ｆ１９ 

ＬＢＬ  

ジャンプして、Ｓで指定したラベル以降からプロ

グラムを続行。 

３ 

 

１ 

× × × × × ○ ○

ループラベル 

ＬＯＯＰ 

 

ＬＢＬ 
 

ジャンプして、ラベル以降からプログラムを続行

（ジャンプ回数をＳにて設定）。 

４ 

（５） 
注３） 

 

１ 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ブレークポイント ＢＲＫ  テストラン時の条件付ブレーク（一時停止）。 １ × × × × × ○ ○

注１）ＦＰ２／ＦＰ２ＳＨ／ＦＰ１０ＳＨでは、ＷＲ２４０以上の内部リレーを使用する場合のステップ数は（  ）内の値になります。また、ＦＰ２／ＦＰ２ＳＨ

／ＦＰ１０ＳＨでは、指定した内部リレー番号（ワードアドレス）がインデックス修飾時のステップ数は（  ）内の値になります。 
注２）ＦＰ２／ＦＰ２ＳＨ／ＦＰ１０ＳＨでは、ジャンプ命令の番号ｎがインデックス修飾時のステップ数は（  ）内の値になります。 
注３）ＦＰ２／ＦＰ２ＳＨ／ＦＰ１０ＳＨでは、ループ命令の番号ｎがインデックス修飾時のステップ数は（  ）内の値になります 
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○：使用可 △：一部使用不可 ×：使用不可 
対応機種 

名称 ニモニック シンボル 機能概要 

ス
テ
ッ
プ
数 

FP
-e

 

FP
0 

FP
0R

 

FP
Σ 

FP
-X

 

FP
2 

FP
2S

H
/F

P1
0S

H
 

エンド ＥＤ  
プログラムの演算を終了します。 

主プログラムの終わりを示します。 
１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

条件付きエンド ＣＮＤＥ  
実行条件がＯＮの時にプログラムの演算を終

了します。 １ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

エジェクト ＥＪＥＣＴ  プリントアウト時の改ページを行います。 １ × × ○ ○ ○ ○ ○

ステップラダー命令 

スタートステップ ＳＳＴＰ  工程として制御するプログラムｎの先頭。 ３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ＮＳＴＬ  
指定の工程ｎを起動し、起動中の工程をクリ

ア。（毎スキャン実行型） ３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ネクストステップ 

ＮＳＴＰ  
指定の工程ｎを起動し、起動中の工程をクリ

ア。（微分実行型） ３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

クリアステップ ＣＳＴＰ  起動中の工程ｎをクリア。 ３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ブロッククリア ＳＣＬＲ  起動中の工程ｎ１～ｎ２をクリア。 ５ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

ステップエンド ＳＴＰＥ  ステップラダー領域の終端。 １ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

サブルーチン命令 

サブルーチン 
コール ＣＡＬＬ  

実行条件ＯＮ時：サブルーチンの実行 
実行条件ＯＦＦ時：サブルーチン非実行 
           サブルーチン内での出力は

保持されます 

２ 

（３） 
注１） 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

出力ＯＦＦ型サ

ブルーチンコー

ル 
ＦＣＡＬ  

実行条件ＯＮ時：サブルーチンの実行 
実行条件ＯＦＦ時：サブルーチン非実行 
           但し、サブルーチン内での

出力はクリアされます 

４ 

（５） 
注１） 

× × × × × × ○

サブルーチン 
エントリー ＳＵＢ サブルーチンプログラムｎの先頭。 １ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

サブルーチン 
リターン ＲＥＴ  サブルーチンプログラムの終端。 １ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

割り込み命令 

インタラプト ＩＮＴ 割り込みプログラムｎの先頭。 １ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

割り込み 
リターン ＩＲＥＴ  割り込みプログラムの終端。 １ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

割り込み制御 ＩＣＴＬ  
割り込みの許可／禁止またはクリアを、Ｓ１、Ｓ２

で選択して、実行。 ５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

注１）ＦＰ２／ＦＰ２ＳＨ／ＦＰ１０ＳＨでは、サブルーチンプログラムの番号ｎがインデックス修飾時のステップ数は（  ）内の値になります 
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○：使用可 △：一部使用不可 ×：使用不可 
対応機種 

名称 ニモニック シンボル 機能概要 

ス
テ
ッ
プ
数 

FP
-e

 

FP
0 

FP
0R

 

FP
Σ 

FP
-X

 

FP
2 

FP
2S

H
/F

P1
0S

H
 

特殊設定命令 

通信条件設定 文字定数で指定した内容により、ＣＯＭポート

またはツールポートの通信条件を変更。 × × ○ ○
注１） 

○
注１） × ×

パスワード設定 文字定数で指定した内容により、コントローラ

に設定するパスワードを変更。 × × ○
 ○

注２） 
○
注２） × ×

割り込み設定 文字定数で指定した内容により、割り込み入

力を設定。 × × ○ ○ ○ × ×

ＰＬＣ間リンク 
時間設定 

文字定数で指定した内容により、ＰＬＣ間リンク

時のシステム設定時間を設定。 × × ○
 

○
 

○
 × ×

ＭＥＷＴＯＣＯＬ

－ＣＯＭ応答制

御 

文字定数で指定した内容により、ＣＯＭポート

またはツールポートのＭＥＷＴＯＣＯＬ－ＣＯＭ

による通信条件を変更。 
× × ○ ○ ○ × ×

高速カウンタ 
動作モード変更 

ＳＹＳ１  

文字定数で指定した内容により、高速カウンタ

の動作モードを切替できます。 

１３

× × ○ ○
注３）

○
注３） × ×

システムレジス

タ（Ｎｏ．４０～ 
Ｎｏ．４７）変更 

ＳＹＳ２  
ＰＬＣ間リンク機能のシステムレジスタの設定値

を変更。 ７ × × ○
 

○
 

○
 × ×

注１）ＦＰ－Ｘ Ｖｅｒ２．０以降、ＦＰ∑ Ｖｅｒ３．１０以降は、通信条件に３００、６００、１２００ ｂｐｓを指定できます。 
注２）ＦＰΣ ３２ｋタイプは８桁パスワードを指定できます。 
注３）ＦＰΣ ３２ｋタイプ、ＦＰ－Ｘ Ｖｅｒ１．１０以降で使用できます。 
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○：使用可 △：一部使用不可 ×：使用不可 
対応機種 

名称 ニモニック シンボル 機能概要 

ス
テ
ッ
プ
数 

FP
-e

 

FP
0 

FP
0R

 

FP
Σ 

FP
-X

 

FP
2 

FP
2S

H
/F

P1
0S

H
 

データ比較命令 

ＳＴ＝ 
 

Ｓ１＝Ｓ２のとき導通する接点で論理演算を開

始。 ５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ＳＴ＜＞ 
 

Ｓ１≠Ｓ２のとき導通する接点で論理演算を開

始。 ５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ＳＴ＞ 
 

Ｓ１＞Ｓ２のとき導通する接点で論理演算を開

始。 ５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ＳＴ＞＝ 
 

Ｓ１≧Ｓ２のとき導通する接点で論理演算を開

始。 ５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ＳＴ＜ 
 

Ｓ１＜Ｓ２のとき導通する接点で論理演算を開

始。 ５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１６ビットデータ

比較（スタート） 

ＳＴ＜＝ 
 

Ｓ１≦Ｓ２のとき導通する接点で論理演算を開

始。 ５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ＡＮ＝  Ｓ１＝Ｓ２のとき導通する接点を直列接続。 ５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ＡＮ＜＞  Ｓ１≠Ｓ２のとき導通する接点を直列接続。 ５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ＡＮ＞  Ｓ１＞Ｓ２のとき導通する接点を直列接続。 ５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ＡＮ＞＝  Ｓ１≧Ｓ２のとき導通する接点を直列接続。 ５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ＡＮ＜  Ｓ１＜Ｓ２のとき導通する接点を直列接続。 ５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１６ビットデータ

比較（アンド） 

ＡＮ＜＝  Ｓ１≦Ｓ２のとき導通する接点を直列接続。 ５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ＯＲ＝  Ｓ１＝Ｓ２のとき導通する接点を並列接続。 ５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ＯＲ＜＞  Ｓ１≠Ｓ２のとき導通する接点を並列接続。 ５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ＯＲ＞  Ｓ１＞Ｓ２のとき導通する接点を並列接続。 ５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ＯＲ＞＝  Ｓ１≧Ｓ２のとき導通する接点を並列接続。 ５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ＯＲ＜  Ｓ１＜Ｓ２のとき導通する接点を並列接続。 ５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１６ビットデータ

比較（オア） 

ＯＲ＜＝  Ｓ１≦Ｓ２のとき導通する接点を並列接続。 ５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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○：使用可 △：一部使用不可 ×：使用不可 
対応機種 

名称 ニモニック シンボル 機能概要 

ス
テ
ッ
プ
数 

FP
-e

 

FP
0 

FP
0R

 

FP
Σ 

FP
-X

 

FP
2 

FP
2S

H
/F

P1
0S

H
 

ＳＴＤ＝ 
 

（Ｓ１＋１，Ｓ１）＝（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通す

る接点で論理演算を開始。 ９ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ＳＴＤ＜＞ 
 

（Ｓ１＋１，Ｓ１）≠（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する

接点で論理演算を開始。 ９ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ＳＴＤ＞ 
 

（Ｓ１＋１，Ｓ１）＞（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通す

る接点で論理演算を開始。 ９ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ＳＴＤ＞＝ 
 

（Ｓ１＋１，Ｓ１）≧（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通す

る接点で論理演算を開始。 ９ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ＳＴＤ＜ 
 

（Ｓ１＋１，Ｓ１）＜（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通す

る接点で論理演算を開始。 ９ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

３２ビットデータ

比較（スタート） 

ＳＴＤ＜＝ 
 

（Ｓ１＋１，Ｓ１）≦（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通す

る接点で論理演算を開始。 ９ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ＡＮＤ＝  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）＝（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通す

る接点を直列接続。 ９ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ＡＮＤ＜＞  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）≠（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する

接点を直列接続。 ９ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ＡＮＤ＞  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）＞（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通す

る接点を直列接続。 ９ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ＡＮＤ＞＝  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）≧（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通す

る接点を直列接続。 ９ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ＡＮＤ＜  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）＜（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通す

る接点を直列接続。 ９ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

３２ビットデータ

比較（アンド） 

ＡＮＤ＜＝  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）≦（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通す

る接点を直列接続。 ９ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ＯＲＤ＝  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）＝（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通す

る接点を並列接続。 ９ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ＯＲＤ＜＞  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）≠（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する

接点を並列接続。 ９ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ＯＲＤ＞  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）＞（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通す

る接点を並列接続。 ９ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ＯＲＤ＞＝  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）≧（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通す

る接点を並列接続。 ９ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ＯＲＤ＜  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）＜（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通す

る接点を並列接続。 ９ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

３２ビットデータ

比較（オア） 

ＯＲＤ＜＝  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）≦（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通す

る接点を並列接続。 ９ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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○：使用可 △：一部使用不可 ×：使用不可 
対応機種 

名称 ニモニック シンボル 機能概要 

ス
テ
ッ
プ
数 

FP
-e

 

FP
0 

FP
0R

 

FP
Σ 

FP
-X

 

FP
2 

FP
2S

H
/F

P1
0S

H
 

ＳＴＦ＝ 
 

（Ｓ１＋１，Ｓ１）＝（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する

接点で論理演算を開始。 ９ × × ○ △
注）

△
注） × ×

ＳＴＦ＜＞ 
 

（Ｓ１＋１，Ｓ１）≠（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する接

点で論理演算を開始。 ９ × × ○ △
注）

△
注） × ×

ＳＴＦ＞ 
 

（Ｓ１＋１，Ｓ１）＞（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する

接点で論理演算を開始。 ９ × × ○ △
注）

△
注） × ×

ＳＴＦ＞＝ 
 

（Ｓ１＋１，Ｓ１）≧（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する

接点で論理演算を開始。 ９ × × ○ △
注）

△
注） × ×

ＳＴＦ＜ 
 

（Ｓ１＋１，Ｓ１）＜（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する

接点で論理演算を開始。 ９ × × ○ △
注）

△
注） × ×

浮動小数点形 
実数データ比較

（スタート） 

ＳＴＦ＜＝ 
 

（Ｓ１＋１，Ｓ１）≦（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する

接点で論理演算を開始。 ９ × × ○ △
注）

△
注） × ×

ＡＮＦ＝  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）＝（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する

接点を直列接続。 ９ × × ○ △
注）

△
注） × ×

ＡＮＦ＜＞  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）≠（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する接

点を直列接続。 ９ × × ○ △
注）

△
注） × ×

ＡＮＦ＞  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）＞（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する

接点を直列接続。 ９ × × ○ △
注）

△
注） × ×

ＡＮＦ＞＝  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）≧（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する

接点を直列接続。 ９ × × ○ △
注）

△
注） × ×

ＡＮＦ＜  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）＜（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する

接点を直列接続。 ９ × × ○ △
注）

△
注） × ×

浮動小数点形 
実数データ比較

（アンド） 

ＡＮＦ＜＝  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）≦（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する

接点を直列接続。 ９ × × ○ △
注）

△
注） × ×

ＯＲＦ＝  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）＝（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する

接点を並列接続。 ９ × × ○ △
注）

△
注） × ×

ＯＲＦ＜＞  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）≠（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する接

点を並列接続。 ９ × × ○ △
注）

△
注） × ×

ＯＲＦ＞  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）＞（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する

接点を並列接続。 ９ × × ○ △
注）

△
注） × ×

ＯＲＦ＞＝  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）≧（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する

接点を並列接続。 ９ × × ○ △
注）

△
注） × ×

ＯＲＦ＜  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）＜（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する

接点を並列接続。 ９ × × ○ △
注）

△
注） × ×

浮動小数点形 
実数データ比較

（オア） 

ＯＲＦ＜＝  
（Ｓ１＋１，Ｓ１）≦（Ｓ２＋１，Ｓ２）のとき導通する

接点を並列接続。 ９ × × ○ △
注）

△
注） × ×

注）ＦＰ－ＸはＶ１．１０以降、ＦＰΣは３２ｋタイプで使用できます。 
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12.3 応用命令語一覧 
ニモニック欄に（Ｐ）の記載がある命令は、微分実行型を指定できます。（ＦＰ０、ＦＰ０Ｒ、ＦＰΣ、ＦＰ－Ｘを除く。） 
○：使用可 △：一部使用不可 ×：使用不可 

対応機種 

応
用
命
令
番
号 

名称 ニモニック シンボル 機能概要 

ス
テ
ッ
プ
数 

FP
-e

 

FP
0 

FP
0R

 

FP
Σ 

FP
-X

 

FP
2 

FP
2S

H
/F

P1
0S

H
 

データ転送命令 

０ 
１６ビット 
データ転送 

ＭＶ （Ｐ） Ｓ，Ｄ （Ｓ）→（Ｄ） ５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１ 
３２ビット 
データ転送 

ＤＭＶ （Ｐ） Ｓ，Ｄ （Ｓ＋１、Ｓ）→（Ｄ＋１、Ｄ） ７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

２ 
１６ビット 
データ否定転送 

ＭＶ／ （Ｐ） Ｓ，Ｄ （Ｓ）→（Ｄ） ５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

３ 
３２ビット 
データ否定転送 

ＤＭＶ

／ （Ｐ） Ｓ，Ｄ （Ｓ＋１，Ｓ）→（Ｄ＋１，Ｄ） ７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

４ 
指定スロットの

先頭ワードＮｏ．

読み出し 
ＧＥＴＳ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 

指定されたスロットの先頭ワードＮｏ．を

読み出します。 
５ × × × × ×

△
注１）

△
注１）

５ 
ビットデータ 
転送 

ＢＴＭ （Ｐ） Ｓ，ｎ，Ｄ 
Ｓ中の任意の１ビットを、Ｄ中の任意の

１ビットに転送。各ビットはｎで指定。 
７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

６ 
デジットデータ

転送 
ＤＧＴ （Ｐ） Ｓ，ｎ，Ｄ 

Ｓ中の任意の１デジットを、Ｄ中の任意

の１ビットに転送。各デジットはｎで指

定。 
７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

７ 
１６ビット２デー

タ一括転送 
ＭＶ２ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ （Ｓ１）→（Ｄ），（Ｓ２）→（Ｄ＋１） ７ × × ○ ○ ○ ○ ○

８ 
３２ビット２デー

タ一括転送 
ＤＭＶ２ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 

（Ｓ１＋１，Ｓ１）→（Ｄ＋１，Ｄ）， 
（Ｓ２＋１，Ｓ２）→（Ｄ＋３，Ｄ＋２） 

１１ × × ○ ○ ○ ○ ○

１０ ブロック転送 ＢＫＭＶ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 
Ｓ１～Ｓ２間のデータを、Ｄを先頭とす

るエリアに転送。 
７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１１ ブロック複写 ＣＯＰＹ （Ｐ） Ｓ，Ｄ１，Ｄ２ 
Ｓのデータを、Ｄ１～Ｄ２間の全てのエ

リアに転送。 
７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１２ 
ＥＥＰ－ＲＯＭ 
読み出し 

ＩＣＲＤ Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 
Ｓ１、Ｓ２で指定したＥＥＰ－ＲＯＭのデ

ータをＤを先頭とするエリアに転送。 
１１ ○ 

○
注２） 

× × × × ×

１３ 
ＥＥＰ－ＲＯＭ 
書き込み 

ＰＩＣＷＴ Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 
Ｓ１、Ｓ２で指定するデータを、ＥＥＰ－ 
ＲＯＭのＤを先頭とするエリアに転送。

１１ ○ 
○
注２） 

× × × × ×

１２ 
Ｆ－ＲＯＭ 
読み出し 

ＩＣＲＤ Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 
Ｓ１、Ｓ２で指定したＦ－ＲＯＭのデータ

をＤを先頭とするエリアに転送。 
１１ × × ○ ○ ○ × ×

１３ 
Ｆ－ＲＯＭ 
書き込み 

ＰＩＣＷＴ Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 
Ｓ１、Ｓ２で指定するデータを、Ｆ－ＲＯ

ＭのＤを先頭とするエリアに転送。 
１１ × × ○ ○ ○ × ×

１２ 
ＩＣメモリカード

拡張メモリ 
読み出し 

ＩＣＲＤ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 
Ｓ１、Ｓ２で指定するＩＣメモリカードのデ

ータを、Ｄを先頭とするエリアに転送。
１１ × × × × × × ○

１３ 
ＩＣメモリカード

拡張メモリ 
書き込み 

ＩＣＷＴ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 
Ｓ１、Ｓ２で指定するデータを、ＩＣメモリ

カードのＤを先頭とするエリアに転送。
１１ × × × × × × ○

１４ 
ＩＣメモリカードプ

ログラム 
読み出し 

ＰＧＲＤ （Ｐ） Ｓ 
Ｓで指定するプログラムを、ＩＣメモリカ

ードから読み出して実行する。 
３ × × × × × × ○

注１）ＦＰ２／ＦＰ２ＳＨのＶｅｒ．１．５以降で使用できます。ＦＰ１０ＳＨは使用できません。 
注２）ＦＰ０はＶｅｒ２．０以降で使用できます。 
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１５ １６ビット 
データ交換 

ＸＣＨ （Ｐ） Ｄ１，Ｄ２ （Ｄ１）→（Ｄ２），（Ｄ２）→（Ｄ１） ５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１６ 
３２ビット 
データ交換 

ＤＸＣＨ （Ｐ） Ｄ１，Ｄ２ 
（Ｄ１＋１，Ｄ１）→（Ｄ２＋１，Ｄ２） 
（Ｄ２＋１，Ｄ２）→（Ｄ１＋１，Ｄ１） 

５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１７ 
１６ビット 
データ上・下位

バイト交換 
ＳＷＡＰ （Ｐ） Ｄ Ｄの上位バイトと下位バイトを交換。 ３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１８ ブロック交換 ＢＸＣＨ （Ｐ） Ｄ１，Ｄ２，Ｄ

３ 

Ｄ１を先頭とするエリアから、Ｄ２で指

定したエリアよりＤ３で指定したエリア

からデータ交換。 
７ × × ○ ○ ○ ○ ○

制御命令 

１９ 間接ジャンプ ＳＪＰ （Ｐ） Ｓ 
ジャンプして、Ｓで指定したラベル（ＬＢ

Ｌ）以降からプログラムを続行。 
３ × × × × × ○ ○

ＢＩＮ算術演算命令 

２０ １６ビット加算 ＋ （Ｐ） Ｓ，Ｄ （Ｄ）＋（Ｓ）→（Ｄ） ５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

２１ ３２ビット加算 Ｄ＋ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 
（Ｄ＋１，Ｄ）＋（Ｓ＋１，Ｓ） 
→（Ｄ＋１，Ｄ） 

７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

２２ １６ビット加算 ＋ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ （Ｓ１）＋（Ｓ２）→（Ｄ） ７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

２３ ３２ビット加算 Ｄ＋ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 
（Ｓ１＋１，Ｓ１）＋（Ｓ２＋１，Ｓ２） 
→（Ｄ＋１，Ｄ） 

１１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

２５ １６ビット減算 － （Ｐ） Ｓ，Ｄ （Ｄ）－（Ｓ）→（Ｄ） ５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

２６ ３２ビット減算 Ｄ－ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 
（Ｄ＋１，Ｄ）－（Ｓ＋１，Ｓ） 
→（Ｄ＋１，Ｄ） 

７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

２７ １６ビット減算 － （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ （Ｓ１）－（Ｓ２）→（Ｄ） ７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

２８ ３２ビット減算 Ｄ－ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 
（Ｓ１＋１，Ｓ１）－（Ｓ２＋１，Ｓ２） 
→（Ｄ＋１，Ｄ） 

１１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

３０ １６ビット乗算 ＊ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ （Ｓ１）×（Ｓ２）→（Ｄ＋１，Ｄ） ７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

３１ ３２ビット乗算 Ｄ＊ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 
（Ｓ１＋１，Ｓ１）×（Ｓ２＋１，Ｓ２） 
→（Ｄ＋３，Ｄ＋２，Ｄ＋１，Ｄ） 

１１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

３２ １６ビット除算 ％ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 
（Ｓ１）÷（Ｓ２）→商（Ｄ） 
 余り（ＤＴ９０１５） 

７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

３３ ３２ビット除算 Ｄ％ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 
（Ｓ１＋１，Ｓ１）÷（Ｓ２＋１，Ｓ２） 
→商（Ｄ＋１、Ｄ） 
 余り（ＤＴ９０１６，ＤＴ９０１５） 

１１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

３４ 
１６ビット乗算 
（結果１ワード） 

＊Ｗ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ （Ｓ１）×（Ｓ２）→（Ｄ） ７ × × ○ ○ ○ ○ ○

３５ 
１６ビット 
インクリメント 

＋１ （Ｐ） Ｄ （Ｄ）＋１→（Ｄ） ３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

３６ 
３２ビット 
インクリメント 

Ｄ＋１ （Ｐ） Ｄ （Ｄ＋１，Ｄ）＋１→（Ｄ＋１，Ｄ） ３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

３７ 
１６ビット 
デクリメント 

－１ （Ｐ） Ｄ （Ｄ）－１→（Ｄ） ３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

３８ 
３２ビット 
デクリメント 

Ｄ－１ （Ｐ） Ｄ （Ｄ＋１，Ｄ）－１→（Ｄ＋１，Ｄ） ３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

３９ 
３２ビット乗算 
（結果２ワード） 

Ｄ＊Ｄ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 
（Ｓ１＋１，Ｓ１）×（Ｓ２＋１，Ｓ２） 
→（Ｄ＋１，Ｄ） 

１１ × × ○ ○ ○ ○ ○
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ＢＣＤ算術演算命令 

４０ ４桁ＢＣＤ加算 Ｂ＋ （Ｐ） Ｓ，Ｄ （Ｄ）＋（Ｓ）→（Ｄ） ５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

４１ ８桁ＢＣＤ加算 ＤＢ＋ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 
（Ｄ＋１，Ｄ）＋（Ｓ＋１，Ｓ） 
→（Ｄ＋１，Ｄ） ７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

４２ ４桁ＢＣＤ加算 Ｂ＋ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，

Ｄ 
（Ｓ１）＋（Ｓ２）→（Ｄ） ７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

４３ ８桁ＢＣＤ加算 ＤＢ＋ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，

Ｄ 
（Ｓ１＋１，Ｓ１）＋（Ｓ２＋１，Ｓ２） 
→（Ｄ＋１，Ｄ） １１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

４５ ４桁ＢＣＤ減算 Ｂ－ （Ｐ） Ｓ，Ｄ （Ｄ）－（Ｓ）→（Ｄ） ５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

４６ ８桁ＢＣＤ減算 ＤＢ－ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 
（Ｄ＋１，Ｄ）－（Ｓ＋１，Ｓ） 
→（Ｄ＋１，Ｄ） ７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

４７ ４桁ＢＣＤ減算 Ｂ－ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，

Ｄ 
（Ｓ１）－（Ｓ２）→（Ｄ） ７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

４８ ８桁ＢＣＤ減算 ＤＢ－ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，

Ｄ 
（Ｓ１＋１，Ｓ１）－（Ｓ２＋１，Ｓ２） 
→（Ｄ＋１，Ｄ） １１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

５０ ４桁ＢＣＤ乗算 Ｂ＊ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，

Ｄ 
（Ｓ１）×（Ｓ２）→（Ｄ＋１，Ｄ） ７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

５１ ８桁ＢＣＤ乗算 ＤＢ＊ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，

Ｄ 
（Ｓ１＋１，Ｓ１）×（Ｓ２＋１，Ｓ２） 
→（Ｄ＋３，Ｄ＋２，Ｄ＋１，Ｄ） １１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

５２ ４桁ＢＣＤ除算 Ｂ％ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，

Ｄ 
（Ｓ１）÷（Ｓ２）→商（Ｄ） 
 余り（ＤＴ９０１５） ７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

５３ ８桁ＢＣＤ除算 ＤＢ％ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，

Ｄ 

（Ｓ１＋１，Ｓ１）÷（Ｓ２＋１，Ｓ２） 
→商（Ｄ＋１、Ｄ） 
 余り（ＤＴ９０１５，ＤＴ９０１６） 

１１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

５５ ４桁ＢＣＤ 
インクリメント Ｂ＋１ （Ｐ） Ｄ （Ｄ）＋１→（Ｄ） ３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

５６ ８桁ＢＣＤ 
インクリメント ＤＢ＋１ （Ｐ） Ｄ （Ｄ＋１，Ｄ）＋１→（Ｄ＋１，Ｄ） ３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

５７ ４桁ＢＣＤ 
デクリメント Ｂ－１ （Ｐ） Ｄ （Ｄ）－１→（Ｄ） ３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

５８ ８桁ＢＣＤ 
デクリメント ＤＢ－１ （Ｐ） Ｄ （Ｄ＋１，Ｄ）－１→（Ｄ＋１，Ｄ） ３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

データ比較命令 

６０ １６ビットデータ

の比較 ＣＭＰ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２ 
（Ｓ１）＞（Ｓ２） 
（Ｓ１）＝（Ｓ２） 
（Ｓ１）＜（Ｓ２） 

→Ｒ９００Ａ：ＯＮ

→Ｒ９００Ｂ：ＯＮ

→Ｒ９００Ｃ：ＯＮ
５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

６１ ３２ビットデータ

の比較 ＤＣＭＰ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２ 

（Ｓ１＋１，Ｓ１）＞（Ｓ２＋１，Ｓ２） 
             →Ｒ９００Ａ：ＯＮ 
（Ｓ１＋１，Ｓ１）＝（Ｓ２＋１，Ｓ２） 
             →Ｒ９００Ｂ：ＯＮ 
（Ｓ１＋１，Ｓ１）＜（Ｓ２＋１，Ｓ２） 
             →Ｒ９００Ｃ：ＯＮ 

９ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

６２ １６ビットデータ

の帯域比較 ＷＩＮ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，

Ｓ３ 

（Ｓ１）＞（Ｓ３） 
（Ｓ２）≦（Ｓ１）≦（Ｓ

３） 
（Ｓ１）＜（Ｓ２） 

→Ｒ９００Ａ：ＯＮ

→Ｒ９００Ｂ：ＯＮ

→Ｒ９００Ｃ：ＯＮ
７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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６３ ３２ビットデータ

の帯域比較 ＤＷＩＮ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｓ３

（Ｓ１＋１，Ｓ１）＞（Ｓ３＋１，Ｓ３） 
              →Ｒ９００Ａ：ＯＮ 
（Ｓ２＋１，Ｓ２）≦（Ｓ１＋１，Ｓ１）≦ 
  （Ｓ３＋１，Ｓ３）    →Ｒ９００Ｂ：ＯＮ 
（Ｓ１＋１，Ｓ１）＜（Ｓ２＋１，Ｓ２） 
              →Ｒ９００Ｃ：ＯＮ 

１３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

６４ 
ブロック 
一致検出 

ＢＣＭＰ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｓ３
Ｓ２，Ｓ３を先頭とする２つのブロックが一致

しているかどうかを比較。 ７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

論理演算命令 

６５ １６ビットデータ

の論理積 ＷＡＮ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ （Ｓ１）∧（Ｓ２）→（Ｄ） ７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

６６ １６ビットデータ

の論理和 ＷＯＲ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ （Ｓ１）∨（Ｓ２）→（Ｄ） ７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

６７ 
１６ビットデータ

の排他的論理

和 
ＸＯＲ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ ｛（Ｓ１）∧（Ｓ２）∨｛（Ｓ１）∧（Ｓ２）｝→（Ｄ） ７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

６８ 
１６ビットデータ

の排他的論理

和否定 
ＸＮＲ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ ｛（Ｓ１）∧（Ｓ２）∨｛（Ｓ１）∧（Ｓ２）｝→（Ｄ） ７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

６９ ワード結合 ＷＵＮＩ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２， 
Ｓ３，Ｄ 

（［Ｓ１］∧［Ｓ３］）∨（［Ｓ２］∧［Ｓ３］）→［Ｄ］ 
［Ｓ３］がＨ０のとき［Ｓ２］→［Ｄ］ 
［Ｓ３］がＨＦＦＦＦのとき［Ｓ１］→［Ｄ］ 

９ × × ○ ○ ○ ○ ○

データ変換命令 

７０ ブロックチェッ

クコード計算 ＢＣＣ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２， 
Ｓ３，Ｄ 

Ｓ２とＳ３で指定するデータのチェック用コー

ドを作成して、Ｄに格納。計算方法はＳ１で

指定。 
９ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

７１ ＨＥＸ→１６進 
アスキー変換 ＨＥＸＡ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 

Ｓ１とＳ２で指定する１６進のデータをアスキ

ーコードに変換して、Ｄに格納。 
例）ＨＡＢＣＤ→Ｈ ４２ ４１ ４４ ４３ 
             Ｂ Ａ  Ｄ Ｃ 

７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

７２ １６進アスキー

→ＨＥＸ変換 ＡＨＥＸ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 

Ｓ１とＳ２で指定するアスキーコードを１６進の

データに変換して、Ｄに格納。 
例）Ｈ ４４ ４３ ４２ ４１→ＨＣＤＡＢ 
     Ｄ  Ｃ Ｂ  Ａ 

７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

７３ 
４桁ＢＣＤ→１０

進アスキー変

換 
ＢＣＤＡ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 

Ｓ１とＳ２で指定する４桁のＢＣＤデータをア

スキーコードに変換して、Ｄに格納。 
例）Ｈ１２３４→Ｈ ３２ ３１ ３４ ３３ 
            ２  １  ４  ３ 

７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

７４ 
１０進アスキー

→４桁ＢＣＤ 
変換 

ＡＢＣＤ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 

Ｓ１とＳ２で指定するアスキーコードを４桁の

ＢＣＤデータに変換して、Ｄに格納。 
例）Ｈ ３４ ３３ ３２ ３１→Ｈ３４１２ 
     ４  ３  ２  １ 

９ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

７５ 
１６ビットＢＩＮ→

１０進アスキー

変換 
ＢＩＮＡ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 

Ｓ１で指定する１０進数を表す１６ビットＢＩＮ

データをアスキーコードに変換して、Ｄ（Ｓ２

バイトのエリア）に格納。 
例）Ｋ－１００→Ｈ３０ ３０ ３１ ２Ｄ ２０ ２０  

               ０  ０  １  － 

７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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７６ 
１０進アスキー

→１６ビットＢＩＮ

変換 
ＡＢＩＮ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 

Ｓ１とＳ２で指定するアスキーコードを，１０進

数を表す１６ビットＢＩＮデータに変換して、Ｄ

に格納。 
例）Ｈ３０ ３０ ３１ ２Ｄ ２０ ２０→Ｋ－１００

    ０  ０  １  － 

７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

７７ 
３２ビットＢＩＮ→

１０進アスキー

変換 
ＤＢＩＡ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 

（Ｓ１＋１，Ｓ１）の１０進数を表す３２ビット 
ＢＩＮデータをアスキーコードに変換してＤ

（Ｓ２バイトのエリア）に格納。 
１１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

７８ 
１０進アスキー

→３２ビットＢＩＮ

変換 
ＤＡＢＩ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 

Ｓ１とＳ２で指定するアスキーコードを、１０進

数を表す３２ビットＢＩＮデータに変換して 
（Ｄ＋１，Ｄ）に格納。 

１１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

８０ １６ビットＢＩＮ→

４桁ＢＣＤ変換 ＢＣＤ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 

Ｓで指定する１０進数を表す１６ビットＢＩＮデ

ータを４桁のＢＣＤデータに変換してＤに格

納。 
例）Ｋ１００→Ｈ１００ 

５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

８１ ４桁ＢＣＤ→１６

ビットＢＩＮ変換 ＢＩＮ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 

Ｓで指定する４桁のＢＣＤデータを１０進数を

表す１６ビットＢＩＮデータに変換してＤに格

納。 
例）Ｈ１００→Ｋ１００ 

５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

８２ ３２ビットＢＩＮ→

８桁ＢＣＤ変換 ＤＢＣＤ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 
（Ｓ＋１，Ｓ）で指定する３２ビットＢＩＮデータ

を８桁のＢＣＤデータに変換して、（Ｄ＋１，

Ｄ）に格納。 
７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

８３ ８桁ＢＣＤ→３２

ビットＢＩＮ変換 ＤＢＩＮ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 
（Ｓ＋１，Ｓ）で指定する８桁のＢＣＤデータを

１０進数を表す３２ビットＢＩＮデータに変換し

て、（Ｄ＋１，Ｄ）に格納。 
７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

８４ 
１６ビットデータ

反転＝１の補

数 
ＩＮＶ （Ｐ） Ｄ Ｄのデータを各ビットについて反転。 ３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

８５ １６ビットデータ

の２の補数 ＮＥＧ （Ｐ） Ｄ 
Ｄのデータを各ビットについて反転し、１を

加える（符合を反転します）。 ３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

８６ ３２ビットデータ

の２の補数 ＤＮＥＧ （Ｐ） Ｄ 
（Ｄ＋１，Ｄ）のデータを各ビットについて反

転し、１を加える（符合を反転します）。 ３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

８７ １６ビットデータ

の絶対値 ＡＢＳ （Ｐ） Ｄ Ｄのデータの絶対値をとります。 ３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

８８ ３２ビットデータ

の絶対値 ＤＡＢＳ （Ｐ） Ｄ （Ｄ＋１，Ｄ）のデータの絶対値をとります。 ３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

８９ 符合の拡張 ＥＸＴ （Ｐ） Ｄ 
Ｄの１６ビットデータを、（Ｄ＋１，Ｄ）の３２ビ

ットデータに拡張。 ３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

９０ デコーダ ＤＥＣＯ （Ｐ） Ｓ，ｎ，Ｄ 
Ｓのデータの一部をデコードし、Ｄに格納。

対象部分はｎで指定。 ７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

９１ ７セグメント 
デコーダ ＳＥＧＴ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 

Ｓのデータを７セグメント表示用に変換し

て、（Ｄ＋１，Ｄ）に格納。 ５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

９２ エンコーダ ＥＮＣＯ （Ｐ） Ｓ，ｎ，Ｄ 
Ｓのデータの一部をエンコードし、Ｄに格

納。対象部分はｎで指定。 ７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

９３ １６ビットデータ

の結合 ＵＮＩＴ （Ｐ） Ｓ，ｎ，Ｄ 
Ｓを先頭とするｎワードデータの各最下位デ

ジットを、Ｄに順に格納して結合。 ７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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９４ １６ビット 
データの分離 ＤＩＳＴ （Ｐ） Ｓ，ｎ，Ｄ 

Ｓのデータの各デジットを、Ｄを先頭とする

エリアの各最下位デジットに分離して格

納。 
７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

９５ ＡＳＣＩＩコード

変換 ＡＳＣ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 
Ｓの文字定数１２文字分をアスキーコード

に変換して、Ｄ～Ｄ＋５に格納。 １５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

９６ １６ビットデー

タのサーチ ＳＲＣ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｓ３

Ｓ１のデータを、Ｓ２～Ｓ３の範囲のエリアに

ついて検索し、結果をＤＴ９０３７とＤＴ９０３

８に格納。 
７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

９７ ３２ビットデー

タのサーチ ＤＳＲＣ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｓ３

（Ｓ１＋１，Ｓ１）のデータを、Ｓ２を先頭とす

るＳ３個分の３２ビットデータの中から検索

し、結果をＤＴ９００３７とＤＴ９００３８に格

納。 

１１ × × ○ ○ ○ ○ ○

データシフト命令 

９８ 圧縮シフト 
読み出し ＣＭＰＲ （Ｐ） Ｄ１，Ｄ２，Ｄ３

Ｄ２をＤ３に転送。Ｄ１～Ｄ２間でデータが０

の部分を圧縮し、Ｄ２方向に順にシフト。 ７ × × ○ ○ ○ ○ ○

９９ 
圧縮シフト 
書き込み ＣＭＰＷ （Ｐ） Ｓ，Ｄ１，Ｓ２ ＳをＤ１に転送。Ｄ１～Ｄ２間でデータが０

の部分を圧縮し、Ｄ２方向に順にシフト。 ７ × × ○ ○ ○ ○ ○

１００ 
１６ビットデー

タｎビット右シ

フト 
ＳＨＲ （Ｐ） Ｄ，ｎ Ｄのデータをｎビット分、右へシフト。 ５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１０１ 
１６ビットデー

タｎビット左シ

フト 
ＳＨＬ （Ｐ） Ｄ，ｎ Ｄのデータをｎビット分、左へシフト。 ５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１０２ 
３２ビットデー

タｎビット右シ

フト 
ＤＳＨＲ （Ｐ） Ｄ，ｎ 

［Ｄ，Ｄ＋１］で指定されたダブルワードデ

ータを［ｎ］で指定したビット分だけ右へシ

フト。 
５ × × ○ ○ ○ ○ ○

１０３ 
３２ビットデー

タｎビット左シ

フト 
ＤＳＨＬ （Ｐ） Ｄ，ｎ 

［Ｄ，Ｄ＋１］で指定されたダブルワードデ

ータを［ｎ］で指定したビット分だけ左へシ

フト。 
５ × × ○ ○ ○ ○ ○

１０５ １デジット 
右シフト ＢＳＲ （Ｐ） Ｄ Ｄのデータを１デジット分、右へシフト。 ３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１０６ １デジット 
左シフト ＢＳＬ （Ｐ） Ｄ Ｄのデータを１デジット分、左へシフト。 ３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１０８ ｎビット分の 
一括右シフト ＢＩＴＲ （Ｐ） Ｄ１，Ｄ２，ｎ Ｄ１～Ｄ２のエリアをｎビット分、右へシフト。 ７ × × ○ ○ ○ ○ ○

１０９ ｎビット分の 
一括左シフト ＢＩＴＬ （Ｐ） Ｄ１，Ｄ２，ｎ Ｄ１～Ｄ２のエリアをｎビット分、左へシフト。 ７ × × ○ ○ ○ ○ ○

１１０ 
ワード単位の

一括右シフト ＷＳＨＲ （Ｐ） Ｄ１，Ｄ２ Ｄ１～Ｄ２のエリアを１ワード分、右へシフ

ト。 ５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１１１ ワード単位の

一括左シフト ＷＳＨＬ （Ｐ） Ｄ１，Ｄ２ 
Ｄ１～Ｄ２のエリアを１ワード分、左へシフ

ト。 ５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１１２ 
デジット単位

の一括右シフ

ト 
ＷＢＳＲ （Ｐ） Ｄ１，Ｄ２ 

Ｄ１～Ｄ２のエリアを１デジット分、右へシフ

ト。 ５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１１３ 
デジット単位

の一括左シフ

ト 
ＷＢＳＬ （Ｐ） Ｄ１，Ｄ２ 

Ｄ１～Ｄ２のエリアを１デジット分、左へシフ

ト。 ５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ＦＩＦＯ命令 

１１５ バッファの定

義 ＦＩＦＴ （Ｐ） ｎ，Ｄ 
Ｄを先頭とするｎワードをバッファエリアに

定義する。 ５ × × ○ ○ ○ ○ ○
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１１６ 
バッファから

の最古データ 
読み出し 

ＦＩＦＲ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 
Ｓを先頭とするバッファに最も古く書き込ま

れたデータを読み出して、Ｄに格納。 ５ × × ○ ○ ○ ○ ○

１１７ バッファ書き 
込み ＦＩＦＷ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 

Ｓのデータを、Ｄを先頭とするバッファに書

き込む。 ５ × × ○ ○ ○ ○ ○

基本機能命令 

１１８ アップダウン 
カウンタ ＵＤＣ Ｓ，Ｄ 

Ｓにプリセットした設定値から加算または減

算カウントし、経過値をＤに格納。 ５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１１９ 左右シフト 
レジスタ ＬＲＳＲ Ｄ１，Ｄ２ 

Ｄ１～Ｄ２間のエリアをレジスタとして、左ま

たは右に１ビットシフト。 ５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

データ回転命令 

１２０ １６ビットデー

タの右回転 ＲＯＲ （Ｐ） Ｄ，ｎ Ｄのデータをｎビット分、右へ回転。 ５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１２１ １６ビットデー

タの左回転 ＲＯＬ （Ｐ） Ｄ，ｎ Ｄのデータをｎビット分、左へ回転。 ５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１２２ 

１６ビットデー

タの右回転

（キャリー込

み） 

ＲＣＲ （Ｐ） Ｄ，ｎ ＤにＣＹフラグＲ９００９を加えた１７ビットの

エリアをｎビット分、右へ回転。 ５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１２３ 

１６ビットデー

タの左回転

（キャリー込

み） 

ＲＣＬ （Ｐ） Ｄ，ｎ ＤにＣＹフラグＲ９００９を加えた１７ビットの

エリアをｎビット分、左へ回転。 ５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１２５ 
３２ビットデー

タの右回転 ＤＲＯＲ （Ｐ） Ｄ，ｎ ［Ｄ，Ｄ＋１］で指定されたダブルワードデ

ータを［ｎ］で指定したビット分、右に回転。
５ × × ○ ○ ○ ○ ○

１２６ 
３２ビットデー

タの左回転 ＤＲＯＬ （Ｐ） Ｄ，ｎ ［Ｄ，Ｄ＋１］で指定されたダブルワードデ

ータを［ｎ］で指定したビット分、左に回転。
５ × × ○ ○ ○ ○ ○

１２７ 

３２ビットデー

タの右回転

（キャリー込

み） 

ＤＲＣＲ （Ｐ） Ｄ，ｎ 
［Ｄ，Ｄ＋１］で指定されたダブルワードデ

ータを［ｎ］で指定したビット分、右にＣＹフ

ラグＲ９００９込みで回転。 
５ × × ○ ○ ○ ○ ○

１２８ 

３２ビットデー

タの左回転

（キャリー込

み） 

ＤＲＣＬ （Ｐ） Ｄ，ｎ 
［Ｄ，Ｄ＋１］で指定されたダブルワードデ

ータを［ｎ］で指定したビット分、左にＣＹフ

ラグＲ９００９込みで回転。 
５ × × ○ ○ ○ ○ ○

ビット操作命令 

１３０ 
１６ビットデー

タのビットセッ

ト 
ＢＴＳ （Ｐ） Ｄ，ｎ ＤのデータのビットＮｏ．ｎの値を１にする。 ５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１３１ 
１６ビットデー

タのビットリセ

ット 
ＢＴＲ （Ｐ） Ｄ，ｎ ＤのデータのビットＮｏ．ｎの値を０にする。 ５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１３２ １６ビットデー

タの反転 ＢＴＩ （Ｐ） Ｄ，ｎ ＤのデータのビットＮｏ．ｎの値を反転。 ５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１３３ 
１６ビットデー

タのビットテス

ト 
ＢＴＴ （Ｐ） Ｄ，ｎ 

ＤのデータのビットＮｏ．ｎの値をテストし、

結果をＲ９００Ｂに出力 ５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１３５ 
１６ビットデー

タ１の総数カ

ウント 
ＢＣＵ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 

Ｓのデータについて、ＯＮのビット数をＤに

格納。 ５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１３６ 
３２ビットデー

タ１の総数カ

ウント 
ＤＢＣＵ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 

（Ｓ＋１，Ｓ）のデータについて、ＯＮのビッ

トの数をＤに格納。 ７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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基本機能命令 

１３７ 補助タイマ 
（１６ビット） ＳＴＭＲ Ｓ，Ｄ 

設定値×０．０１秒後、指定の出力および

Ｒ９００ＤをＯＮ。 ５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

特殊命令 

１３８ 
時、分、秒→

秒データへ

の変換 
ＨＭＳＳ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 

（Ｓ＋１，Ｓ）の時間、分、秒を表すデータを

秒単位に換算して（Ｄ＋１，Ｄ）に格納。 ５ ○ △ 
注１） ○ ○ ○ ○ ○

１３９ 
秒→時、分、

秒データへ

の変換 
ＳＨＭＳ （Ｐ） Ｓ，Ｄ （Ｓ＋１，Ｓ）の秒をあらわすデータを、時

間、分、秒に換算して（Ｄ＋１，Ｄ）に格納。
５ ○ △ 

注１） ○ ○ ○ ○ ○

１４０ キャリーの 
セット ＳＴＣ （Ｐ）  ＣＹフラグＲ９００９をＯＮにする。 １ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１４１ キャリーの 
リセット ＣＬＣ （Ｐ）  ＣＹフラグＲ９００９をＯＦＦにする。 １ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１４２ 
ウォッチドグ 
タイマ 
リフレッシュ 

ＷＤＴ （Ｐ） Ｓ 
演算渋滞ウォッチドグタイマのタイムアウト

時間をプリセット（Ｓ×２．５ｍｓ／Ｓ×０．１

ｍｓ）。 
３ × × × × × × ○

１４３ 
部分Ｉ／Ｏ 
リフレッシュ ＩＯＲＦ （Ｐ） Ｄ１，Ｄ２ Ｄ１で指定する番号からＤ２で指定する番

号までのＩ／Ｏについてリフレッシュ。 ５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１４４ シリアルデ

ータ送受信 ＴＲＮＳ Ｓ，ｎ 

受信完了フラグＲ９０３８をＯＦＦして、受信

を可能にする。 
Ｓを先頭とするｎバイト分のデータレジスタ

をＣＯＭポートから送信。 

５ ○ ○ 
注４） × × × ○ ○

１４５ データ送信 ＳＥＮＤ （Ｐ） Ｓ １ ， Ｓ ２ ，

Ｄ，Ｎ 
ＭＥＷＮＥＴリンク局にデータを送信。 
（リンクユニット経由） ９ × × × × × ○ ○

１４６ データ受信 ＲＥＣＶ （Ｐ） Ｓ １ ， Ｓ ２ ，

Ｎ，Ｄ 
ＭＥＷＮＥＴリンク局からデータを受信。 
（リンクユニット経由） ９ × × × × × ○ ○

１４５ データ送信 ＳＥＮＤ Ｓ １ ， Ｓ ２ ，

Ｄ，Ｎ 
ＭＯＤＢＵＳマスタとして、スレーブ局にデ

ータを送信。（ＣＯＭポート経由） ９ × × ○ △ 
注２) 

○ × ×

１４６ データ受信 ＲＥＣＶ Ｓ １ ， Ｓ ２ ，

Ｎ，Ｄ 
ＭＯＤＢＵＳマスタとして、スレーブ局から

データを受信。（ＣＯＭポート経由） ９ × × ○ △ 
注２) 

○ × ×

１４５ データ送信 ＳＥＮＤ Ｓ １ ， Ｓ ２ ，

Ｄ，Ｎ 
ＭＯＤＢＵＳマスタ(タイプⅡ)として、 
スレーブ局にデータを送信。 ９ × × ○ △ 

注３) 
△
注３)

× ×

１４６ データ受信 ＲＥＣＶ Ｓ １ ， Ｓ ２ ，

Ｎ，Ｄ 
ＭＯＤＢＵＳマスタ（タイプⅡ）として、 
スレーブ局からデータを受信。 ９ × × ○ △ 

注３) 
△
注３)

× ×

１４５ データ送信 ＳＥＮＤ Ｓ １ ， Ｓ ２ ，

Ｄ，Ｎ 
ＭＥＷＴＯＣＯＬマスタとして、スレーブ局

にデータを送信。（ＣＯＭポート経由） ９ × × ○ △ 
注２) 

△
注２)

× ×

１４６ データ受信 ＲＥＣＶ Ｓ １ ， Ｓ ２ ，

Ｎ，Ｄ 
ＭＥＷＴＯＣＯＬマスタとして、スレーブ局

からデータを受信。（ＣＯＭポート経由） ９ × × ○ △ 
注２) 

△
注２)

× ×

１４７ プリント 
アウト ＰＲ Ｓ，Ｄ 

Ｓを先頭とするエリアのアスキーコードデ

ータをプリンタ用に変換して、Ｄで指定す

るＷＹエリアに出力。 
５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１４８ 自己診断 
エラーセット ＥＲＲ （Ｐ） 

ｎ（ｎ：Ｋ１０

０～ 
Ｋ２９９） 

自己診断エラーＮｏ．ｎをＤＴ９０００に格納

し、Ｒ９０００をＯＮ、ＥＲＲＯＲ ＬＥＤを点

灯。 
３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

１４９ メッセージ 
表示 ＭＳＧ （Ｐ） Ｓ 

Ｓの文字定数を、接続しているプログラミン

グツールに表示。 １３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

注１）ＦＰ０はＴ３２タイプ（Ｖ２．３以降）で使用できます。 
注２）ＦＰ－ＸはＶ１．２０以降、ＦＰΣは３２ｋタイプで使用できます。 
注３）ＦＰ∑はＶ３．２０以降、ＦＰ－ＸはＶ２．５０以降で使用できます。 
注４）ＦＰ０はＶ１．２０以降で使用できます。
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１５０ データ 
読み出し ＲＥＡＤ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，

ｎ，Ｄ 
高機能ユニットからデータを読み出す。 ９ × × × △ 

注３） × ○ ○

１５１ データ 
書き込み ＷＲＴ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，

ｎ，Ｄ 
高機能ユニットへデータを書き込む。 ９ × × × △ 

注３） × ○ ○

１５２ リモート子局デ

ータ読み出し ＲＭＲＤ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，

ｎ，Ｄ 
リモート子局上の高機能ユニットからデー

タを読み出す。 ９ × × × × × ○ ○

１５３ リモート子局デ

ータ書き込み ＲＭＷＴ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，

ｎ，Ｄ 
リモート子局上の高機能ユニットへデータ

を書き込む。 ９ × × × × × ○ ○

１５５ サンプリング ＳＭＰＬ （Ｐ）  トレース時にサンプリングする。 １ × × ○ △ 
注５） 

△
注４） ○ ○

１５６ サンプリング 
トリガ ＳＴＲＧ （Ｐ）  トレース時に停止指示トリガをかける。 １ × × ○ △ 

注５） 
△
注４） ○ ○

１５７ 時刻加算 ＣＡＤＤ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，

Ｄ 

（Ｓ１＋２，Ｓ１＋１，Ｓ１）の時刻から（Ｓ２＋

１，Ｓ２）の時間が経過したあとの時刻を、

（Ｄ＋２，Ｄ＋１，Ｄ）に格納。 
９ ○ △ 

注１） ○ ○ ○ ○ ○

１５８ 時刻減算 ＣＳＵＢ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，

Ｄ 

（Ｓ１＋２，Ｓ１＋１，Ｓ１）の時刻に対して（Ｓ

２＋１，Ｓ２）の時間分前の時刻を、（Ｄ＋

２，Ｄ＋１，Ｄ）に格納。 
９ ○ △ 

注１） ○ ○ ○ ○ ○

１５９ シリアルポート

送信 ＭＴＲＮ （Ｐ） 
注３） Ｓ，ｎ，Ｄ 

指定するＣＰＵのＣＯＭポートまたは、 
ＭＣＵのＣＯＭポートを介して、外部機器

にデータを送信します。 
７ × × ○ ○ ○

△
注２）

△
注２）

１６１ ＭＣＵシリアル

データ受信 ＭＲＣＶ （Ｐ） Ｓ ， Ｄ １ ，

Ｄ２ 

指定するＭＣＵユニットのＣＯＭポートを

介して、外部機器からのデータを受信しま

す。 
７ × × × × ×

△
注２）

△
注２）

ＢＩＮ算術演算命令 

１６０ ダブルワードデ

ータの平方根 ＤＳＱＲ （Ｐ） Ｓ，Ｄ √（Ｓ）→（Ｄ） ７ × × ○ ○ ○ ○ ○

注１)ＦＰ０はＴ３２タイプ（Ｖ２．３以降）で使用できます。 
注２）ＦＰ２／ＦＰ２ＳＨのＶｅｒ．１．５以降で使用でき、微分実行型を指定できます。ＦＰ１０ＳＨは使用できません。 
注３）ＦＰΣはＶｅｒ．２．０以降で使用できます。 
注４）ＦＰ－Ｘは、Ｖｅｒ．２．０以降のみ使用できます。 
注５）ＦＰΣはＶｅｒ．３．１０以降で使用できます。
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高速カウンタ・パルス出力制御命令（ＦＰ０／ＦＰ－ｅ用） 

０ 高速カウンタ／ 
パルス出力制御 ＭＶ Ｓ，ＤＴ９０５２ 

（Ｓ）で指定された制御コードに応じた高

速カウンタ／パルス出力の制御を行い

ます。制御コードは、ＤＴ９０５２に格納さ

れます。 

５ ○ ○   

Ｓ，ＤＴ９０４４～ （Ｓ＋１，Ｓ）→高速カウンタ／パルス出

力経過値エリア ７ ○ ○   
１ 

高速カウンタ／ 
パルス出力 
経過値の書き込

み・読み出し 

ＤＭＶ 
ＤＴ９０４４，Ｄ 高速カウンタ／パルス出力経過値エリア

→（Ｄ＋１，Ｄ） ７ ○ ○   

１６６ 
目標一致ＯＮ命

令（チャンネル指

定付） 
ＨＣ１Ｓ ｎ，Ｓ，Ｙｎ 

内蔵高速カウンタの経過値が、（Ｓ＋１，

Ｓ）の目標値に達すると、出力ＹｎをＯ

Ｎ。 
１１ ○ ○   

１６７ 
目標一致ＯＦＦ命

令（チャンネル指

定付） 
ＨＣ１Ｒ ｎ，Ｓ，Ｙｎ 

内蔵高速カウンタの経過値が、（Ｓ＋１，

Ｓ）の目標値に達すると、出力ＹｎをＯＦ

Ｆ。 
１１ ○ ○   

１６８ 

位置決め制御

（チャンネル指定

付）（台形制御／

原点復帰） 

ＳＰＤ１ ｎ，Ｓ，Ｙｎ 
Ｓを先頭とするデータテーブルの内容に

従って、指定した出力（Ｙ０，Ｙ１）から、

位置決め用パルスを出力します。 
５ ○ ○   

１６９ 
パルス出力命令

（チャンネル指定

付）（ＪＯＧ運転） 
ＰＬＳ Ｓ，ｎ 

Ｓを先頭とするデータテーブルの内容に

従って、指定した出力（Ｙ０，Ｙ１）から、

パルス列を出力します。 
５ ○ ○   

１７０ 
ＰＷＭ出力命令

（チャンネル指定

付） 
ＰＷＭ Ｓ，ｎ 

Ｓを先頭とするデータテーブルの内容に

従って、指定した出力（Ｙ０，Ｙ１）から、Ｐ

ＷＭ出力します。 
５ ○ ○   

高速カウンタ・パルス出力制御命令（ＦＰ０Ｒ用） 

０ 高速カウンタ／ 
パルス出力制御 ＭＶ Ｓ，ＤＴ９００５２ （Ｓ）で指定された制御コードに応じた高

速カウンタ／パルス出力を制御。 ５   ○  

Ｓ，ＤＴ９０３００～
（Ｓ＋１，Ｓ）→高速カウンタ／パルス出
力経過値エリア ７   ○  

１ 

高速カウンタ／ 
パルス出力 
経過値の書き込

み・読み出し 

ＤＭＶ 
ＤＴ９０３００～，Ｄ

高速カウンタ／パルス出力経過値エリア

→（Ｄ＋１，Ｄ） ７   ○  

１６５ カム出力 ＣＡＭ０ Ｓ 
Ｓを先頭とするデータテーブルの内容に

従って、高速カウンタの経過値にもとづ

いてカム出力を行います。 
３   ○  

１６６ 

目標一致ＯＮ 
（チャンネル指定

付）(高速カウンタ

制御)（パルス出

力制御） 

ＨＣ１Ｓ ｎ，Ｓ，Ｄ 
高速カウンタまたはパルス出力の経過

値が、（Ｓ＋１，Ｓ）の目標値に達すると、

出力ＹｎをＯＮ。 
１１   ○  

１６７ 

目標一致ＯＦＦ

（チャンネル指定

付）(高速カウンタ

制御)（パルス出

力制御） 

ＨＣ１Ｒ ｎ，Ｓ，Ｄ 
高速カウンタまたはパルス出力の経過

値が、（Ｓ＋１，Ｓ）の目標値に達すると、

出力ＹｎをＯＦＦ。 
１１   ○  

１７１ 
パルス出力 
(ＪＯＧ位置決め０

／１)（台形制御） 
ＳＰＤＨ Ｓ，ｎ 

Ｓを先頭とするデータテーブルのパラメ

ータに従って、指定したチャンネルから

パルスを出力。 
５   ○  

１７２ パルス出力 
（ＪＯＧ運転０・１） ＰＬＳＨ Ｓ，ｎ 

Ｓを先頭とするデータテーブルの内容に

従って、指定した出力から、パルス列を

出力。 
５   ○  

１７３ 
ＰＷＭ出力 
（チャンネル指定

付） 
ＰＷＭＨ Ｓ，ｎ 

Ｓを先頭とするデータテーブルの内容に

従って、指定した出力から、ＰＷＭ出

力。 
５   ○  
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１７４ 
パルス出力 
（任意データテー

ブル制御運転） 
ＳＰ０Ｈ Ｓ，ｎ 指定したチャンネルからＳで指定したデ

ータテーブルに従ってパルスを出力。 ５   ○  

１７５ パルス出力 
（直線補間） ＳＰＳＨ Ｓ，ｎ 

指定したデータテーブルに従って目標位

置までの軌跡が直線的になるようにチャ

ンネルからパルスを出力。 
５   ○  

１７６ パルス出力 
（円弧補間） ＳＰＣＨ Ｓ，ｎ 

指定したデータテーブルに従って目標位

置までの軌跡が円弧状になるようにチャ

ンネルからパルスを出力。 
５   ×  

１７７ パルス出力（原

点復帰） ＨＯＭＥ Ｓ，ｎ 指定したデータテーブルに従って原点復

帰します。 ７   ○  

１７８ 
入力パルス測定 
（入力パルスの

パルス数、周期） 
ＰＬＳＭ Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 

指定したチャンネルの高速カウンタに入

力されるパルスのパルス数、パルス周期

を測定します。 
５   ○  

高速カウンタ・パルス出力制御命令（ＦＰΣ、ＦＰ－Ｘ用） 

０ 高速カウンタ／ 
パルス出力制御 ＭＶ Ｓ，ＤＴ９００５２ （Ｓ）で指定された制御コードに応じた高

速カウンタ／パルス出力を制御。 ５    ○ ○

ＦＰΣ： 
Ｓ，ＤＴ９００４４～
ＦＰ－Ｘ： 
Ｓ，ＤＴ９０３００～

（Ｓ＋１，Ｓ）→高速カウンタ／パルス出力
経過値エリア ７    ○ ○

１ 

高速カウンタ／ 
パルス出力 
経過値の書き込

み・読み出し 

ＤＭＶ ＦＰΣ： 
ＤＴ９００４４，Ｄ 
ＦＰ－Ｘ： 
ＤＴ９０３００～，
Ｄ 

高速カウンタ／パルス出力経過値エリア
→（Ｄ＋１，Ｄ） ７    ○ ○

１６６ 
目標一致ＯＮ 
（チャンネル指定

付） 
ＨＣ１Ｓ ｎ，Ｓ，Ｄ 内蔵高速カウンタの経過値が、（Ｓ＋１，

Ｓ）の目標値に達すると、出力ＹｎをＯＮ。
１１    ○ ○

１６７ 
目標一致ＯＦＦ

（チャンネル指定

付） 
ＨＣ１Ｒ ｎ，Ｓ，Ｄ 

内蔵高速カウンタの経過値が、（Ｓ＋１，

Ｓ）の目標値に達すると、出力ＹｎをＯＦ

Ｆ。 
１１    ○ ○

１７１ 

パルス出力 
（チャンネル指定

付）（台形制御／

原点復帰） 

ＳＰＤＨ Ｓ，ｎ 
Ｓを先頭とするデータテーブルのパラメー

タに従って、指定したチャンネルからパル

スを出力。 
５    ○ ○

１７２ 
パルス出力 
（チャンネル指定

付）（ＪＯＧ運転） 
ＰＬＳＨ Ｓ，ｎ 

Ｓを先頭とするデータテーブルの内容に

従って、指定した出力から、パルス列を

出力。 
５    ○ ○

１７３ 
ＰＷＭ出力 
（チャンネル指定

付） 
ＰＷＭＨ Ｓ，ｎ Ｓを先頭とするデータテーブルの内容に

従って、指定した出力から、ＰＷＭ出力。
５    ○ ○

１７４ 

パルス出力 
（チャンネル指定

付）（任意データ

テーブル制御運

転） 

ＳＰ０Ｈ Ｓ，ｎ 指定したチャンネルからＳで指定したデ

ータテーブルに従ってパルスを出力。 ５    ○ ○

注１） 経過値エリアは、使用チャンネルにより異なります。 
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１７５ パルス出力 
（直線補間） ＳＰＳＨ Ｓ，ｎ 

指定したデータテーブルに従って目

標位置までの軌跡が直線的になるよ

うにチャンネルからパルスを出力。 
５    

△ 
注３） 

○   

１７６ パルス出力 
（円弧補間） ＳＰＣＨ Ｓ，ｎ 

指定したデータテーブルに従って目

標位置までの軌跡が円弧状になるよ

うにチャンネルからパルスを出力。 
５    

△ 
注３） 

×   

画面表示命令（ＦＰ－ｅ専用） 

１８０ ＦＰ－ｅ画面表

示登録命令 ＳＣＲ Ｓ１，Ｓ２， 
Ｓ３，Ｓ４ 

ＦＰ－ｅに表示させる画面を（Ｓ１）～ 
（Ｓ４）で指定する方法で登録します。

９ ○ × × × × × ×

１８１ ＦＰ－ｅ画面表

示切替命令 ＤＳＰ Ｓ ＦＰ－ｅの画面を（Ｓ）で指定したモー

ドの画面に切り替えます。 ３ ○ × × × × × ×

基本機能命令 

１８２ 時定数処理 ＦＩＬＴＲ Ｓ１，Ｓ２， 
Ｓ３，Ｄ 指定入力のフィルタ処理をします。 ９ × × ○ △ 

注５） 
△
注４） × ×

１８３ 補助タイマ 
（３２ビット） ＤＳＴＭ Ｓ，Ｄ 設定値×０．０１秒後、指定の出力お

よびＲ９００ＤをＯＮ。 ７ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○
注 7）

データ転送命令 

１９０ １６ビット３デー

タ一括転送 ＭＶ３ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２， 
Ｓ３，Ｄ 

（Ｓ１）→（Ｄ），（Ｓ２）→（Ｄ＋１）， 
（Ｓ３）→（Ｄ＋２） １０ × × ○ ○ ○ ○ ○

１９１ ３２ビット３デー

タ一括転送 ＤＭＶ３ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２， 
Ｓ３，Ｄ 

（Ｓ１＋１，Ｓ１）→（Ｄ＋１，Ｄ）， 
（Ｓ２＋１，Ｓ２）→（Ｄ＋３，Ｄ＋２）， 
（Ｓ３＋１，Ｓ３）→（Ｄ＋５，Ｄ＋４） 

１６ × × ○ ○ ○ ○ ○

論理演算命令 

２１５ ３２ビットデータ

の論理積 ＤＡＮＤ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ
（Ｓ１＋１，Ｓ１）∧（Ｓ２＋１，Ｓ２） 
→（Ｄ＋１，Ｄ） 

１２ × × ○ ○ ○ ○ ○

２１６ ３２ビットデータ

の論理和 ＤＯＲ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ
（Ｓ１＋１，Ｓ１）∨（Ｓ２＋１，Ｓ２） 
→（Ｄ＋１，Ｄ） １２ × × ○ ○ ○ ○ ○

２１７ 
３２ビットデータ

の排他的論理

和 
ＤＸＯＲ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ

｛（Ｓ１＋１，Ｓ１）∧（Ｓ２＋１，Ｓ２）｝∨ 
｛（Ｓ１＋１，Ｓ１）∧（Ｓ２＋１，Ｓ２）｝ 
→（Ｄ＋１，Ｄ） 

１２ × × ○ ○ ○ ○ ○

２１８ 
３２ビットデータ

の排他的論理

和否定 
ＤＸＮＲ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ

｛（Ｓ１＋１，Ｓ１）∧（Ｓ２＋１，Ｓ２）｝∨ 
｛（Ｓ１＋１，Ｓ１）∧（Ｓ２＋１，Ｓ２）｝ 
→（Ｄ＋１，Ｄ） 

１２ × × ○ ○ ○ ○ ○

２１９ ダブルワード 
結合 ＤＵＮＩ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２， 

Ｓ３，Ｄ 

｛（Ｓ１，Ｓ１＋１）∧（Ｓ３，Ｓ３＋１）｝∨ 
｛（Ｓ２，Ｓ２＋１）∧（Ｓ３，Ｓ３＋１）｝ 
→（Ｄ，Ｄ＋１） 

１６ × × ○ ○ ○ ○ ○

データ変換命令 

２３０ 時刻データ→

秒変換 ＴＭＳＥＣ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 指定された時刻データを秒データに

変換します。 ６ × × ○ △ 
注２） 

△
注６）

△
注１）

△
注１）

２３１ 秒データ→時

刻変換 ＳＥＣＴＭ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 指定された秒データを時刻データに

変換します。 ６ × × ○ △ 
注２） 

△
注６） 

△
注１）

△
注１） 

２３５ 
１６ビットバイナ

リ→グレイコー

ド変換 
ＧＲＹ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 

１０進数を表す１６ビットＢＩＮデータ

（Ｓ）をグレイコードデータに変換し、

（Ｄ）に格納。 
６ × × ○ ○ ○ ○ ○

２３６ 
３２ビットバイナ

リ→グレイコー

ド変換 
ＤＧＲＹ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 

１０進数を表す３２ビットＢＩＮデータ 
（Ｓ＋１，Ｓ）をグレイコードデータに変

換し、（Ｄ＋１，Ｄ）に格納 
８ × × ○ ○ ○ ○ ○

２３７ 
１６ビットグレイ

コード→バイナ

リ変換 
ＧＢＩＮ （Ｐ） Ｓ，Ｄ グレイコードデータ（Ｓ）をバイナリデ

ータに変換し、（Ｄ）に格納。 ６ × × ○ ○ ○ ○ ○

注１）ＦＰ２／ＦＰ２ＳＨのＶｅｒ．１．５以降で使用できます。 
ＦＰ１０ＳＨは使用できません。 

注２）ＦＰΣは３２ｋタイプで使用できます。 
注３）ＦＰΣはＣ３２Ｔ２、Ｃ２８Ｐ２、Ｃ３２Ｔ２Ｈ、Ｃ２８Ｐ２Ｈで使用できます。 

注４）ＦＰ－ＸはＶｅｒ２．０以降のみ使用できます。 
注５）ＦＰΣはＶｅｒ３．１０以降のみ使用できます。 
注６）ＦＰ－ＸはＶｅｒ１．１３以降のみ使用できます。 
注７）ＦＰ１０ＳＨはＶｅｒ３．１０以降のみ使用できます。 
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２３８ 
３２ビットグレイ

コード→バイナ

リ変換 
ＤＧＢＩＮ （Ｐ） Ｓ，Ｄ グレイコードデータ（Ｓ＋１，Ｓ）をバイナ

リデータに変換し、（Ｄ＋１，Ｄ）に格納。
８ × × ○ ○ ○ ○ ○

２４０ ビット行→ 
ビット列変換 ＣＯＬＭ （Ｐ） Ｓ，ｎ，Ｄ 

（Ｓ）のビット０～１５の値を（Ｄ）～ 
（Ｄ＋１５）のビットｎに格納。 ８ × × ○ ○ ○ ○ ○

２４１ ビット列→ 
ビット行変換 ＬＩＮＥ （Ｐ） Ｓ，ｎ，Ｄ 

（Ｓ）～（Ｓ＋１５）のビットｎの値を（Ｄ）の

ビット０～ビット１５に格納。 ８ × × ○ ○ ○ ○ ○

２５０ バイナリ→ 
アスキー変換 ＢＴＯＡ Ｓ １ ， Ｓ ２ ，

ｎ，Ｄ 
複数のバイナリデータを複数のアスキ

ーデータに変換します。 １２ × × ○ △
注２） ○ × ×

２５１ アスキー→ 
バイナリ変換 ＡＴＯＢ Ｓ １ ， Ｓ ２ ，

ｎ，Ｄ 
複数のアスキーデータを複数のバイナ

リデータに変換します。 １２ × × ○ △
注２） ○ × ×

２５２ アスキーデー

タチェック ＡＣＨＫ Ｓ１，Ｓ２，ｎ 
Ｆ２５１（ＡＴＯＢ）命令で取り扱うアスキー

データ列のチェックを行います。 １０ × × ○ △
注４） 

△
注３） × ×

文字列命令 

２５７ 文字列の比較 ＳＣＭＰ Ｓ１，Ｓ２ 
指定した２つの文字列を比較し、判定

結果を特殊内部リレーに出力します。 １０ × × ○ ○ ○ ○ ○

２５８ 文字列の連結 ＳＡＤＤ Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 文字列と文字列を連結します。 １２ × × ○ ○ ○ ○ ○

２５９ 
文字列の文字

数 ＬＥＮ Ｓ，Ｄ 文字列に格納されている文字数を求め

ます。 ６ × × ○ ○ ○ ○ ○

２６０ 文字列の検索 ＳＳＲＣ Ｓ１，Ｓ２，Ｄ 指定した文字を文字列より検索します。 １０ × × ○ ○ ○ ○ ○

２６１ 
文字列（右側）

からの取り出し ＲＩＧＨＴ Ｓ１，Ｓ２，Ｄ
文字列の右側から指定した文字数分の

文字列を取り出します。 ８ × × ○ ○ ○ ○ ○

２６２ 
文字列（左側）

からの取り出し ＬＥＦＴ Ｓ１，Ｓ２，Ｄ
文字列の左側から指定した文字数分の

文字列を取り出します。 ８ × × ○ ○ ○ ○ ○

２６３ 
文字列から文

字列を取り出

す 
ＭＩＤＲ Ｓ１，Ｓ２， 

Ｓ３，Ｄ 
文字列の指定の位置から指定した文字

数分の文字列を取り出します。 １０ × × ○ ○ ○ ○ ○

２６４ 文字列へ文字

列を書き込む ＭＩＤＷ Ｓ １ ， Ｓ ２ ，

Ｄ，ｎ 
文字列から指定した文字数分の文字を

文字列の指定の位置に書き込みます。
１２ × × ○ ○ ○ ○ ○

２６５ 
文字列の置き 
換え 

ＳＲＥＰ Ｓ，Ｄ，ｐ，ｎ

文字列の文字を文字列の指定の位置

から指定した文字数分に置き換えま

す。 
１２ × × ○ ○ ○ ○ ○

整数型データ処理命令 

２７０ 最大値 
（１６ビット） ＭＡＸ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ

［Ｓ１］から［Ｓ２］までのワードデータテー

ブル中で、最大値を検索し、［Ｄ］に格

納。その相対アドレス値を［Ｄ＋１］に格

納。 

８
△ 
注１） 

× ○ ○ ○ ○ ○

２７１ 最大値 
（３２ビット） ＤＭＡＸ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ

［Ｓ１］から［Ｓ２］までのダブルワードデー

タテーブル中で、最大値を検索し、［Ｄ］

に格納。相対アドレス値を［Ｄ＋２］に格

納。 

８
△ 
注１） 

× ○ ○ ○ ○ ○

２７２ 最小値 
（１６ビット） ＭＩＮ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ

［Ｓ１］から［Ｓ２］までのワードデータテー

ブル中で、最小値を検索し、［Ｄ］に格

納。相対アドレス値を［Ｄ＋１］に格納。 
８

△ 
注１） 

× ○ ○ ○ ○ ○

２７３ 最小値 
（３２ビット） ＤＭＩＮ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ

［Ｓ１］から［Ｓ２］までのダブルワードデー

タテーブル中で、最小値を検索し、［Ｄ］

に格納。相対アドレス値を［Ｄ＋２］に格

納。 

８
△ 
注１） 

× ○ ○ ○ ○ ○

２７５ 合計・平均値 
（１６ビット） ＭＥＡＮ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ

［Ｓ１］から［Ｓ２］までのワードデータ（符

合付き）の合計値および平均値を［Ｄ］

に格納。 
８

△ 
注１） 

× ○ ○ ○ ○ ○

注１）ＦＰ－ｅはＶｅｒ１．２以降で使用できます。 
注２）ＦＰΣは３２ｋタイプで使用できます。 

注３）ＦＰ－ＸはＶｅｒ２．０以降のみ使用できます。 
注４）ＦＰΣはＶｅｒ３．１０以降のみ使用できます。 
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２７６ 合計・平均値 
（３２ビット） ＤＭＥＡＮ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ

［Ｓ１］から［Ｓ２］までのダブルワードデー

タ（符合付き）の合計値および平均値を

［Ｄ］に格納。 
８

△ 
注１） 

× ○ ○ ○ ○ ○

２７７ ソート 
（１６ビット） ＳＯＲＴ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２， 

Ｓ３ 

［Ｓ１］から［Ｓ２］までのワードデータ（符

合付き）を昇順、または降順で並び替

え。 
８

△ 
注１） 

× ○ ○ ○ ○ ○

２７８ ソート 
（３２ビット） ＤＳＯＲＴ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２， 

Ｓ３ 

［Ｓ１］から［Ｓ２］までのダブルワードデー

タ（符合付き）を昇順、または降順で並

び替え。 
８

△ 
注１） 

× ○ ○ ○ ○ ○

２８２ 
１６ビットデータ

のスケーリング 
（線形化） 

ＳＣＡＬ Ｓ１，Ｓ２，Ｄ

与えたデータテーブルに対しスケーリン

グを行い、入力値Ｘに対する出力値Ｙ

を求めます。 
８

△ 
注１） 

× ○ ○ ○ ○ ○

２８３ 
３２ビットデータ

のスケーリング 
（線形化） 

ＤＳＣＡＬ Ｓ１，Ｓ２，Ｄ

与えたデータテーブルに対しスケーリン

グを行い、入力値Ｘに対する出力値Ｙ

を求めます。 
１０ × × ○ ○ ○ ○ ○

２８４ １６ビットデータ

の傾斜出力 ＲＡＭＰ Ｓ１，Ｓ２， 
Ｓ３，Ｄ 

指定された初期値から目標値まで、指

定時間で線形出力します。 １０ × × ○ △ 
注２） 

△
注２）

× ×

整数型非線形関数命令 

２８５ 上下限リミット 
制御（ワード） ＬＩＭＴ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２， 

Ｓ３，Ｄ 

［Ｓ１］＞［Ｓ３］のとき、［Ｓ１］→［Ｄ］ 
［Ｓ２］＜［Ｓ３］のとき、［Ｓ２］→［Ｄ］ 
［Ｓ１］≦［Ｓ３］≦［Ｓ２］のとき、 
［Ｓ３］→［Ｄ」 

１０
△ 
注１） 

× ○ ○ ○ ○ ○

２８６ 
上下限リミット 
制御 
（ダブルワード） 

ＤＬＩＭＴ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２， 
Ｓ３，Ｄ 

［Ｓ１，Ｓ１＋１］＞［Ｓ３，Ｓ３＋１］のとき、

［Ｓ１，Ｓ１＋１］→［Ｄ，Ｄ＋１］ 
［Ｓ２，Ｓ２＋１］＜［Ｓ３，Ｓ３＋１］のとき、

［Ｓ２，Ｓ２＋１］→［Ｄ，Ｄ＋１］ 
［Ｓ１，Ｓ１＋１］≦［Ｓ３，Ｓ３＋１］≦ 
［Ｓ２，Ｓ２＋１］のとき、 
［Ｓ３，Ｓ３＋１］→［Ｄ，Ｄ＋１」 

１６
△ 
注１） 

× ○ ○ ○ ○ ○

２８７ 不感帯制御 
（ワード） ＢＡＮＤ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２， 

Ｓ３，Ｄ 

［Ｓ１］＞［Ｓ３］のとき、 
［Ｓ３］－［Ｓ１］→［Ｄ］ 
［Ｓ２］＜［Ｓ３］のとき、 
［Ｓ３］－［Ｓ２］→［Ｄ］ 
［Ｓ１］≦［Ｓ３］≦［Ｓ２］のとき、０→［Ｄ」 

１０
△ 
注１） 

× ○ ○ ○ ○ ○

２８８ 
不感帯制御 
（ダブルワード） ＤＢＡＮＤ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２， 

Ｓ３，Ｄ 

［Ｓ１，Ｓ１＋１］＞［Ｓ３，Ｓ３＋１］のとき、

［Ｓ３，Ｓ３＋１］－［Ｓ１，Ｓ１＋１］ 
→［Ｄ，Ｄ＋１］ 
［Ｓ２，Ｓ２＋１］＜［Ｓ３，Ｓ３＋１］のとき、

［Ｓ３，Ｓ３＋１］－［Ｓ２，Ｓ２＋１］ 
→［Ｄ，Ｄ＋１］ 
［Ｓ１，Ｓ１＋１］≦［Ｓ３，Ｓ３＋１］≦ 
［Ｓ２，Ｓ２＋１］のとき、０→［Ｄ，Ｄ＋１」 

１６
△ 
注１） 

× ○ ○ ○ ○ ○

２８９ ゾーン制御 
（ワード） ＺＯＮＥ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２， 

Ｓ３，Ｄ 

［Ｓ３］＜０のとき、［Ｓ３］＋［Ｓ１］→［Ｄ］ 
［Ｓ３］＝０のとき、０→［Ｄ］ 
［Ｓ３］＞０のとき、［Ｓ３］＋［Ｓ２］→［Ｄ」 

１０
△ 
注１） 

× ○ ○ ○ ○ ○

２９０ ゾーン制御 
（ダブルワード） ＤＺＯＮＥ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２， 

Ｓ３，Ｄ 

［Ｓ３，Ｓ３＋１］＜０のとき、 
［Ｓ３，Ｓ３＋１］＋［Ｓ１，Ｓ１＋１］ 
→［Ｄ，Ｄ＋１］ 
［Ｓ３，Ｓ３＋１］＝０のとき、 
０→［Ｄ，Ｄ＋１］ 
［Ｓ３，Ｓ３＋１］＞０のとき、 
［Ｓ３，Ｓ３＋１］＋［Ｓ２，Ｓ２＋１］ 
→［Ｄ，Ｄ＋１」 

１６
△ 
注１） 

× ○ ○ ○ ○ ○

注１） ＦＰ－ｅはＶｅｒ１．２以降で使用できます。 
注２） ＦＰ－ＸはＶｅｒ２．０以降、ＦＰΣはＶｅｒ３．１０以降のみ使用できます。 
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ＢＣＤ形実数演算命令 

３００ ＢＣＤ形実数 
正弦演算 ＢＳＩＮ （Ｐ） Ｓ，Ｄ ＳＩＮ（［Ｓ，Ｓ＋１］）→［Ｄ，Ｄ＋１］ ６ × × × × × ○ ○

３０１ ＢＣＤ形実数 
余弦演算 ＢＣＯＳ （Ｐ） Ｓ，Ｄ ＣＯＳ（［Ｓ，Ｓ＋１］）→［Ｄ，Ｄ＋１］ ６ × × × × × ○ ○

３０２ ＢＣＤ形実数 
正接演算 ＢＴＡＮ （Ｐ） Ｓ，Ｄ ＴＡＮ（［Ｓ，Ｓ＋１］）→［Ｄ，Ｄ＋１］ ６ × × × × × ○ ○

３０３ ＢＣＤ形実数 
逆正弦演算 ＢＡＳＩＮ （Ｐ） Ｓ，Ｄ ＳＩＮ－１（［Ｓ，Ｓ＋１］）→［Ｄ，Ｄ＋１］ ６ × × × × × ○ ○

３０４ ＢＣＤ形実数 
逆余弦演算 ＢＡＣＯＳ （Ｐ） Ｓ，Ｄ ＣＯＳ－１（［Ｓ，Ｓ＋１］）→［Ｄ，Ｄ＋１］ ６ × × × × × ○ ○

３０５ ＢＣＤ形実数 
逆正接演算 ＢＡＴＡＮ （Ｐ） Ｓ，Ｄ ＴＡＮ－１（［Ｓ，Ｓ＋１］）→［Ｄ，Ｄ＋１］ ６ × × × × × ○ ○

浮動小数点形実数演算命令 

３０９ 浮動小数点形 
実数データ転送 ＦＭＶ （Ｐ） Ｓ，Ｄ （Ｓ＋１，Ｓ）→（Ｄ＋１，Ｄ） ８

○ 
注１） 

○ 
注１） ○ ○ ○ ○ ○

３１０ 浮動小数点形 
実数データ加算 Ｆ＋ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ

［Ｓ１，Ｓ１＋１］＋［Ｓ２，Ｓ２＋１］ 
→［Ｄ，Ｄ＋１］ 

１４
○ 
注１） 

○ 
注１） ○ ○ ○ ○ ○

３１１ 浮動小数点形 
実数データ減算 Ｆ－ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ

［Ｓ１，Ｓ１＋１］－［Ｓ２，Ｓ２＋１］ 
→［Ｄ，Ｄ＋１］ 

１４
○ 
注１） 

○ 
注１） ○ ○ ○ ○ ○

３１２ 浮動小数点形 
実数データ乗算 Ｆ＊ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ

［Ｓ１，Ｓ１＋１］×［Ｓ２，Ｓ２＋１］ 
→［Ｄ，Ｄ＋１］ 

１４
○ 
注１） 

○ 
注１） ○ ○ ○ ○ ○

３１３ 浮動小数点形 
実数データ除算 Ｆ％ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ

［Ｓ１，Ｓ１＋１］÷［Ｓ２，Ｓ２＋１］ 
→［Ｄ，Ｄ＋１］ 

１４
○ 
注１） 

○ 
注１） ○ ○ ○ ○ ○

３１４ 浮動小数点形 
実数データ正弦 ＳＩＮ （Ｐ） Ｓ，Ｄ ＳＩＮ（［Ｓ，Ｓ＋１］）→［Ｄ，Ｄ＋１］ １０

○ 
注１） 

○ 
注１） ○ ○ ○ ○ ○

３１５ 浮動小数点形 
実数データ余弦 ＣＯＳ （Ｐ） Ｓ，Ｄ ＣＯＳ（［Ｓ，Ｓ＋１］）→［Ｄ，Ｄ＋１］ １０

○ 
注１） 

○ 
注１） ○ ○ ○ ○ ○

３１６ 浮動小数点形 
実数データ正接 ＴＡＮ （Ｐ） Ｓ，Ｄ ＴＡＮ（［Ｓ，Ｓ＋１］）→［Ｄ，Ｄ＋１］ １０

○ 
注１） 

○ 
注１） ○ ○ ○ ○ ○

３１７ 
浮動小数点形 
実数データ 
逆正弦 

ＡＳＩＮ （Ｐ） Ｓ，Ｄ ＳＩＮ－１（［Ｓ，Ｓ＋１］）→［Ｄ，Ｄ＋１］ １０
○ 
注１） 

○ 
注１） ○ ○ ○ ○ ○

３１８ 
浮動小数点形 
実数データ 
逆余弦 

ＡＣＯＳ （Ｐ） Ｓ，Ｄ ＣＯＳ－１（［Ｓ，Ｓ＋１］）→［Ｄ，Ｄ＋１］ １０
○ 
注１） 

○ 
注１） ○ ○ ○ ○ ○

３１９ 
浮動小数点形 
実数データ 
逆正接 

ＡＴＡＮ （Ｐ） Ｓ，Ｄ ＴＡＮ－１（［Ｓ，Ｓ＋１］）→［Ｄ，Ｄ＋１］ １０
○ 
注１） 

○ 
注１） ○ ○ ○ ○ ○

３２０ 
浮動小数点形 
実数データ 
自然対数 

ＬＮ （Ｐ） Ｓ，Ｄ ＬＮ（［Ｓ，Ｓ＋１］）→［Ｄ，Ｄ＋１］ １０
○ 
注１） 

○ 
注１） ○ ○ ○ ○ ○

３２１ 浮動小数点形 
実数データ指数 ＥＸＰ （Ｐ） Ｓ，Ｄ ＥＸＰ（［Ｓ，Ｓ＋１］）→［Ｄ，Ｄ＋１］ １０

○ 
注１） 

○ 
注１） ○ ○ ○ ○ ○

３２２ 浮動小数点形 
実数データ対数 ＬＯＧ （Ｐ） Ｓ，Ｄ ＬＯＧ（［Ｓ，Ｓ＋１］）→［Ｄ，Ｄ＋１］ １０

○ 
注１） 

○ 
注１） ○ ○ ○ ○ ○

３２３ 
浮動小数点形 
実数データ 
べき乗 

ＰＷＲ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，Ｄ
［Ｓ１，Ｓ１＋１］∧［Ｓ２，Ｓ２＋１］ 
→［Ｄ、Ｄ＋１］ 

１４
○ 
注１） 

○ 
注１） ○ ○ ○ ○ ○

３２４ 
浮動小数点形 
実数データ 
平方根 

ＦＳＱＲ （Ｐ） Ｓ，Ｄ √［Ｓ，Ｓ＋１］→［Ｄ，Ｄ＋１］ １０
○ 
注１） 

○ 
注１） ○ ○ ○ ○ ○

注１）ＦＰ－ｅはＶ１．２１以降、ＦＰ０はＶ２．１以降で使用できます。 
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応
用
命
令
番
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ス
テ
ッ
プ
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0 
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Σ 
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FP
2 

FP
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H
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P1
0S

H
 

３２５ 
１６ビット整数→ 
浮動小数点形 
実数データ 

ＦＬＴ （Ｐ） Ｓ，Ｄ ［Ｓ］（符号付１６ビット整数データ）を、

実数データに変換し［Ｄ］に格納。 ６
○ 
注１） 

○ 
注１） ○ ○ ○ ○ ○

３２６ 
３２ビット整数→

浮動小数点形 
実数データ 

ＤＦＬＴ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 
［Ｓ，Ｓ＋１］（符号付３２ビット整数デ

ータ）を、実数データに変換し、［Ｄ，

Ｄ＋１］に格納。 
８

○ 
注１） 

○ 
注１） ○ ○ ○ ○ ○

３２７ 

浮動小数点形 
実数データ→ 
１６ビット整数 
超えない最大 

ＩＮＴ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 
［Ｓ，Ｓ＋１］（実数データ）を、符号付

１６ビット整数（超えない最大）に変換

し、［Ｄ］に格納。 
８

○ 
注１） 

○ 
注１） ○ ○ ○ ○ ○

３２８ 

浮動小数点形 
実数データ→ 
３２ビット整数 
超えない最大 

ＤＩＮＴ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 
［Ｓ，Ｓ＋１］（実数データ）を、符号付

３２ビット整数（超えない最大）に変換

し、［Ｄ，Ｄ＋１］に格納。 
８

○ 
注１） 

○ 
注１） ○ ○ ○ ○ ○

３２９ 

浮動小数点形 
実数データ→ 
１６ビット整数 
小数点以下 
切り捨て 

ＦＩＸ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 
［Ｓ，Ｓ＋１］（実数データ）を、符号付

１６ビット整数（小数点以下切り捨て）

に変換し、［Ｄ］に格納。 
８

○ 
注１） 

○ 
注１） ○ ○ ○ ○ ○

３３０ 

浮動小数点形 
実数データ→ 
３２ビット整数 
小数点以下 
切り捨て 

ＤＦＩＸ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 
［Ｓ，Ｓ＋１］（実数データ）を、符号付

３２ビット整数（小数点以下切り捨て）

に変換し、［Ｄ，Ｄ＋１］に格納。 
８

○ 
注１） 

○ 
注１） ○ ○ ○ ○ ○

３３１ 

浮動小数点形 
実数データ→ 
１６ビット整数 
小数点以下 
四捨五入 

ＲＯＦＦ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 
［Ｓ，Ｓ＋１］（実数データ）を、符号付

１６ビット整数（小数点以下四捨五入）

に変換し、［Ｄ］に格納。 
８

○ 
注１） 

○ 
注１） ○ ○ ○ ○ ○

３３２ 

浮動小数点形 
実数データ→ 
３２ビット整数 
小数点以下 
四捨五入 

ＤＲＯＦＦ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 
［Ｓ，Ｓ＋１］（実数データ）を、符号付

３２ビット整数（小数点以下四捨五入）

に変換し、［Ｄ，Ｄ＋１］に格納。 
８

○ 
注１） 

○ 
注１） ○ ○ ○ ○ ○

３３３ 
浮動小数点形 
実数データ小数

点以下切捨て 
ＦＩＮＴ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 

［Ｓ，Ｓ＋１］（実数データ）の小数点以

下を切り捨て、結果を［Ｄ，Ｄ＋１］に

格納。 
８

○ 
注１） 

○ 
注１） ○ ○ ○ ○ ○

３３４ 

浮動小数点形 
実数データ 
小数点以下 
四捨五入 

ＦＲＩＮＴ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 
［Ｓ，Ｓ＋１］（実数データ）の小数点第

１位を四捨五入し、結果を［Ｄ，Ｄ＋

１］に格納。 
８

○ 
注１） 

○ 
注１） ○ ○ ○ ○ ○

３３５ 
浮動小数点形 
実数データ 
符号交換 

Ｆ＋／－ （Ｐ） Ｓ，Ｄ ［Ｓ，Ｓ＋１］（実数データ）を符号変換

し、結果を［Ｄ，Ｄ＋１］に格納。 ８
○ 
注１） 

○ 
注１） ○ ○ ○ ○ ○

３３６ 
浮動小数点形 
実数データ 
絶対値 

ＦＡＢＳ （Ｐ） Ｓ，Ｄ ［Ｓ，Ｓ＋１］（実数データ）の絶対値を

求め、結果を［Ｄ，Ｄ＋１］に格納。 ８
○ 
注１） 

○ 
注１） ○ ○ ○ ○ ○

３３７ 
浮動小数点形 
実数データ 
度→ラディアン 

ＲＡＤ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 
［Ｓ＋１，Ｓ］の角度［度］を角度［ラジ

アン］（実数データ）に変換し、［Ｄ＋

１，Ｄ］に格納。 
８

○ 
注１） 

○ 
注１） ○ ○ ○ ○ ○

３３８ 
浮動小数点形 
実数データ 
ラディアン→度 

ＤＥＧ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 
［Ｓ＋１，Ｓ］の角度［ラジアン］（実数

データ）を角度［度］に変換し、［Ｄ＋

１，Ｄ］に格納。 
８

○ 
注１） 

○ 
注１） ○ ○ ○ ○ ○

注１）ＦＰ－ｅはＶ１．２１以降、ＦＰ０はＶ２．１以降で使用できます。 
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浮動小数点形実数データ処理命令 

３４５ 
浮動小数点形 
実数データ 
実数比較 

ＦＣＭＰ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２ 

（Ｓ１＋１，Ｓ１）＞（Ｓ２＋１，Ｓ２） 
→Ｒ９００Ａ：ＯＮ 
（Ｓ１＋１，Ｓ１）＝（Ｓ２＋１，Ｓ２） 
→Ｒ９００Ｂ：ＯＮ 
（Ｓ１＋１，Ｓ１）＜（Ｓ２＋１，Ｓ２） 
→Ｒ９００Ｃ：ＯＮ 

１０ × × ○ ○ ○ ○ ○

３４６ 
浮動小数点形 
実数データ 
実数帯域比較 

ＦＷＩＮ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，

Ｓ３ 

（Ｓ１＋１，Ｓ１）＞（Ｓ３＋１，Ｓ３） 
→Ｒ９００Ａ：ＯＮ 
（Ｓ２＋１，Ｓ２）≦（Ｓ１＋１，Ｓ１）≦ 
（Ｓ３＋１，Ｓ３）→Ｒ９００Ｂ：ＯＮ 
（Ｓ１＋１，Ｓ１）＜（Ｓ２＋１，Ｓ２） 
→Ｒ９００Ｃ：ＯＮ 

１４ × × ○ ○ ○ ○ ○

３４７ 

浮動小数点形 
実数データ 
上下限リミット 
制御 

ＦＬＩＭＴ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，

Ｓ３，Ｄ 

［Ｓ１，Ｓ１＋１］＞［Ｓ３，Ｓ３＋１］のとき、

［Ｓ１，Ｓ１＋１］→［Ｄ，Ｄ＋１］ 
［Ｓ２，Ｓ２＋１］＜［Ｓ３，Ｓ３＋１］のとき、

［Ｓ２，Ｓ２＋１］→［Ｄ，Ｄ＋１］ 
［Ｓ１，Ｓ１＋１］≦［Ｓ３，Ｓ３＋１］≦ 
［Ｓ２，Ｓ２＋１］のとき、 
［Ｓ３，Ｓ３＋１］→［Ｄ，Ｄ＋１］ 

１７ × × ○ ○ ○ ○ ○

３４８ 
浮動小数点形 
実数データ 
不感帯制御 

ＦＢＡＮＤ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，

Ｓ３，Ｄ 

［Ｓ１，Ｓ１＋１］＞［Ｓ３，Ｓ３＋１］のとき、

［Ｓ３，Ｓ３＋１］－［Ｓ１，Ｓ１＋１］ 
→［Ｄ，Ｄ＋１］ 
［Ｓ２，Ｓ２＋１］＜［Ｓ３，Ｓ３＋１］のとき、

［Ｓ３，Ｓ３＋１］－［Ｓ２，Ｓ２＋１］ 
→［Ｄ，Ｄ＋１］ 
［Ｓ１，Ｓ１＋１］≦［Ｓ３，Ｓ３＋１］≦ 
［Ｓ２，Ｓ２＋１］のとき、 
０．０→［Ｄ，Ｄ＋１］ 

１７ × × ○ ○ ○ ○ ○

３４９ 
浮動小数点形 
実数データ 
ゾーン制御 

ＦＺＯＮＥ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，

Ｓ３，Ｄ 

［Ｓ３，Ｓ３＋１］＜０．０のとき、 
［Ｓ３，Ｓ３＋１］＋［Ｓ１，Ｓ１＋１］ 
→［Ｄ，Ｄ＋１］ 
［Ｓ３，Ｓ３＋１］＝０．０のとき、 
０．０→［Ｄ，Ｄ＋１］ 
［Ｓ３，Ｓ３＋１］＞０．０のとき、 
［Ｓ３，Ｓ３＋１］＋［Ｓ２，Ｓ２＋１］ 
→［Ｄ，Ｄ＋１］ 

１７ × × ○ ○ ○ ○ ○

３５０ 
浮動小数点形 
実数データ 
最大値 

ＦＭＡＸ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，

Ｄ 

［Ｓ１］から［Ｓ２］までの実数データテー

ブル中の最大値を［Ｄ＋１，Ｄ］に格納

し、相対アドレス値を、［Ｄ＋２］に格納。

８ × × × × × ○ ○

３５１ 
浮動小数点形 
実数データ 
最小値 

ＦＭＩＮ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，

Ｄ 

［Ｓ１］から［Ｓ２］までの実数データテー

ブル中の最小値を［Ｄ＋１，Ｄ］に格納

し、相対アドレス値を、［Ｄ＋２］に格納。

８ × × × × × ○ ○

３５２ 
浮動小数点形 
実数データ 
合計・平均値 

ＦＭＥＡＮ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，

Ｄ 

［Ｓ１］から［Ｓ２］までの実数データ中の

合計値を［Ｄ＋１，Ｄ］、平均値を［Ｄ＋

３，Ｄ＋２］に格納。 
８ × × × × × ○ ○

３５３ 
浮動小数点形 
実数データ 
ソート 

ＦＳＯＲＴ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，

Ｓ３ 
［Ｓ１］から［Ｓ２］までの実数データを昇

順、または降順で並び替え。 
８ × × × × × ○ ○

３５４ 実数データの 
スケーリング ＦＳＣＡＬ （Ｐ） Ｓ１，Ｓ２，

Ｄ 

実数データテーブルによるスケーリング

（線形化）を行い、入力値（Ｘ）に対する

出力（Ｙ）を計算します。 
１２ × × ○ △ 

注 2） 
△
注３）

△
注１）

△
注１）

注１）ＦＰ２／ＦＰ２ＳＨのＶｅｒ．１．５以降で使用できます。ＦＰ１０ＳＨは使用できません。 
注２）ＦＰΣは３２ｋタイプで使用できます。 
注３）ＦＰ－ＸはＶｅｒ１．１３以降で使用できます。 
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時系列処理命令 

３５５ ＰＩＤ演算 ＰＩＤ Ｓ 
［Ｓ］～［Ｓ＋２］、［Ｓ＋４］～［Ｓ＋１０］で

指定するモード、パラメータに従ってＰＩ

Ｄ演算を行い、結果を［Ｓ＋３］に格納。

４ ○ ○ 
注３） ○ ○ ○ ○ ○

３５６ イージーＰＩＤ ＥＺＰＩＤ 
Ｓ１，Ｓ２， 

Ｓ３，Ｓ４ 

 

温調器のイメージで簡単に温度制御 
（ＰＩＤ）が出来ます。 

１０ × × ○ △
注 2） 

△
注 2）

× ×

比較命令 

３７３ データ変化検出 
（１６ビット） ＤＴＲ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 

［Ｓ］のデータ変化を検出し、ＣＹフラグ

に反映する。［Ｄ］は前回値データ保持

用エリアとして使用。 
６ × × ○ ○ ○ ○ ○

３７４ データ変化検出 
（３２ビット） ＤＤＴＲ （Ｐ） Ｓ，Ｄ 

［Ｓ＋１，Ｓ］のデータ変化を検出し、ＣＹ

フラグに反映する。［Ｄ＋１，Ｄ］は前回

値データ保持用エリアとして使用。 
６ × × ○ ○ ○ ○ ○

インデックスレジスタバンク処理命令 

４１０ 
インデックス 
レジスタ 
バンク設定 

ＳＥＴＢ （Ｐ） ｎ 
インデックスレジスタＩ０～ＩＤのバンクを

ｎに切り替える。 
４ × × × × × × ○

４１１ 
インデックス 
レジスタ 
バンク切り替え 

ＣＨＧＢ （Ｐ） ｎ 
インデックスレジスタＩ０～ＩＤのバンクを

ｎに切り替え、切り替える前のバンクＮ

ｏ．を記憶する。 
４ × × × × × × ○

４１２ 
インデックス 
レジスタ 
バンク復帰 

ＰＯＰＢ （Ｐ）  
インデックスレジスタＩ０～ＩＤのバンク

を、ＣＨＧＢ命令で切り替える前のバン

クに戻す。 
２ × × × × × × ○

ファイルレジスタバンク処理命令 

４１４ 
ファイル 
レジスタ 
バンク設定 

ＳＢＦＬ （Ｐ） ｎ ファイルレジスタバンクをｎに切り替え

る。 ４ × × × × × ×
△
注１）

４１５ 
ファイル 
レジスタ 
バンク切り替え 

ＣＢＦＬ （Ｐ） ｎ ファイルレジスタバンクをｎに切り替え、

切り替える前のバンクＮｏ．を記憶する。
４ × × × × × ×

△
注１）

４１６ 
ファイル 
レジスタ 
バンク復帰 

ＰＢＦＬ （Ｐ） － ファイルレジスタバンクを、ＣＢＦＬ命令

で切り替える前のバンクに戻す。 ２ × × × × × ×
△
注１）

注１） ＦＰ１０ＳＨは使用できません。 
注２） ＦＰ－ＸはＶ１．２０以降、ＦＰΣは３２ｋタイプで使用できます。 
注３） ＦＰ０はＶ２．１以降で使用できます。 
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12.4 エラーコード 
 ＥＲＲＯＲ表示について 
ＥＲＲＯＲ表示は機種によりＬＥＤや画面表示などの違いがあります。 

機種 表示 動作状態 

ＦＰ１、ＦＰ－Ｍ、ＦＰ２、ＦＰ２ＳＨ、ＦＰ３、ＦＰ１０ＳＨ ＬＥＤ ＥＲＲＯＲ． 点灯 

ＦＰΣ、ＦＰ０、ＦＰ０Ｒ、ＦＰ－Ｘ ＬＥＤ ＥＲＲＯＲ／ＡＬＡＲＭ 点滅／点灯 

ＦＰ－ｅ 画面 ＥＲＲ． 点灯 

 
 「ＥＲＲＯＲ」点灯時のエラー内容の確認 

・コントロールユニット（ＣＰＵユニット）の前面にあるＥＲＲＯＲが点灯または点滅した場合、 
 「自己診断エラー」または「文法チェックエラー」が発生しています。エラー内容を確認し、処置してください。 
エラーの確認方法  
＜手順＞ 
１．プログラミングツールを使用して、エラーコードを読み出してください。 
   [ステータス表示]を実行すると、エラーコードとその内容が表示されます。 
２．読み出したエラーコードにしたがって、「エラーコード一覧」でエラー内容を確認してください。 
文法チェックエラー 
書き込まれているプログラムに、文法エラーや設定に合わない内容が含まれている場合に、 
トータルチェックで検知されるエラーです。 
ＲＵＮモードに切り替えると、トータルチェックが自動的に実施され、文法エラーによる誤動作を防ぎます。 
文法チェックエラーが検知されると 
・ＥＲＲＯＲが点灯または点滅します。 
・ＲＵＮモードにしても運転が開始されません。 
・リモート操作で、ＲＵＮモードに切り替えることはできません。 
文法チェックエラーの解除 
ＰＲＯＧ．モードにすると、エラー検知状態は解除され、ＥＲＲＯＲは消灯します。 
文法チェックエラーの処置 
ＰＲＯＧ．モードに切り替えて、プログラミングツールを接続したまま、オンラインでトータルチェック機能を 
実行すると、エラー内容とエラー発生アドレスを読み出すことができます。 
読み出した内容にしたがって、プログラムを見直してください。 
自己診断エラー 
異常が発生したときに、コントロールユニット（ＣＰＵユニット）の自己診断機能によって、検出されるエラーです。 
自己診断機能ではメモリ異常検出、入出力異常検出等の監視をおこなっています。 
自己診断エラーが発生すると 
・ＥＲＲＯＲが点灯または点滅します。 
・エラー内容、システムレジスタの設定によっては、コントロールユニット（ＣＰＵユニット）の運転が 
停止する場合があります。 
・エラーコード特殊データレジスタＤＴ９０００（ＤＴ９００００）に格納されます。 
・演算エラーの場合は、エラー発生アドレスがＤＴ９０１７（ＤＴ９００１７）とＤＴ９０１８（ＤＴ９００１８）に 
格納されます。 
自己診断エラーの解除 
[ステータス表示]で、[エラークリア]を実行してください。エラーコード４３以上のエラーが 
クリアできます。 
・イニシャライズスイッチを使って、エラーをクリアすることもできます。ただし、この場合演算用メモリの 
内容もクリアされます。 
・ＰＲＯＧ．モードで電源をいれ直してもエラーをクリアできます。ただし、保持型データ意外の演算メモリ 
の内容はクリアされます。 
・自己診断エラーセット命令（Ｆ１４８）によって、エラーをクリアすることもできます。 
自己診断エラーの処置 
処置方法はエラー内容によって異なります。詳細については、確認したエラーコードにしたがって、 
自己診断エラー一覧表をご参照ください。 

 

 ＭＥＷＴＯＣＯＬ－ＣＯＭ通信エラー 
・パソコンまたは、その他コンピュータ機器から、ＭＥＷＴＯＣＯＬ－ＣＯＭを使用してＰＬＣと通信する場合の 
 異常レスポンス時のエラーコードです。 
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12.4.1 文法チェックエラー一覧 

コード 名称 運転 エラー内容と処置方法 

Ｆ
Ｐ
ー
ｅ 

Ｆ
Ｐ
０ 

Ｆ
Ｐ
０
Ｒ 

Ｆ
Ｐ
Σ 

Ｆ
Ｐ
ー
Ｘ 

Ｆ
Ｐ
２ 

Ｆ
Ｐ
２
Ｓ
Ｈ 

Ｆ
Ｐ
１
０
Ｓ
Ｈ 

Ｅ１ 文法エラー 
 

停止 文法に誤りのあるシーケンスプログラムが 

書き込まれています。 

▶ＰＲＯＧ．モードに切り替えて、誤りを直してくだ

さい。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ｅ２ 
注） 

２重使用（定義） 
エラー 

停止 アウト命令やキープ命令で同じリレーを複数回使

用しています。同じタイマ／カウンタ番号を使用

している場合も発生します。 

▶ＰＲＯＧ．モードに切り替えて、リレーは１プログ

ラム中１回のみ出力するようにプログラムし直して

ください。 

または、システムレジスタＮｏ．２０にて２重出力の

許可を選択してください。 

２重出力の許可を選択した場合でも、タイマ／カ

ウンタ命令の２重定義エラーは検知されます。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ｅ３ ペア不成立エラー 停止 ジャンプ（ＪＰとＬＢＬ）のようにペアで使用する命令

で、一方が欠けているか、位置関係に誤りがある

ために実行できません。 

▶ＰＲＯＧ．モードに切り替えて、ペアで使用する２

つの命令を正しい位置に入力してください。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ｅ４ パラメータミスマッチ

エラー 
停止 システムレジスタの設定に合わない命令語が書き

込まれています。具体的には、タイマ／カウンタ

の範囲設定とプログラムでの番号指定が合致し

ていません。 

▶ＰＲＯＧ．モードに切り替えて、システムレジスタ

の内容を確認し、設定と命令語を合致させてくだ

さい。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ｅ５ 
注） 

命令位置エラー 停止 実行可能なエリア（主プログラムエリア、副プログ

ラムエリア）が決まっている命令が、そのエリア以

外の位置に書き込まれています（サブルーチンＳ

ＵＢ～ＲＥＴが、ＥＤ命令よりも前にあるなど）。 

▶ＰＲＯＧ．モードに切り替えて、所定のエリアに命

令を入力してください。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ｅ６ コンパイル 
メモリＦＵＬＬ 

停止 全プログラムをコンパイルすることが出来ません

でした。 

▶ＰＲＯＧ．モードに切り替えて、プログラムの総ス

テップ数を減らしてください。 

ＦＰ１０ＳＨ 

メモリ増設可能な場合は、メモリを増設するとコン

パイル可能になります。 

○ ○ ○ ○ ○  ○ ○

Ｅ７ 応用命令 
組み合わせエラー 

停止 連続実行するように書き込まれた複数の応用命

令のなかに毎スキャン実行型と微分実行型が混

在しています。 

▶毎スキャン実行型と微分実行型は、別々にまと

めて、それぞれに実行条件をつけてください。 

○ ○ ○ ○ ○ ○

Ｅ８ 応用命令 
オペランド組み合わ

せエラー 

停止 複数のオペランドで組み合わせが決まっている

命令（種類を同じにする、など）で、その組み合わ

せに誤りがあります。 

▶正しい組み合わせでオペランドを登録してくだ

さい。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ｅ９ プログラム無し 
エラー 

停止 ・プログラムの初期化が行なわれていません。 

・プログラムが破壊されています。 

▶プログラムを「プログラム消去」してください。 

 ツールソフトをご使用の場合は、プログラムを再

度転送してください。 

   ○ ○

Ｅ１０ ＲＵＮ中書き換え 
文法エラー 

運転

継続 
ツールソフトの画素Ｉ／Ｏ入力方式で、ＲＵＮ中書

き換えができない命令語（ＥＤ、ＬＢＬ、ＳＵＢ、ＲＥ

Ｔ、ＩＮＴ、ＩＲＥＴ、ＳＳＴＰ、ＳＴＰＥ）を削除、追加ま

たは順序変更しようとしています。ＣＰＵユニット

には何も書き込まれていません。 

  ○ ○ ○

注）文法に間違いのある書き換えをＲＵＮ中に実行しようとした場合にも、検出されるエラーです。この場合は、 
  ＣＰＵユニットには何も書き込まれていません、また、運転は継続されます。 
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12.4.2 自己診断エラー一覧 

コード 名称 運転 エラー内容と処置方法 

Ｆ
Ｐ
ー
ｅ 

Ｆ
Ｐ
０ 

Ｆ
Ｐ
０
Ｒ 

Ｆ
Ｐ
Σ 

Ｆ
Ｐ
ー
Ｘ 

Ｆ
Ｐ
２ 

Ｆ
Ｐ
２
Ｓ
Ｈ 

Ｆ
Ｐ
１
０
Ｓ
Ｈ 

Ｅ２０ ＣＰＵ異常 停止 ハードウェアの異常が考えられます 

▶弊社にご連絡ください。 
  ○ ○ ○

Ｅ２１ ＲＡＭ異常１ 
Ｅ２２ ＲＡＭ異常２ 
Ｅ２３ ＲＡＭ異常３ 
Ｅ２４ ＲＡＭ異常４ 

  ○ ○ ○

Ｅ２５ ＲＡＭ異常５ 

停止 内蔵ＲＡＭの不良が考えられます。 

▶弊社にご連絡ください。 

   

Ｅ２５ マスタメモリ機種 
不一致 

停止 マスタメモリの機種が不一致です。同じ機種で作

成したマスタメモリを使用してください。  
△ 
注１） 

 

ＦＰ－ｅ、ＦＰ０、ＦＰ０Ｒ、ＦＰΣ、ＦＰ１ １４点・１６点

ハードウェアの異常が考えられます。 

▶弊社にご連絡ください。 

ＦＰ－Ｘ 

マスタメモリカセットを装着している場合、マスタメ

モリが壊れている可能性があります。 

▶マスタメモリカセットを取り外してエラーが消える

かご確認ください。エラーが消えた場合は、マスタ

メモリの内容が壊れているので、再度マスタメモリ

を書き直してご使用ください。消えない場合は、弊

社にご連絡ください。 

ＦＰ１ ２４点･４０点・５６点・７２点ＦＰ－Ｍ 

メモリユニットにプログラムが正常に書きこまれてい

ません。 

▶メモリユニットを再度書き直してください。それで

もうまくいかない場合は、メモリユニットを交換して

ください。 

Ｅ２６ ユーザＲＯＭ異常 停止 

ＦＰ２、ＦＰ２ＳＨ、ＦＰ１０ＳＨ、ＦＰ３ 

装着されたＲＯＭに異常が考えられます。 

・正常に書き込めませんでした。 

・ＲＯＭが装着されていない。 

・ＲＯＭの内容が壊れている。 

・ＲＯＭに格納されているプログラム容量が本体Ｒ

ＡＭより大きい。 

▶ＲＯＭを再度作り直してください。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ｅ２７ ユニット装着制限 停止 ユニットの装着数が制限を越えています。 

（リンクユニットを４台以上装着している、など） 

▶一旦電源を切り、ユニットの組み合わせが制限範

囲内になっているか確認してください。 
○ ○ ○ ○ ○ ○

Ｅ２８ システムレジスタ 
異常 

停止 システムレジスタの内容が異常な値になっていま

す。 

▶システムレジスタの内容を見直してください。 

▶システムレジスタを初期化して、再設定を 

おこなってください。 

  ○ 

Ｅ２９ コンフィグパラメー

タ異常 
停止 ＭＥＷＮＥＴ－Ｗ２用コンフィグレーションエリアに

パラメータ異常を検知しました。 

正常なパラメータを設定してください。 

  ○ ○

Ｅ３０ 割り込み異常０ 停止 ハードウェアの異常が考えられます。 

▶弊社にご連絡ください。 
   

Ｅ３１ 割り込み異常１ 停止 割り込み要求が発生していないのに、割り込みが

発生しました。ハードウェア異常または何らかの原

因による誤動作が考えられます。 

▶一旦電源を切り、ノイズ環境をチェック・整備して

ください。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ｅ３２ 割り込み異常２ 停止 発生した割り込みに対応する割り込みプログラム

がありません。 

▶ハードウェア異常または何らかの原因による誤動

作が考えられます。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

注１）ＦＰ－ＸのＶｅｒ２．０以降で発生。
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コード 名称 運転 エラー内容と処置方法 

Ｆ
Ｐ
ー
ｅ 

Ｆ
Ｐ
０ 

Ｆ
Ｐ
０
Ｒ 

Ｆ
Ｐ
Σ 

Ｆ
Ｐ
ー
Ｘ 

Ｆ
Ｐ
２ 

Ｆ
Ｐ
２
Ｓ
Ｈ 

Ｆ
Ｐ
１
０
Ｓ
Ｈ 

Ｅ３３ マルチＣＰＵ 
機能設定データ 
不一致 
 

ＣＰＵ

２が 
停止 

マルチＣＰＵシステムで使用している時に発生す

るエラーです。 

▶マルチＣＰＵシステム導入マニュアルのエラーに

ついてをご参照ください。 

   ○

Ｅ３４ Ｉ／Ｏステータス異常 停止 異常ユニットが装着されています。 

ＦＰΣ、ＦＰ０Ｒ（ＦＰ０Ｒモード）、ＦＰ－Ｘ、ＦＰ２、 

ＦＰ２ＳＨ、ＦＰ１０ＳＨ 

▶スロット番号をＤＴ９００３６で確認し、異常ユニッ

トを正常なユニットに交換してください。 

ＦＰ３ 

▶スロット番号をＤＴ９０３６で確認し、異常ユニット

を正常なユニットに交換してください。 

○ ○ ○  ○ ○

Ｅ３５ ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ 
子局セット上の禁止 
ユニット装着エラー 

停止 子局のマザーボード上にリモートＩ／Ｏシステムで

使用できないユニットが装着されています。 

(例：リンクユニット等) 

▶装着禁止ユニットを取り除いてください。 

  ○ ○ ○

Ｅ３６ ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ 
リモートＩ／Ｏ使用制

限 

停止 リモートＩ／Ｏシステムでのスロット数または 

Ｉ／Ｏ点数が制限を越えています。 

▶スロット数およびＩ／Ｏ点数が制限内になるよう

にしてください。 

  ○ ○ ○

Ｅ３７ ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ 
リモートＩ／Ｏマップ重

複エラーまたは範囲

超えエラー 

停止 通常Ｉ／Ｏマップ、リモートＩ／Ｏ（マスタ１～マスタ

４）マップの設定に重複や範囲超えがあります。 

▶各Ｉ／Ｏマップを重複しないように、また範囲を

超えないように設定し直してください。 

  ○ ○ ○

Ｅ３８ ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ 
Ｉ／Ｏターミナル 
登録異常 

停止 リモートＩ／Ｏターミナルボード、リモートＩ／Ｏター

ミナルユニット、Ｉ／Ｏリンクユニットに対するＩ／Ｏ

マップ登録に誤りがあります。 

▶各子局のＩ／Ｏ占有点数を確認し、正しく設定し

直してください。 

   ○ ○ ○

Ｅ３９ ＩＣカード 
読み出し異常 

停止 ＩＣメモリカードからプログラム読み出し（ディップ

スイッチ設定によるＩＣカード運転、 

またはＦ１４（ＰＧＲＤ）命令によるプログラム入れ

替え）実行する際に、 

・ＩＣメモリカードが装着されていない。 

・プログラムファイルが無い、または破壊されてい

る 

・ＩＣカードアクセス禁止ＤＩＰＳＷ設定がされてい

る。 

・ＡＵＴＯＥＸＥＣ．ＳＰＧが異常である。 

・カードに格納されているプログラム容量が本体

より大きい。 

▶プログラムファイルが正しく記録されているＩＣメ

モリカードを装着して、再度読み出しを実行して

ください。 

   ○ ○
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コード 名称 運転 エラー内容と処置方法 

Ｆ
Ｐ
ー
ｅ 

Ｆ
Ｐ
０ 

Ｆ
Ｐ
０
Ｒ 

Ｆ
Ｐ
Σ 

Ｆ
Ｐ
ー
Ｘ 

Ｆ
Ｐ
２ 

Ｆ
Ｐ
２
Ｓ
Ｈ 

Ｆ
Ｐ
１
０
Ｓ
Ｈ 

異常Ｉ／Ｏユニット 

ＦＰΣ、ＦＰ－Ｘ 

▶異常が発生したＦＰΣ増設ユニット（ＦＰ－Ｘの場

合は機能カセット）を 

ＤＴ９０００２で確認し，修復してください。 

ＦＰ２、ＦＰ２ＳＨ 

▶異常が発生したＩ／ＯユニットをＤＴ９０００２、ＤＴ

９０００３で確認し、修復してください。 

システムレジスタＮｏ．２１で 

１：運転継続／０：停止を選択可能 

＊ＦＰＷＩＮ ＧＲ／Ｐｒｏではステータス表示機能

内の「Ｉ／Ｏエラー」で確認できます。 

Ｅ４０ Ｉ／Ｏエラー 選択 

ＭＥＷＮＥＴ－ＴＲ交信異常 

ＦＰ３、ＦＰ１０ＳＨ 

▶交信異常が発生したマスタユニットや異常が 

発生したＩ／ＯユニットをＤＴ９００２、ＤＴ９００３で 

確認し、修復してください。 

（ＦＰ１０ＳＨはＤＴ９０００２，ＤＴ９０００３） 

システムレジスタＮｏ．２１で 

１：運転継続／０：停止を選択可能 

＊ＦＰＷＩＮ ＧＲ／Ｐｒｏではステータス表示 

 機能内の「Ｉ／Ｏエラー」で確認できます。 

○ ○ ○ ○ ○

Ｅ４１ 特殊ユニット暴走 選択 高機能ユニットに異常が発生しています。 

ＦＰΣ、ＦＰ－Ｘ 

▶異常が発生したＦＰΣ高機能ユニット（ＦＰ－Ｘの

場合は機能カセット）を 

ＤＴ９０００６で確認してください。 

ＦＰ２、ＦＰ２ＳＨ、ＦＰ１０ＳＨ 

▶異常が発生した高機能ユニットを 

ＤＴ９０００６、ＤＴ９０００７で確認し、そのユニット

のマニュアルを参照して処置してください。 

システムレジスタＮｏ．２２で 

１：運転継続／０：停止を選択可能 

ＦＰ３ 

▶異常が発生した高機能ユニットを 

ＤＴ９００６、ＤＴ９００７で確認し、そのユニットの 

マニュアルを参照して処置してください。 

システムレジスタＮｏ．２２で 

１：運転継続／０：停止を選択可能 

＊ＦＰＷＩＮ ＧＲ／Ｐｒｏではステータス表示 

 機能内の「特殊異常（特殊ユニットエラー）」で 

 確認できます。（異常特殊ユニットダイアログ） 

○ ○ ○ ○ ○

Ｅ４２ Ｉ／Ｏ照合異常 選択 入出力ユニット（増設ユニット）の接続状態が電源

投入時と異なっています。 

▶接続状況が変わった入出力ユニットをＦＰ０ 

の場合は、ＤＴ９００１０、ＦＰΣ、ＦＰ－Ｘの場合

は、ＤＴ９００１０、ＤＴ９００１１で確認してください。

また、増設コネクタの勘合を確認してください。 

ＦＰ２、ＦＰ２ＳＨ、ＦＰ１０ＳＨはＤＴ９００１０、 

ＤＴ９００１１で確認してください。 

（ＦＰ３はＤＴ９０１０，ＤＴ９０１１） 

システムレジスタＮｏ．２３で 

１：運転継続／０：停止を選択可能 

＊ＦＰＷＩＮ ＧＲ／Ｐｒｏではステータス表示 

 機能内の「照合異常（Ｉ／Ｏ照合エラー）」で 

 確認できます。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ｅ４３ 演算渋滞ＷＤＴ 
（演算渋滞監視用 
ウォッチドグタイマの

タイムアップ） 

選択 シーケンスプログラムのスキャンにかかる時間 

が規定時間を越えました。 

▶規定時間内に演算できるようにプログラムか 

規定時間を再検討してください。 

システムレジスタＮｏ．２４で 

１：運転継続／０：停止を選択可能 

   ○ ○
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コード 名称 運転 エラー内容と処置方法 

Ｆ
Ｐ
ー
ｅ 

Ｆ
Ｐ
０ 

Ｆ
Ｐ
０
Ｒ 

Ｆ
Ｐ
Σ 

Ｆ
Ｐ
ー
Ｘ 

Ｆ
Ｐ
２ 

Ｆ
Ｐ
２
Ｓ
Ｈ 

Ｆ
Ｐ
１
０
Ｓ
Ｈ 

Ｅ４４ リモート子局接続 
タイムアウト 

選択 システムレジスタＮｏ．３５で設定した、タイム 

アウト時間を経過しても、リモート子局との交信 

が成立しなかった場合に発生します。 

システムレジスタＮｏ．２５で 

１：運転継続／０：停止を選択可能 

 

 

   ○ ○ ○

Ｅ４５ 演算エラー発生 選択 ある応用命令で、演算不可能な状態に 

なりました。演算エラーの原因は、命令によって異

なります。 

システムレジスタＮｏ．２６で 

１：運転継続／０：停止を選択可能 

演算エラーのアドレスは、特殊レジスタＤＴ９０１７

とＤＴ９０１８かＤＴ９００１７とＤＴ９００１８のいずれ

かで確認できます。（機種によって異なります） 

ＤＴ９０１７・ＤＴ９０１８ ＦＰ－ｅ、ＦＰ０、 

              ＦＰ０Ｒ（ＦＰ０モード） 

ＤＴ９００１７・ＤＴ９００１８ ＦＰ∑、ＦＰ－Ｘ、ＦＰ０Ｒ 

（ＦＰ０Ｒモード）、ＦＰ２、

ＦＰ２ＳＨ、ＦＰ１０ＳＨ 

＊ＦＰＷＩＮ ＧＲ／Ｐｒｏではステータス表示 

 機能内の「演算エラー」で確認できます。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

選択 Ｓ－ＬＩＮＫエラー ＦＰ０－ＳＬ１のみ発生 

Ｓ－ＬＩＮＫエラー（ＥＲＲ１、３，４）のいずれか 

の発生を検知した場合に、エラーコードＥ４６ 

（リモートＩ／Ｏ（Ｓ－ＬＩＮＫ）交信異常）を 

格納します。 

システムレジスタＮｏ．２７で 

 １：運転継続／０：停止（デフォルトは１）を 

選択可能 

 ○       

Ｅ４６ リモートＩ／Ｏ交信 
異常 

選択 ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ交信異常 

電源切れや伝送ケーブルの切断などにより交信で

きなくなった子局があります。 

ＦＰ２、ＦＰ２ＳＨ、ＦＰ１０ＳＨ 

▶交信できない子局Ｎｏ．をＤＴ９０１３１～ＤＴ 

９０１３７で確認して、交信状態を修復してください。

ＦＰ３ 

▶交信できない子局Ｎｏ．をＤＴ９１３１～ＤＴ９１３７

で確認して、交信状態を修復してください。 

システムレジスタＮｏ．２７で 

 １：運転継続／０：停止を選択可能 

 

 

   ○ ○ ○

Ｅ４７ ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ 
子局上Ｉ／Ｏ 
ユニットの 
属性異常 

選択 子局セットに装着しているユニットに下記のような 

異常が発生しています。 

［照合異常］ 

ユニットの抜け落ちなど 

［高機能ユニット暴走］ 

高機能ユニットの異常 

ＦＰ２、ＦＰ２ＳＨ、ＦＰ１０ＳＨ 

▶異常箇所、内容をＤＴ９０１３１～ＤＴ９０１３７で 

確認して、修復してください。 

ＦＰ３ 

▶異常箇所、内容をＤＴ９１３１～ＤＴ９１３７で 

確認して、修復してください 

システムレジスタＮｏ．２８で 

 １：運転継続／０：停止を選択可能 

 

 

   ○ ○ ○

Ｅ４９ 増設電源シーケンス

異常 
運転

停止 
増設ユニットの電源がコントロールユニットより後に

投入されています。 

コントロールユニットと同時か先に電源投入してく

ださい。 

 

 

  ○    
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コード 名称 運転 エラー内容と処置方法 

Ｆ
Ｐ
ー
ｅ 

Ｆ
Ｐ
０ 

Ｆ
Ｐ
０
Ｒ 

Ｆ
Ｐ
Σ 

Ｆ
Ｐ
ー
Ｘ 

Ｆ
Ｐ
２ 

Ｆ
Ｐ
２
Ｓ
Ｈ 

Ｆ
Ｐ
１
０
Ｓ
Ｈ 

Ｅ５０ 電池異常 
（電池外れまたは 
電圧低下） 

運転 
継続 

バックアップ用の電池の電圧が規定よりも 

低下しているか、コントロールユニットに電池が 

接続されていません。 

▶バックアップ用電池を確認して、交換・接続など

の処置を行なってください。 

▶システムレジスタＮｏ．４にて、この自己診断エラ

ーを報知するかしないかを設定できます。 

 

 

 ○ ○ ○ ○ ○

Ｅ５１ ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ 
終端局設定エラー 

運転 
継続 

リモートＩ／Ｏシステムでの終端局の設定に誤りが

あります。 

▶各局の終端局設定スイッチを確認して、 

終端にある２局のみを終端局に設定してくださ

い。 

 

 

   ○ ○ ○

Ｅ５２ ＭＥＷＮＥＴ－Ｆ 
リモートＩ／Ｏ 
リフレッシュ 
同期異常 

運転

継続 
▶ＲＵＮモードのままでイニシャライズしてくださ

い。それでもエラーになる場合は弊社にご連絡 

ください。  

 

   ○ ○ ○

Ｅ５３ マルチＣＰＵ 
Ｉ／Ｏ登録不一致 
（ＣＰＵ２でのみ報知） 

運転 
継続 

マルチＣＰＵシステムで使用している時に発生す

るエラーです。 

▶マルチＣＰＵシステム導入マニュアルのエラーに

ついての記述をご覧ください。 

 

 

     ○

Ｅ５４ ＩＣカード電池異常 
(ＩＣカードデータ 
     保証不可) 

運転

継続 
ＩＣメモリカード用の電池の電圧が、規定より非常

に低下しています。 

ＢＡＴＴ．ＬＥＤは点灯しません 

▶電池交換の処置を行なってください。 

 （ＩＣメモリカード内に書き込まれている 

  データの保証はできません。） 

 

 

    ○ ○

Ｅ５５ ＩＣカード電池異常 
（ＩＣカードデータ 
      保証可） 

運転

継続 
ＩＣメモリカード用の電池の電圧が、規定よりも 

低下しています。 

ＢＡＴＴ．ＬＥＤは点灯しません 

▶電池交換の処置を行なってください。 

 （ＩＣメモリカード内に書き込まれている 

  データは保証はされています。） 

 

 

    ○ ○

Ｅ５６ 未対応ＩＣメモリ 
カードの装着 

運転

継続 
使用できないＩＣメモリカードを装着しています。 

▶ＩＣメモリカードを確認して、交換などの処置を行

なってください。 

注）使用できないＩＣメモリカードでも、属性情報

がない、または書き込まれていない場合は検知

できませんので、ご注意ください。 

 

 

    ○ ○

Ｅ５７ コンフィグ対象ユニット

なし 
 ＭＥＷＮＥＴ－Ｗ２／ＭＣＵ 

コンフィグデータで指定されたスロットに 

Ｗ２リンクユニットまたはＭＣＵ(マルチコミュニケ

ーションユニット)が装着されていない。指定スロッ

トにユニットを装着するか、パラメータを書き換え

てください。 

 

 

   ○ ○  

Ｅ１００ 
ｔｏ 
Ｅ１９９ 

停止 
○ ○ ○ ○ ○ ○   

Ｅ２００ 
ｔｏ 
Ｅ２９９ 

Ｆ１４８で 
設定している 
自己診断エラー 

運転 
継続 

応用命令Ｆ１４８で任意に設定しているエラーが

発生しています。 

▶設定した検知条件にもとづいて、処置してくださ

い。 

○ ○ ○ ○ ○ ○  
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12.4.3 ＭＥＷＴＯＣＯＬ－ＣＯＭ通信エラーコード一覧 

コード 名称 エラー内容 
！２１ ＮＡＣＫエラー リンク系エラー 

！２２ 
ＷＡＣＫエラー 
（相手先受信バッファオーバー 
 フロー） 

リンク系エラー 

！２３ ユニットＮｏ．重複 リンク系エラー 

！２４ 伝送フォーマットエラー リンク系エラー 

！２５ リンクユニットハードエラー リンク系エラー 

！２６ ユニットＮｏ．設定異常 リンク系エラー 

！２７ ＮＯＴサポートエラー リンク系エラー 

！２８ 無応答エラー（応答待ち） リンク系エラー 

！２９ バッファクローズエラー リンク系エラー 

！３０ タイムアウト(送信不可能状態) リンク系エラー 

！３２ 転送不可エラー 
（自局バッファオーバーフロー） リンク系エラー 

！３３ 通信停止 リンク系エラー 

！３６ 相手先存在せず リンク系エラー 

！３８ その他の通信異常 リンク系エラー 

！４０ ＢＣＣエラー 受信したデータに伝送エラーが発生しました。 

！４１ フォーマットエラー フォーマットに合わないコマンドを受信しました。 

！４２ ＮＯＴサポートエラー サポートしていないコマンドを受信しました。 

！４３ マルチフレーム手順エラー 複数フレーム処理中に、それ以外のコマンドを受信しました。 

！５０ リンク設定エラー 存在しないルートＮｏ．が指定されました。 

送信局指定で、ルートＮｏ．を確認してください。 

！５１ 送信タイムアウトエラー 送信バッファが渋滞のため、他機に送信が不能です。 

！５２ 送信不能エラー 他機への送信処理ができません。（リンクユニットの暴走、など） 

！５３ ビジーエラー 複数フレーム処理中のため、コマンド処理を受けられません。 

または、処理中のコマンドが渋滞しているため、受けられません。 

！６０ パラメータエラー 指定されたパラメータ内容が存在しない、または、使用できません。 

！６１ データエラー 接点、データエリア、データＮｏ．の指定、大きさ指定、範囲、形式指定に 

誤りがあります。 

！６２ 登録オーバーエラー 登録数がオーバーした場合、または、未登録の状態で操作しました。 

！６３ ＰＣモードエラー ＲＵＮモード中で、処理できないコマンドが実行されました。 

！６４ 外部記憶不良エラー 

ユーザＲＯＭ、汎用メモリが存在しないか、もしくはハード不良です。 

ＲＯＭまたはＩＣカードに異常が考えられます。 

・ＲＯＭ転送時、指定した内容が容量を超えている。 

・書き込みエラーが発生した。 

・ＲＯＭ／ＩＣカードが装着されていない。 

・ＲＯＭ／ＩＣカードが規定のものでない。 

・ＲＯＭ／ＩＣカードボードが装着されていない。 

！６５ プロテクトエラー プロテクト（パスワード設定やディップＳＷなど）モードまたはＲＯＭ運転モード 

の時に、プログラムまたはシステムレジスタの書き込み操作が実行されました。 

！６６ アドレスエラー アドレスデータのコード形式に誤りがある、また、超過した場合、不足した場合、 

範囲指定に誤りがありました。 

！６７ プログラムなしエラー 
／データなしエラー 

プログラムエリアにプログラムがないか、メモリ内容が異常のため、読めません。 

または、登録されていないデータを読み出そうとしました。 

！６８ ＲＵＮ中書換え不可エラー ＲＵＮ中書換えが出来ない命令語（ＥＤ，ＳＵＢ，ＲＥＴ，ＩＮＴ，ＩＲＥＴ，ＳＳＴＰ， 

ＳＴＰＥ）を編集しようとしています。ＣＰＵユニットには何も書き込まれません。 

！７０ ＳＩＭオーバーエラー プログラムの書き込み処理で、プログラムエリアを越えました。 

！７１ 排他制御エラー 処理中のコマンドと同時に処理できないコマンドが実行されました。 
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12.5 ＭＥＷＴＯＣＯＬ－ＣＯＭ通信コマンド 
ＭＥＷＴＯＣＯＬ－ＣＯＭコマンド一覧 
コマンド名称 コード 内容説明 
接点エリアリード ＲＣ 

（ＲＣＳ） 
（ＲＣＰ） 
（ＲＣＣ） 

接点のＯＮ／ＯＦＦ状態を読み出す。 
・一点のみ指定する。 
・複数の接点を指定する。 
・ワード単位での範囲を指定する。 

接点エリアライト ＷＣ 
（ＷＣＳ） 
（ＷＣＰ） 
（ＷＣＣ） 

接点をＯＮまたはＯＦＦする。 
・一点のみ指定する。 
・複数の接点を指定する。 
・ワード単位での範囲を指定する。 

データエリアリード ＲＤ データエリアの内容を読み出す。 
データエリアライト ＷＤ データエリアにデータを書き込む。 
タイマ／カウンタ設定値エリアリード ＲＳ タイマ／カウンタ設定値を読み出す。 
タイマ／カウンタ設定値エリアライト ＷＳ タイマ／カウンタ設定値を書き込む。 
タイマ／カウンタ経過値エリアリード ＲＫ タイマ／カウンタ経過値を読み出す。 
タイマ／カウンタ経過値エリアライト ＷＫ タイマ／カウンタ経過値を書き込む。 
モニタ接点登録・登録リセット ＭＣ モニタする接点を登録する。 
モニタデータ登録・登録リセット ＭＤ モニタするデータを登録する。 
モニタ実行 ＭＧ ＭＣやＭＤで登録した接点やデータをモニタする。 
接点エリアのプリセット 
（フィルコマンド） 

ＳＣ 指定した範囲のエリアを１６点分のＯＮ／ＯＦＦ 
パターンでうめる。 

データエリアのプリセット 
（フィルコマンド） 

ＳＤ 
指定した範囲のデータエリアに同じ内容を書き込む。

システムレジスタリード ＲＲ システムレジスタ内容を読み出す。 
システムレジスタライト ＷＲ システムレジスタ内容を設定する。 
ＰＣステータスリード ＲＴ プログラマブルコントローラの仕様、エラー発生時の 

エラーコードなどを読み出す。 
リモートコントロール ＲＭ プログラマブルコントローラの動作モードを 

切り換える。 
アボート（中止） ＡＢ 通信を途中で打ち切る。 
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12.6 ＢＩＮ／ＨＥＸ／ＢＣＤコード対応表 
１０進数 

（Ｄｅｃｉｍａｌ） 
１６進数 

（Ｈｅｘａｄｅｃｉｍａｌ） 
ＢＩＮ２進数 
（Ｂｉｎａｒｙ） 

ＢＣＤ２進化１０進数（４桁） 
（Ｂｉｎａｒｙ Ｃｏｄｅｄ Ｄｅｃｉｍａｌ） 

 
０ 
１ 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 
 

００００ 
０００１ 
０００２ 
０００３ 
０００４ 
０００５ 
０００６ 
０００７ 

 
００００００００
００００００００
００００００００
００００００００
００００００００
００００００００
００００００００
００００００００

００００００００
０００００００１
００００００１０
００００００１１
０００００１００
０００００１０１
０００００１１０
０００００１１１

 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 

００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 

００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 

００００
０００１
００１０
００１１
０１００
０１０１
０１１０
０１１１

 
８ 
９ 

１０ 
１１ 
１２ 
１３ 
１４ 
１５ 

 

０００８ 
０００９ 
０００Ａ 
０００Ｂ 
０００Ｃ 
０００Ｄ 
０００Ｅ 
０００Ｆ 

 
００００００００
００００００００
００００００００
００００００００
００００００００
００００００００
００００００００
００００００００

００００１０００
００００１００１
００００１０１０
００００１０１１
００００１１００
００００１１０１
００００１１１０
００００１１１１

 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 

００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 

００００ 
００００ 
０００１ 
０００１ 
０００１ 
０００１ 
０００１ 
０００１ 

１０００
１００１
００００
０００１
００１０
００１１
０１００
０１０１

 
１６ 
１７ 
１８ 
１９ 
２０ 
２１ 
２２ 
２３ 

 

００１０ 
００１１ 
００１２ 
００１３ 
００１４ 
００１５ 
００１６ 
００１７ 

 
００００００００
００００００００
００００００００
００００００００
００００００００
００００００００
００００００００
００００００００

０００１００００
０００１０００１
０００１００１０
０００１００１１
０００１０１００
０００１０１０１
０００１０１１０
０００１０１１１

 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 

００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 

０００１ 
０００１ 
０００１ 
０００１ 
００１０ 
００１０ 
００１０ 
００１０ 

０１１０
０１１１
１０００
１００１
００００
０００１
００１０
００１１

 
２４ 
２５ 
２６ 
２７ 
２８ 
２９ 
３０ 
３１ 

 

００１８ 
００１９ 
００１Ａ 
００１Ｂ 
００１Ｃ 
００１Ｄ 
００１Ｅ 
００１Ｆ 

 
００００００００
００００００００
００００００００
００００００００
００００００００
００００００００
００００００００
００００００００

０００１１０００
０００１１００１
０００１１０１０
０００１１０１１
０００１１１００
０００１１１０１
０００１１１１０
０００１１１１１

 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 

００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 
００００ 

００１０ 
００１０ 
００１０ 
００１０ 
００１０ 
００１０ 
００１１ 
００１１ 

０１００
０１０１
０１１０
０１１１
１０００
１００１
００００
０００１

 
６３ 

２５５ 
９９９９ 

 

００３Ｆ 
００ＦＦ 
２７０Ｆ 

 
００００００００
００００００００
００１００１１１

００１１１１１１
１１１１１１１１
００００１１１１

 
００００ 
００００ 
１００１ 

００００ 
００１０ 
１００１ 

０１１０ 
０１０１ 
１００１ 

００１１
０１０１
１００１
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12.7 アスキーコード表、ＪＩＳ８コード表 
アスキーコード表 

 

ＪＩＳ８コード表 
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改訂履歴 
 

マニュアル番号は、表紙下に記載されています。 

発行日付 マニュアル番号 改訂内容 

 

１９９７年 ３月 

 

１９９７年 ５月 

 

１９９７年１１月 

 

１９９８年 ２月 

 

１９９８年 ５月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１９９９年 ３月 

 

 

 

 

 

１９９９年 ８月 

 

２０００年 ８月 

 

 

ＦＡＦ－２５１ 

 

ＦＡＦ－２５１① 

 

ＦＡＦ－２５１② 

 

ＦＡＦ－２５１③ 

 

ＦＡＦ－２５１④ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＦＡＦ－２５１⑤ 

 

 

 

 

 

ＦＡＦ－２５１⑥ 

 

ＦＡＦ－２５１⑦ 

 

初版 

 

２版 

 

３版 誤記訂正 

 

４版 

 

５版 ・誤記訂正 

・追加内容 

ＲＳ２３２Ｃポート付きコントロールユニット

ＦＰ０ Ｃ１０ＣＲＳ（ＡＦＰ０２１２３Ｃ） 

ＦＰ０ Ｃ１０ＣＲＭ（ＡＦＰ０２１３Ｃ） 

ＦＰ０ Ｃ１４ＣＲＳ（ＡＦＰ０２２２３Ｃ） 

ＦＰ０ Ｃ１４ＣＲＭ（ＡＦＰ０２２１３） 

ＦＰ０ Ｃ１６ＣＴ（ＡＦＰ０２３４３Ｃ） 

ＦＰ０ Ｃ３２ＣＴ（ＡＦＰ０２５４３Ｃ） 

Ｓ－ＬＩＮＫコントロールユニット 

ＦＰ０ ＳＬ１（ＡＦＰ０２７００） 

アナログ入出力ユニット 

ＦＰ０ Ａ２１（ＡＦＰ２４８０） 

入力専用増設ユニット 

ＦＰ０ Ｅ８Ｘ（ＡＦＰ０３００３） 

ＦＰ０ Ｅ１６Ｘ（ＡＦＰ０３３０３） 

出力専用増設ユニット 

ＦＰ０ Ｅ８Ｙ（ＡＦＰ０３０４０） 

ＦＰ０ Ｅ１６Ｙ（ＡＦＰ０３３４０） 

 

６版 ・誤記訂正 

・追加内容 

追補章 

アナログＩ／Ｏユニットのプログラムにつ

いてＲＳ２３２Ｃポートとパソコンとの接続

 

７版 ・誤記訂正 

 

８版 ・追加内容 

１０ｋステップタイプコントロールユニット 

ＦＰ０－Ｔ３２ＣＴ（ＡＦＰ０２６４３Ｃ） 

ＦＰ０－Ｔ３２ＣＰ（ＡＦＰ０２６５３Ｃ） 

電源ユニット 

ＦＰ０－ＰＳＡ１（ＡＦＰ０６３１） 

Ｉ／Ｏリンクユニット 

ＦＰ０－ＩＯＬ（ＡＦＰ０７３２） 

 

 



 

発行日付 マニュアル番号 改訂内容 

 

２００１年 ４月 

 

 

 

 

２００２年 １月 

 

２００２年１０月 

 

２００３年１２月 

 

 

 

 

 

 

 

２００４年 ９月 

 

２００６年 ２月 

 

２００７年 ６月 

 

２００８年１１月 

 

２００９年１２月 

 

 

２０１１年８月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＦＡＦ－２５１⑧ 

 

 

 

 

ＡＲＣＴ１Ｆ２５１ 

 

ＡＲＣＴ１Ｆ２５１－１ 

 

ＡＲＣＴ１Ｆ３８９ 

 

 

 

 

 

 

 

ＡＲＣＴ１Ｆ３８９－１ 

 

ＡＲＣＴ１Ｆ３８９－２ 

 

ＡＲＣＴ１Ｆ３８９－３ 

 

ＡＲＣＴ１Ｆ３８９－４ 

 

ＡＲＣＴ１Ｆ３８９－５ 

 

 

ＡＲＣＴ１Ｆ３８９－６ 

 

９版 ・誤記訂正 

・追加内容 

ＦＰ０ Ｔ３２ＣＴタイプのカレンダタイマ 

設定方法 

 

１０版 ・増刷 

 

１１版 ・誤記訂正 

 

１２版 ・応用編と合併し、命令語マニュアルの内

容を削除する。 

・４章アナログＩ／Ｏユニットを削除。 

単品マニュアル作成。 

・大幅な変更のため、マニュアルＮｏ．を 

変更。 

ＡＲＣＴ１Ｆ２５１－１→ＡＲＣＴ１Ｆ３８９ 

 

１３版 ・誤記訂正 

 

１４版 ・誤記訂正 

 

１５版 ・誤記訂正 

 

１６版 ・社名変更 

 

１７版 ・誤記訂正 

・「保証について」改訂 

 

１８版 ・誤記訂正 

・社名変更 

 

 



 

 

 

 

 
保証について 
 
本資料に記載された製品および仕様は、製品の改良などのために予告なしに変更することがありますの
で、記載の製品のご使用のご検討やご注文に際しては、本資料に記載された情報が最新のものであるこ
とを、必要に応じ当社窓口までお問い合わせのうえ、ご確認くださいますようお願いします。 
 
本製品の品質管理には最大限の注力をいたしますが、 

1)  本資料に記載された仕様や環境・条件の範囲を超えて使用される可能性のある場合、または記
載のない条件や環境での使用、あるいは鉄道・航空・医療用などの安全機器や制御システムな
ど、特に高信頼性が要求される用途への使用をご検討の場合は、当社窓口へご相談いただき、
仕様書の取り交わしをお願いします。 

2)  本資料記載以外の事項での不測の事態の発生を可能な限り防止するために、貴社製品の仕様
並びに需要先、本製品の使用条件、本製品の取り付け部の詳細などについてご相談いただきま
すようお願いいたします。 

3)  万一、本製品の故障や外部要因による異常が発生しても、システム全体が安全側に働くように、
本製品の外部で二重回路などの安全対策を行ってください。また、本資料記載の保証特性・性
能の数値に対し余裕を持たせてご使用いただきますようお願いいたします。 

4)  ご購入または納入品につきましては、速やかに受入検査を行っていただくとともに、本製品の受
入検査前または検査中の扱いにつきましては、管理保全に十分なご配慮をお願いします。 

 
保証期間〕 
・本製品の保証期間はご購入後あるいはご指定場所への納入後 3 年間とさせていただきます。 

3 年間とは、流通期間の最長 6 ヶ月を含む製造後 42 ヶ月です。 
   
保証範囲〕 
・万一、保証期間中に本製品に当社側の責による故障や瑕疵が明らかになった場合、当社は代替品 
または必要な交換部品の提供、または瑕疵部分の交換、修理を無償で行わせていただきます。 

 ただし、故障や瑕疵が次の項目に該当する場合は、この保証の対象範囲から除かせていただくものと 
します。 

1. 貴社側が指示した仕様、規格、取扱い方法などに起因する場合。 
2. ご購入後あるいは納入後に行われた当社側が係わっていない構造、性能、仕様などの改変が 

原因の場合。 
3. ご購入後あるいは契約時に実用化されていた技術では予見することが不可能な現象に起因する

場合。 
4. カタログや仕様書に記載されている条件・環境の範囲を逸脱して使用された場合。 
5. 本製品を貴社の機器に組み込んで使用される際、貴社の機器が業界の通念上備えられている 

機能、構造などを持っていれば回避できた損害の場合。 
6. 天災や不可抗力に起因する場合。 
7. 電池やリレーなどの消耗品、ケーブルなどのオプション品。 

 
また、ここでいう保証は、ご購入または納入された本製品単体の保証に限るもので、 
本製品の故障や瑕疵から誘発される損害は除かせていただくものとします。 
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